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日 本 建 築 協 会 会 告一一一一一

4 梅田郵政互助会ビル新築工事の見学会

大阪 ・北の新御堂筋と扇町線の交叉する庶民的な繁華街の一角に

映画館とオフィスピルという全〈異質な用途をもっ建物が 3 月にオ

ープンします。

この建物は松竹株式会社が念願の北、進出構想、の実現をメインに

して( 財) 郵政互助会が計画されたもので、 4 つの松竹系映画館と

小規模な業務用貸室を主体とした平面計画により、用途と防災上の

関係から建物を縦割りにし、階段ならびにエレベーターとも 2 分割

され、地下で両部分をつないで、飲食系のテナントになっております。

外観は壁の多い新御堂筋側( 映画館) と窓の多い扇町線側をアル

ミパネルて棋連続させてシンプルでニッティな表現とし、限られた敷

地内に映函館 4 館を縦に積みあげるという他に例の少ない構造にか

かわらず、映函館オープン時期に合わせた超短期工事のため施工上

さまざまな工夫と配慮がなされているといわれています。

今回は郵政互助会のご厚意と安井建築設計事務所並びに互興建設、

鴻池組のご協力によりオープン前のご繁忙中を特別にユニークなビ

ルの見学をさせていただくことになりました。 .多数ご参加下さい。

日 時 2 月22日 幽 集 合14: 00→解散16 ・00

集合 場所 大阪郵政会館 ・2 階会議室

ただし、大阪・梅田、' ; oHN崎努察署( から東へ扇町織を 200mの左1ft! .

( 見学するピ J レ町筋向い側)

定 員 30名

参加会費 会 員 400円¥

| 当日徴収

会員外 600円j

往復はがき l 名 1 枚限りとし、氏名・勤務先名・連絡電

話番号・返信用宛名・郵便番号を記入し、 「梅田郵政互

助会ビルの見学J と明記の上 2 月 18 日( 月) までに建築協会

事業課へ至急お申込み願います。

ここ数年来の諸物価の高騰や 郵送料をはじめとする公共料金な

どの値上げにより、昭和55年度においては、今後経費の節減、広告

料その他事業収入の増収に努めましでも、なお相当額の不足見込み

となっております。

今、協会にとって多額の赤字が生ずることは、協会運営に多大の

支障を来たす恐れがありますので、理事会、評議貝会において慎重審

議を重ねました結果、不本意ながら昭和55年 4 月 1 日より下記のと

おり会費改訂のはこびとなりました。

つきましては、出資ご多端の折柄まことにご迷惑とは存じますが、

何卒事情ご諒察の上、是非ご協力下さいますようお願い申し上げま

す。

14 会費値上げについてお願い

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 105- 1  

財団法人 邸政互助会

。噌安井建築設計事務所

互興建設株式会社

側鴻池組

S R C ' S造、 l 部 R C泣

地下 2 階、地上11階、熔屋 2 階

1，328. 40附

1，194. 16m'  

10. 459. 70m'  

最高 41 ，250m 

映 画 館 ( 4 館 、 客 席 各 5001，市)

事務所、庖舗

昭和53年 12月→昭和55年 3 月

込

建築概要

所 在 地

建 築 主

設計監理

施 工

敷地面積

極 築 部 被

延床面積

高 さ

用 途

摘造規模

申

年額 7，800円をー・・・・・・・ 9 ，000円

"  13 ，000円を. . .…・・ 16 ，000円

7，200円をー・・…・・ 8，400円

6，000円 ••••.•••• 据置

投稿欄小委貝会では、 、私のらくがき欄。を読者の頁に設け、皆

様のスケッチを掲載していく予定です。

街を歩いていて、ふと見つけた空間、人と建築、ひろば、環境、

風景、人物、あるいは旅の思い出や記録など、国内外を問わず、傑

作をどしどしお寄せください。

0 テーマは、 「春J r夏J r秋J r冬J の四季をあらわすもので、

タイトルを適当におつけください。またスケッチ場所などを含め

て 200字程度のコメントをつけて下さい。

0 サイズは 150X 200 ミリ程度の白紙に、できるだけ黒インキて。書い

たものとします。( ハガキ大でも差しっかえありません。)

0 掲載の号については編集の方におまかせねがいます。

0 掲載分には規定の稿料をさしあげます。原則としてスケッチの原

稿の返却はいたしませんが、返却希望の場合はその旨特記下さい。

O _ . l定期間後適宜テーマをかえてゆきたいと思います。

0 氏名、住所、職業、年齢を明記して制日本建築協会編集部宛お送

り下さい。

大丸百貨庖における

4 第16回「よろず相談住宅展j 開催

"  

"  

募 集

コ

し
==一司ロ

個人( 本・支部)

団 体 ( 1 口につき )

地方( 東京 ・九州など)

* 私のらくがきか

正会員

準会員

4  

期l工

( 再掲)

をサプテーマに開催いたします。

記

昭和55年 2 月21 日( 木 ) - 26 日( 火) … . .6 日間

大丸百貨庖南館 7 階催会場

社団法人日本建築協会、財団法人大阪建築防災センタ一

大阪府 ・大阪市・住宅金融公庫 ・日本住宅公団・朝日新聞社

4 建築技術選書頒布中

本会では毎年好評を博しております「よろず相談住宅展」を、本年

は会場を大丸百貨庖にかえて、下記のとおり開催することになりま

した。

今回は“ わが家のそなえ"

期

場

催

媛

会

会

主

後

1  
組築と社会/ 悶80年 2 )1号

建築技術選せ? の題名は 4 頁目に記載。建築協会事務局までお求め

にこられた方には 1 割引の￥ 900 でー頒布しております。ご利用下さ

し、。



一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 神戸女学院・タルカット記念館と

聖和女子大学記念館の新築工事の見学

とヴォーリズの作品を見る

兵 庫 県西 宮 市 、カプト 山砂 の 麓 に 創 立 10 0年 の 歴 史 を 誇 る 由 緒 あ

る 2 つ の ミ ッ シ ョ ン ス ク ー ル が 時 を 同 じ く し て 10 0周 年 記 念 事 業 に

よ る 記 念 館 を 建 設 し 、 ま た 、 い ず れ も ウ ィ リ ア ム ・メ レ ル ・ゥーォー

リズ の 設 計 さ れ た 作品 に か か わ り の あ る キ ャ ン パ ス 内 に 建 て ら れ て

おり ます。

今 回 は 、 こ の神 戸 女 学 院 タ ル カ ッ ト 記 念 館 と 聖 和 女 子 大 学 記 念 館 を

同 時 に 見 学 で き る機 会 を 得 ま した 。 ま た 、 神戸 女 学 院 よ り 聖 和 女 子

大 へ と 見 学 移 動 の 途 中 で 、 ヴ ォ ー リ ズ の 作 品 に よ る 数 か ず の 旧 館 も

見 学 す る 予 定 で す 。

早春の 小 高い丘の緑豊かな風致地域に 、 ｾＺのように広がる白亜の

コ ン パ ク ト な 建 物 と キ ャ ン パ ス 散 策 を か ね て 多 数 ご 参 加 を お 待 ち し

ます。

こ の 企 画 に は 、 神戸 女 学 院 並 び に 聖 和 女 子 大 学 の 特 別 の ご 厚 意 と 一

粒社ウ町オー リズ 建 築 事 務 所 、 側竹 中工 務 屈 に 多 大 の ご 協 力 を い た だ

き ま し た 。

日 時 3 月 29 日仕) 集合13 :  3か→解散 17 ・0 0

集 会 場 所 阪 急 電 鉄 ・今 津 線 「門 戸 厄 神」 駅 ・改 札 出 口付 近 ・目 標

会旗

〔参考) ｾ合所までの交通授は各自でご負恒願います Ｎ

大阪より→阪急電車、神戸方商行特急来! j I ( 毎時 O時より 10分Ul I 隔発事) →西宮

北口 で今津線、 宝塚行に乗り控えて 1 つ自の駅 ( 所要約30分 ・辺氏 /'，jli 140 1']) 

定 員 30名

参 加 会費 会 員 400円1

| 資 料 代 、 そ の他 ・当 日 徴 収

会 員 外 60 0円/

申 込 往 復 ハ ガ キ 1 名 に l 枚 限 り と し、 氏 名 ・勤 務 先 名 ・所 在

J也 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 ・会 員 、 会 員

外 の 区別 を 記 入 し 、 「神 戸 女 学 院 、 聖 和 女 子 大 岡 記 念 館

の 見 学 」 と 明 記 の 上 3 月20 日( 村までサこ建築協会事業課へ。

- 神 戸 女 学 院 に つ い て

当初、明治 8 年( 1875年) 在日アメリカン ・ボード派遣の宣教師団の後媛、その

他有志者の協力により、神戸 ・諏訪山のふもとに鴨神戸ホーム H として開校した。

すでに 2 年前の明治 6 年に米国伝道会から派遣され、来日していたエライザ ・タ

J レカ ッ ト女史が初代校長となった。

昭和 8 年( 1933年) 、第 5 代院長デフォレスト女史のとき、学院の隆盛とともに

生徒数も年々精力目したため、校舎の狭少を感ずるに至り、同窓会会員および神戸

カレ ッジコーポレーションなど日 ・米の有志の寄付により現在の西宮市岡田山学舎

を完成し、移転したものである 。

ウィリアム ・メレル ・ヴォーリズは神戸の学舎にひきつづき、この事業に参画し、

設計を1! : ! 当した。

・ タ ル カ ッ ト 記 念 嘩 に つ い て

神戸女学院創立 100 周年記念事業として、創立者タ J レカ ッ ト先生を記念して建て

られたもので、中学部 ・高等学部のための特別教釜煉として増築され、旧校舎と

述絞して使用できるよう計画した。

敷地の条件から谷部分に建設されているため、主たる出入口は 2 階とな っている

が、 l日自官のl I ' 1 築部分であり、特に用意された玄関のない棟である 。学生の1曽加と

ともに戦後も新しい建物が増築され、樹木のあるさ ｾｪ 也が少なくな っ てきている 。

この記念館も計画延面積は約 3，000m' ともなり 風致地域の高さ制限からも、ま

た階段を使用しての動線を考えると 4 階が限度であり、残された! 敷地にと っては

大きすぎる建物となる 。

2  

これをできるだけコンパクトにするため、中廊下式が考えられるが、 H苦い廊下や、

通風条件、教室相互の音などをさけて、 足型に平面計画し、中央に出来たホール

が生徒と生徒、また教師との出会いの場となることが期待される 。

また 、このキャンパスのヒューマンスケールをくずきないため、教室の平商単位

に従ってスリ ッ トを設け、小さな建物の集合した形をとり、旧館の様式をひきつ

いで織成している 。

新しい教育内容と新しい主主築法規が既存の美しいキャ ンパスの中に凋和するには、

この建物の工事のために痛めた自然の回復を待たねばならないが、この神戸女学

院には環境委員会が機成されており、愛mある恨づよい努力がなされている 。

2 階のホールではト y プライトを囲んで、父兄会書抑留めスカルプチ ヤードグラス

が、学院のモ ッ トーである「愛神愛隣J という聖書の言葉と 「光J というテーマ

とともに展開されている 。

フランスのガプリエル ・ロアール氏のデザイン制作になるものである 。

(ー粒社ヴォーリズ建築事務所 ・石田忠範 記)

・ 聖 和 女 子 大 学 記 念 館 に つ い て

保育学カレ ッジの草分けといわれ、子女教育には稀な大学院を有する聖和女子大

学が、車IJ 立100周年を記念して建設中のもので、わが国でも珍しい。圏内、外の幼

児教育や保育に関する1 ' 1伊豆な資料、図i ! . t : などを一堂に集めた 3 階の資料展示室が

メインとなり、同女子大の 100年にわたる研究成果や幼児教育に必要な玩具、遊

具の展示、専門図ｾｾとともに学生や付属幼稚園児の手作りの作品やおもちゃなど

も並べ、 「保育の百年史J が一目瞭然としたいという術恕により計画されたもので、

1 階- 2 階は主に図合館として利用される 。

聖和女子大学記念館

- 建 築 概要

〔タルカγ トte念館〕 〔聖和女子大学記念館〕

所 在 地 西宮市岡田山 4 - 1  西宮市岡田山 7 - 54 

設計監理 {附ー粒社ヴ才 一リズ往築事務所 同 左

施 エ 側竹中工務庖 同 左

構 造 鉄筋コ ンクリ ー ト造 鉄筋コ ンクリート造

規 模 地上 4 階建、 R 階 地上 4 階建

高 き 18. 017m 15. 000m 

建築面積 848. 025 m'  914. 338m'  

延床面積 2. 982.855m 2.924.  120m'  

エ 期 昭和54年 2 月9 日→ 昭和54年 7 月2 日→

昭和54年12月 3 日 {完成) 昭和55年4 月15日( オープン は今秋)



定評ある川崎重工の、鉄構技術3

その、ひとつの例でも

、、

'

 

，

.

 

・
・

・
6

.

.

 

‘

 

-

a

 

'

 

•• 
‘

 

• 
-

t

e

 

e

-

-

-

• 
・・

v-
S

 

E

 

e

 

-

-
‘
 

，
E

 

S

 

g

 

栓.

.
‘

 

復

活2

 

• s

・

‘
，
 

‘

 

a

・

a

R

 

あらゆる鉄鋼構造物をお届けしています

次々に誕生する超高層ビル一一 ここにも、

川崎重工のヒツレ鉄骨が使われて、安全性を支

えています。川崎重工では、工場建屋な Eの

一般鉄骨から超高層ヒツレ鉄骨まて; あらゆる .

鉄骨を手がけています。

鉄の構造物を通じてゆたかな社会づくりに

貢献したい t 願う川崎重工は、鉄骨にかぎら

ず、創業l 世紀の聞に培った幅広い、、鉄構技術。

を駆使して、時代の要求に応じたあらゆる

鉄鋼構造物をお届けしています。

ピノレ鉄骨や大型橋梁の製作・建設、次代の

エえJ 時fーとして期待される L NGやL PGなEを

貯蔵する低温タンク、水門扉や鉄培、煙突など、

その製品群は実に幅広いものがあります。また、

他事業部門の技術 t 手を結んで、各種プラ

ン卜の建設に参加し、海洋構造物やロケ ット

の組立発射設備を製作するな E、時代の一歩

先を見すえた活動を展開しています。

「溶接の川重」とまで‘ いわれる優れた基礎技術

を基盤に、これからも、川崎重工は *富士構

技術砂にみがきをかけてまいります。

・鋼管構造 ・一般鉄骨 ・橋梁・貯槽 ( 球形

タンク、貯槽タンク、低温タンク) ・煙突・水圧鉄管

・水門扉 ・ベルトコン ペヤ・特殊犠造物

( 高炉、海洋構造物、ランプウェイ ・ギャングウェイ

コンテナークレーン) ・その他

画J11崎 重 工

鉄事陣営業本部

干 105 東京都港区浜松町 2 - 4ー |

世界貿易センタービル

T E L  ( 03) 435 - 2971 ( 大 代 表 )

支 l苫/ 大 阪 T E L ( 06)  344- 1271 

営 業 所/ 札 幌 T E L ( 011 )  281 - 3 1 3 1  

仙 台 T E L ( 0222)  61- 3611 

名 古 屋 T Eし ( 052) 201- 6451 

広 島 T Eし ( 0822 ) 22 - 2222 

キ冨 岡 T E L  ( 092)  271- 8555 

3  



企画: 日本建築協会編集・発行: 学芸出版社

A 5判， 136，__， 160頁，圃~国 1000円 回~図〈近干11)

圃 茶

• • • 
盆 の ｾｾ＠

仕の敷き万や炉の切り方など，茶室の設計に関する様々の約束

事を ，お茶の心得がなくとも E理解できるように，豊富な写真と

平面 l河を用いて解説する . 帝塚山学院大学教授 岡田孝男著

図ビルの省エネルギー

ピルの空調システムの基盤であるヒートポンプ，これをさらに

省エネルギー的に再開発したく複合ヒートポンプ〉 について，

建築技術者を対象に平易に解説する. 竹中工務底 中村猛著

園建築とコンビュータ - 1

新耐渓などコンピューターがますます必嬰とされてきた今，小

さな設計事務所でも十分ベイする利用法を公開する. マイコン・

ミニコンによる構造設計の全て C & C事務所 魚木晴夫著

四都市の下水処理

ピルや住宅の排木が，ますます厳しく規制されるようにな った

現代において，建築関係者が最低知 っておくべきド水処理の原

埋としくみを多数の岡で示す 大阪市下水道局 松永一成著

回すまいの語録

住屯計幽の始まりから完成までを ， 400 の名言と諺を用いて綴

るf l : まいのユニークなチ ェッ クポイント ー楽しく読みながら先

人の知恵や工夫が学べる好著. 東京工大教授 茶谷正洋箸

回コンクリー卜工事の管理

完1&してからではやり直しのきかないコンクリート工事. その

安となる工事監E望者 .・ 施工管理者のために各工程の管理の注意

事項を簡潔に記載した 日本建築総合試験所 奥島正一編著

回構造計画とやさしい力学1

はり ・柱編 精 進 が 苦 F なデザイナーや学生のために，構造計

画の考え }j や「工夫」を ，身近な事例を素材にして，多数の図を

駆使しやさしく興味深〈説< . 近畿大学助教授 須賀好富著

図建具の知識と意匠

現代に生きる ，伝統ある建共の全てを凶解する . 今まで設計者

が 1 人悩んできた事柄が， これ l 冊で解決できるく大煉梁の秘

伝の J..t> 主要寸法記載. 山片一級建築事務所 山片三郎著

図工レベータ. ェスカレータ・立体駐車場

エレベーター界の第一人者である著者が，すぐれたスタ y フを

総動員しでまとめた，これだけは是非知っておいていただきた

い，昇降機のエ γ センス. 元三菱電機昇降機部 木村利雄著

回構造計画とやさしい力学2
屋根 ・架繕 ・その他精造編前巻に引きつづき，椛造計画の基

本的な考え方と「工夫」を，数式を極力省、き，部位別に問解する .

締造が苦手な人にこそ読んでいただきたい名著. 須賀好宮著

田建築と設備の接点 1

技術の進歩と咋門化によ って，それぞれの導門家間に生じる接

点領域対策が，よい建物をつくるための要とな っている . その

吉点、と解決法をずばり示す. 日建設計監理部「接点」研究会著

園ソーラーハウス

ソーラーハウスの本俗的汗及のために，どうしたら確実で損の

ないソーラーハウスをつくれるかをずばり示す. 建築関係者と

ユーザーのための実践的手引き 新日本空調 内山武夫著

園医院・診療所の計画と設計

多くの事例の倹討と，診療行為の解析，調査をもとにして ，

療所の平商計画を考える . 設計者，施工者，建築主への実際的

な手引きさ. 京都工芸繊維大学 池田有隣・船越障由共著

国設計のコンビュータ一手法

II ［ｾｾＱＱ＼ Ｑ＠ . 透視図 ・照度分布図など めんどうな作業をコンピュ

ーターに代行させ，省力化をはかるためのマニュアル. 図形処

理の基礎から応用までを網緩する 日建設計 飯塚英緩著

[J]] p  c構造の話

ひびわれがなく，大スパンが架け渡せる P C構造を生かした各

種の精造方式を，図 ・写真を駆使して紹介する. 施工上の注怠，

生産方式なども記載 MAI建築構造研究所 下伊豆隆三善

M住宅設計とインテリア

生活様式の多機化 に伴い，考え直されなければならないインテ

リアを，楽しく易しく説き明かす . 第一線の設計家による現代

のインテリア. 福岡喜久雄デザイン事務所 福岡喜久雄著

6学芸出版社 京自s市下京区木津屋橋通西洞院東入 f t 075- 343- 0811 
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リズの作品を見る 。' " 1  
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施工 : 山田工務庖 …ー … ・・… 一 6
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太陽の動物舎神戸市立王子動物園

総 合 設 計 監 理

実 施 設 計

施 工

6  

神 戸 市 住 宅 局 営 繕 部

東 畑 建 築 事 務 所

山田工務唐( 建築)

国 奈 ( 給 排 水 空 気 調 和 設 備 )

矢 崎 総 業 ( 太 陽 熱 利 用 機 器 )

| 1 1 固

l  南面からみた遠景、集熱板

のある屋根、左側 動 物舎、

右 側 。i本惣所

2 . 北面からの鳥時世

3 . 正面全景、左側は休憩所

4. 熱帯植物品室をみる

5 . 東南よリのぞむ

6 . 機械室

搬影 1  .  3 .  4  .  6  . つねなリすたじお

2 .  5 . 神戸市提供



所 在 地 神 戸 市 灘 区 王 子 町 3 丁目 1 番 地

敷 地 面 積 65 ，000m'  

建 築 面 積 808 . 01 m' 

延 床 面 積 930 . 46m'  飼 育 管 理 室 88m'

熱 帯 植 物 混 室 234m' 、 機 械 室 120m'  

は 虫 類 舎 B 区 画、 夜行 性 動 物 舎 B 区 画

太陽熱制緩 446 m'  (  223板)

構造規模 R  C ， B  1 ， 1  F  

工 期 昭 和53年 8 月 ~ 昭 和54年 2 月

神戸市立王子動物園「太陽の動物会J は、昭和54年 4 月にオー

プンした。

当王子動物園では、従来のは虫館1舎を改築するにあたり、太陽

熱利用の冷暖房ーシステム( ソーラーシステム) の係用を決定した.

これまで、四季を問わず、ガラス面のハレーションにより観察

しにくい舎であったこと、動物がほとんど静止の状態で親しみ

のもちにくい点や、夜行性動物会 ( コウモリ、 7 7 ロウなど、

主として略くな ってから活動する ) を怨設したい旨等が、その

改築理由であり、またソーラーシステム係用理由のーっとして、

変混動物のため冬1 t I1はガスストーブを焚き維持貨が協み、しか

も結22現象によりますます観察しにくくなるという悪循環の解

消があった.

他に与条件として、は虫頬舎のパ ックに放出刻J栄としての熱帯

地物林帯 ( バナナやヤシなど ) を設けることがあり、天井ト ッ

プライトを 100m' くり抜き、純物の維持と同時に、は虫類舎の

l J I . 覧通路面1) からのハレーション防止も* す構造とすることであ

った。

動物 ・組物 ・観覧者 ・飼育者という 4 つの鋭点を踏まえながら、

以上の与条件を般討したところ、湯温度条件、保光 換気条件

といった設計設定条件に相互矛盾する点が出て ( 例えば、は虫

類舎の冷l暖房条件と 、熱帯継物林帯干の天井ト ップライトーガラ

ス函ーの熱負荷は冬JtJ l ・] ; [ l t / l とも相反する状態になる ) 、設計

担当者としての苦心があった。

さて、太陽熱集熱板であるが、延 223-1' :文( 446m') を 3 ヵ所に分

散して設置した . この枚数は、当建物の熱負荷からみて、冬夏

期以外は、閣の将来計画で隣接予恕される建物の供給にも役立

つ こ とになろう.

以上の他に、従来と i主つては虫類舎は、水族館方式による水陸

どちらの状態も観察できるよう工夫し、プー J レは温水を循環さ

せいつも透明とした こと、夜行性動物舎においては、建築と電

気設備により人工的に畳夜を逆転させ活動している状態で観覧

できるようにしたこと、内部仕上をモルタルによる「擬岩 擬

木」の仕上げとした こと等工夫した点として挙げられる 。反省

点として、観覧通路内での、子供の賑わいが子惣以上に大きく、

室内面に防音仕上げを施す必要があったように恩われる 。

省エネルギーが叫ばれている中で、人間対象でなく、{ 呆議を必

要とする動物を対象にソーラーシステムを探用したところに、

珍らしさだけではない この建物の特徴があり、動純物 . l J I. 覧者

・飼育者とどれ程融合していくかが、今後の課題として残され

ている。 ( 吉田光男 ・谷 口 邦 一 / 神戸市 )

(

ヴ

1 階平面図

室械機

a

断面図

7  
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所 在 地 大 阪 市 西 区 南 堀 江 5 丁 目 2 5 - 1  

敷 地 面 積 2，138 . 09m'  

建 築 面 積 '785 . 15m'  

延 床 面 積 I ，032 . 38m'  

構 造 規 模 R C l 部 5 ， 2  F  

工 期 昭 和 53年 11 月~昭和 54年 5 月

グ〆

〆
配置図・ 1 階平面図

市街地に建つ幼稚園なので、敷地の形状から、 | 緩い、自然の光を内部にふんだんに取り入れ、

建物内部への騒音等を少しでも緩和したく前 |  小供達が屈曲する光の中で遊び廻る姿が壁面

面道路 2 面に対し、建物を L 型に配置し、図 |  に映りそれがガラススクリーンを通し建物全

体の変化が出るように考えた 。

屋根の形状も周囲が高層住宅や工場が多〈、 |  これらのことにより、 小供達にも、周囲を往

殺伐とした都市の中で普段失われがちな日本 |  来する人々にも暖い心と者|怖の中の数少ない

人の家に対するイメージを呼び起こしたいと |  やすらぎの場として利用出来る部lが出来た

考えてみた 。 I と思 っています。

建物全体としては廊下をガラススクリー ンで |  山田康雄/ 浅井建築設計事務所)

10 15  20  

・R圃 圃 圃

2 階平面図

=  

9  



1980年 代 は 都 市 再 開 発 の 時 代 、 大 規 模 な

複 合 的 都 市 開 発 が 進 む で し ょ う 。 そこで、

ビ ル 建 築 が 多 様 化 す れ ば 、 窓 も ま す ま す

複 雑 化 し て ゆ き ま す 。 キ ン マ ツ の E ライ

ンシリ ーズは、 f孟 釆 の ア ル ミサッシフイ

ッ テ イ ン グ に は 見 ら れ な か っ た ワ イ ド な

バ リ エ ー ションと 、 80年 代 を 志 向 し た 新

し い 感 覚 で お 応 え し ま す 。 E ラインシリ

ー ズ は 、 い ま 、 い ち ば ん 進 ん だ ア ル ミ サ

ッシ フ イ ッ テ イ ン グ で す 。

ワイドバリエーションに

こj主目くださし ¥0

引遠い、回転、とり出し、突出し -ーと、窓

の多様化に応えるワイドなバリエーション

は、どんなアルミサッシにもフィット 。単

体使用はもちろん、 2 点・ 3 点締りなど組

合せは思いのままです。 しかも高性能 ・高

品質で完壁な施錠を実現します。

すっきりしたラインで

デザインを統一しました。

E ラインシリーズは、 80年代を志向 した新

しい感覚でデザインを統一。 すっきりした

ラインがポイントです。 より機能的・合理

的な 美 し さ が求められる時代にあ って、そ

のシンプルなデザインは 、建築空間のトー

タルコーデイネイトを可能にします。

※ E ライ ンシ リースのf士上げはブロンズとシル/ 、ー

の2 種 類 です。 内 外 開 き ・ 竪 軸 回 転 用、 引遣 い用、

内外伝IJ し ・機 軸回転 . i二り出し ・突 出 し用 、排 煙 用

とい ずれも豊 富 な種 類 をとり揃えてい ます。

ヨ歪豆豆) 5ash' Daar Fittings 

ＮＮｾ＠ ・ A  “  ・・ ‘  a  ー・‘ ・札中見2:: 011(643)4231代 ・仙 台2:: 0222(64)4444代 ・新 潟2:: 0252(43)1531代 ・東 京2:: 03(851)9271代

逗 松 会 均 株 式 曾 枇 : 2 22 2 2 2 7ね 官2 2m ; : 1 7 52 23 2)m f F 2 06(939山
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしておリます。

1 4 5  

臨 港 地 区 に つ い て

社会経済情勢の変化に伴い、昭和48年 7 月港湾法 ( 昭和25

年法律第 218号) の一部改正が行われ、この改正により港湾

の管理運営上臨港地区がますます重要となったのですが、限

られた水際線、土地を計画的かつ効率的に利用 し、港湾計画

的スムーズな実施を図るためには、臨港地区町指定がぜひ必

要なも のであります。

このため、国においても法改正の趣旨に沿って、未指定の

ところはその指定促進を、既指定のところはその範囲を再検

討するよう指導があり、大阪府にお いても諸般の情勢を考晴、

し、堺泉北港および阪南港において臨港地区の指定を行い、

より機能的で安全な環境のよい港湾の発展を期すべ〈努力い

たしておりますので、その目的達成について、関係の皆様方

のご理解とご協力をお願いするものであります。

1. 臨港地区の指定

「港湾J とは、一般的に 言っ て、船船が停泊す る海

面と、その背後の上屋や倉庫が建ち並んだ地域とい う

ことになりますが、港湾に対する把握の仕方が一様で

はないよ うです。それは、港湾にお いては数多 くの経

済活動、社会活動など多面的な活動が行われており、

活動面からさまざまな把握ができるからです。

港湾がどのように定義づけられているかを検討する

と、大別してつぎの二つに分けること ができ ます。

① 海陸輸送の連絡上必要とされる設備 ( 泊地、岸

壁、上屋などの物的地殻) と、こ れを管理運営する人

の組織 ( 一定の目的のために活動する人的施設) の総

合体。この場合の港湾は主として固または地方公共団

体において繋備された公共的な港湾施設の意味として

使われています。

② 海陸交通の連絡に関係のある輸送、流通、通信、

生産等の経済活動および港湾関係者のための福利厚生

活動を含めた総合的な活動が行われる場を意味する場

合。 この場合には民間の上屋、倉庫、事務所、臨海工

場等も含まれます。

これ以外にも 、港湾は さまざまに把握されています

が、港湾施設に対して効果的な公共投資を行い、公共

施設の効率的な管理運営を行 うためには、一定の区域

を定め、その水域と陸域を 「港湾」 として定義づける

必要があります。

こうした理由から指定される区域が、海面では港湾

区域であり、隆域では臨港地区なのです。

この区域を定める手続は、港湾区域については港湾

法 ( 第 4 条第 4 項) の規程により港湾管理者としての

大阪府が定めることにな っていますが、臨港地区につ

いては、陸域であり、利害関係のある人々が多〈、府

下全体の都市計画とも関連していますので、都市計画

の内容とされ、港湾管理者の案に基づき、都市計画法

( 法第 15条 - 2 0条) による手続で知事が定めることに

なっています。ただ臨港地区の目的である 港湾関連施

設に対する用途規制や港湾環境整備等を図るためのさ

まざまな行政内容は、港湾法で定め られています。

都市計画法 ( 第 8 条) では、臨港地区は、地域1也区

のーっとされており、工業地域、商業地域等の用途地

域と向ーの都市計画機能をも っています。

これらは都市の区域内の土地を機能的に異なるいく

つかの地域に分化し、土地利用に計画性を与え、適正

な制限のもとに土地の合理的な利用を図ろ うと するも

ので、都市計画の最も霊要な内容のーっとなっていま

す。

港湾周辺地帯は、用途地域では一般に工業専用地域、

工業地域、準工業地域または商業地域に指定されてそ

れぞれ用途制限が行われていますが、臨港地区は、こ

れらの用途制限に加えて、さ らに工場、庖舗、 事務所

等の用途を海上輸送に関連するものに制限し、これに

よって希少な水際線の有効利用と港湾に対する公共投

資の効率化を図ろうとするものです。

大阪府下港湾の臨港地区指定状況は、つぎのとおり

です。

決定商fl

5 51. 12. 20  186. 5h.  

68. 2 

阪 南 港 | 26. 7 

18. 0 

5 39. 3 . 25 21 

5 54 . 2 . 7  11 ，007. 9 

358. 9 

2  ，臨港地区指定の必要性とその効果

海上交通の連絡タ ー ミナ J レである港湾は、加工貿易

国であるわが国では、商工業上重要な立地条件を占め

ています。 とくに臨海工場は、それぞれが原材料や製

品を提供し合いコンビナートを形成しており、港湾施

設や商社事務所は これ らの輸送流通に不可欠な機能を

果たしています。

この地域内にもし住居や内陸部でも立地可能な工場

が進出すれば、コンビナートは崩綾し、住機能と工業

機能とが混在し ていずれの機能 も十分発揮できないと

いう事態が生じるばかりか、貿易が必要なわが国にと

っては希少な港湾地帯が有効に利用き れないことにな

れば、国家的にみても大きな損失といわなければなり

ません。

また、国や地方公共団体は、岸壁や上屋だけでなく

航路や船の停泊場所の建設に莫大な公共投資を行って

おりますが、 せ っかく港湾施設を箆備しても、 これを

利用する立場にある港湾関連絡設がそばになければ有

効適切な利用ができないことになります。

このため港湾周辺地域の土地利用の現況や動向を調

査し、将来の港湾関連産業を収容するために必要な輸

送施設、商業施設、工業施設などが適切に集積される

ように臨港地区を指定する必要があるわけです。

臨港地区が指定されますと、この区域内に進出する

企業は、原則として貿易に関係する商社、運送業者あ

るいは原材料や製品の搬出入を海上輸送によ っている

臨海性工場に限られることになります。

これ らの工場、事務所等が新設、増設される場合に

は、港湾施設との関連があるかどうか、また取り扱わ

れることになる貨物量が現在の港湾施設でまかなえる

かど うか、そ こか ら発生する廃棄物が港湾管理者の廃

棄物処理計画を上まわるものでないかなどについて把

握するため、港湾法 ( 第3 8条の 2 ) により 港湾管理者

である大阪府 ( 堺または岸和田港湾事務所) に施設計

画、使用計画、輸送計画、廃棄物処理計画について届

出をしてもらうことになっています。これによって民

間の港湾施設計画に対する港湾管理者の監督、調繁シ

ステムが確立され、バランスのとれた港湾の発展が期

待されます。

①届出対象行為

(1)水域施設、運河、用水きょまたは排水きょの建設、

または改良

(2胸事が指定する廃棄物処理施設の建設または改良

(3)敷地面積が 5，OOOm'以上、もしくは作業場の床面積

の合計が 2 ，500 m'以上の工場または事業場の新設、

または増設

(4)知事が指定する危険物取扱施設の建設または改良

(5)知事が指定する揚水施設の建設または改良

②届出様式 ( 省略)

3  . 分区指定とその効果

すでに述べたように臨港地区は、積極的に海上輸送

に関連のある倉庫、事務所、工場等の利用の増進を図

る地域ですが、これだけでは港湾としてのあり方を満

足させるものとはいえません。

ちょうど都市においては、さまざまな活動が営まれ

ているため、その区域を機能別に分化して秩序ある都

市のあり方を決めるように、臨港地区の区域内におい

ても輸送、生産等の経済活動ばかりでなく、レクリエ

ーションや福利厚生などさまざまな活動が行われてい

るため、機能別に区制して目的の異なる建物が無秩序

に混在するのを防止し、それぞれの機能が十分発探で

きるように配慮する必要があります。

これが分区といわれるもので、臨港地区の指定後、

港湾管理者としての大阪府が港湾法 ( 第39条) に基づ

いて指定することにな っています。

分区の指定は、分区条例の制定と同時に行われます。

分区条例は、臨港地区の分区制の笑現を図るため、港

湾法 ( 第4 0条) に基づ き制定されるもので、都市計図

区域の用途地域別の具体的な実施内容を定めた建築基

準法 ( 第4 8条、 49条) に相応するものです。分区条例

と建築基準法 ( 第4 8条、 49条) は用途規制に関しては

重複するため 、港湾法 ( 第5 8条) の規定により、分区

にお いては建築基準法 ( 第4 8条、 49条) の規定は適用

きれない こ ととして解決を図 っています。

しかし臨港地区と用途地域は同ーの都市計画手続に

よって定められるので、両者の目的に艶合性があるこ

とが要求されます。

なお市街地の省、度を規制するものとしての主主ぺい率

や容積率その他用途制限以外の形態規制については、

分区条例では特別に定められないので、建築基準法が

適用されます。

堺泉北港および阪南港ではつぎの三分区を指定して

おり、その指定状況はつぎのとおりです。

指定状 況

都市計画区埴 姐培地区
骨区指定 分 E 内 駅

E 埠名 師名 市 町名1骨、
年 月 日

商港区 工章港区
惇港景厚生区

計

h.  h.  h.  h. 

泉大埠 阜大樟市 堺泉北港 552. 4. 1 141. 6  27.2  17.7 l鉛 5

車和田市
H  19. 7  46.2 2.3 伺 2

岸和田ト 一一一
E 南港

也岡町
H  2.5 23.2 1. 0  26.1 

貝 事 貝 車市 n  18.0 18.0 

岬 岬 町 揮 日港

事 事 市
554. 2 . 1  27.2 9乃 7 1. 0  1，∞1.9 

堺且 ｾｴ 港

高 石 高石市

"  

ー 担4.0 14. 9  話8. 9

• r商港区J ... .. . 旅客または一般の貨物を取り級わせることを目的

とする区成

・「工業港区J …工場その他工業用施設を股置させることを目的

とする区域

・「修景厚生港区」 その景観を聾備するとともに港湾関係者向

厚生肉増進を図ることを目的とする区域

4  . 分区内での建築確認と開発許可の申請

分区内では用途規制については、分区条例が適用さ

れますので、分区内で建築確認申請および開発許可申

摘をする場合は、あらかじめ申務前に、堺泉北港は本

府の堺港湾事務所に、阪南港は岸和田港湾事務所にお

いて、それぞれ建築物等の用途が分区条旬に適合する

旨の承認を受けなければなりません。分区条例の承認

印のない申精密は、受理されないことになっています。

臨港地区については、以上きわめて簡単にその慨望書を述べ

ましたが、関係法令の条項や分区内においてはどのような締

築物が建設できる 円かなどを定めた大阪府内条例や、指定区

域の図面等は、紙商の関係上掲載することができませんが、

関係図書は大阪府土木部港湾課において一般の縦覧に供して

おりますので、ご利用下きれば幸甚に存じます。

( 大阪府土木部港湾標)



- 写真と概要をどしどしお送り下さし、.

凡 例 a 所 在 地 b 敷 地 面 積 C . 建 築 面 償 d 延 床 面 積 e  .1骨造規綴 f . 工 期

1432 梅 花 学 園 茨 木 学 舎 体 育 館

設 計 竹 中 工 務 唐

施 工 ・竹 中 工 務 底

a  大 阪 府 茨 木 市 宿 久 庄 1 71

b.  54 ，761. 48m'  

c  .  2  ， 334  .  50 m'  

d .  4 ，804. 32m'  

e .  R  C 、 屋 根 部 分 の み S 、 3 F  

F . 昭 和53年 10月 ー 昭 和54年 8 月

- E画面画面盈薗

所

設

地

耐

耐

f

r
月

:
ハ

崎

番

目

お

5

2

ロ

』

u
f

，
u
v

“m

q

u

n

L

a

q

p

m

一

円

i

忠

康

ム

司

1

n

U

F
O

卓

I

E

a

H

刷

、
i

n

，b

q

a

、
J

必

性

事

問

建

町

一M

U

U

柿

同

芸

術

1

8

?

哩

ι

E

P

H

圃

m

E

市

-

J

都

八

市

月

立

川

事

臨

日

7

目

語
圏

八

平

3

4

薗

県

I

セ

シ

F

』

E

P

・
a

・
-
『

H

U
川

F

、
u

'

班

活

丸

幻

和

ヘ

・

・

滋

昭

¥

針

エ

県

設

施

a

b

e

d

e

f

賀滋
a
a守

1434 御 影 パ ー ク レ ジ デ ン ス

設 計 M I K I 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 竹 中 工 務 底

a . 神戸市東灘区住吉山手 2- 1806- 2

b.  2 ，520. 45m'  

c .  990. 63m'  

d .  2 ，496. 71m'  

e .  R C ， 3 F  

f . 昭 和53年 8 月 ー 昭 和 54年 10月

1435 松 原 市 立 第 6  中 学 校 1436 新
瓦 町 ビ J レ 1437 心 斎 橋 ク ロ ワ シ ビ ル

設 計 : 浅 井 建 築 設 計 事 務 所 設 計 浅 井 建 築 設 計 事 務 所 設 計 : 大 成 建 設 大 阪 支 庖

施 工 . 大 末 、 末 広 共 同 企 機 体
施 工 : ユ ニ チ カ 大 阪 建 設 部 施 工 ・大 成 建 設 大 阪 支 唐

a 松 原 市 岡 1 丁 目
a  大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目 4 5 - 1  a  大阪市南区心斎橋筋 2 - 3 4ー l

b  20 ，451m'  b  1，680. 05m'  b  204. 4m'  

c  2 ，750m'  c  1，440. 41 m'  c  188. 5m'  

d  5 ，150m'  d  10 ，435. 3m'  d  677 .8m'  

e  R C 、 4 F  e  S R C 、 8 F 、 P 2 e  S 、 4 F  

昭 和52年 10月 ~ 昭 和 53年 6 月
f . 昭 和53年 8 月 ~ 昭 和54年 8 月 昭 和54年 5 月 ~ 昭 和 54年 10月

1438 橋 本 ビ ル

設 計 : 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 伊 西 組

a  大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 4 丁目

b.  390m'  

c  .  310m'  

d  .  1 ，050m'  

e .  S 、 3 F ， P  1  

f  昭 和52年 11 月 ~ 昭 和53年 6 月
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輿 1440 水 楽 ビ J レ

設 計 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 谷 安 組

a 大阪市北区巴g桜前線frt 也1- 4 5 - 3

b  .  360m'  

c .  311. 96m'  

d .  3 ，101 .9 7 m'  

e .  S  R  C 、1 1 F 、B 1 、P 1  

f .  11召和54年 1 月 ~ 昭 和 54年 11 月



. 6.  

Z 玄

ニュース原稿をお送り〈ださい。

社と

神戸レジャーランド

最大級のホイルをもっジャイアントホイ ール、

美しく楽しい二層メリーゴーランド、 エキサ

イテイングなダブルループ コースタ ー を設置

している。またモ ニ ユメン トとして6700m'に

およぶ池の中央に、 16世紀英国船として始め

て世界一周をした木造帆船「ゴールデンハイ

ンド号j のレプ リカ船を建築物として、船内

にはレストラン、展示場等を設けている。

(4) 遊戯機施設

上記 3 機種を含めて 20機種におよぶ遊戯機を

設置しているが、 このうち 7 機種は著名 外国

メーカーの製品である。

(5) 修景施設

正面中央広場からは、巨大なカスケードがビ

スタの中心であり、池を含めた景観に加えて

緑豊かな植栽は東洋のティボリーをめざすも

のである。

ーに絞りヤング向けのレジャーランドとして、

修景も、施設も、人々の装いも、行動も、す

べてファ ッションであるとの認識にたちファ

ッショナブノレパークとして、博覧会開催中は

勿論それ以後も国際都市神戸のシンボルとし

てすえながく親しまれるレジャーランドとする。

(2) 配置計画

中央に広大な浄化海水池を設け、周辺に公園

としての基幹施設、各種便益施設等をめぐら

している 。敷地全体を 6 つのゾーン、即ち、

食堂売庖インフォーメイション等のあるオー

ルドタウン、帆船のモ ニュメントのあ.る海の

ロマンゾーン、子供の遊び場を提供するべっ

こう広場、大型遊戯機のあるエキサイテ イン

グゾーン、水上ステージを含むイベントゾー

ン、小庖舗群のダウンタウンに分け 、相互に

関連性をもたせながらこのレジャ ーランドの

性格づけをしている。

(3) シンボ j レ、モニュメント

シンボリ ックな施設として、遊戯機では世界

築

ユ

建

中 島 啓 吾/ 阪 急 電 鉄 神 戸 レ ジャーランド挫備委貝会

このポートアイランドには合計24ヘクタール

の公園緑地が計画されているが、この中で最

も広い南公園に隣接する約 5 ヘクタールがこ

のレジャーランドの用地である 。 1 昨年 12月

この団地を恒久的なレジャーランド施設とし

て神戸市が募集したコムペ応募作品の中から、

当阪急電鉄案が採用され現在其の基本構想、に

もとづいてはぽ設計もかたまり、 56年 3 月博

覧会ポートピア ' 81 の開催と同時にオープン

すべ〈目下その作業にとりくんでいる 。

(1)  基本的な考え方

来園者の対象をヤング層からニューファミリ

トピックスその 7

神 戸 レ ジ ャ ー ラ ン ド

神戸に市営の地下鉄が走 っていることを、 他

都市の人は知らない場合が往々にしてある 。

ここで簡単に神戸の地下鉄を紹介してみる 。

現在、営業している区間は 5 .7kmであり、神戸

市、日本住宅公団、兵庫県労働者金庫などに

よって造成された須磨ニュータウン( 計画人

口12万人) と既成市街地の新長田とを結んで

いる ( 西神線) 。昭和52年 3 月に開業してか

ら2 年半を経過しており、ニュータウンの人

口定着が進むにつれて漸次、地下鉄利用者が

増えてきている 。最近では、毎日約40 ，000人

の市民が利用している 。 この 5. 7km区間には

四駅がある 。名谷駅と妙法寺駅はニュータウ

ンの中にあり、堀曾l式の地上駅であるため 、

効外電車駅の感がある 。 また、市街地部では

板宿駅と新長田釈が地下駅となっている。新

長田では国鉄山陽本線新長田駅に接続してお

り、板宿では山陽電鉄板宿駅と連絡している 。

所要時聞は 8 分、車両編成は 4 両である。

神戸の地下鉄駅が他都市の地下鉄駅と異なっ

ている点は、5 J 1j 表のとおり各駅にテー7 を持

たせ、それを具体的に表現していることであ

る。幸い、 利用者からは好評であり、 雰囲気

のよい明るい地下鉄だと言われている 。

名谷駅Ｈ昭和 ＵＲｾ 手度会建賞受賞Ｉ

営業線以外に現在、新長田駅から東へ神戸の

中心地に伸びる新線の工事を行な ってい る。

三宮を経由し、新幹線新神戸駅へつながる線

として近い将来開業する ( 山手線) 。さらに 、

須磨ニュータウンの名谷駅から、西へ延伸し

て現在開発中である西神ニュータウン( 計画

人口 13万人、学園都市、運動公園、工業団地

等を含む。) へ結ぶ線も計画中である 。

表現方法

0 駅正面 7 ァサードに 「春の風」陶

板レリー 7

0 法面に春のlE首j を他殺

0 ホーム階の墜に、柿、莱等の陶板

レリー 7

0 法面に秋の花樹を植栽

0 ホーム階の笠に板且模様の仕上材

O コンコース階に 「ハトの泉J

0 ホーム階の墜に金属板ハト切り紘き

各 駅 の テ ー マ

谷 |春 の 駅

妙 法 寺 | 秋 の 駅

ア - ' 7  駅 名

名

表

神 戸 の 地 下 鉄

林 田 重 信/ 神戸市交通局高速鉄道部設計課

新f墨田駅( 車両は、昭和53年度ローレル賞受賞)

第 1 回日本デ、ンマーク住宅

会 議 開 催 さ れ る

板 の 駅

ハトの釈

板 宿

新長閑

標記会議が外務省 6 階で11月14、15 日の 2 日

間に渡って開催された 。その中でデンマーク

建築研究所のエ リックク リストファーセン氏

は暖房用エネルギー消費量を 1985年に 1975年

の量より 18 %減らすことを目標に、暖房換気

装置の効率改善と断熱強化を図ってい弓と報

告した。その新基準では少なくとも屋根 ・天

井は 200mm、外壁 ・床は 150mm必要とされて

いる 。

13 

北神へ

ｾｴ 神 ｊ 車 行
新幹線 i新神

J戸駅

。--
布引

白 川 ー 三ｾ ，ＮＧ
. ，レー ; ..'- ‘  

l '  阪血電鉄

図 神戸市営地下鉄路線図

神

戸

電

鉄

ー 西神ニュータウンへ

Ｍ ｾ 名谷

妙法寺

山陽電鉄
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マイ・フォト

グッゲンハイム美術館 (ニューヨク)

有栖川 郁 / 国家公務貝

グy ゲンハイム美術館は実業家で芸術愛好家でもある、

ソロモン Q' グッゲンハイム氏を記念して、 1943年に

F . L ・ライトに設計を依頼し、 1959年に完成した。

外観は、円形で上部にいくほと・広がっているのでカタ

ツムリを迎恕させる美術館である 。内部へ入ると、 5

F皆吹抜部分の屋恨のト y プライトよ 1) 、自然光が、さ

んさんと入り我々の気持をなごませてくれる 。

この美術館の特徴としては、まず、 l  階ホールでエレ

ベーターにのって、最上階へ行き、上から順番にらせ

ん形のスロープにそって、絵画、彫刻l を鑑賞しながら

5 回転すると i 階ホールへ戻る 。また、スロープは、

鑑賞者の通路であり、展示フロアーにもな っていて、

楽しみながら絵画、彫刻l を鑑賞できる美術館であ った。

書手 著 者 河 東 義 之

P I  発 行 所 新 人 物 往 来 社

* 明治の西洋館砂 体 裁 四 六 倍 判 208頁

定 価 6000円

柴 田 正 己 / 明治建築研究会

近年、明治の建築に関する本の出版が相つい

でいるが、それらの建築がみなおされてきて

いることを示すものとして大変喜ばしい こ と

である。

この度発行された写真集「明治の西洋館」は

各地に現存する明治の建築を美しく正路な写

真とわかり易い説明で紹介している 。

この本の著者は明治建築なとさユニ ー クな論文

を発表 している新進気鋭の建築史研究者の河

東義之氏( 国立小山工業高等専門学校助教授)

である。

ここに紹介されている写真はすべて氏が撮影

されたものでありそのすばらしいアングルは

それぞれの建物をより魅力あるものにしている。

明治建築研究の第一人者である博物館明治村

の菊地重郎博士はこの本の序文で次のように

述べている 。 I歴史学者であると同時に写真

技術もすばらしい。… ・… ・学者が自分の目で

捉えた全国の明治の西洋館、それだけでも賞

重な出版であるが、さらに詳しい解説がつく

という。読者は氏のすばらしい写真と行き届

いた文章を通じて明治の西洋館に魅了される

ものと信じている。

読者の頁

カラー86点、モノクロ 75点の全国各地の写真

と解説はそれだけで明治建築の武重な資料と

なるものである 。また、どれをみても現代の

機能的ではあるが、何か単調で冷たい感じの

する建築になれている我々の目には新鮮に映

り暖かいものが感じられる 。現代建築の昏迷

がさけばれている今日、現代建築のルーツと

も言うべき明治の建築の中にそれらを解〈鍵

があるのではないのだろうか。 スタイルを見

ても、重厚なもの、ス 7 ートなもの、ユーモ

ラスなものなど様々で、どれを見ても新しい

時代のいぶきを感じさせる 。 当時の建築技術

者達が身体全体で西欧の建築文化を日本に取

り入れようとした情熱が時代を越えて見るも

のに迫ってくる 。

ここに紹介されているものは幕末、元治元年

( 1864) の大浦天主堂( 国宝、設計者プチジ

ヤン神父) から明治43年 ( 1910) の画館旧ロ

シア領事館( 現在函館市立道南青年の家) ま

でのもので明治の時代を特徴づける個性的な

洋風建築、明治の歴史的背景を持つモニュメ

ンタルな洋風連築でしかも当初の状態で保存

きれ、比較的容易に見学でき、長い間多くの

人々に親しまれ続けて来た建築である 。 これ

らの建築は明治初年の文明開化の風潮と、新

政府の強い要請のもとに建設されたもので、

園、都道府県指定重要文化財あるいはそのク

ラスにある立重な歴史的建造物が主とな って

いる 。

写真もさることながら巻末にある 1 つ l つの

建築についてのていねいな解説は明治建築の

賞重な資料としても役立つ。また概説では明

治の建築の導入から普及にいたるまでの経過

や明治の建築のもつ価値や意義についても簡

潔にまとめている 。

ここに紹介されている文化財クラスの建築は

よいが、各地にある明治建築の多くは老朽化、

不便さ、土地の高度利用などのために年々姿

を消している 。各地に残された数少ない「近

代史の生証人J をいかにして破壊から守るか

が今後に残された課題である 。 そのためには

各地域ごとに近代の建築 ( 明治、大正、昭和

戦前) について、この本のような写真集、概

説舎の出版が強〈望まれる 。

故後に各地の明治建築を歩いて回 った経験を

言わしてもらうならば、せっかくの歴史的建

造物が十分活用されていないということであ

る。 多くの人々の努力が実り、文化財指定な

り保存が決まったにもかかわらずあまりその

価値を発揮しないままに放註されている建物

が多いように思われる 。 ただ残せばよいとい

うのではなく生きた保全活用をしなければせ

っかくの文化遺産が泣くというものであろう 。
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歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 1 7 -

紙野桂人

長瀬信義

渡辺豪秀

三 木 亨

( 大阪大学助教授 )

( 大阪大学大学院卒)

( 大阪大学大学院生)

(大阪大学学生)

景 観 の 連 続 的 展 開

道を歩いていて、その眺めの展開が印象的なまちがある 。そのようなまち

では、人が道を歩くにつれて、次々と現われる変化のある景観が、連続し

た文脈ともいえるものを感じさせ、訪れる人にまちの印象を焼きつける 。

ここでは、訪れた集落の中から、特に印象的であ った 3 つめ例について、

連続写真によ って示すことにする 。いずれも、自然発生的に成立した集落

であるにもかかわらず、それぞれ景観の展開に意識的とも思える配慮、が見

出せる の

酔

山すそにある恩智神社へ通 じる参道が、ゆるやかな勾配を

もって、まちの中心を1 ' t いている。ふもとからその参道を

登っていくと、次々と三叉路が現われ、鳥居や道椋等の要

所が道行く人の限を引き、魅力的なシークエンスをみせる 。

主; n を歩いていくと、まず、紙聞社の森が現 ゆるやかに IIIJ る道沿いには、保存の良い民家

われる 。Y 字型の辻であるが、左方へ噂かれる . が建ち並んて・いる 。

三叉路の股部に民家の裏面があ って、道は、 しだいに勾配がきつくな って終点が近いこと

左右に別れているが、上り勾配的右方へ導か を暗示 させる 。道端に道機がみえる .

れる .
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初めから終点を知らされず、途中、様々な特徴ある要所が出現して、しだ

いに終点へと導かれていく場合( 恩智 L 最初から遠景に目標となるものが

見え、歩くにつれ、それが近づいてくる場合( 太子 )。 初めに遠景がちらり

と見え、道の折れ幽り、地形の高低差によって、いったん見えなくなり、

また突然現われたりして、見えかくれによ って長観に変化が生じている場

合( 大平寺 ) などがある。これらは、伝統的な日本庭園にも通じるもの f

あって、道行く人にとって心ひかれる眺めとなる 。

旧東町野街道との交叉o ! r に出る 。行く手に、

鳥居と燈慌が見え、ここから先が参道である

ことを知らせる の

終点としての思智神社の森が現われる .

〆〆'

、‘ ¥、 ‘ーー

、・、ー、
， 、、

- 、

ｉ ，［ｾ居をすぎると、来恩寺の門前に出る 。

最後の長〈急な階段の先に神社の入口が暗示

される .



旧竹之内街道に沿って、線状に延びる太子のまちは、速くからでも、

太子府のt苔が、街道の焦点に望まれ、ランドマークの役目を負 って、

道行く者を男気づけてくれる 。太子局iが近づくにつれ、踏の与える印

象は強〈深くなってくる。

大井川婦がまちへの入口であることを示し、

遠景に見える浴が、長〈単調な景観に、期待

感を与えている .

己)

1".. ，，: 

旧東高野街道から、山すそに拡がる大平寺町

街並みと、山の中腹に観-7T寺が見える .

地蔵盆に近づ〈につれて、左方へのJ t l I待感が

高まる 。ここからは、寺は見えない.

しだいに浴に近づき、期待感はi t ' i l拾する .

山の中腹に寺院があって、

そのふもとに拡がる大平寺

のまちでは、旧東高野街道

から見た遠景が印象深い。

まちの入口から目標の観音

寺まで行きつくまで、登り

坂 が 2 度 3 度と折れ曲 り、

それぞれの辻に目印となる

地蔵盆が詮かれ、寺が見え

かくれするために、途中の

景観は興味深いものになり、

長い道程も、疲れを感じさ

せない。

'‘ 

lt ...!...・・・圃
まちの入口からは、遠景に目際的寺が左方に

見える .

T 字型的三叉路に出る. 地蔵盆がアイ ・スト

右方へ幽る道の逮紫に、再び、寺が見えはじ

める .

y プになり、印象的な眺めになっている . 寺

が左手に見えていたため、左方へ導かれる .

しだいに道の勾配がきつくなり、山が近〈見

え、終点が近いことを知らせる .

次の辻で右手に 折 れ、ゆるやかに ｾ ｉｉ り ながら

登るi l ' i から、中最に地蔵盆が見えかくれし、

さらに、遠景に寺の属板が望まれる .

参道の階段が現われ期待感を高め、ストーリ

ーのクライ 7 ックスを知らせる .
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財団法人 日本建築総合試験所だより

熱 試 験 室 施 設 紹 介

1  9 7 3 年 に 起 っ た 石 油 危 機 以 来 、 限 り あ る 資 源 を 有

効 に 利 用 し よ う と 省 エ ネ ル ギ ー 問 題 が 各 方 向 で 盛 ん に 論

ぜ ら れ 、 建 築 の 分 野 に お い て も そ の 対 策 が 積 極 的 に 推 進

さ れ て お り ま す が 、 こ の よ う な 状 況 を 反 映 し て 当 試 験 所

で も 、 近 年 、 熱 関 係 の 試 験 受 ' 託 が 急 激 に 増 え て い ま す 。

そ こ で 本 号 で は 、 こ れ か ら 試 験 を 当 所 に 依 頼 さ れ よ う

と す る 方 々 の た め に 、 施 設 紹 介 の 2 回 目 と し て 、 当 所 で

現在稼! I i)J 中 の 熱 試 験 施 設 の ご 紹 介 を さ せ て い た だ き ま す 。

な お 、 急 激 な 受 託 件 数 の 増 大 に 伴 な い 、 ご 依 頼 を い た だ

い て も す ぐ に 試 験 に 若 手 で き ず 依 頼 者 の 方 に ご 迷 惑 を お

か け す る 場 合 も 今 ま で あ り ま し た が 、 今 後 は 計 i l ! IJ お よ び

デ ー タ 処 理 の 自 動 化 を 推 進 し 、 少 し で も 皆 様 の ご 要 望 に

沿 い 得 る よ う 努 力 し ま す の で 、 今 後 と も な お 一 層 の ご利

用 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

平 板 比 較 法 に よ る 熱 伝 導 率 測 定 装 置

本 装 世 は J I S A 1 4 1 2 i 保 浪 材 の 熱 伝 導 率 iWJ定 方 法 ( 平 板 比

較 法 ) J に 法 づ い た も の で 、 均 質 な 材 料 の 熱 的 性 能 を 知 る

う え で よ く 使 用 さ れ て い ま す 。 表 ー 1 に iJli J 定 装 置 の 仕 様 の

概 要 を 示 し ま す 。

2  熱 線 法 に よ る 熱 伝 導 率 測 定 装 置

本 装 世 は 定 常 熱 流 法 の illi J定 時 間 が 非 常 に 長 く か か る と い

う 欠 点 を な く す た め に 開 発 さ れ た も の で 、 供 試 体 の 温 度

分 布 が 均 一 で 、 、 測 定 中 に 温 度 変 動 の な い 、 極 め て 短 時 間

( 約 2 分 ) に iWJ定 が 可 能 で あ り 、 illiJ 定 結 果 は 直 接 熱 伝 導

率 ( Kcal  /  mh. C)  で デ ジ タ ル 表 示 さ れ ま す 。 表 ー 2

にi J I lJ 定 装 置 の 仕 様 の 概 要 を 示 し ま す。

熱 抵 抗 ( 熱 貫 流 抵 抗 ) 試 験 装 置

こ の 袋 iit は H召剥] 53年 12 月 に 設 出 し た も の で 、 J I S A 1420 

i  f.主 宅 用 断 熱 材 の 断 熱 性能 試 験 方 法 」 に 基 づ い た 試 験 が

可 能 で あ り ま す。 こ の 装 置 は グ ラ ス ウ ー ル 、 ロ ッ ク ウ ー

ル 等 の 断 熱 材 の 試 験 用 に 2 基 、 サ y シ 等 の 熱1' t 流抵抗 の

iJli J定 用 に 1 基 あ り ま す 。

試 験 装 也 の 概 要 を 図 ー 1 お よ び写 真 一 1 に示します。

4  熱 貫 流 試 験 装 置

本 装 出 は 建 築 物 等 の 各 音1¥位 を 通 じ て 流 れ る 熱 誌 を 測 定 す

るものであり、皇主体などのきを直材は 図 ー 2 に 示 す 第 1 、

第 Ｒ 実験室の界壁 ｉｾ 日口部に、床 ・ 天井 ・ 屋根等の水平 材

は第 Ｑ 、第 Ｓ 笑験室の界壁 ｉｾ 自口音 Ｑ｜ に設置し、試験体をは

さむ Ｒ ｾ をに それぞれ異なる室温を与えて熱ＱＧｬ流率あるい

は 熱 コ ン ダ ク タ ン ス を ifliJ 定 し ま す ( 写真一 2 参 照 ) 。

試 験 体 垂直材. w2040mm X  H2040mm、 厚 さ 150mmま で

寸 法 w  

水 平 材" 2180mmX  .... 1800 - 3250mm、 厚 さ 200ま で

適 合 ... J  I S Al 414  i 建 築 用 梢 成 材 ( ノ マ ネ ル )

規 俗

お よ び そ の 構 造 部 分 の 性 能 試 験 方 法 」

結 露 試 験 装 置

こ の 装 也 は 熱 口 流 試 験 装 置 と 共 通 の も の で 、 サ ッシ ・壁

体 ・床 ・昼椴等の結露試験を熱1 ' l 流試験体と 同 ー の 寸 法

でお ・ こなうことが 可 能です 。 各笑験室の ｩＱ Ｑｾ ｴ 温度 ｈ ， ｉｊ 御範 囲

な ら び に 室 容 積 は 表 - 3 に 示 す と お り で す 。

( 上田哲夫)

事ｾ 1  
表 2

本 体 保護絹 寸法" 羽田皿X670回 mX7田mm

内面ステンレス鋼極製

強制循環式徐UZ;付

住‘
高低再処源とも砲金t : 1

肱』色面碕 2曲岡田 x ，曲mm

迎面iII度柿度 0. 1・C 以内

t孟I l S

「 凶 盤
使用組度買困 - 30・C - + t叩・c

量度制御柿度土0. 02・c

送旋盤出1m' ，

llii 品川 HAKKE 社民 K T制型

使用祖度超盟 ー却・C_ +I田・c

副度制.，柿皮土0. 02・c

送権量2SI /ml 凪

測iIl l t S 包品計 打点王主臼勘平1iJ!! l! I;ut <償荷電線製作所

11>  - SmV _ 2.. 5mV 

! M' 対 銅 -: J ; . . r ; ql /，昂電対

(O. 8mmXO. 個 mmリボン状】

その他 阻四R仮 シリコ y ゴム( J 1 5峰定品〉

鳳伝導中旬・- 0. 帥田39+0. 215 ( k臼1/

mh. C' .  fI..さ d骨量却. 2mm

以 料 | 性 一
障さ IO- 2Smm (ただし. 平面そり ll. で

ι l まζ の豊士 Z 詳】

本 体 型 式 T C- 2 1型

測定範間 0. 020- 1. 999kcal / mh
o
C  

再 現 性 士10 "

l，u，mサイズ l0 0 X 2叩 X S Omm 程度のもの 2 位

測定副皮範回 電気がを川いる E とにより畠温_ +I OOOOC

可試料能温度範測定凶 。_ 1倒)().C

輯I則曲屯線輩対 プラチネル

回申サンプル
シリコンゴム( ^・O. 16Skcal/ mb・C)

|す 桂 巾5拍 X 高さ215 X奥行H 2m m

電気炉 佐用温度 室塩- l l 曲・c

世mヒーター カンタル線

l I I : 岨電力 12k W 

温度記録計 。- 12∞・C ( 1点ペン書州電温度E 録針)

同 電 責I A C 3 坤 x s曲t

炉内寸法 4同 X 2 2 0 x 3曲m m

褒 3

温{・C)度 室( m容s積f l換f気回/回h)数

第 l
冷却" "

- 10- 40， ::t 0. 2 
125  60 

第2 加熱室 0 ......50， ::t O.  2  

50- 90  ::!:: 5  

58 53 
0 ・CI Cおいて〕

!1l 3  加熱室 。- 5 0，:t O. 2  

5 0 - 9 0  ::t 5  

51 60  
( 5・CI Cおいて}

褒 - 1 平板比較法による熱伝場率測定装置

の仕織( 英弘繍犠産集制製)

表 - 2 黙線法による熱伝噂率測定装置の仕

機{ 京都電子工喋骨鋼製)

表 - 3 熱実験室のi且温度制御範囲と室容積

な ど
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/  醐 副 h ームポリステレシ}

図一 1 熱紙抗政験装置( 断熱材料用) 図- 2 熱実験室断面図{ 単位 mm)  

写真一 2 第 1 より第 2 熱実験室を望む

盟 盟 主 準 監

写真 - 1 熱抵抗賦験装置( グラスウール装鷲)

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

. 本 試 験 所 所 在 地 ・大 阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5 丁目 125番地 の 8

ｾ｛＠ 話 ・大 阪 ( 06) 872- 0391番 ( 代表) (〒565)

・ 大 淀 分 室 所 在 地 ・大 阪 市 大 淀 区 長 柄 西 2 丁目 1 - 18  

電 話 ・大 阪 (06) 351ー7217番 ( 干 531) I  

・ 堺 分 室 所 在 地 ・大 阪 府 堺 市 浜 寺 石 津 町 西 2' 了302の 4

ｾｬ￨＠ 話 ・石 津(0722) 44 - 3 912番 ( 干 592)
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三洋電機空調設備株式会社

サ ン ヨ 一 真 空 ガ ラ ス 管 形 『ソーラーコレクター 』
本 社 営 業 部 〒113 束京都文京区本郷 3 ー 10ー 15 T E  L  03(815)  l l l l  

名古屋営業所 〒453 名古屋市中村区蘇鉄町 8 - 2  T E  L  052( 581 )  3891 

大 阪 営 業 所 干563 吹田市江坂町 1 - 2 0 - 2 2  T E L  06( 385) 8031 

. は じ め に

1973年 の 石 油 シ ョ ック 以 来 、 我 々 は 燃 料 資 源

の 有 限 性 を 身 を も っ て 痛 感 し た 。

太 陽 は 巨 大 な 自 然 の 核 融 炉 て 1976年 の 資 料

に よ れ ば 、 地 球 に 到 達 す る 太 陽 エ ネ ル ギ ー は 、

そ の 20分 間 で 全 世 界 で 消 費 す る 年 間 の エ ネ ル

ギ ー 量 に 相 当 す る と い わ れ て い る 。

我 が 国 で も 1974年 の 通 産 省 の サ ン シ ャ イ ン 計

画 の一 環 と し て 、 太 陽エ ネ ル ギ ー に よ る 冷 暖

房 、 発 電 が 最 重 点 項 目 と し て 研 究 が 進 め ら れ

ている 。 関 係 各 社 と も 過 去 10年 来 、 効 率 的 か

つ 経 済 的 な 太 陽 熱 の コ レ ク タ ー の 開 発 を 進 め

ている 。 こ の た び 三 洋 電 機 で は 、サ ン シ ャ イ

ン 計 画 に 参 加 し 、 そ の 成 果 と し て 其 釜 ガ ラ ス

管 形 コ レ ク タ ー と ソ ー ラ ー 吸 収 冷 凍 機 を 開 発

した 。

り ガ ラ ス 面 に 附 着 し た 砂 塵 等 は 降 雨 に よ り 洗

い 流 さ れ て 、 常 に 消 浄 で あ る 。

- 耐 久 性 選 択 吸 収 膜 は 水 分 に 弱 い 欠 点 が あ

る が 、 ガ ラ ス 管 内 部 は 高 真 空 で 保 持 さ れ て い

る た め に 水 分 に よ る 劣 化 を 防 止 で き る 。

ガラス菅( 直在l Ou)

真諸 島 (10 ‘闘Hg げ つ五函「

曹面軍択睡眠置

サ ンヨ - J ' J . : 釜ガラス管形ソーラーコレクター 型軽ー 1 仕 機

. お わ り に

限 ら れ た 石 油 エ ネ ル ギ ー の 温 存 か ら も 、 余 り

有 る 太 陽 エ ネ ル ギ ー の 利 用 は 、 技 術 者 の 責 務

と 考 え ら れ る 。 そ の 効 果 は 集 熱 技 術 に か か っ

ている 。 この 点 サ ン ヨ ー 瓦 空 ガ ラ ス 管 形 ソ ー

ラ ー コ レ ク タ ー に 対 す る 期 待 は 大 き い 。

集然板傾角
吊り上げ周穴φ 12

F  I  G .  2  組立図

は、ガラス管の中にｾ熱フイ ンと集熱管を収 羽 田 I 亙T C- CI J2S0L 1  S Tれ - CIJ?叩 R (%1  

項 目 S T C- CU2 5 0 L I  S T CーCU250R

め て お り 、 ガ ラ ス 管 内 は 高 真 空 に 保 た れ 、 其

ｾ断熱により集熱された太陽エネルギーを効

果 的 に コ レ ク タ ー 外 部 へ の 放 熱 を 防 止 し て い

る。 真 空保 持 は 電 球 や ブ ラ ウ ン 管 に 利 用 さ れ

て い る 技 術 と 同 じ 様 に 高 い 信 頼 性 が 認 め ら れ

半 永 久 的 に 効 果 を 維 持 で き る 。

. 特 畏

- 選 択 吸 収 朕 集 熱 板 の 表 面 を 、 特 定 の 物 質

で 処 理 す る こ と で 、 可 視 光 線 域 に 対 し て は 黒

体 と し て 働 き 、 太 陽 光 の エ ネ ル ギ ー を よ く 吸

収 し 放 射 を 防 ぎ 、 集 熱 板 温 度 に 相 当 す る 放 射

赤外線は反射する特性をもっている。( 図 1 )  

・其 笠 断 熱 Z 1 2断 熱 に よ り 築 熱 板 か ら の 対

流 損 失 と 裏 面 か ら の 伝 熱 損 失 が 無 く な る か ら 、

特 に 高 温 築 熱 時 と 低 日 射 量 時 の 効 率 を 高 く し

ている 。

- 設 置 配 列 が 自 由 内音11集 熱 板 は 工 場 出 荷 時

に 設 置 条 件 に 合 わ せ て 調 整 さ れ て い る の で 、

設 置 に は 特 に 傾 斜 を と る 必 袈 が な く 、 水 平 面

設 置 で よ く 、 ま た 傾 斜 面 、 垂 直 面 へ の 設 置 も

可 能 で・ある 。( 図 5 )  

・ガ ラ ス 管 の 間 I'jft よ り の 採 光 可 能 ガ ラ ス 管

は 一 定間 隔 で 組 立 て ら れ て い る の で 、 間 隙 よ

りの採光が可能でレ屋上庭園などの上を利用し

て 設 置 で き る 。

・十 分 な 強 度 yゲ ラ ス 管 は 内 部 が 真 空 で あ る

た め に 外 部 か ら 圧 縮 応 力 が か か っており、 こ

れ が ガ ラ ス の 破 壊 原 因 と な る 引 張 応 力 を 打 消

す よ う に 働 き 、 内 部 が 大 気 圧 の カ ヲ ス 管 よ り

強 度 が 地i大 す る 。

・ 自 浄 作 用 特にｾ気が汚染されていない限

形 式選択吸収面イ ｾＮￄ ＺＡｬＡガラス管形

選択吸収膜特性

太陽光線吸収$0=0. 91以上、

彼射率<=0. 12以下

集 熱 面 積 1. 75m 

外 形 寸 法 2，830 ( +35) X980XI 50 

運 転 重 量

72. 3kg 

設置面械当り荷量26. 1kg / m'  

循 環 流 量 50e / h- 300e / h  

接 続 方 法 銅管ロー付またはゴムホース( gl] 売品)

最高使用圧力

5  kg / 剖G (鋼管) または

2kg. / cm' G  ( ゴムホース )

保 有 水 最
2.3  e  

百 日 開 勝 手 左 ( 図吊の逆f ! l _ ! 右 ( 図不の場合)

断 熱 キオ
ｬｴｾ 管部以外はガラスウール ＲＰｭｭ 厚

真空ガラス管形 平 板 形

64 

30  

S処然飯温度 90'c 外坦凪 20" 民連 3' /'筆記 町場 合

F  1  G .  4  集熱効率の比較

施工例 近自盛大学医学部

x= (T m- T叫 11 ( t m'  hour / kcal )  

』ｾ熱効率 ｱ と因子 ｘ との関係

( 出典: '7綾鵠設備技術会報テキスト合本)

1.  1 箆カバー黒色ペイント吸収面

2.  2 盤 H

3 .  1重力 パー選択吸収而

4.  Ｑ￬ｾ断熱

T m: 集熱器平均温度、 T. : 外気温度

1  : 日射量

F  I  G .  3  各種コレクターの効率比較

( 通産省工業技術院名古屋工業試験所の測定結果)

@@@@@@ @  

F  1  G.  5  設置方法

褒ー 2 . 空ガラス管形の強度

項 目 荷 重 粂 {キ

集中中心荷量 最小75kg

衝聖書有I 箆

鋼球280gr 、50cm商議下

ひょう直径世 10

耐 J且 強 度

風速60m/ S

建築基準法・設置高25m

積 雪 強 度 1. 8601 

耐 振 強 度 加速度 490ガル

@  

@  

@  

安 全 率

破綾なし

破耳置なし

3.5  

4. 0 

2  

破績なし (激

議1m速込よ度4L0一0  

ガJレ

建材委員/ 山本正和 ( 大阪府建築都営繕室)
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室内環境の質論第 2 話

新 幹 線 の た め に の み 夏 よ 衣 を 持 ち 歩 か ね ば な ら ぬ 不 愉 快 さ 、 寒 く な っ て 厚 着 を し て 出 た ら 暖 房 が 十 分 に

効いていて衣もセーターも脱いでもなお汗をかき、 く し ゃ み 連 発 の 不 快 さ な ど の 経 験 は 殆 ど の 人 が 持 っ

て い る に 違 い な い 。 こ の よ う な 過 度 の 暖 冷 房 が 質 の 良 い 環 境 で あ る と 考 え る と し た ら 、 そ れ は エ ネ ル ギ

ー 浪 費 を 善 と し た 頃 の 名 残 り で あ り 、 た だ ぜ い た く 性 の 質 の 高 さ を 言 う に 過 ぎ な い。身 体 は 季 節 に 応 じ て

外 気 状 態 に 順 応 し て お り 、 そ れ と 逆 方 向 の 強 い シ ョ ッ ク を 与 え る と 一 時 的 に は 快 適 で は あ っ て も 長 期 的

に は 不 健 康 で あ る ば か り か 、 衣 服 を 本 来 の 目 的 と 逆 に 用 い ね ば な ら な く な る し さ ら に は 高 い 室 温へ の 不

必要な恩11化を生じてしまう 。 こ う し て 温 冷 熱 条 件 が 従 来 の 値 ( 冬23- 24.C ， 夏2 5 - 26. C ) が 質 の 良 い 環

境 で あ る と い う 根 拠 は 崩 れ 去 る 。一 方 、 人 が 任 意 に 調 節 で き な い と 考 え ら れ る 空 気 環 境 に つ い て は 如 何。

こ の 面 で は 背 景 環 境 と し て 十 分 に 清 浄 化 す べ き で あ り 、 ま た 現 在 の 技 術 で は 炭 厳 ガ ス 濃 度 な ど と は 無 関

係にそれが可能で- ある。ところで人が任意に調節できないといったのは現状では誤りというべきで、人

は 喫 煙 を や め る と い う 任 意 性 、 周 辺 を 整 理 整 頓 す る と い う 任 意 性 で 十 分 に 環 境 の 質 を 高 め る こ と が で き

る の で あ る 。 外 気 取 入 量 や C 0 2 濃 度 云 々 よ り も 何 故 こ の 点 に 徹 底 し た 焦 点 を 当 て な い の か 。 非 喫 煙 者

か ら 見 た 喫 煙 行 為 は 室 内 で 唾 を 吐 く に 似 た 不 快 き で あ り 、 そ れ 以 上 に 自 他 の 健 康 侵 害 へ の 寄 与 度 は 大 き

いのに 。

( N .  N )  

都市自治体にアーパンデザ、インチームを

アーノ〈ンデザインは、ジャーナリズムの話題だけで終らせず、笑| 療の都市づくりの中に生かされなけれ

ば な ら な い 。 とりわけ、都市自治体の中に、このような考え方と組織が碓立されなけれは‘ ならないだ ろう。

我 が 国 の 都 市 計 画 が 貧 し か った 理 由 は 、 都 市 自 治 体 が 十 分 に 主 体 性 と 総 合 性 と 実 行 性 を も った 計 画 が 行

な う こ と が で き な か った 行 財 政 制 度 の 欠 点 や 、 自 治 体 市 民 の 側 の 未 成 熟 に あ る 。 そ し て 都 市 計 画 と い

え ば ， 街 路 事 業 か せ い ぜ い 区 画 盤 理 、 し か し 空 間 を 構 成 す る 建 築 の あ り 方 は 別 体 系 に 立 ち 最 低 限 の 保

障 と い う 立 場 に と ど ま り 、 積 極 的 な 都 市 づ く り と い う 考 え は 殆 ど な か った。

と く に 都 市 計 画 の 内 容 と し て の 空 間 構 成 を 考 え る ア ー パ ンデザインは自治体の 中 に 全 く存在しなかった

の は 、 都市 計 画 を い っそ う貧 しくさせている 。

こ う し た 中 で 横 浜 市 で は 全 国 に 先 が け 、 さ さ や か な が ら ア ー パ ンデザイ ンチ ー ム を 自 治 体 組 織の 中に

お き 、 実 践 の 場 に 登 場 さ せ て き た 。仕 事 は 始 った ば か り だ が 、 そ れ は 明 か に 都 市 杢 聞 の 質 を 変 え て ゆく。

80年 代 に は 、 多 く の 自 治 体 の 中 で 、 こ の よ っ な ア ー パ ンデザイ ンチ ー ム を 育 た せ て ゆ き た い も のである。

( T  .  A )  

家 相 と 地 相

あい L H

あ い つ と は 妙 に 気 が 合 う と か 、 あ い つ は 虫 が 好 か ん と い う 相 手 が あ る 。相性がどうのこう の と い う も の

である 。建 物 と 地 震 と の 聞 に も こ ん な こ と が あ り そ う で あ る 。

建 物 に は そ れ ぞ れ 揺 れ 方 に つ い て 個 性 が あ る 。 ゆ さ ゆ き と 揺 れ る も の ビリピリ ッ と揺れるものなどで、

階 数 、 構 造 材 な ど に よ っ て 今 では 計 算 す る こ と も で き る 。 こ れ を 建 物の性分と い うこ と で家 相 と 呼 ん で

みる 。

一方 、 地 盤 の 方 も その地形、成り立ち、地下の室主主主 ま で の 深 さ 、 土の 性 質 などによ って 特 有 な 揺 れ 方

を す る よ う で 、 家 相 に 対 比 し て 地 相 と 呼 ん で み る 。 そ こ で こ の 2 つ の 相 の 聞 の 相 性 を 検 討 す れ ば 地震に

安 全 な 建 物 が 設 計 で き る と い う こ と に な る 筈 の も の で あ る 。

関 東 大 地 震 の と き 、 こ の よ う な 現 象 は 観 察 さ れ て い た が 、 理 論 と し て 弱 か っ た た め . 工 学 的 に 利 用 す る

に 至 ら ず 、 便 法 と し て 震 度 法 と い う も の に よ ったのである 。

家 相 と 地 相 と の 聞 の 相 性 と い う こ と を 念 頭 に お い た 上 で 、 手 段 と し て 震 度 法 を 活 用 し た 便 利 な 方 法 に よ

ろうとするのがこれからの耐震設計法ということになるのではないか。 ( T .  Y )  

エ ネ ル ギ ー 不 安 の 年 代

1  9 8 0 年 代 は エ ネ ル ギ ー の 供 給 不 安 の 中 で 明 け よ う と し て い る 。建 築 の 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 に つ い て は

今 後 益 々 そ の 必 要 度 が 高 く な る こ と は 明 ら か で あ り 、 多 言 を 要 し な い。 し か し そ れ だ け で は な く 、 多 少

角 度 を 変 え た 見 方 も あ る と 思 う 。

現 在 考 え ら れ て い る 建 築 の 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 は 建 築 の 使 う エ ネ ル ギ ー の 節 約 を め ざ し て は い る が 、 必

要 と す る エ ネ ル ギー ( 電 気 ・ガス ・石 油 な ど ) は 常 に 供 給 が 確 保 さ れ て い る と い う 前 提 に 立 っている 。

こ れ は 現 代 文 明 社 会 で は 当 然 の こ と か も 知 れ な い が 、 果 し て 将 来 に わ た って当 然 供 給 に 不 安 が な い と 言

い 切 れ る で あ ろ う か。 主 要 エ ネ ル ギ ー 源 が 石 油 か ら 他 の も と に 切 り 替 る 過 渡 期 に お い て 混 乱 が 予 想 さ れ

る の で 、 或 る 時 期 に は 供 給 が 不 安 定 に な る 可 能 性 は あ る と 思 う 。 こ れ か ら 建 設 さ れ る 建 築 は 停 電 な どの

と き 、 全 く 使 い も の に な ら な い と い う こ と の な い よ う な 配 慮 も 必 要 で は な か ろ う か 。 照 明 や 換 気 な ど に

つ い て 、 こ の よ う な 側 面 か ら も 考 え て み た い 。建 築 の 寿 命 は 比 較 的 長 い の で 、 色 々 な 場 面 に 対 処でき る

柔 軟 な 設 計 思 考 が 必 要 で、あると思う 。
( K .  Y )  
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インタビュー

省エネルギーと建築設計

一 前 田 敏 男 氏(諸説に聞く一一

荒井 氏 片 倉 氏

と き 昭 和54年 10月 8 日( 月)

と こ ろ 日 本 建 築 協 会

インタピュア 荒弁 清( 東畑建築事務所段備部長)

片倉 健 雄 ( 近 鎗 大学助教授)

22 建築と社会/ 1980年 Z 月号

片倉 省エネルギーについては、すでにずいぶん議論されて、具

体的な検討も進められています 。 しかし、皆が省エネルギー省エ ネ

ルギーといいながら、あるいは狭い見方で核心をはずれて動いてい

る商もあるのではないか、またトータルで見たときにノ〈ランスを欠

いているようなことも、もうすでに目立ち始めているんではないだ

ろうか 、 と思います。

先生が最近講演をされた内容にも、もう一度素直に見直してみたら

どうか、という意味のご指摘があったと思います 。そこで今日は 、

技術的な面と 、それから一般的な広い視野に立 ってみたときのバラ

ンスの問題との聞を、研究者の立場でつなぐ形でいろいろなご意見

なりご示唆をいただけたらと思います。

ランニングコストにだけ焦点を合

わ せ た 省 エ ネ ル ギ ー

前回 省エネルギーというのは、そういう芦が出始めてから、ラ

ンニングコストに焦点が合わされまして、したがって一番大き J なも

のは l唆冷房、それから照明、まあエネルギーを多〈使うものはそん

なものですから 。 そして建築以外の分聖f ' では、またそれが主要な問

題なんですね。

ところが建築自体で省エネルギーといえば、建築の寿命を延ばすこ

とが一番なんで、 20年のものを 25年まで延ばせれば、 l唆冷房なんか

のランニ ングコストの節約といっょっなものは問題にならんぐらい

になるわけなんですね。

54年の建築学会大会の材料施工音[1門研究協議会の主題は「建築物の

耐久性をどう考えるか J (建築雑誌1979ー 8 ) ですが、これで見ても、

建築物の寿命の問題は大変むずかしく、今後の研究に待たねばなら

ないことが多いように思われますね。資原 ・エネルギーが有限という

認識に立って、建物の寿命を延ばすという地道な努力が必要だと思

います。 とにかく省エネルギーは建築関係者の避けて通れない問題

なんです 。

建物の躯体構造の寿命もですが、とくに配管とか設備の寿命は、建

物の設計へ直結してるものですから、そういう点の配慮というもの

をも っと経済的な立場から考えるということが、建築屋の省エネル

ギーの最大の使命じゃないかというふうに思いますがね。

荒井 いま先生にお話をつかがいましたが 、私が建築科の学生に

なった頃、良き先生がおられたこともあって、大変日本の古建築に

興味を持ち、ずいぶん沢山の建物を見て廻りました 。 もちろん過去

のことですから、様式論的な見方が主体ですが、その中には見方を

変えれば、今先生がお っしゃっておられる耐用年数の問題、また昔

は設備らしいものがありませんから、住みやすきのためのいろいろ

な工夫や努力のあとが見られます 。

これらの日本建築の中にある、住みやすさのための本質を学ぶこと

を忘れてしま って、今の建築は表面的なものに走 ってしまっている

のではないかと思えて仕方ありません 。

したが って省エネルギー問題に対処するには、このような普からの

永年の知恵と経験から出て来たものを十分に頭に入れて、それを基

本に考えれば、その中には耐用年数の問題も含まれ、またこれが案

外思わぬ省エネルギ一対策につなが ってくるのではないでしょうか。

前回 そうですね。 これまで耐用年数もランニングコストも考え

なかったわけじゃないが、豊かさの中にどっぷりつか って、他のこ

とに重点がおかれていたということでしょうね。 われわれの熱関係

の研究も、熱経済ということが根底にあ ったはずですが、 いより快

適に" という方に重点があったように思います。



機 械 化 の 方 向 に 対 し て 建 築 的 回 答

が 必 要

前回 住宅を考えますと、機械化の方向へ向いている 。機械とい

うとおかしいんですが、寒ければ暖房し、若ければクーラーを入れ

る、その思想、すぐそこへ結びっく思想を機械化の方向と言ってい

るんです。

だが、現状はどうかというと、これは非常にお組末なんて¥現在の

住宅が機械化した暖冷房にうんとエネルギーを使っているから、そ

れを節約しようというんじゃないんですね。将来そこに行ったとき

に、それを石油ばかりでまかなわないで太陽熱も利用しましようと、

いずれも未来の夢なんてーす。現在の住宅に省エネルギーというのは

ちょっと矛盾があるように思われますが、たとえば十分な断熱をす

るなどの、省エネルギー的方策は、住宅の fi を良くする効果もあり

ます。しかし暖冷房の完備したマンションなんかもありますから、

だんだん機械化の方向に向いていることは事実なんです。 ところが、

そうでない回答、建築的回答があるんじゃあるまいかというのが一

つの考え方なんです。

たとえば夏の防省ーのための通風問題、それから日射のしゃへい、あ

るいは断熱、それから冬は太陽熱の直接利用というようなことでね。

媛冷房をしないとき建物内にできる温度が自然温度ですが、その自

然温度は 、われわれが快適に生きれるという範囲をはずれますから 、

どうしても何かの対策が要るわけです。暖房、冷房がゼロでいいと

は言い切れないが、しかしそれを最小にすることは可能なんですね。

建築的対策で環境を最大限までつくりあげるということですね。

夏になりますと、なぜ冷房冷房というんだ、なぜ通風をよくして、

普のようにすだれを通した涼しい風を入れ、そこで多少汗をかきな

がらうちわを使うとか、打ち水した涼しさを味わうというようにし

ないか。強いて言えば昔を懐かしむような随筆的意見が新聞や雑誌

などに出ますけれどね、私も賛成なんです。 ところが本当にそっい

う生活がいいのかという根拠を求めようとすると、まだ医学的には

それほどはっきりしていない。たとえば夏、狭い住宅で冷房して、

そこで子供を育てていいのか 、汗をかかないということがかまわん

のか、そういう生活をしても健康に差し支えないか、労働者や運動

選手の暑さや寒さに対する鍛練の効果というものは、医学的に相当

板拠をもって示されている 。 ところが日常生活で多少がまんすると

いうような生活、多少暑いと思い 、汗をかくという生活がよりいい

んだという医学的根拠というものは、まだないようです。

この間も「文芸春秋J を見ていたら、清家 清さんが夏は暑く・て冬

は寒くていいじゃないかというようなことを言 っている 。我が意を

得たりと思 って、感心したんですけれどね。

荒井 それは先生、住宅の材料に天然の材料が少なくなって、加

工された新建材がふえてきたというようなことにも非常に関係があ

るでしょうね。

前回 そうでしょうね。

荒井 たとえば住宅ひとつとりましても、昔の住宅でしたら、床

から天井まで天然の材料で、壁は土、天井は木材、障子は紙と天然

のもので作られ、呼吸作用があった 。だから普からの材料は生きて

いる、人間も生きている、でよかったのですが、新建材はこの意味

では死んでいる 。 したがって死んでいるために不足している機能、

たとえば呼吸、すなわち吸湿または放湿作用などを機械で代行させ

るという考え方もできるのではないでしょっか。

前回 どうですかねえ … … 。わたしなんかまあ機械的な設備も是

認している人間ですからね。ただ、箱さえつくって中へ機械的設備

をすれば快適なものができるんだという、その直結思想に反対して

いるんであって、それを否定はしていないんて" す。そういう機械主

義というんですか、そういう考え方と暑くても寒くてもいいじゃな

いかという考え方との中間に立ってるんじゃないかと思います。そ

ういう立場から見ますと、権かに建築家が、省エネルギー省エネル

ギーとうるさい、また設計の自由を制限されるおそれあり、といつ

ことで、感覚的に反発してるところもわかります。 ところが、建築

家に言いたいんて4 すが、自分が当面している難問を理解して欲しい。

古い昔の建物の暑さ寒さを防ぐ方法はどんなものか、ということを

つかまえて、真正面から合理的理論をつくらなければ、どうも古い

人が新しい時代の人に懐古的に文句を言ってる、としかとれないん

じゃないかという気がするんですがね。

先ほどの古建築にした って、考えなきゃいかんのは、木材が違うわ

けですね。いまの15坪ぐらいの土地に建てた 2 階建て、あの材料と

いうものは 、実にお粗末なんですね。それと、古建築の吟味した木

材で建てられたもの、と比較して良し悪しをいうのは誤解を生じは

しないか。やはり暑い寒いを避ける環境をつくろうとすれば、新建

材も使わざるを得ない、そのほうが合理性がある 。ただ、その使い

方そのものがいろいろあると思うのですがね。

通風を考えない設計が一般化して

しまっている

荒井 最近の建て売り住宅なんか見ますと、もちろん敷地の問題

もあるでしょうが、私たちが一番気になるのは、ひさしがわずかし

か出てない。日本は雨も多く、日差しも強いから 、省エネルギー的

な家をつくろうと思ったら 、やはりひさしの深さは必要じゃないか。

で、 ひさしを深くすれば、たる木もちょっと大きくなるでしょうし、

それがまた寿命につながってくるし、いま先生のお話を聞いたら、

そういうところでももうちょ っと考えんといかんような気がしたわ

けです。

前回 それは考えなければいかんと思います。たとえば最近はビ

ルでも、適温に近い状態のときには冷房をとめて窓を聞けましょっ 。

ところが、もちろん恨め殺しの窓は聞けられない。仮に窓が聞けれ

るようになっとっても、通風用に工夫されていませJもから、無用に

大きく開けたり、風にあおられたりということになる 。住宅でも寝

るときクーラーをとめて、通風用に窓を開けようと思 っても、そん

な便利な小窓はない。一般構造的な工夫が足らない。いまのままで

クーラ ー をなるべく使わないで、外の温度があまり高くないときは

風て¥というたって、ビルも住宅も実行できないんですよ 。

荒弁 昔のように欄間などもなかなか取らなくなりましたからね。

前回 そういうところを工夫しなければ、機械と自然との切りか

え、そしてなるべく自然を 利用して、ということができないんでhす。

そういうふうに 、どうもまだほんとの日本の気候にマ ッチした建物、

とくに住宅ですが、そうならないうちに、クーラーというきわめて

簡便なものが実用化したといいますかね。

片倉 いま先生が指摘されたように、ちょうど住宅の設計をもと

のような通風を考慮した設計に戻すといいますか、反省するチャ ン

スをなくしたんじゃないかという気がするのです。

前回 そうです。

片倉 ということは、著ければクーラーで何とかなる、その期間

は比較的短い、だから冬のことを考えようとか、あるいはプライパ

シーのために、大きく開けられる建具をやめて壁にしてしまうとか、

そういうふうに比較的簡単に答えを出してい って、いまのような通
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風状態の悪い住宅が一般イじしてしまったんじゃないかという気がす

るんです。ですから、夏の通風に対する配慮、というのがもう抜けて

しま ってるのじゃないかという気がしますね。

前回 そう、抜けてしまっているんです。通風の研究をや ったと

ころで、それを建物に実行するのには、非常にめんどうな一般構造

的な知恵が要る 。たとえば、小窓をどんなふうに開ける、それから

全体に開けたい場合には開けられるようにとか、非常に縦Hかな細工

が要るわけですね、そういう点を考慮したデザインがちゃんとでき

ないうちに、いまのようにクーラーへ直結した 。 しかしクーラーが

なくったって、建築家は考えなかったんじゃないかと ( 笑い )。

片倉 それはほかからの要請もあ ったと思います。たとえばプラ

イパシ一意識が強くな ったとか、あるいは敷地が狭くな ったから隣

家から見られるチャンスも多くなるので、どうしても閉鎖的なプラ

ンをつくりがちであるとか、いろいろ 。

前回 そういうこともあるでしょうね。

荒井 建築屋そのものも、通風というものに対しては、あまりに

も昔の日本の家がうまくでき過ぎてましてね、あまりにも身近にあ

ったので、見損なってまして、壁をたててしま ったら通風が要ると

いつことがわか ったというのが、いくらか現実の話じゃないでしょ

7 か。

前回 古い家は通風を考えた、だから開放的ですね。 ところが一

方では、冬の生活はみじめなものなんでね、あれでよい生活だった

とはちょ っ と言 えないわけです。 ところが、だんだん構造法が変わ

ってきて、あまり開放性のないものに変わ ってい ったんですが、そ

のときにこそ通風を考えとかなきゃいけなか ったわけですね。 いわ

ゆる冬にふさわしい密閉式にな ったから、そのときこそ合理的な通

風ということを同時に考えて、密閉と通風と両立するような工夫が

要 ったわけなんです。 そこへクーラーというものが出てきた、通風

なんていうよりも密閉しておいてクーラ一。要するに暖房とクーラ

ーとは、密閉を要求するという点と、断熱を要求するという点では、

同じ建物構造て酬いいわけなんです。通風というものはちょ っと異質

ですからね。

住宅と 事 務 所 ビ ル の 遠 い 暑 さ

と寒さ

片倉 ただ、密度の高い生活をしようとすると、今度は周辺の条

件が通風を妨げるといいますか、通風を期待できないような状況に

なってきますね。ある密度以上に住むとか、あるいはビルが接して

並ぶという状態にな ってくると、そこで少し違う問題が出てきませ

んでしょうか。

前回 住宅と事務所建築とは、環境を考える場合は っきり分けて

問題を考えていかなきゃいかんと思うのです。 ビル、いわゆる事務

所建築なんかは対策も変えなければね。広い部屋へ通風を果たして

どっゃ ったらできるかということは、必ずしも解決しているわけじ

ゃないんですからね。普通の住宅について考えると、自然に頼って

生きるというのは、ある程度人間が操作する、あるいは人間が生活

をそれに合わすという要求が生まれるわけなんですよ 。風が強けれ

ば狭〈開け、弱ければ大きく聞けるというような操作が、住宅の生

活では可能だと思うのです。

ところがど/ レというようなものになると、そういう操作をいちいち

ゃれるのかというような問題も起こりますしね。事務をと ってると

ころへ強い風を吹かしたんじゃ、事務はとれないんで色すね。

住宅ても、確かに建て込んでくれば通風の障害になることはありま
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すけれどね、たとえば現在公団が建ててるめあいうアパート、そう

い 7 ものを対象に考えれば、それほど余裕がないとは思えないわけ

ですね。

片倉 やはり設計の問題に戻 ってくるということですか ( 笑い )。

前回 戻ってくるかもしれませんね。

荒井 そうすると先生いかがでしょう、大型の版状の、アノ f ート

を何棟もまとめて建てるときは、風向を考えて、支障が出そうだ っ

たら、ところどころ住戸を抜いて、風穴でもあけとかんといかんの

でしょうか、風がそこを通ってくれますように ( 笑い )。

前固 まあいろいろの問題は起こりますよ、通風一点張りでクー

ラーを否定できるというわけじゃないと私は思うのです。 たとえば

土地によっては夕方の海陸風の転換するときに無風状態が起こる、

そういう 。土地土地に応じて問題を考えるべきであってね、通風で

一切いくんだとはちょ っ と考えられない。

片倉 冬に対応するほうが考え方は楽だといいますか、対応しや

すいんじゃないでしょうか。

前回 冬は対応しやすいように思います。 というのは、裸で大体

30'C プラス・マイナス 2 'c ぐらいが適混と言われておるわけですね。

ところがそれ以上になると、裸以上になれないわけですね。 ところ

が寒さというものに対抗するのには、マイナス何度でも暮らせるわ

けなんです。大体13' C以上なら手先作業は差し支えない、字が書け

るということですね。13' C以下ということになると、今度は別の問

題が起こ ってくるが、 13' C以上なら、これは寒さという点での障害、

忍耐とかがまんはないわけですよ、それに応じて着物を重ねればい

い。ただ非常に不便ですね。 そういう点では、寒さに対抗するのが

楽といえば言えますけれど、や っぱり限界がある 。

片倉 それに対応するのに、たとえば建物の設計もそれから空調

を機械的にやるにしても、比較的問題が単純だと考えられますね、

岩さに対する対応策よりも 。

前回 いや、日本の北海道から沖縄までの場所で考えなきゃいか

んと思うんですよ 。暑さに比較的対応策が容易なところもあれば、

寒さが容易なところもありますからね、一般的にはちょ っ と言 えな

いと思うのです。

ただ、暑さに対しては、汗をかく、発汗という作用で布目うが、寒さ

に対してはそれに相当するものはありません。だから暑さは処置が

答易というのか、だから暑さは処置が悪いというのか、これはいず

れかわからないですね。

冷凍機がわれわれの身近へくるまでは、ちょうど火鉢を入れたりこ

たつを入れたりするような意味合いの冷却技術がなかったわけです

からね、だから日本に限らず、家は暑さを対象にして考えて、冬は

何とかやれるという考え方が成り立つかもしれないです。

断 熱 の 経 済 性 を 純 エ ネ ル ギ ー で み

るか価格でみるか

荒井 さっき耐周年数の ことをお っ しゃいましたが、私も非常に

興味のある問題で、たとえば欽 1 トンつくるのにエネルギー原単位

でどれ ぐらいかか ってて、それで柱つく ったら何年もつだろうとか、

アルミでつく ったらなんぼだろうと、これは確かに大事な問題だと

思うのですが、私たち建築屋で一番困りますのは、エネルギー原単

価がどれぐらいかというのが非常にむずかしい問題でしてね。

前田 価格というものはいろいろの意味合いで、て、きていますから

ね、エネルギー原単位で材料なりを見たいという考え方は、省エネ

ルギー問題が起こ ってすぐ始ま っているんです。私もアメリカの資



料を見たことがありますけれど、その定義がむずかしいんじゃない

んですか。

荒井 実は、建築学会誌なんかにも、鉄などの主要材料のエネル

ギー原単価が抄録で出ていますが、そういうものと 、た とえば製鉄

所の技術者に直接現在の高炉でどれぐらいのエネルギーがかかるか、

また圧延でどれぐらいのエネルギーが必要かを聞いていろいろ足し

てみたのとは合わないんでゆすよ 。 というのは、日本の製鉄技術とい

うのは非常に進歩しているものですから、実はあの単位の半分ぐら

いにしかならないのです。

前回 そうでしょうね。製品にするのにどれだけのエネルギーを

使うかというのは、製鉄の技術自体の問題ですからね、エネルギー

を少なく、要するにコストを少なくして製鉄しようという競争です

からね、非常に正確につかまえてるはずなんです。 ところが、それ

だけでいいのかというと、そうはいかんわけですね。材料を輸送す

るのにもやっぱり石油を食ってるわけですからね、そこまで入れる

べきものだ、というとなかなかむずかしくなる 。人聞の給料や金利

とい った純エネルギーじゃないものが入って価格が構成されている 。

だから価格比較じゃ不完全だというんで、純エネルギーという立場

を取るわけですが、なかなか拾いにくいものがあるわけですね。私

も最初は、純エネルギーを計算すべきだと考えたことはあるけれど

も、やはり価格でいかなきゃむずかしいんじゃないかと思ってるん

ですけれどね。

片倉 そうすると、それはデータとい っても、認識するための、

あるいは考えるためのデータであ って、たとえば石油を何% 節約す

るのにつながるかというふうに判断するのは無理だし、まあその必

要はないんじゃないでしょうか。

いま先生のお っしゃ ったように、ラ ンニングコストの問題よりも寿

命の問題のほうが大事だぞという認識をするためのパ ックデータと

して使い、あるいは材料の選択をするときの一応の目安として、判

断根拠として使うというふうに利用すればいいんじゃないでしょう

か。

もっと厳密に比較してみる必要があるでしょうか?

前回 比較は、たとえばわれわれが断熱を考えるときに、 一応断

熱のために使った費用を年賦俄逃していく、その毎年払う費用と、

! 援冷房賀との和を最小にするという考え方が一つあるわけなんて¥

それで合理的断熱を決めているわけです。それともう 一つエネルギ

ーでやる方法もあるわけですね。断熱にどれだけのエネルギーがい

るかを計算し、断熱の寿命を仮に 30年とすれば、 30年聞のl唆冷房の

エネルギーがどれだけ節約て"きるか、純エネルギーて'比較する 。 ち

ょっとオーダーが遠います、問題にならん ぐらい断熱のエネルギー

が小さい。

価格で比較するには将来のエネルギーの価格というものが要ります

ね、その予測というものはまず立たないわけなんて酬す。石油代が高

いと考えれば、うんと断熱しとけば得だと、すぐ出ますからね。だ

けど一応目安にそれはや っている 。

もう一つは、一定の金を使って天井、壁それから窓というふうに断

熱するとき、その適正配分に、いま 言っ たような計算をすれば、い

いんですよ 。

誰 が 何 を 決 め る か一 一 一歩 進 ん だ

熱設計の知識を

荒井 私たちが普通のビルの熱計算をいたしますと、条件の惑い

建物の場合、建物の中の発熱が多いも のですから、外気が 8. 5'C ぐ

らいで内外の熱がバランスしてしまうというような建物が非常に多

〈出てまいります。だから外気温が 8. 5' Cてeバランスするといつこ

とになってくると、断熱の問題なんかよほどよく考えんといかんと

いう … … ま あ適正配分と閉じような配慮が必要になってきています。

最近はそのようなことで空調の計算を見直してみますと 、建物の延

べ面積や階数によって建物の外壁と中のボリュームが変わりますか

ら、住宅なんかの場合は、硲かに、断熱の適正配分の大事さといつ

のはわか ってまいります。 しかし規模が大きくなると、断熱は適当

にしておいたほうが得だというようなものもいくらかあるんと違う

かなというような意見が… … 。逆に断熱したら熱がたま ってしま っ

てどうにも… … これは大阪の話です。北海道なんかへ行ったら別で

しょうけれど。

前回 それはあり得ると思います。常識的に野っ原へ建った家を

いつも頭にえがいて話をしてますからね、いまのように周囲を固ま

れれば、たとえば絹射熱での放散がうんと違いますからね。そして

冬の寒さよりも内部発熱の除去、要するに冷房が主体といつことに

なれば、内部発熱を取り除くだけが負荷の主体になればね。

荒井 だから断熱の適正配分ということは、省エネルギーで吋非

常に大事な …一。 どうも建築屋というのは、何でも断熱したら得だ

と思ってすぐや ってしまうんですが、それはーペん見直さんといか

ん問題ですね。

前回 そうです。内部発熱のあるものはね、内部発熱が負荷とし

て大きいところは、これは当然別の考え方があ ってしかるべきなん

ですわ。そこのところの理解が、建築屋さんと設備といいますか、

そういう方面との共同が必要な理由なんですよ 。

荒井 私たちが一番泣かされるのは、ショ ッピングセンターなど

を計画して、外壁は安い鉄板でしとこう、だが断熱せんといかん、

なんて 言っ て、逆に断熱されると、非常に困 ってしまう 。 ショ y ピ

ングセンターほど中の発熱の多いものはありませんのでね。それに

窓もありませんし、通風も取れませんし、非常に困るという、や っ

ぱり身近にそういう例があります。

前回 そうですよ 。工場でも、発電所のようなものでも、内部発

熱で因 っているというものは、あります。だから一概には 言えない

んです。 ところが内部を適悦に保てばまた話が変わ ってくる 。熱が

入ってきよりますから、それは負荷になるんで、そのときそのとき

で建物の性質で判断しなければいかんことですわね。

片倉 そうしますと、実際の設計の場面では、だれが中心にな っ

て判断をすべきか … 。非常・にむずかしいと思いますのは、本来、

建築の計画なり設計というのはトータルな問題なんだけれども、設

備設計、構造設計というような分業が進んで・ますんでね。そうしま

すといわゆるデザイ ン屋のほうは、これは環境工学の分野である、

すなわち設備の人が何か与えてくれるか指摘してくれるだろうとい

うことで、どちらかというと判断を怠りがちだと思います。 ところ

が設備の設計のほうは、どちらかというと機械的な装置Eの範囲をな

かなか超えない、また ，Ｎ ｾに設計のプロセスで毎日かみあ っ ていると

いうわけにいかないでしょっから 。

荒井 やはりこれは設備屋と建築屋と協力して処理する問題でし

ょう。ちょうど建築計画と設備計画の接点のようなところに最も大

事な問題が多々ありますので。そういうものを数値的なものでわか

りやすく表現して、みんなで考えるということが必要なんじゃない

だろうかと考えております。だから省エネルギーの一環として、こ

のような問題がまだまだ沢山あるんじゃないかと思います。

前回 ありますね。それはたとえば、そんなにむずかしい計算を

しなくても、一種の基本的な原目 IJ と言われるようなものがあるわけ
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ですね、たとえば暖冷房の熱負荷を小さくするのには、容積に対し

ての表面積が小さく、これがプリンシプルですね。それから断熱は

なるべく多〈、というような。しかしそれは、いまのように条件に

よっては違ってくるわけですからね、だからそういうようなことを

知識としてデザイナーが持てばいいわけなんです。

それから先はちょ っと厄介になる 。たとえば事務所建築は、間欠H麦

冷房なんです。朝 8 時から日免の 5 時までで、それ以外の時間は、温

度を指定されていないんです。そういうような場合、暖房をやめた

ら温度が急に下がる建物はどんな建物か、暖房やめてもなかなか温

度が下がらん建物はどんな建物かというのが、もう一歩進んだ知識

です。よく事務所建築で、外断熱がいい、内断熱がいいと言います

が、その意味は、コンクリートは熱容量の大きいもの、断熱材は熱

容量の小さいものなんです、それを内へ張ったがいいか、外へ張っ

たがいいかというのが、内断熱、外断熱という区別ですね、それに

よって暖房をやめたときの温度の下がり方が変わってくるわけなん

です。どちらがいいかということについては、やはり細かに当たら

ないと、一概にとe っちがいいと言い切るのは早過ぎるわけですね。

また、零下になるような土地でね、零度以下になられては、水道管

が凍るとかいう問題が起こりますから、そのチェ ックが要るわけで

す。だからそこから先はいまのような簡単な、知識だけではちょっ

と無理ですね。 そういうことを知っとって相談をかけるということ

でいいじゃないですかね。

住 宅 の 熱 環 境 と ソ ー ラ ー ハ ウ ス

前回 住宅は、夜までオートマチ ックコントロールをして温度を

保つという考え方には、いろいろの点で賛成できないんです。だか

ら寝るときに切って 、冬になれば冷却にまかす。朝最も温度が下が

ったときに、 13.C以上であってくれたらいいわけですね。

荒井 寝るときは快適でl S. C ぐらいで、朝起きたら 13.C ぐらいに

なってる、だから寝るときに機械をとめると少しづ、つ下がってい っ

てくれる・・・・こういう建物ができたら非常に理想的ですね。

前回 ええ、そうなんです。 それが熱容量が大きい建物、と常識

的に 言 うそれなんです。

ただ、機械的な考え方の人は、夜も金もそれぞれ設定されたある温

度をおそらく頭にえがくと思いますが、そこが建築屋と、考え方の

違いで、私は住宅はそんなことをする必要がどこにあるかという考

え方なんですけどね。設定された温度を機械的に保つ、それを理想

としなければいかん、それ以外は生活水準が低いんだという思想に

は、ぼくは疑問を持ってます。つまるところ日本人の生活水準がど

こまでいくか、環境問題でも、一般生活水準というものから離れて

理想をえがくことはできない。一般の生活水準が非常に高くな って

盟かになれば、当然そういう快適さを皆が要求するし笑現するとい

うことはあると思います。だから温度だけを、ぜひこうしなきゃい

かんという性質を持つてない。いまのように 13. C と30. Cの問なら、

まる裸からうんと厚着するところまでで、け っこう凍え死にもしな

いですし熱射病にもならないですからね。そうするとその間不便と

か何とかをがまんするというのは、やっぱり生活水準全般の問題で

あって、熱環境がこれでなければいかんという性質は持つてない。

だけど私はとe つちかといっと悲観主義者なんで、日本人全部がそん

なレベルには上がり得られませんという考え 。 これは科学でも何で

もない、直観ですよ 。だから、せめて夜はエネルギー源をとめる、

そして朝、差し支えない程度の温度に保たれている、というところ
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で、しかも 1 年に 1 回、 2 回は 13.C切ってもいいんじゃないかとい

うぐらいのところへ目標を持っていったらいい。そういうような建

物がほしいというふうに考えておるわけですよ 。

ソーラーノ、ウスといつのは、いまの設計されてるものは非常に高級

なんです。だから太陽のエネルギーが足らんときには補助暖房をす

るという思想があるもんですから、そのための装置があって、非常

に機械的に複雑なんです。太陽があまり照らん日はがまんする、が

まんというと具合が悪いんですがね( 笑い )。 そして単純化しなけれ

ばいかんのじゃないかと思っています。そして、電気冷蔵庫や電気

洗濯機などが寿命は相当あるのに、新型がどんどんできて前のやつ

は廃棄して、それはごみでしょう、それを回収する責任を負わして

ない。せ っかくソーラーハウスというような装置をこれからスター

卜して方々で作り出すんだから、たとえば今年型は効率がいいです

よと言うたら、まだ使えるのに貿いかえるおそれがある 。そのとき

に、後始末の責任というものをメーカーに負わすべきだということ 。

と同時に、あんまりデリケートなものや、高級を望んだものは、え

てして部品がだめになる 。なるべくシンプルでという工夫をしても

らいたい。

荒井 確かに太陽熱利用の場合、非常にシンプルにしますと、人

間がいくらかがまんせんといかん、と. . . 。いま K 市の公営浴場で

太陽熱を利用したいといつので、私とこで設計のお手伝いをしてる

んですが、いろいろ検討した結果、太陽熱を最も有効に利用するに

は、人聞がそれに合わす必要があるので、晴天の日は晴天割引でウ

ンと 料金を安くする、雨の日は値段を高くして入浴者を料金でコン

トロールしてはど うかと考えたわけです。ほんとに人聞が合わした

ほうが非常にシステムがシンプルになるわけです。 しかも効率がぐ

んと上がりましてね。雨の日にたくさんこられた場合には、何のた

めに太陽熱を利用しているのかわからんようになりかねないのです。

前回 公共施設と普通の住宅用と区別して考えないと、誤解を招

くおそれがありますが。だからどのレベルをねら っての太陽熱利用

の施設かということによ っていろいろ遠いがあります。 もっと自然

の変動に人聞が適応して生きれば、それほど高級な施設は要らない。

シンプルになるわけです。シンプルになれば、つけやすいし、いた

みも少ない、というようなことになるわけなんです。

確かに外気の影響を受ける状態では、あるときはちょ っと汗をかく、

それからあるときは、ああ寒いなと思うから着物を重ねる、そうい

う変動の中で暮らすこと、それは忍耐ても、がまんでもないわけな

んですね。過保護をやめることですね。がまんとか忍耐ということ

を要求するということは、不適切だと思います。人間は必ず快適を

追 っかけるものですからね、それは抑えるべきものでもなく、抑え

きらんと思うのです。快適の内容を変えることですね。

荒井 話は少し変わりますが、省エネルギーに間接的に関係があ

る問題として、とくに住宅などの場合ですが、床の材料とその表面

温度の関係も大事なことと思うのですが… … 。

私たちの生活に床は一番密接しているところで、しかもその表面温

度が比較的高〈保てる畳や木の床と、現在の新建材の床材料を比べ

ると、どうしても新建材の方は在来の材料より低くなってしまう 。

だからこの分だけ同じ室温があっても寒〈感じる 。 この寒〈感じる

度合いは案外大きく、現状では一般に見落とされがちな点じゃない

かと思ってます。

前回 そうですね。畳にかわる、畳と同じ特性を持った材料をプ

ラスチ ック系統のものでつくりたいと、いろいろな試作品が出たよ

うですが、まだわら床と畳表に匹敵するものはないようですね。感

触あり、湿気特性あり… ・・。熱のほうは手でい触 ったときの熱的感触



ですね、それは明確に定義できるんですから、模造することはでき

ると思うのですが… … 。

予定弁 いろいろと立派な材料はあるんですが、つくる方は一生懸

命つくっていただいてるんじゃないかと思うんです、使う側がそれ

についていってないんじゃないか。安易に汚れの面だけを考えて食

堂などはプラスチックタイルなんかをパッと張りますが、あれ、非

常に冷たいものです。

前回 しかし、あの畳、近ごろはあまり大掃除をやって干さない

んですけれどね。あれ、重くって、何とも ・・・、だんだん年と って

いくのと… … ( 笑い) 。もう一つは、押入れが少ないので、物が多過

ぎるので、本箱を置き、何を置きしてるから、あれをのけて畳をあ

げるのがいやなんてeすわ( 笑い L

「省エネルギ一法」にどう対応する

カ通

片倉 いまのお話もちょうど住まい手とつくる倒IJ との対応の接点

の話ですけれども、先生の先ほどのお話で、社会の一般の生活に対

する考え方というのは、そういうものが、一つある方向にはっきり

向いておれば、技術も納得して一緒に一つのことが考えられるわけ

ですけれども、それのずれというのがどうしてもいつも大きいわけ

ですね。ですから生活する側の目先の要求に対応した技術ができる、

それが一般化する、そうしますとそれを前提にしてまた生活が変化

していく、と。それが好ましくないほうへ向いてるとしたら、それ

をだれかがやっぱり指摘をしたり、方向をかえるようなカを持たな

ければいけないと思うんです。

それに関連して、例の省エネルギ一法ですか、法律までつくったわ

けですが、これは一体何を意図して、だれに何をさせようとしてい

るのか、まあ、これは行政上のいろんな考え方によると思いますが、

私どもが技術関係の、あるいは建築の人間として、これをどういう

ふうに受けとめたり、どういうふうに役立てられるところは役立て

ていったらいいか、というふうなことをちょっと考えとかなければ

いかんと思うのですが。

ただ、制約条件であると受けとめるのは明らかに間違いだと思いま

すし、それから技術屋としても先ほどから先生がおっしゃっている

ように、一つの思想といいますか、方向を持った考え方をなるべく

早〈持ちたいと思うのですけれどね。

前回 法律というのは、比較的複雑な技術を簡単な式でっかまえ

なきゃいかんもんですからね。あれは延べ面積当たりの外壁商積の

比率というようなものでっかまえてるようですがね。容積当たりの

外表面積の比率でっかまえるやり方も外国にはあるようですね。そ

のほうがほんとは多少合理性があるんですけれども、いずれにしろ

そういうことで、つかまえざるをf与ないわけて。すね。そうすると、

場合によると、非常に非衛生な家ができるおそれはあるんですけれ

ども、そこらあたりにエネルギーを節約しようという、大きな方針

から言えばあれしかしょうがないんじゃないかとも思うんですけれ

どね、いまのように簡単な式で規制しようとしてるものですから、

必ずいろいろの矛盾、不合理が起こ ってくると思います。それを建

築の人たちが十分納得理解して、具合の悪い例が起これば、改善す

るようなところへもっていくべきじゃないか。

簡単な規制で枠をはめると、必ず例外的なものは困る、進歩を阻害

する、工夫を邪魔するということはいつも起こることでね。じ ゃ、

なぜまかされないかというところに、建築家の反省すべきものもあ

りますわな。建築家が省エネルギーを重々心得て、設計の一つの重

要項目の柱として考慮してるということになりや、まかされる 。 と

ころが、枠をはめなければさっぱり言うことを聞いてくれんといつ

んじゃ、少々具合の悪い枠でもはめざるを得ない。

片倉 省エネルギー法がどうも建築基準法と同じような道をたど

るような気がするのですが。

前回 全〈同じものでしょうね。

片倉 まあないよりは、やはり必要で与しょうか、現状からみると 。

前回 きあねえー… 技術者のレベルが高ければ、まかしたほうが

いいと思います。

荒井 私も実のところ、省エネルギーに関しては、それを十分考

えられる知識を持っている技術者にまかしていただきたいといつの

が、希望です。だから先生のおっしゃる通りです。 といいますのは、

建物の用途とか、立地条件とか、建つ場所とか、形とか、予算とか、

その建物の条件を総合して判断せぬと決められないところが沢山あ

りすぎます。だから、むしろそういう法律をおっくりになるんだっ

たら、こういうことを考えてやりなさいというような形にしていた

だきたい。

先ほどもちょっとお話が出て、先生もおっしゃってたように、私ら

の事務所では建築の皆さんに納得してもらうために、これ、先生ご

らんになってわかっていただけるのじゃないかと思いますが、 〔資

料を聞いて〕省エネルギーに影響の大きな基本的要素、すなわち建

物の形状、延べ面積、階高や階数などが違うと、エネルギ一面でと'

のような傾向を示すかを 、一見して解るように図にしております。

また、それに加え、周辺の環境状況や、使用材料、色彩などがどの

ように影響を与えるかも、すべて図にし、できるだけ指数を示して、

明快に判断できる資料を作りつつあります。

現在まず、このような基本的な知識教育をする努力が必要ではない

かと考えますし、このような資料作りをやりますと、今日先生にお

聞きした適正断熱の区分領域なども、派生的にこれらの図の中で明

確に示し得ることが解ります。このような面からも大変偉そうなこ

とを言いますが、やはりある程度細かく理解している技術者には、

省エネルギー問題はまかしていただいた方が間違いないと思います。

設 備 の寿命 と 熱 設 計 の 問 題

荒弁 もうひとつ、設備の寿命の問題がありますが、やはりいい

材料を使ったほうが、得でしょうねえ 。そうでもないでし ょうか?

大阪ガスビルは配管が賞鋼管だそうですが、いまだにびくともせず

パイプの内面が光ってるという話を施工者から聞いておりますが… 。

前田 建築でも設備でも、寿命というものがはっきりわかれば、

十分な予測をもって経済的な損得の計算もできるわけなんですけれど

ね、従来から寿命、耐久性というものについての研究というものが

非常に乏しいわけなんです。 また事実研究が非常にむずかしい点も

あります。何十年というよ うな寿命を短期間に予測するということ

はね。パイピングの寿命は古い壊す建物の調査をした結果をまとめ

るというようなこともぽつぽつやってますが、散発的であってね、

それほどシステマチ ックに研究されていませんからね。それと、水

質によって寿命に非常に差がある 。普通の建物に比べて設備の寿命

は短いから、一つの建物の寿命範囲において途中で修理、取りかえ

が行われなければならない、これははっきりしている 。はっきりし

てるのに、取りかえようとすれば、研らないかんようなことをいま

だにやってる 。だんだんパ イピングスペースを明硲につくって、点

検も取りかえも楽なような方向へはいってるんですけど、各戸へい
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ったときはやっぱりコンクリ ー トの中へ埋め込んでいるんですね。

だからパイプの水漏れがあってもなかなか点検しにくい。まして今

後取りかえということになると、大変問題が起こると思うのですよ。

ぼくはもっと進んでるかと思ってたら、なかなかそうは進んでない

ょっなんて、ね。廊下へ配管し天井は張るけれど、その天井をあけれ

ばパイプが見えるように、というような工夫されたものがもう 20年

も前にあって、そのやり方がどんどん進んでいけば、部屋について

もそういう考慮をするだろう、というふうに思ってたんですけど、

なかなかむずかしいと見えて、それ以上進みませんね。

片倉 一般論としては、本来建築の本体よりも寿命が短いものだ

から、パイピングならその部分を機能的に更新するとかしょっちゅ

う変更する必要があるものは別として、一般には寿命を延ばすとい

うのが、方向としては間違いではないでしょうね。

前田 本来的に建物の躯体よりは寿命が短い。それからー穫のア

クシデント、たとえば継手から水が漏れるとかいうことはやっぱり

機械設備のほうが建築構造の躯体よりは多いんですね。 コンクリー

トなんかよりもずっと局所的な欠点が全体の障害の原因になるもん

ですからね、寿命を延ばすと言うたって、ちらばりが非常に大きい

んじゃないかと思います。

私はソーラーハウス、賛成なんですけれども、その素材という点に

なりますと、初期の日本の時計か万年筆みたいに、いいやつに当た

れば10年ももつが、悪いやつに当たると明日からいかんようになり

はすまいかという気もするんですがね。十分研究して、いったん出

したら、相当年度そのタイプでいくという考え方と、皆に使わしと

いて次から次へ改良するんだという考え方と、二通りあると思うの

です。ソーラーハウスが、どっちへいきよるか知りませんけれど、

一定のタイプで部品もちゃんと準備されてるというのが、耐久消費

財というようなものの望ましい姿だと思うのですけれどね。

それから断熱でもちょっと心配するのは、あのロ ック ・ウール。 こ

れは腐る心配はないんですが、形が狂えば、もうそお性能は保たれ

ない。防湿材でくるむと、それに亀裂がいけば、具合が悪い。建築

のように半永久という思想じゃないわけです。 またその回収問題も

起こる 。

片倉 い ま 思 想 と お っ し ゃ っ た が 使 う と き に は 便 宜 吋 つJ

る場面が非常に多いので、逆にもう一度思想という点で見直して、

一本筋を通して見なければいけないんじゃないか、と思いながらう

かがっていたんですが。思想というのは一貫性があるわけですし、

それから方向性があると思うのですが、それを持たずに使ってる場

面がずいぶんあるんじゃないでしょうか。それに対するご指摘は…

前回 エネルギー消費を節約しようといえば、すぐ断熱というの

は、まあ一種の公理的なもので、基本プリンシプル。もちろん先ほ

ど荒井さんの言われたように、内部に発熱が多くて、断熱なんかす

るとかえって領だという、そういう特例はありますけれど、一般的

には、省エネルギー即断熱と、これは結びついていいものだと私は

思います。 しかし、それについてのやり方というものは、いまのよ

7 に、たとえば事務所建築と住宅の建築の断熱は違うというような

ことがありますしね。それからもう一歩いけば、その寿命はどうか

といっ問題もありますから、さらに細かな技術の知識が要ると思い

ます。一本筋を通すとすれば、省エネルギーの重要性の理解、人聞

の日常生活と環境との関係についての洞察ということでしょうね。

もっとパッシブで個別の条件に合

った考え方を
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荒井 では、最後に結論 として、省エネルギーてー私たちが注意せ

んといかんようなことがございましたら ・・・ 。省エネルギーという

問題は、非常にいろんな面がからんでますから、もう少し建築のデ

ザインをやる人も、設備をやる人間も、お互いに狭い了見を捨てて

総合的に物事を考える練習をせんといかんのじゃないかというよう

なことでしょうか?

前回 私もそう思います。デザイナーがどんなものをつくろうと

も、その内部にわれわれの適当な環境を機械的な力で実現可能だ、

これが建築と設備の分離した考え方なんですね。そうじゃなくて、

もっと建築というものを通じて、自然と人間との関係を取り返した

い。できるだけ自然に頼る、あるいは自然を建築的に緩和する、そ

して何らかの機械的設備は要るにしても、それを最小にする 。その

ためにはやはり共同的な研究を進めていくということだと思います。

箱をこしらえておいて、そこへ熱を運んで暖冷房するというのは、

計算にも乗るし、自然力が誤差の うちに入るような力があるわけで

すから、楽なんです。ほんとに自然を利用しようとすると、相当め

んどうな研究がまだ残 っております。 しかし研究が進んでも建築家

に建築的解決をしてもらわんことには実現ができないわけなんて4 す

ね。たとえば住宅というものは熱容量をなるべく持たしたほうがい

いというとき、そのよ うな家はどんなものかという、常識的な知識

を建築家がも って専門家と 共同をするということじゃないかと思い

ますね。

それともう一つは断熱とい う、ど っちかというとやはり建築のデザ

イン上、制約になることが要求され、それからソーラーハウスとか

いうようなパイプをい っぱい引 っぱりまわすようなことも要求され

てくるわけですが、建築家 という立場からは、それに反発がありま

す。太陽熱の利用でも、アクティプの利用と パッ シブの利用とある 。

アクティブとい うのは現在 ソーラーハ ウスでやられているよ うに、

吸熱器を置いてそこか らパイプで温水を運んできて各部屋に 送 ろう

というやつですね。パッシ プというのは、 パイピング的な機械装置

はやめて、たとえば窓から入 ってきた熱を適当に天井へ窓のフ・ライ

ン ドで反射さす。天井には l汲熱的な材料があ って、吸熱した熱を徐

々に室内へ送ろうというやつなんです。アメリカでも パッ シブが好

きだというク。ループも多いとのことです。そのノ {' / シブも、いろい

ろの段階があるわけです。ポンプ とかいうような機械はないけれど

も、非常に機械に近 くもなるわけですね、たとえば太陽の反射板を

機械的に太陽の位置によ って変えよ うとかいうような。

一番ノ マッ シブなやり方は、いままでわれわれや ってきたわけで、窓

か ら入ってくる太陽熱を追 っかけてい って、そこで寝転んでh本ても

読 もうかというやり方、いささか皮肉を含めてひなたぽっこ方式と

言われている 。 しかし、少しも軽べつできないんで、いろい ろの地

域のいろいろの住宅がありますからね、ある土地の、郊外の家はそ

れでいいんだというような判断がくだせるんじゃあるまいか。何も

かも一律に、右へな らえとい う考え方はとるべきでないんです。

家としてち ゃんとしたも の をつくれば、一番ノ マッ シプなやり方で、

建築家が最も気に入るであろ うやり方で( 笑い ) 、やれる 。省エネル

ギーと 言 うても、対策に幅がある 。そんなに建築家の自由性を束縛

するものではないとい うことでしょ うね。

荒井 本日はいろいろとお話をうかがい、ありがとうございまし

た。今後関係ある技術者がお互いに相手の気持ちに思いやりをも っ

て協力して省エネルギーの問題に取り組みたいと思います。長時間

ほんとうにありがと うございました 。



エネルギー源としての電力ーその需要と供給の展望

芝 田 博

1. わ が 国 の エ ネ ル ギ 一 政 策

(1) 厳 しさを婚す国際エネルギー情努

イラン政変に 始 まる第二次石油危機により、国際エネルギー情勢

は長期的かつ構造的な不安定時代を迎えることとなった 。すなわち 、

石油の資源的限界に加 えて、 O P E C 諸国の政治的不安定性ならび

に資源温存と高価格 を指向す る産油政策によって、石油の量的不足

. 高価格時代という困難な事態に立ち至ったのである 。

この ような厳しい情勢の 中で、昨年 6 月 ( 28 ・29 日) 開催された

東京サミ ッ トでは、 エネルギー問題、なかでも石油需給問題が中心

議題となり、先進 7 ヵ国は短 ・中期の石油輸入抑制目標を設定して

石油の供給不足と 価格高騰に対処するとともに、石炭、原子力など

石油代替エネルギーの利用を拡大し、新エネルギー技術の開発 ・商

業化 を一層促進させ る決意を示した 。

「東京サミ ット」における国別の石油輸入抑制目標

日 本 米 国 カ ナ ダ 7 ランス 西 独 英 国イタリア E C 9 ヵ国

77 538 881 27 223 271 106 191 9ω 

1/ (31204)  (51098)  ( 1566)  (12934)  (15718)  (6148)  (  11078)  (55俗的

78 523 827 23 223  281 83 189 950 

1/ (30334)  (47966)  (1334)  (12934)  (16298)  (4814)  (10962)  (551∞)  

79 540 850 15 ω∞ 

1/ (31320)  (493∞)  (  870)  輸 入 目 t事 li な し (580∞)  

ω  540 850 15 220 280 80 190 950 

1/ (31320)  (493∞)  (  870)  (127ω )  (16240)  (4640)  (11020)  (55100)  

85 630-690 850 ω  220 280 80 190 950 

1/ Ｈｾ総Ｉ (493∞)  (3480)  (127ω )  (16240)  (4640)  (11020)  (551∞)  

( 上段が 1 日当たり万パーレ ル、下段のカ ッコ内は年換算万ke )

美 浜 原 子 力 発 電 所 総 出 カ 166 万 4 千 K W

一方、 世 界の石油供給不足が現実化しつつある中で、 1 E  A  (国

際エネルギ一機関) は昨年の 5 %行 illi ii'j '{'( IJI' j約策 を一層推進すると

ともに、 1980年における加胆20ヵ国の石油輸入量の上限 ( 2450万バ

ーレル/ 目、 1 ノ〈ーレル= 159 t  ) をさらに削減する必要があると

しており 、東京サ ミッ トでの国別石油輸入抑制目標をも削減せねば

ならない状況とな っている 。 また、問機関の中長期見通しによると 、

自由世界の石油需給ギャ ップは拡大する一方であるとして お り、世

界の石油消費国は石油の節約とともに石油代替エネルギーの早急な

開発を強〈迫られている 。

(2) わが国のエネルギ一政策

エネルギーの 4 分の 3 を輸入石油に頼っているわが国にと って、

今日のような エネルギー情勢の影響はきわめて深刻で、今後とも石

油供給の制約条件がますます強まる中において、わが国経済の健全

かつ安定的な発展を図るためには、相当量の石油代替エネルギーの

開発と 思いきった省エネルギーの推進が重要な政策課題とな ってく

るわけである 。

総合エネルギー調査会による「長期エネルギー需給暫定見通し」

( 昭和54年 8 月) では、東京サミ ッ トにおける石油輸入抑制量の中

でわが国経済がなお安定した成長を遂げるためには、需要函におい

て産業 ・民生 ・輸送各部門の特性に応じた省エネルギーを強力に推

進することにより、昭和70年度には 1 7 %強の節約を達成しなければ

ならないとしている 。

一方、供給面については、原子力 、 L N G、石炭等の石油代替エ

ネルギーならびに太陽エネルギ一等の新エネルギーの開発導入を積

極的に進め、石油以外のエネルギーのウェイ卜を昭和52年度の 4 分

の l から 70年度には 6 割近くまで高めて輸入石油の依存度を 7 5 %か

ら4 0 %近く まで軽減しなければならないとしている 。

この目標達成には相当の困難が伴うが、輸入石油については東京
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しかしながら、その後、経済の安定成長への移行に伴い 、電力需

要は 5 %程度の堅調な伸びを続けており、今後とも生活水準の向上

や都市再開発 、周辺地域の都市化などにより、家庭用を中心とした

電灯需要および事務所ビルや百貨底をはじめとする業務用電力等の

民生関係需要を主体として堅実な伸びが予想されている 。

また、産業用を中心とした大口電力については、従来、鉄鋼、化

学等を中心とした臨海型資源型産業が大きく伸びてきたが、今後は、

機械産業を中心とした高度組立加工型産業や社会資本の整備 ・充実

による上下水道、鉄道等の公共用需要が増加するものと予想される 。

サミ ッ トにおける抑制目標数量の確保さえ難しいといわれる今日、

エネルギー政策の具体的推進に官民が総カをあげて取り組まねば:

わが国の将来に禍恨を残すことにもなりかねないわけである。

Sf-J!l: 

年平均イ申ぴ尊場。

41 48 49 53 

41- 48 49- 53 

司Z 灯

(10. 4)  (10. 7 )  (  1. 7)  (  9. 3)  

11. 8  7. 4 
64 140 142 189 

版

( 23. 1 )  (  9. 9)  ( .... 0. 0)  (11.  2)  

業 務 用

20 69 69 102 

19. 5 10. 3 

売

(12.2)  (  8 .8)  ( 企6. 8) (  8. 4)  

ロ

56 106 99 127 

9. 5 6. 6 

1lt 

(13.2) (  8. 1)  ( 企6.6) (  2. 6)  

大 ロ

176 334 311 342 

9. 6 2. 3 

力

( 21. 7)  ( 23. 2)  ( .... 11. 2)  ( 2. 6)  
そ の 他

4  13 12 20 

19. 5 13. 4 

量

(14. 0)  (  8. 8)  ( .... 5. 9)  (  5. 3)  
電 カ 官十

256 522 491 591 

10. 7 4. 7 

(ぷ)
電 灯 電 力 計

(13. 3)  (  9. 2)  ( .... 4. 3)  ( 6. 3)  

10. 9 5.3  
320 662 633 780 

伝 大 電 力 ( 万KW)

( 15. 0 )  (14. 3)  ( 企1. 4) (  3. 5)  

13. 0 5. 4 
613 1，438 1，415 1，745 

年 負 荷 率 ( %)  64 目 6 55 目 8 54. 2 54. 1 

経 済 成 長 率( %) 11. 6 6 目 5 .... 0 .0  5. 5 9. 6 5. 1 

(  ) 内は対前年イ申ぴ率 ( %)

関西電力の電力需要の撤移

52年 度 ( 実 績 ) 60年 度 65年 度 70年 度

輸 入 石 泊 74. 5 62. 9 50. 0 43. 1  

国内石油、天然ガス 0. 9 1. 4  1.4  1. 7  

L  N  G  2.9  7. 2 9. 0 8.7  

石 炭 14. 8 16. 1 17. 6 18. 3 

水 カ 4.8  4. 7 4. 6 4.6  

原 子 カ 2. 0 6. 7 10. 9 14. 3 

地 熱 0. 0 0. 4 1. 0  1. 8  

そ (7) 他 0. 1 0. 9 5. 5 7.6  

メロ当、
計 100 100 100 100 

エネルギー輸入比率 89. 0 83. 7 74. 6 68. 3 

省 エ ネ ル ギ ー 率 12. 1 14. 8 17. 1 

( %)  
一次エネルギ- < < 成の推移

{ 出典) 総合エネルギー調査会需給部会中間報告

「長期エネルギー需給瞥定見通し J (54年 8 月) より作成.

さらに、電力部門についてみると、電気事業審議会による「長期

電力需給見通し J ( 54年 12月) では、今後予想される石油の供給不足

に対応し、総発電量の石油依存度 ( 53年度、 5 7 %) を70年度には 10

% 台まで下げることを目標として脱石油を推進することとしており、

とくに原子力を主電源として開発する方針である 。 しかしながら、

昨今の厳しい立地難から、電源開発の推進には旧に倍する努力が要

請されており、電気事業としても地元の深いご理解とご協力を賜り

ながら電源立地の推進をはからねばならないと考えている次第であ

53年度織成比 60年度情成比 65年度精成比 70年度梅成比

1，430 19.3 2，680 28.6  4，190 37. 0 

原子力 590 11. 9  

- 1 ，490 - 20.1  - 2，910 - 31.1 - 4，440 - 39. 2 

360 4. 9 950 10.1 1，480 13.1  

石 炭 176 3. 5 

- 410 ー5.5 ー1，040 ー11.1 ー1，650 - 14 目6

L NG ( 162 )  (3.3)  (  160)  (2. 2)  (  160)  ( 1. 7)  (  160)  (1. 4  )  

1，700 18.2 

496 10.0  1，190 16.1 1，950 17.2 

- 1 ，鎚O - 20. 1 

940 12.7  1，080 11. 5  1，230 10. 9  

水 力 689 13.9 

- 970 - 13.1  ー1，150 ー12.3 - 1 ，330 - 11. 7  

8∞ 10. 8 900 9.6  1，0∞ 8.8  

一般 646 13. 0 

- 830 - 11. 2 - 970 ー10.4 - 1 ，1∞ - 9. 7 

f益水 43 0. 9 140 1. 9  180 1. 9  230  2.0  

30 0.4 130 1. 4  280 2.5  

地 熱 5  0.1 

- 50 - 0. 7 - 200 - 2.1 - 410 ー 3:6

L P G 18 0. 3 210 2. 8 220 2. 3  220 1. 9  

3，080 41. 6  2，440 26. 0  1，820 16.1  

石 油 2，834 57. 0 

- 2，920 - 39. 5 - 1 ，810 - 19. 3 - 1 ，170  ー10.3

合 計 4，970 I∞ 7，4∞ 100 9，370 l ∞ 11 ，330 100 

発電電力量 ( { 章剛時、 %)
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， 

t  

t  

t  

/  /  

/  /  

， 

I  /  

I  /  

I  /  

/  /  

， 

一方、当社の最大電力 ( 1 時間の使用量が、 1 年のうちで最も多

いときの電力需要の規模; KW) は昭和30年代までは其冬の夕刻に発

生していたものが、昭和41年には他の電力会社に先がけて真夏の午

後に発生するいわゆる「夏ピーク」に移行し、その後、電力量の伸

びを上回 って増加を続けてきた。 これが当社の電力需給を難しくし

ている一つの要因であるが、これは近畿地域の夏季の気温、湿度が

全国ても高い水準にあり、ルームクーラーなどの普及が急速に進ん

だためである 。

ちなみに、家庭用のルームクーラーの普及率は、現在当社管内で

は72% ( 53年度) と全国一 ( 全国平均44% ) にな っており、夏ピー

クにおける冷房需要の割合は昭和41年の 20% から、 53年には 35% に

1745 

関西電力の愚大電力

IS∞トに占める冷房空鯛分

まで増大している 。

万KW

冷

房

空

間

A

T

( 注) 発電電力量の L NG欄カ y コ内は高炉ガス等による発電電力量で外数だが、合計には

含む.

( 出典) 電気事業審議会需給部会中間報告 「長期電力需給見通し J (54年12月) より作成.

( 注)

1  ) 最大電力は 送電

端最大 3 日平均

2 )  (  )内数値l主権成比 ( %)

般

介

53年度41年度

1000 

500 

2 . 電力需給の現状と将来

(1) 電力需要の推移と今後の動向

高度成長期において電力需要は、急速な工業化と都市化の進展に

伴い、経済成長 ( 4 1 - 4 8年平均 9 . 6 %の伸び) を上回って増大 ( 問、

1 0 . 9 %) してきたが、 4 8年秋の石油ショ ックによる景気停滞の影響

で49年以降、その伸びは大きく低下した。
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64.8  

一年間の平幼電力 ( KW)

( 注) 年負荷車一 最大電力 fKWi"  ， X  100 

年間の需要電力量 ( KWH)

年間的平均電力 ( KW) ="'"'24時間 X365 日

年

63. 8 
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42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53年度

関西電力の夏季最大電力に立せする年負荷率の推移

この結果、年負荷率( 年聞の平均屯力と最大屯力の比) は年を追

って低下を続けており、現在では 5 3 - 5 4 %と全国でも最も低い水準

となっているが、これはピークに合わせて建設した設備が平均では

半分ぐらいしか動いていないことを示しており、電力コスト上手干の

一因ともなっている。

さて、今後の当社の電力需要の見通しであるが、電力量のwぴ率

は5 2 - 5 8年度平均で 5 . 5 %、5 2 - 6 3年度平均 5 . 4 %と予想されるが、

最大電力は冷房需要の増大が見込まれることから、 5 2 - 5 8年度平均

6 . 0 %、5 2 - 6 3年度平均 5 . 7 %と引き続き電力量の伸び率を上回っ

て伸びるものと予想される。

このように、将来ともに、いわゆる夏ピークの尖鋭化は相当進ん

でいくものと思われ 、これに対応した電源の確保は電気卒業の故大

の経営課題となっている。

当社の今後の電力需 要 見 通 し
{ 日本電力調盆委貝会第54回想定値、 54年 4 月)

;x! 

52- 58 52- 63 

53 54 55 56 57 58 63 平 均 平控]

( 実績)
{申ぴ尊i { 申ぴ率

販売電力量(f!附h 780 815 861 910 961 1，015 1，303 5.5 5.4 

最大電力 ( 8 月)
1，726 1，総4 2. ∞3  2，126 2，253 2，385 3，ω3  6.0 5.7  

万剛)

(2) 増大する電力の役割

わが国のエネルギー需要に占める電力のウェイトは年々増加して、

現在では 3 分の l 強を占めている 。今後とも電力の持つエネルギー

としての特性、すなわち、

①動力源から照明 ・制御まで利用形態がきわめて広範である。( 汎用

性)

②安全 ・清潔である。( 安全性、清潔性)

③取り扱いが簡便て。ある。( 利便性)

等から、エネルギー需要の電力へのシフトは一層強まることが予想

される。

さらに電力は原子力、 L N G、石炭等の石油代替エネルギー開発

利用にきわめて重要な役割を果たしており、なかでも原子力はその

ぽう大なエネルギ一利用法としてはここ当分の間発電用に限られる

ため 、わが国のエネルギ一政策の基本て。ある「一次エネルギーの多

様化J( 脱石油) は、まさに原子力を中心とする屯源の多様化である

といっても過言ではない。したがって 、わが国のエネルギー需給安

定の成否は 、電源の多様化と立地の円滑化如何に大きく左右される

( %)  

50 .0  

40 .0  

30 .0  

10 .0 

30 35 

31. 8  32 .5  

40 45 50 51 52 53 

園内エネルギー最終需要 に占める電力需 要のウェイト( 自 家発含 み)

( 出典 ) r総合エネルギー総計J ( 54年度版 )

ものであり、電力の果たすべき役割lはますます重大になってゆくも

のと言えよう。

(3) 電源開発と燃料の多機化

電気事業は石油代替エネルギー開発の重要な担い手として、原子

力はもとよ りL N G、石炭等火力発電用燃料の多様化および圏内資

源の有効活用の観点から、水力の開発についても積極的に取 り組み 、

エネルギ- i l 京の多様化に努めなければならないことは前述のと おり

であるが、とくに原子力については、

①燃料( ウラン) の調達先をカナダ等政情安定固に依存しているた

め、長期にわたって安定した燃料の確保が可能であること、

② 1 グラムのウランで石油 3 トン分のエネルギー( 10 0万K Wクラスの

発電所で年間 150万ke，こ相当) を発生するところから、石油代容性

にすぐれ、備蓄も容易であること

④核燃料サイクルの硲立により、原子力を純粋の国産エネルギーと

して使えること 、

④すて" に世界各国て" 相当の開発実綴があり、技術の蓄械もあること、

など数々の優れた性質を持っているため、核融合、水素などの未来エ

ネルギ一実用化に至るまでの聞をつなぐ有力な石油代答エネルギー

として大いに期待されている 。

ところが、昨今の立地情勢および昨年のスリーマイル ・アイラン

ド原子力発電所事故等の影響を受け、その開発テンポが若干遅れ気

味であることは 、最近の国際エネルギー情勢の中でわが国のエネル

ギ一安定供給の先行きを考えるとき 、まことに憂慮されることであ

って、原子力の立地推進、その安定稼動 、核燃料サイクルの早期確

立等の課題解決に従来以上の経営努力を投入して原子力の利用拡大

を進めなければならない。

さらに、 エネルギ- i 原多様化の観点から、 L N Gや石炭の利用拡

大にも積極的に取り組む必要がある 。石炭の利用については、圏内

炭の年産が2000万トンの現状維持に止まるため、今後は海外輸入炭

に頼らざるを得ず、そのためには石炭開発輸入のためのインフラス

トラクチャーの整備など、長期かつ巨額の資金を要するプロジェク

卜の完成が必要である。さらには貯炭場、灰捨場に広大なスペース

を要し 、ばいじん等に対する技術も万全を期することが必要で、こ

れらの問題解決に全力をあげて取り組み 、その導入を図っていかね

ばならない。
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エネルギー使用合理化のための
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)

( コンサルテ イング事業) 一一中小企業向け一 一

大口 エヰルギー使用者

省

J L-

の

体

政

世賢

エ

ネ

「 廃需品利用技術システム

ト 電磁流体 ( MH  D ) 発電

省エヰルギー技術研究開発制度( ムーンライト計画) の推進 - - + 一 高効率ガスタ ー ビン

L 先導的、基盤的省 エネルギー技術開発

し 省エヰルギ一重要技術への助成等

「省エヰルギー 省資源対策推進会強J を中心とする広報活動の充実

学校教育・社会教育における エネルギー教育の充実等

( 広報事業)

( 注) 仁 二 コ 内 は 「エネルギー使用の合理化に関する法律家J の内容

安定化のため懸命な努力を傾注しているところであって、今後とも

格段のご協力をお願いする次第である 。

わ が 国 の省 エ ネ ル ギ 一 政策 体 系 図

L N Gについてはすでに相当の導入実績を持ち、資源量も一方 、

豊富でしかも硫黄分を含まないクリーンなエネルギ- i 僚であるため、

当社管内のような過密地域では有力な代替エネルギーとして今後と

も積極的に導入拡大を図っていく計画である 。

(4) 省エネルギーと省電力

石油依存度を低下させるため、代替エネルギー開発の促進となら

んでい、省エネルギーを推進することも重要な課題である 。

政府は、昨年 6 月に成立した「エネルギー使用の合理化に関する

法律J ( 省エネルギ一法) に基づき、本格的な省エネルギ一政策を促

進することとしている 。省エネルギ一法の基本的な性格は、工場、

建築物、機械器具を対象に、それぞれ省エネルギーの判断基準を示

し、エネルギー使用の合理化、効率化を進めようとするもので、ま

た、税制 ・財政上の助成錯置や新技術の研究、開発などの促進をは

かることとしており、今後の省エネルギ一政策の基本となるもので

当社においては従来より原子力の開発に積極的に取り組み、 53年

度末でh発電設備に占める原子力のウェイトは 21% にも達している 。

今後の電源開発は長期的には原子力を主体として推進し、火力発電

については L N G等燃料の多様化をはかっていくこととしているが、

中期的には建設工期の比較的短い石油火力の建設を急がねば50年代

後半の電力安定供給に組踊を来たしかねない厳しい状況にある 。 ま

た、増大するピークの需要に対応するため、深夜における余剰電力

を利用してそのエネルギーを水の形で貯え、昼間ピーク時に発電す

る揚水発電については今後もピーク供給力として開発を進めていか

ねばならない。

ある 。

とくに、省エネルギーの推進において省電力の果たす役割はきわ

めて大きなものがあり、省エネルギーを支える重要な柱のーっとな

っている 。

これを部門別にみると、家庭用部門では電力の利用範囲はますま

す拡大しているため、一つ一つの機器の省電力の積み上げと家屋の

断熱設計が省エネルギ一対策として相当の効果をもたらすものであ

り、省エネルギ一法においても、数種の電気機器について省エネル

キ一指導基準が定められたことは大きな前進である 。

また、事務所、百貨庖等家庭用以外の民生関係需要についても断

熱設計、効率的な空調システムの導入、太陽エネルギーの利用法等

建物構造からの対策に加え、使用面における冷暖房温度の調整、窓

際等不用な照明の消灯等による省電力効果は非常に大きなものがWl

こうした考え方をもとに、当社の電源開発は 58年度末までに 一

般水力 9 万剛、持水60万剛、火力 112万剛、原子力 292万剛、合計

473万KWを見込んでいるが ( 昭和54年度施設計画による) 、この結果、

電源構成比率は、 53年度末の水力 24% 、火力 5 5 %、原子力 2 1 %から、

58年度末には水力 2 2 %、火力 5 0 %、原子力 2 8 %と火力比率を低下さ

せ、原子力比率を増大させることとしており、脱石油と電力供給の

じと

53年 度 末 54- 58年 地 分 58年 度 末

認 可 出 力 機 成 比 認 可 出 力 締 成 比 認 可 出 力 機 成 比

( 万KW) I  ( %)  ( 万KW) I  ( %)  ( 万KW) I  ( %)  

水 カ 516 24 69 14 585 22 

( うち撒水再掲) (228)  ( 11)  (60)  ( 13)  (288)  ( 11)  

火 カ 1，187 55 112 24 1，299 50 

原 子 力 449 21 292 62 741 28 

ぷロ弘、
3十 2，152 100 473 100 2，625 100 

( 昭和54年度電力縞設計画、 54年 4 月)当 社 の発 電 設 備の 推 移

待される 。

一方、産業用部門、運輸部門においてもそれぞれの分野でエネル

ギーの効率的な 利用 の促進および研究開発が進められており、その

効果が大いに期待されている 。

関西電力株式会社企画部長 )

指導、助言

エヰルギー管理者の選任

記 録 義 務 1

勧 告

「ー エヰルギー使用合理化に関する惨断指導 骨ー「

小口 ヱヰルギー使用者 一一一→ーエヰルギー管理 に携わる従禦員の研修 .，..__J 

」ー省エヰルギーの技術的手法等に関する情報提供

F 金 融 ー午一 日本開発銀行融資

I  L 中小企業金融公庫融資

省エネルギー設備投資に対する助成 l  

I  ... r ー特別償却制度 (53年度は投資減税と選択)

」 税 制 →

L 固定資産税の軽減 (54年度創設)

|判断の基準の策定、公表 円 建築物( 除〈住宅) の建築主に 叶 塑 4 里

' ト 住宅の建築主に l指針の公表

L 建築材料の製造事集者に 一一一一一→ 指導、助言

r ヱヰ J レギー消費効率に関する 一一一→ 判断の基準の策定、公表

民生用機器 一 一 一 (ク ーラ一、 冷蔵庫等の特定機器) → -

L  ヰルギー消費効率についての - - - t呈 示 『

一般家庭等 一一一一エ ヰルギーの合理的な使用方法についての具体的手段の情報提供

省エヰルギー住宅に対する助成 住宅金融公庫の割増融資

太陽熱利用 一一一 冷暖房給湯システムの普及促進

「 燃費効率に関する |判断の基準の策定、公表 h ロアで了l

I  ｾＺＺ］ＺＺＭＺ］ＺＭＧｾＧ＠ - ' - - ' ; ' で一一門 ' H勧 告|

自動車一一一一→一燃費効率についての |表 示 Lヱ- 二」

」 省エネルギー的使用方法等の情報提供

大型輸送機関一一整備 利用鉱大策等の検討

ひろし( しばた
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エネルギー源としてのガスーその需要とイ婦合の展望

植 野 修 和

1  . 都市ガスの需要

近畿 2 府 4 県に都市ガスを供給している大阪ガスの顧客数は昭和

53年に 400万戸を超え、 54年 3 月末には 410万戸、普及率は9 1 %に

達した。また、ガス販売量は53年度で51億 4 千万m' (4 ，500Kcal 換

算、以下、ガス量表示はすべて 4，500Kcal 換算) と、 10年前のほぼ

2 倍になっている 。

その用途別構成比は家庭用6 2 %、工業用 15 %、商業用 1 6 %、公・

医療用 ・冷暖房用 7 %となっている( 図表 1 )。 これを民生用と産業

用とに分けると、民生用が約 8 割、産業用が約 21111J となる 。これは

産業用需要が約 8 割を占める電力の場合と著しい対照をなしており、

また、おおむね産業用が半ば以上を占めているアメリカ・ヨーロ ッ

61' 

•. • 
2

 

p
b

 

• • •• 
-

-

p

b

-

• •• 
家庭用 .61 

そ の 他

49年度 51 53 52 50 

図表 1 ガス販売量の推移 (図中の%は用途gUの販売量比率)

大阪ガス泉北製造所第 2 エ渇に着いたし N G タンカー

パ主要国のガス需要とくらべても特徴的なわが国の需要構成である 。

都市ガスの需要のもうひとつの特長は、冬と夏の季節格差が大き

いことであり、月別 1 日当たりの送出量でみると、 2 月は 8 月の約

Mになっている( 図表 2 ) 。もともと冬場は気温の関係で需要の持え

る季節であるが、冬季のガス使用量がこれだけ増加した理由として

は、全需要量の 6 割以上を占める家庭用で、生活レベルの向上に伴

い、ガス湯沸器やガスストープなどのガス器具が急速に普及したこ

とがあげられる 。 このヌゲス需要の季節格差のため、冬のピーク時用

の設備が夏には遊休化して、設備費などの固定費負担がガスコスト

を押しあげる結果になっている。

そこで、都市ガスの新規需要の開発と、需要の季節格差の緩和と

， 
， 

9，000 ，000 

8，日00 ，000

7，000 ，000 

:541「∞

5，000 ，000 

4，000，000 

3，000 ，000 

2，000 ，000 

1，000 ，000 

千 m・

60( 年度)

見通し

(  10・m" 4，500kcal ) * 53年の鰻大最小送出日

*  2，358. 2(  21  2)  
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を図るために、年聞を通じて余り変化なくガスを使用する工業用や、

夏の使用量が多いビルや工場の冷房用の需要開発が重要な課題とな

っている。

つぎにガス需要の将来の見通しであるが、今後年率約 7 %の伸び

が見込まれ、ガス販売量は60年に大体83億 m' となるだろう。用途別

にみると、家庭用58%、工業用 20%、商業用 13%、公 ・医療用 ・冷

暖房用 9 %となる( 図表 1 ) 。家庭用と商業用の比率がやや小さ くな

り、工業用と公 ・医療用・冷暖房用( ここではとくに冷暖房用) が

増え、 53年度にくらべると、工業用需要は約 2倍、冷暖房用は約2.5

倍になると見込まれる。

前述のごとく、従来、都市ガスの工業用需要は低調であったが、

これは工業用燃料として大量に使用する場合のコストが他の競合燃

料( 重油、灯油、ブタン等) に比べて割高であったからである。し

かし、このところの原油高騰と供給不安を背景に、産業界が工業用

燃料を重油、灯油から都市ガスに転換しようという動きが強まって

きており、ことに、燃料用重油の需給がきわめてひっ迫してきた54

年 6 月ごろから、都市ガスへの燃料転換の申し込みが急増している。

これに拍車をかけたのが 9 月から発足した「産業用 L N G特約料

金制度」である。これは昨年 3 月の総合エネルギー調査会都市熱エ

ネルギ一部会の中間報告に基づいて発足したもので、負荷率がよく

大量に天然ガスを使用するためにコストが安くなる産業用大口需要

を対象に、 L N G  ( 液化天然ガス) を原料とする都市ガス料金を割

引く特約制度であり、目下緊急課題である前脱石油。を促進するこ

とを主な目的としたものであるが、これによりコストの面でも 他の

石油系工業燃料と十分競合できるようになった。

さらに、都市ガスは、工業用燃料として使用する場合、燃料用貯

蔵タンクがいらない、クリーンエネルギーであるため公害防止設備

が不要、供給が石油系燃料にくらべて安定している、などのメリ ッ

トがあるため、今後も鉄鋼、化学などエネルギー多消費産業を中心

に燃料の* 脱石油。が進むものとみられる。

このようなことから、都市ガスの工業用需要は60年を待たずして、

一両年中にも倍増し、用途別構成比も約25%となるものと見込まれ

る。したがって前述した 60年までのガス販売量見通しも早急に見直

しが迫られている。

一方、冷暖房用需要もビルのガス冷房を中心に順調に伸びている

( 図表 3 ) 。大阪 yゲスが省エネルギータイプの新吸収式ガス冷暖房機

を企業化して以来54年で10年目を迎えたが、大型ビルへの普及が急

速に進んだため、ガス冷暖房機設置容量は全体で25万 7 千冷凍トン

に達した。また、新築大型ビル( 床面積 3，000m' 以上) におけるガス

冷暖房機の設置率はすでに50%を上回っている。朝日新聞社ビルや

ロイヤルホテル、梅田のマルビルなどもガス冷房が採用されている
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5 万 10万 15万 20万( 冷凍 九)

図表3 ガス冷房機般置容量の推移 ( 大阪ガス供給エリア内、 地域冷暖房を含む)
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が、大型ピルの都市ガスによる冷房の普及は 、夏の都市ガス不需要

期対策になるばかりでなく、電力の夏期ピーク需要を緩和する効果

もあって、その相乗効果は大きい。今後、都市ガスによる冷暖房需

要も、昨今のエネルギ一事情を反映して、予測以上に大きな伸びが

見込まれている。

2  . 都市ガスの供給一一天然ガスを中心として

都市ガスの主原料は、昭和30年代を境に石炭から石油に移ったが、

さらに 50年代に入って L N  G  ( Li quef i ed Natural  Gas 液化天然ガ

ス) のウェイトが高まり、現在、大阪がスでは都市ガスの約60%を

L N Gから製造している 。

カ' ス製造購入量は、 53年度で購入ガス 13% ( 石油系 l 、石炭系12)、

石油系ガス 8 %、石炭系ガス 18 %、 L N  G61%となっている( 図表

4)。石油系原料はナフサと L P Gであり 、原油は52年度ころから全

〈姿を消した。

石炭ガスは、新日鉄など製鉄用コークスを提供する関係でかなり

のウェイトを維持して おり、現在も約18%を占めているが、進行中

の天然ガス転換作業が全区域で完了する 60年代の初めにはごく一部

を除きなくなる見込みである。

大阪ガスの供給区域内で54年 9 月末までに、大阪府南部 ・東部、

京都地域など 121万戸で天然ガス転換が笑施され、すでに約 3 割の

顧客に対して直接天然ガス( 1 万 1 千Kcal ) が供給されている。

今後も、毎年、 35- 40万戸の天然ガス転換が予定され、最終的には

大阪ガス供給区域の全域( 豊岡、長浜など遠隔地は除< ) に天然、ガ

スが供給されることになる。

そこで60年のカス種別製造購入量の見通しをみると、約83億 m' の

8，3目。百万 m'

5，646百万 m・

4，726百万 m・

3，047百万 m・，

・70%・.・

L NG  

43年度 48年度 53年度
60年度見通し

図表 4 ガス種別製造購入量の推移

うち、 L N Gが70%を占めることになり、そのほかでは、購入ガス

9 %、石油系ガス 19%、石炭系ガス 2 %という構成比になる( 図表

4  ) 。このうち 、石油系ガスはやはりナフサガスと L P Gカ' スである

が、一部 S N  G  ( 代替天然ガス) を含んでい る。大阪ガスでは、ナ

フサやブタンなどから天然ガスと同じ性状のガスを製造するこの S

N Gの開発を進めており、 60年代の初めごろから、冬のガス最需要

期に天然ガスと併せて供給することを検討している 。

ここで、 54年 8 月に改訂された「長期エネルギー需給暫定見通し J

をみてみると、 52年度実績で L N Gの全国使用量は 839万トンで、

エネルギー供給合計に占める割合は 2. 9%であったが、 60年度には

2，900万トンで7. 2%に、 65年度には4，500万トンて.̂9 .0%に増加する



図表 5 長期エネルギー需給暫定見通し( 改訂)

総合エネルギー調査会昭和54年 8 月初日

52年度 (実績) ω  年 度 65 年 度

L  N  G  I  839万 t (2.9)  2，9∞万 t ( 7.2)  4，5∞' J i  t  ( 9 .0)  

輸 入 石 油 3.07偉kt(74.5) 3.66億kt (62.9) 3.66億kt (50.0) 

〔う ちL PGj (  739万 t ｾ＠ (  2，0∞万 t) (  2，6∞万 t )

供 給 合 計 4.12億kt (100) 5.82億kt ( 1∞)  7.16億kt ( 1∞)  

周 ( 改訂前) 昭和52年 6 月 6 日

/  

ω 年 度 65 年 度

対策現状維持ケース 対策促進ケース 対策促進ケース

L  N  G  

----
2，4∞万 t ( 4 .9)  - 3，側万 t (  6.4) - 4，制 万 d 7.7)  

始 入 石 油

v  
5.05iMkt (72.2) - 4. 32億kt (65.5)  - 4. 52億kt (57.1)  

〔うち L P  G)  (  1，4∞万 t) (  2，0∞万 t) (  2，制万 t)

供 給 合 計 」三 こ 7 叩 ( 1∞)  6.60信kt (  1∞)  7.92偉kt ( 1∞)  

と見込まれている( 図表 5 )。

一方、この間石油の占める割合は52年度実績74. 5%から、 60年度

62. 9%、65年度50. 0%と、減少する見通しになっている 。52年 6 月

作成の「暫定見通し」では、 60年度は、石油の供給が4. 32億 kt( 65. 5 

%)  - 5 .05億kt ( 72.2%) 、エネルギー供給合計が6 目 60億 kt - 7 .00億

kt となっていたが、今度の改訂見通しによって石油が3.66億 kt( 62. 9

% ) に抑えられた結果、エネルギー供給合計も 5. 82億 kt と15%前後

引き下げられた。

こうした事情を背景として、 L N Gは原子力発電と並んで、エネ

ルギーの多様化、石油依存からの脱却を図る日本のエネルギ一政策

の重要な柱であるが、今後の世界エネルギー情勢の動向によっては、

右の「暫定見通し J より以上に天然ガスの比重が高まることも十分

予想される。

天然ガスの長所の第ーは、原料の供給が安定していることである 。

天然ガスの確認埋蔵量は54年初めで約70兆m' と豊富であり、現在の

世界の需要畳の47- 48年分に相当する。また、 6 曾lが中東に遍在し

図表 B 天然ガス埋蔵量( 主要地域) 単位 : 千億耐 資料: Oi l  &Ga s  J ournal  1978.  12 

ている石油と異なり、天然ガスは産地が世界に広〈分散している( 図

表 6 )。

現在、日本に輸入されているのは、アラスカ 、プルネイ、アプダ

ビ( 中東) 、インドネシアからであるが、今後の計画としてマレーシ

ア、オーストラリアなどからも大量に輸入するための交渉が進んで

いる。このほかソ連( ヤクート) 、中国( 激海、賞海、東シナ海) など

の近隣の国も将来に大きな可能性を残している。

さらに、天然ガスは液化、輸送、受入貯蔵などに特殊な設備が必

要なので、産地と受入消費地がひとつのシステムで直結しており、

またどのプロジェクトも約20年聞の長期契約によって供給を保証さ

れているという点からも安定したエネルギーといえる。

50年

55年

60年

過ぎ

100 

E二二コ 皐雄造粛軍 l工場( プルヰイ童}

ｾヨ 泉 Ｑ 曜崩事 Ｒ 工場ｻインドヰシ Ｗ 産Ｉ

i率三三3 姫路 LNG共同基地( 未定)

200  
300 

図表 7 L NGの導入計画

400 

万ト ン

大阪ガスでは、 47年末以降ボルネオ島ブルネイから年間63万トン、

また52年 8 月からはインドネシアから平年度ベースで年間 130万ト

ンの L N Gを輸入しており、さらに近< 40万トンを追加契約するほ

か、第三の供給源として西オーストラリア産などを検討している。

現在、関西電力側と共同で建設中の「姫路 L N G共同基地J( 完成予

定58年度) にこの新しい L N Gを受け入れる予定で、 60年代には、

L N Gの受け入れ合計は 400万トンにのぼり、現在大阪ガスの供給

しているガス販売量の 2 倍に当たるガスの原料を確保できることに

なる( 図表 7 )。

第二の長所 として、天然ガスはクリーンで安全なエネルギーて・あ

る。 L N Gは、生産地で天然ガスをマイナス 160' Cに冷却して液化

したものだが( 7ゲス体のときにくらべて体積は600分の l になる) 、

液化するときにガス中の硫黄分などの不純分を取り除いているので、

気化した天然ガスは燃料として燃やしても亜硫酸ガスやススを発生

しない。一酸化炭素などの有害な物質を含んでいないので生ガス中

毒の恐れがない。また、 L N Gは無色透明の液体で、常温ですぐ気

化するので、 、石油のように海洋を汚染することがない。

さらに、 L N Gの主成分で88%を占めるメタンは空気より軽いの

で、 L P Gのように地上に溜ることがなく、すぐに空気中に拡散し

てしまう。

また、 L N G を受け入れ天然ガスを製造する工場は L N Gを単に

気化して送り出すだけだから、設備は L N G貯蔵タンクと気化器が

中心の簡単なものである。気化の方法も L N Gが通る気化器の外部

に海水をかけあたためるだけだから、製造過程で廃棄物を出さず大

気汚染や排水汚染はない。

天然ガスの長所の第三は、その経済性、効率性である。天然、がス

は、従来の都市ガスの 2. 4傍のカロリーがあるので、天然ガス転換

によって、既設のガス輸送導管やガスホルダーなどを従来の 2 倍以

上に有効活用でき、また、製造設備も従来のガス製造方式に比べて

簡素化されるほか 、ガス化効率も高い。

このように、天然ガスは 、供給の安定、省資源に貢献するほか、

ガスコスト高騰の度合いを少なくするのに役立つ。

このほか、マイナス 160' Cの極低温である L N Gの冷熱( 200Kcal

/ kg) を利用して、空気分離事業、低温破砕事業、冷凍食品事業、

水処理プ ロセスの開発、などが行われており、昨年末には世界初の

冷熱発電実用化プラントが始動した。さらに冷熱利用として、今後、

冷凍倉庫事業、液化炭酸の製造、海水の淡水化、食品の冷凍乾燥や

冷凍濃縮などの研究開発および企業化の検討が進められているが、

これらも省資源、省エネルギーの要請に十分こたえ得るものである。

これまで薪炭から石炭、石炭から石油とたどってきた エネルギー

の経過のサイクルの延長線上に将来を展望すれば、以上みてきたよ

うに、供給の安定住はいうに及ばず、その経済性、効率性、環境保

全等の社会的な合目的性に沿った自律的進行の結果として、原子力

をおいて、 1990年代は、 L N Gの時代。となるのではないかともみ

られている。

( うえの のぷかず 大阪瓦斯隊式会社広報室謀長)
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設備システムを中心とした省エネルギー計画の今後

中 村 猛

わが国のエネルギ一事 情の 略 図

わが国が70年代後半消費したエネルギーは、石油に換算して大ま

かに言えば、毎日約 100万トンであるという。すなわち延べ 1万坪

(33，000m') のビルに 匹敵する 10万トンタンカー 10台分である。自

国産は 1 台分( 水力、石炭等) しかなく、あとの 9 台分はすべて輸

入である 。そのうち約 8 台分は石油であって、そのうち 7 台分は中

東ペルシャ湾からホルムズ海峡を通り、インド洋をへて、わが国に

やってくる 。 もう l 台分は南方インドネシヤ方面から北上してくる。

そしでまた 1 台分は天然ガス、石炭、ウラン等の i昆i院で南方、およ

び遠〈オーストラリヤ方面、ソ連、中固などからやってくる 。

毎日、これらの油送船団の往復なくしては、一日として暮・らして

ゆけないわが国である。しかし、通産局の昨年のエネルギー長期瞥

定見通しによれば、最低必要といわれる 4.8 %の経済成長をやりつ

つゆくと、 5年後には上記の約60%増、 10年後には 2倍のエネルギ

ーが必要であると発表している 。東京サミ ッ トで自由世界に約束し

た石油輸入量は、上記 8 台分の石油を 5 年後において 10台分とし、

その後はそれ以上輸入しないということである。よって、エネルギ

ーの増量は l 台分しか輸入していない天然グス、石炭、および原子

力等で伸びねばならず、これを 5年後に 6 台分ふやす、 10年後には

10台分にまでふやすということになる 。まさに、これら石油外代替

エネルギーの輸入に対して 、すぎまじいばかりの総動員をかけるこ

とになる。

といつのは、この代替エネルギーは単に輸入することさえ困難な

ことに加えて、その受け入れ施設、輸送問題、貯炭等のランニング

スト ック基地、燃料転換対策、発電設備等 5 - 10年を要する多くの

諸問題が山積しているし、経済的にも高騰するエネルギ一代と高価

な施設開発、公害対策等にこの 10年百兆円に及ぶ莫大な予算が必要

であるという。 85年くらいから手に入らない石油のかわりとなる代

替エネルギーの開発がまにあわないかも知れないのである 。サンシ

ャイン計画等による新エネルギー開発笑用化までに至るエネルギー

のこの10年間の谷聞は、世界的混迷の時代とともに、なみたいてい

のことで乗り切るわけにいかない。

以上は新聞報道等によるエネルギー情勢を要約した比喰的な略図

であるが、これには省エネルギーが大きく前提となっていることを

見逃してはならない。エネルギー暫定見通しの中にはすでに 5 年後

12.1%、10年後14. 8%の大きな省エネルギーを組み込んでいる 。

省エネルギーとは、発電、産業、運輸、民生、家庭にまでおよぶ

数10%のロスの割合を何らかの技術開発、使い方の智恵によって大

幅に下げようということで、単なる節約とは発想を異にするもので

あると言っている 。数% の新エネルギーの開発努力以上の価値を省

エネルギーはも っている 。すなわち、省エネルギーとは代替エネル

ギーであり、新エネルギーそのものであるということができる。

はじめに

今、 10000附ほどのあるビルを省エネルギー建築とするために平

面を正方形とし、 一辺と同じくらいの軒高をと って、ほぽ立方体に

36 也築と社会 1980年 2 )J号

第 1 図 省エネルギーピルのプロトタイプ

近いビルを想定した。建物正面は幸いにも南面大通りに面し、北面

は裏通りを臨むモータープールである 。

南面を 30%くらいの窓関口率として、夏の日射をさけるため、外

壁面から 300%程度の奥窓とし、北および東西面はできるだけひか

えめの窓を取った。そしてさらに東西は将来ビルが建つかも知れな

いので、非常階段を外壁との熱緩衝帯とし、眺望は締めてセンター

コアとした。 この何の変哲もないビルが省エネルギー建築の7・ロト

タイプである 。

ag48年石油ショ ック以来、省エネルギー建築は米国からノウハウ

を輸入するかたちでわが国の建築技術者の聞に考え方が水平展開さ

れた。それまで、設備システムだけが省エネルギーノウハウである

と思 っていた建築界に、上記のような建築の骨格と皮相に関する考

え方をもちこんで、省エネルギー建築は総合的にピルの形態からア

プローチすべきであると箸鐙をならしはじめたのである。

学会、業界はピルの形態の条件をコンビューターに入れて、その

熱的省エネルギー性のシミュレーションを競って行い始め、わが国

なりの多くの諸データーを発表し、また、多ケースにわたる計画的

なシミュレーションを統計処理し、コンビューターを使わなくても

建物の代表的部位別諸条件がわかれば、ある危険率の中で期間熱負

荷がかなりの精度で予測できる手法等も発表されるに至った 。それ

らによ っても等しく立証された省エネルギービルが上記のようなビ

ルて' ある 。(第 1 図)

建築は昔から建築原論をふまえてその本質が語られており、風通

し、明るさ、日照等、自然界に適応する合理的な方策が展開されて

いる 。省エネルギ一時代に突入してから何か奇想天外で容貌怪異な

ビルが登場するのかと、不安と期待を持っていた建築界は、導入さ

れた ノウハウがほとんど建築原論にリパイパルしたものであること

に、ある程度安堵と拍子抜けを感じたことである 。 しかし、建築の

平面形、プロポーション、窓関口率、オリエンテーション等の持つ

熱負荷的な性格に対して、コンビューターの導入による近代的で総

合的なシミュレーションがなされ、非定常的な熱負荷も明確になっ

たことは睦目に値する 。それでも、結局は古典的な建築思想をさら

に高度に体系づけたということである 。重ねて言うならば、建築の

省エネルギーは建築原論をし っかりふまえることによ って、その延

長線上にあることが立証されたと思わざるを得ない。不幸にして上



記のような理想形に近い立地条件や用途条件

を持たないビルは 、何とか してプ ロ トタイプ

に近づ く努力が必要になる 。人聞が住み、活

動し、休息する空間づくりが建築であるとす

れば、その目的の発露としていろいろなデザ

インがなされるのは当然であるが、常に原形

ピ7、 ピ7、 ピ7も

医亘亙

公
匝亙亘

ましてはならないと思うのである 。

費電 4 図 建 物 でのエネルギー需要を最小にする

金 を か け な い 省 エ ネ ル ギ ー 設 備

さて、ビルの内部の省エネルギー設備プロトタイプとはどんなも

のか。 そのまえに第 3 図 を見ることにする 。

第 2 図は、省エネルギー以前高度成長時代に建てられた多 くの事

務所ビルの似かよ ったものの年聞の消費エネルギーを電力に換算し

たものである 。照明の消費電力が全体の泌を占めている 。斯界の多

くの 人が口をす っぱくして 言っ ている照明エネルギーの見直しが、

いかに効果的部位にあるかということを再認識する図であると思う 。

この時代 8001レックスから 1000ル ック スへ と移りつつあった事務所

の照度とルーズな点灯放置の問題をも う一度見直す必要がある 。

言午されるであろう 500ル ックスという照度を見直すと、 6 米ス パ

ンの 中に下面開放型蛍光灯4 0 WX 2 X 4 速の H ll という配置である 。

今にして思えば十分適正な照度であり、生理的にも妥当であるとい

うデーターは多い。そして、 800ル ックスから 500ル ックスへの照

度ダウ ンを考えると 37 .5% ダウ ンということであり、第 2 図の総合

エネルギーの 12. 5% を削減できるのではないかと思える 。20- 40%

の省エネルギーを目標としている現在の趨勢で12. 5% が照明の合理

注)

・冷時房負荷 と1. . . お

のおの夏冬 4 ヵ月 間!

の負荷総合計である.

暖房時の室内発熱は

無税し ている.

人体は 0. 2人/ m'の

在E巨人口 として いる.

スキンロード ( 8%)

第 2 図 従来事務所建築の;令媛房負荷 ( 空調衛生工学会誌による)

第 3 図 従 来 ピルにおけるエネルギ - < < 成・年間総エネ ルギ ー消 費 量

kEE調衛生工学会誌による)

化で行えるということは大きな問題である 。今後はこのレベルてゆ定

着するとしても、現在ではこれを省エネルギ一効果に計上してもま

だよいと

状1態岳にもど つてきている 。

再び第 2 図を見る 。 これでは、夏冬の空調用エネルギーの外気の

占める量に注目する 。これは簡単にへらせるという発想である。今

まで設備システムの中において、無作意に設定されていたと思われ

る外気導入量の見直しを行えば大憾な省エネルギーが行えるという

考えは、各方面で取り組まれている 。熱回収装置や高性能のフィル

ターを入れる前に、従来25m'/ H ・人とされていた外気量を 20m'/ H  .  

人に、さらには諸外国の法規を参照するとそれ以下でもよいといっ

説もある 。わが国の法規では炭酸ガスを指標とした空気汚染度で規

制しているので、これで制御したらどうかという方向もある 。 しか

し、その前に 25m'/ H ・人を 20m'/ H ・人にすることは 20% の削減であ

り、また、ビルの特性に応じて居住人員を的確につかんだ導入量の

設定が大切である。今まで忘れられていたような熱的ウィークポイ

ン トである 。 これと同じく、隙間風、ビル玄関その他からのビル内

ドラフト漏気等も馬鹿にならないとされているが、この量的影響は

未だは っきりしない。

このように設備システムでも従来から解説されている設備原論と

もいうべき事柄を今一度克明になぞることによ って基本から逸脱し

ているものを調整し、一度古典にかえることが省エネルギーの第一

歩であり、金をかけないで省エネルギーをすることができる 。

今後、建築の品質がやかまし く言 われてくるが、そ の品質とは建

築のニーズを的確に把握してそれにピ ッタリ合致する設備を提供す

る( f i  t ness for use ) ことである 。 このように地道な恭礎の見直し

をやらないてい、高度の熱回収技術等へ荒々しくジャンフ・することは、

ザ j レから洩れた水を回収することに等しくな ってくる 。 まずは浪費

型ビルから基本的必要設備プロトタイプに坐りなおすことである 。

省エネルギーへ投資する

省エネルギーを行うことは 、ビル経営の、または付加価値の経済

性を高めると捉えるのが一般的である 。経営者としては、採算に見

合うエネルギー消費は大いにやりたい意向がある 。 し、かし、この消

費をさらに減らして同 じ効果があがり、採算に のれば省エ ネルギー

の一翼を担うことになる 。今後ますますエネルギーが高騰すること

を考 えると、エネルギーを大いに使 って採算をとることは困難にな

る。省エネルギーに対して投資がなされることは採算上の重大事項

になりつつあるのが今後の趨勢である 。

年聞の運転費を削減するために 、建設当初または現缶、いくら投

資できるか、の採算性は簡単に 言えば、年間削減運転資 × 資金回収

年限を投資しても見合うことになる 。借入金で運用するとして利息

を年間運転削減費で毎年等額返済する 品 とにすると、年間削減資

( 年間返済額 ) = 投資額× 資金回収係数でなければな らない。
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このように、投資が有効でhあるためには回収年限内において毎年

初期投資の何% を省エネルギーしなければならないかを現在レベル

で計算したのが、資金回収係数である。この逆数は現在価値係数と

いい、毎年の省エネルギ- ' f 1 ( からこれに見合う投資限界を出すこと

ができる 。

断 熱 へ 投 資 す る

今後、有効に省エネルギー投資することが必要となる 。すでに笑

絞としてよく投資されているものに外壁断熱がある 。 カーテンウオ

ールにおける断熱は当然でーあるが、コンクリート外壁 180%程度に

対しても、スチレンフォームを厚2 5 %貼り込むことによって熱のn

流は大幅におちることになり、暖房商において大きな省エネルギー

効果がある 。期間の暖房エネルギーの削減率は 2 5 %くらいに及ぶこ

とがある 。石油の高騰する以前ても 5 年くらいで資金回収できると

見られていたが、この頃では 2 - 3 年で回収してしまうはずで与ある 。

断熱が暖房時に効果があることは一般的によくわかるが、冷房期

や中間期には熱が外部へ放散しないで、室内にたまりこむので建物

によってはよく計算する必要があるという 。 しかし、まず断熱をす

るということは省エネルギー効果抜群であることには論をまたない

よ く 使 わ れ る 会 熱 交 換 器

全熱交換器は米国の輸入ノウハウであるが、国産品も f台頭してい

る。周知のごとく空調のリタンエアの一部排気や便所その他のユー

ティリティ排気と外気給気を全熱交換器で接触させて、排気熱を外

気の予J令予熱へ回収再利用させる装置である 。給排気の熱落差の50

- 7 0 %を回収利用できるのて切J来抜群とされる 。

ここで興味があるのは、冬のH友房に役立 った照明器具や人体の発

熱も一緒に回収していると考えられることで、照明は明るさを与え

るとともに発熱の二重効用にな っている 。年 /HJ の運転パター ンの中

で大きな効果を発揮するのは夏冬の間駄的な時期であるけれども、

うまくコントロールすれば 5 年内外で資金回収ができるであろう 。

また、外気に関係することでは l 日の運転の始業前、終業前の約 1

時間を外気導入をやめても居住者の衛生には彬響しないことから、

安価なタイマ一、ダンパ一等の投資だけで採算がとれる 。

租 税 特 別 措 置 を う け る 省 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム

全熱交換器でヨOOOm' / H 以上の容量のものは租税特別措置がうけ

られる 。 これは初年度普通償却費に加えて、そのシステム取得貨の

Mを乗せて償却できる特別償却をさせてくれる、すなわち経常利益

から引くことができる 。残りは 2 年目から等額償却となる 。物価上

出 1) 資金回収係数は下記によリ計$ 1ーする 。

投資制M 、手1) 尊! T 、回収年隙 n 、エ ネルギ一代上持率 i 、年)iI)ilI[ 転向IJi 域紛 S とす

ると、

初年度の返済残高 M( I + r) - S  

2 年自 の返済残高 l M(  1  + r ) - S I (  1  + r) - S (  1  +i )  

すなわ ち M (  1  + r) ' - S l( 1  + r ) + (  1  +け i

n年固 め返済銭高 を0 とする 。すなわ ち返済完了と する と、

M (  1  + γ) n- S l( 1  + r)n- ' + (  1  + γ)n-'( 1  +  i ) +…  

+( 1  + r )( 1  + i )日+ ( 1  +i ) n- 'I=O  

αn_  bn= ( α- b)( αn-I+α "-' b+ ...... + αb
n
-，+ b

n
-') により

( 1  +r ) nー( 1  +  i )n 

M( l + r )"- S  0  

( 1  + r) ー( 1  + i )  

S  i - r  

すなわち 一= 一一一一一一 … 資金回収係数
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M ( 1  +ハn

l 一一一- 1 - 1  

¥ 1  +  rJ 

昇を考えると、現在価値として 1 0 %ほど安い買物をすることになる 。

このような租税特別措置が扱っているものに、ヒートポンプと太陽

熱コレクターのシステムがある 。 ヒートポンプは 30KW以上、太陽熱

コレクターは50m'以上てーある 。

ヒートポンプは今さら講釈するまでもなく相当普及しているが、

そのメリ ッ トはビルの特性に応じて熱回収サイクルが組めることで

ある 。 ビル内で常に発熱しているようなところ、すなわち日射をう

けたぺリメーターゾーン、事務機器センターや会議場、庖舗、各種

機械室、厨房をはじめ、開発技術的に 言 うならば温排水や太陽熱コ

レクタ一、水冷トラ ンス等々、そのビルの特性に応じて発熱する安

定した熱回収可能なところを巧妙にピ ックア ップして冷水回路を組

み、暖房運転中のヒートポンプの熱線に利用してしまう 。 もちろん

給湯へ利用することもできる 。

ここまでくると、システム的には相当複雑で弘高度のシミュレーシ

ヨンが必要とな ってくる 。投資限界も十分検討しなければならない

が、数% の効果のいろいろな省エネルギーノウハウの積み上げに挑

戦することになる 。 また、太陽熱コレクターは小型給湯システムで

大はやりであるが、ちょ っとした中規模のシステムにおいては、太

陽熱コレクターは集熱温度が低いほど効率がよいところをうまく利

用して、コ ン トロールし、中混度集熱をやり、給湯ボイラーの一次

給水温度の昇温に利用したり、ヒートポンプの熱源に利用したりす

ることが考えられている 。

パーフェクトサ ンシャインといっか、すべてを高温太陽熱にたよ

る給湯、暖房そして冷房というところはこれからの普及条件の好転

をまたねlまならない

31'; 5図 エネルギーを高効率で利用する ・余軍リエネルギーを有効 に利用する

省 エ ネ ル ギ ー ノ ウ ハ ウ と 言 わ れ る も の

ここから先は、窓に庇をつけたり、熱線反射、吸収ガラス、ペア

ガラス、二重サ ッシ ュ、気密サ ッシュ等の建築部位に対する投資、

そして設備システムとなると下記のような細かいメリ ッ トを持つい

ろいろな技術が登場する 。

・警熱槽の採用… … ピークカ ッ トによる設備容量の削減と冷凍機の

高効率運転。動力回収 システムの採用。水熱交換器によるクローズ

サーキ ッ トの採用。蓄熱効率のア ップ。複槽式熱回収利用。

・水搬送動力の低減… ・台数制御。変流量方式。短距離配管計画。

適正効率ポンプ。 クローズ回路の採用。

・送風機動力の低減・… " V A  V 方式の採用。送風機回転数制御。

短距離ダクテイ ング計画。適正効率送風機。

・外気冷房の採用一 ・中間期等可能時期における切替方式。送風機、

ダクト系との経済性の検討。

・天井リタンチャ ンパーの採用・・ー照明器具発熱の室拡散防止。室

送風量の低減。送風機容量の低減。送風動力の低減。
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- 高効率照明方式… … 適正照明器具の撰択。スイ ッチングの細分化。

窓際金光利用による自動点滅方式。スケジュール点滅。

・変電所の高効率運転… ・・ナイトトランス 。 シーズントランス。鉄

矧防止。カ率改善コントロール。デマンドコントロール。

- その他

よく実用化されているものを若千並べてみたにすぎないが、こっ

して並べてくる' と省エネルギーとはいえ、今まで設備技術それ H身

が、社会のニーズによって長年向己| 井j 発してきた技術の許げIJ になっ

てくる 。 まさに、建築原論の延長線上に省エネルギーがあったょっ

・に 、設備の基本システムの最適化の，延長線上に省エネルギーが存グlー

すると言わざるを得ない。

水 道 に も 省 エ ネ ル ギ ー を

中水道システムが叫ばれている 。わが国の水事情は言うまでもな

く悪化している。大きな行政が望まれることながら民間においても

排水処理による雑水面への利用を考えねばならない。その前に、た

とえば、夏期の使用水量の% を飲むといわれるクーリングタワーを

空冷化したり、節水器具化された衛生器具を使ったり、冷却水の再

利用をはかったり、合理的な削減の方法がまだまだあることを忘れ

てはならない。

その上で中水道システムの導入となる 。水質規準ーの設定等の問題

も行政化されていないが、民間ではすでに多く のメーカー業者が実

用化に成功している。水道代との関連もあって、水事情が逼迫しな

いとタイミングが遅れがちであるが、導入可能の態勢をとっておく

ためには、配管系を排水再利用系、再利用給水系だけは ｾＱｾ 立配管し

ておくことが望まれる。倉庫等には中水道プラントに転換可能な空

間をとっておくことも必要である 。大都市においてはすでに水道下

水代と中水造水コストがバランスしてきている 。

コンビューターコントロールの導 入を

ミニコンビューターによる大規悦ピルのコントロールは超高層ビ

ルのステータスシンボルとして実用化導入された草分けの時代から

始まったけれども、中小規模のビルにも導入可能とするために、マ

イクロコンビューター化が普及してきた。すでに 10000m' くらいの

ピルにも導入された実績がでている 。

省エネルギーになぜコンピューターコントロールが必要なのかと

恩われるふしもあるが、従来、中央監視態室と言われた設備のコン

トロールセンターは今や省エネルギーセンターと呼ばれてもよい時・

代となった 。そして、自動制御が機器別にローカル的に働くだけで

は、総合的な連銀が今一つ弱〈、せっかくの機器もタイミング遅れ、

行き過ぎで制御性が悪〈エネルギーロスを招く。

すべてスケジュール通りに、スケジュールもその都度管理者の思

うままに、そしてオンラインリアルタイムで刻々事象に対応して効

率のよい運転制御や条件設定ができれば総合的な省エネルギー運転

につながる 。そのためには自動制御を一段飛躍させてコンビュータ

ーによるコントロールへ前進させねばならない。最近のコンビュー

ターコントロールの代表的なジョブは下記のようなことをやってい

る。投資限界の計算は、省エネルギーに対して複合効果が多いので

大へんむつかしいけれども、省力化も含めての自動制御管避の技術

革新と考えられる。すでに従来の中失監視盟主の投資に匹敵するくら

いのマイクロコンピューターコントロールが出現間近でh あると思う 。

・熱源の経済運転・・ ・空調の要求する必要最少冷温水品度制御。台

数制御。最適始動停止。

・2 調器経済運転… … 最適始動停止。送水温度適正制御。スケジユ

写真一 1

ール逆転。 ifT沿水切符。

- 外気制御 ・外気冷房切管制御。 外気量適正制御。外気補佐i室JJIll

設定。

- ポンプ運転制御。台数制御。スケジュール起動伶ー止。

・その他・ … 停電復屯処理。力率改善制御。デマンド制御。残業予

約。休日半休逆転制御。照明スケジュール点滅制御。

以上は大体どのコンビューターでももっているプログラムの代表

的なものであるが、ビルの特性に応じて必要な特株プログラムがそ

の都度プログラムインプ ソ卜されている 。そして最も共通したとこ

ろはブラウン管によるコメント、グラフィ ックテーィスプレイをもっ

ており、電動タイプが日誌をたたき出し、テナント前求書まで作成

するものもある 。今後はもっとコンピューターのソ 7 卜ウエアをわ

かりやすくし、導入効果を部理して過剰l品質にならないように発展

定着させるべきである 。

おわりに

建築の省エネルギーは省エネルギーメーカ一品の撲択だけではな

く、それをシステム化し、アレンジし、 コネクショ ンし、 コント ロ

ール逆転と保守管理面からのフィードパ ックまでの知識と知. rtr: のバ

ラエティーの産物である。よって誰彼なしにその活動の場を持って

いると思う 。

要は意識の徹底が必要であるが、それにはやさしい省エネルギー

技術と導入しやすい経済性および実紛解説が必要である 。一部技術

者しかわからない難解な技術のキャンペーンでは水平展開が大へん

困雛である。結果としてわかりやすいノウハウから使われる 。 よっ

て、機械効率、システム効率にとどまらず、建築プロジェクトのニ

ーズをよくふまえて筋のとおった設備システムとしなければならな

い。建築の省エネルギーとは建築の品質であるという、青い烏のよ

うな話になってしまったが、読者層を考えて技術解説よりも 一般の

考え方を披漉してしまった 。

石油の枯渇、高騰の背長の前で生きぬいてゆかねばならないわが

国の今後の国際商l践を々えると、エネルギーの無駄使いはまことに

国家を衰退に導くものである 。省エネルギーブームに乗った感のあ

る70年代から、ほんとうにやりつづけなければならない80年代のた

めに、建築の実務家としては基本的に出揃った省エネルギー技術の

的確な導入と品質のレベルア ップの努力を水平展開してゆかねばな

らないと思うのである 。

{ なかむら たけし 徐式会社竹中工務庖生産本郁子H' I 部長 )
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建築上の省エネルギ化

牧 英 ニ

1  . はじめに

建築計画における省エネルギ手法の具体策については、すでに各

方面でとりあげられ、発表されている 。

その上に拙摘を加えることは恒慌たる思いであるが、今回は具体

策は他の文献( たとえば(1)など) によっていただくこととして、省

エネルギ計画をしてゆく上での視点、着眼点を述べ、ご参考に供し

たい。

2  . 計画の時点でエネルギ消費量の目標値を設定する

とかく省エネルギ設計はかけ声だけに終わ ったり、ムードに流れ

やすく、その実効が明確でいないものが多い。省エネルギ設計をより

地道なものとするためには、基本計画の段階で計画中の物件のエネ

ルギ予算を設定することが望ま L い。

エネルギ予算というのはその建物を運営してゆくために必要な 1

年聞のエネルギ ・インプ ッ トの総量である 。この表現には二種類あ

る。発電や電送効率等も考慮した一次エネルギで表現される場合と、

建物に外部から供給されるエネルギの総量で表現される二次エネル

ギとである 。使用されるエネルギの種類がわかれば互いに変換でき

るから、いずれでも良いが、日本て。は設近一次エネルギで示される

ものカず多いようである 。

エネルギ予算の設定の基本となる数字については、米固などでは

G .  S.  A ( General  Servi ces Admi ni st rat i on) やカルフォニア外| の

設定したものがあるようであるが、わが国では未だ公に発表された

ものはない

したがって、とりあえずは、各績の調査結果の値を参考にしてき

めるのも一法であろう。( 空気調和 ・衛生工学会の最近の調査によ

れば、東京の事務所の一次エネルギ換算の単純平均値は438Mcal /

m' ・年である。文献(3))

もし、目標値を自発的に決定することができれば、それにこした

ことはない。たとえば、建築主なり、設計事務所が一連の同種の建

物を設計 ・建設した経験をもっているような場合は、そのエネルギ

消費の実絞を調査し、その何割減を今後の目標とするとか、質は向

上さすが、エネルギ消費量は増大させないとかいった決め方をすれ

ば、検討の的も絞りやすく、各関係者の議論も地に若いたものとな

り、実効が多いと思われる。

エネルギ予算は可能な限り内訳のあることが好ましい。ちょうど

建設費予算が建築工事 ・電気工事 ・空調工事… ・・・ と区分されている

ように … … 。たとえば 〈熱源〉 ・〈空調用動力 ・一般動力〉・〈照明〉

と分けることも考えられる 。 ( これらは大体現在のエネルギ消費を

三分している 。)

こうすることにより、各設計者の寄与できる分野とその率が明確

になる 。 もちろん、エネルギ予算と建設予算の両方にしばられて、

その中で最適で、、美しい建築を計画し、実現してゆくという経験は

われわれにとって新しいものであるから 、最初からうまくゆくとい

うのは無理で・あろう 。 しかしそのトライ ・アン ド・エラーの中でっ

かんだものこそ、テキストなどいくら読んで、も得られない、: n : の省

エネルギ ・手法だと思うのである 。
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3  . システム的思考が大切である

建築的手法て" 省エネルギを計る場合、まず建物外被( 窓 ・壁 ・屋

市艮など ) を良〈検討して建物の熱負荷を少なくしようと努力するの

が一般である 。

建物の熱負荷の種類は、大きく分けて積算負荷と最大負荷がある 。

積算負荷は熱源てeのエネルギ消費に直接関係するものであるから、

これを減少さすことが重要であることは言うまでもない。一方、最

大負荷は、冷凍機、ポイラ、送風機、ポンプなどの装置の容量をき

めるものである。これらの装置は負荷率の低い所で運転すると効率

が非常に悪くな ったり、負荷が減少しても最大負荷時の必要電力を

そのまま消費したりする性質があるから、最大負荷の減少に寄与す

る要因にも十分留意する必要がある 。

これらの熱負荷を減少さす建築的な手法としては、外壁断熱や、

窓面積率の最適設定、日照調車在、外気侵入防止などがある 。これら

の扱いに対して現在までに 言われていることは、

① 寒地では十分外壁断熱を行うことが効果的であるが、東京以南

ではその効果はさほど大きくなく、あまり断熱をしすぎると冷房負

荷の増加につながる可能性がある 。

② 日照調整は暖房負荷が大きくなく、冷房負荷が主体となる地域

に有効である 。

③ 外気侵入に関して言えば、高層建築などでは出入口、エレベー

タ ・シャフトの気密性の優劣によ って、大幅に外気侵入品が異なり、

そのためのエネルギ消費が異なるから、それらの設計には十分注窓

する必要がある。

などなどである 。

しかし、この種の話を聞き、それを実際の設計に適用しようとす

る場合、その結論をうのみにするのではなく、なぜそうなるのか、

またその話の前提とな っているものが、この建物にも「真J なのか

といつことを良〈考える態度が大切だと思う 。

結局、建築手法の省エネルギ的最適化ということは、

①建物の形や材料、関口部などを工夫して自然の影響をうけにく

いものとする 。

②建物の形や材料、関口部を工夫して自然のエネルギを利用し得

るょっに建物を設計する 。

という一見、二律背反の中での解を模索することだからである 。

先の断熱なとーの一般論にもとe って、もう少しくわしく見ょう 。

外壁断熱をいたずらに強化すると、暖房積算負荷はたしかに減少

する 。 しかし、昼間の内部発熱のうち構造体にーたん蓄熱された熱

が、夜間 ( 外気温度が室温より低くな ったとき ) 再放熱されるのも

さまたげられる 。その結果、冷房負荷が増大したり、中間期の冷房

必要度が増加するとい うことなのである q したがって最ー適断熱厚さ

は、このような逆効果をとりのぞく方法( たとえば外気冷却、また

は冬期冷房負荷を積極的に熱回収するなど) がどうとられているか

に関係してきまることになる 。

日照の調整にしても同じことである 。 日除けの装置を設け、日照

のしゃへい率を地加さすと、冷房積算負荷は減少するが、冬期の日

照熱取得が減少して暖房積算負荷は増加する 。 したがって暖房負荷



が小さく、内部発熱の大きい場合は大きいしゃへい率をも った日除

けを設けることが有効であるが、一般的な建物の場合は、ひさしの

ように夏のしゃへい率は極端に大きくはないが、冬のしゃへい率は

夏に比して小さくなるとい った常識的な形式のものを選択するのが

良いということになる 。

いずれにしても、建物外被の設計一つをと ってみても、画一的に

有効な方策を述べることはきわめて困難であ って、気象条件から立

地および建築計画、さらに設備計画までを見通した上で最適な方策

を選び出して、組み合わせてゆくシステム的思考が非常に大切であ

る。

4  . 静的外被より動的なものへ

建築の外被的手法のみで大きな省エネルギ効果を生み出そうとす

る場合は、前述の相殺効果の影響をさけ、本来の省エネルギ効果を

十分発揮させるために、季節に応じ、天候に応じ、時間に応じ、変

化できる外被構造の開発 ・普及がぜひとも必要で弘ある 。

出の寸法の変わるひさし、傾角の変化するガラス窓、中間期通風

の期待できる窓、台、等々考えられることは多い。これらは保守、耐

候性上の問題点の多いことなどから、敬遠されてきたことは事実で

ある 。 しかし、もう一度、現有の材料、技術を見直し、駆使して、

真剣に取り組む価値はあるのではないだろうか。

5  . 自然の利用の考え方で最適形状も変わる

従来、試算などで示されている最適形状、外被構造などは、どち

らかというと年中、電気、機械などの人工システムに室内環境を頼

るという前提に立ったものが多い。超高層を中心とする現代建築が

都市を中心として発展し、その都市が大気汚染、騒音等の公害にさ

らされた所であり、また建物も密集していて 、五いに プライ パ シー

が保ちにくいこともあ って、はめ殺しのカーテ ン ・ウオールの内側IJ

に日中、ブラインドをおろし、室内は照明をつけ っぱなしにするこ

とが一般とな っている 。 また居住者も均一な照度や均一な温湿度を

望み、それらが変動することにクレームをつけるケースが多い 。こ

れらの状況は、そう簡単に変わるものでもないから、この前提に立

った建築計画・省エネルギ計画は重要な意味をもち、十分考慮され

るべ きである 。

しかし一方では、下記のよ うな考え方もあ っても良い のではない

だろっか?

人聞が居住し、執務するための必要最低限の明るさや熱環境は、

機械・電気などの人工のシステムのカを極力借りずに保てるように

建築を設計することか望ましい。省エネルギより、脱エネ ルギを、

まず目指すべきである 。人工のシステムは、建築によ って保たれる

最低限の環境を、居住者が意欲的となり、疲労が少なくてすむ環境

にまでグレード・ア ップするために使用されるべきである 。 日本は

かなり温暖な気候に恵まれていて、欧米のように苛酷な自然条件の

所は少ない。 したがって建物の周囲の環境の整っ ている場合 ( また

植樹などで少し手を加えれば、良 くなる可能性のある所てすま積極的

に建物周辺の微気象を整える努力をする ) まで、大気汚染や騒音に

なやまされている都市内に建つ建物のまねをする必要はないはずで

ある 。そのような所では自然採光、自然通風の積極的利用を計るこ

とが大切でh ある、という 考 え方である 。

このような考え方をもっ場合 ( 使用者側が環境の変動、 パ ラつき

をある 程度許容するという前提にも 立っ ていることになるが) はぺ

リメーターを有効に利用できる形状が良いことにな って くる。また

窓面積比にしても 、自然採光を活用している場合は、 20- 50% の範

囲内では一次エネルギの消費量がほとんど変化しないという試算も

ある 。

いずれの場合にも重要なのは首尾・論理の一貫性であ って、自然

の利用についての考え方を良くまとめ、それに基づいて計画から運

営までを貫いてゆ くことが大切である 。この辺に混乱があると十分

な効果が期待できないばかりか、いらざるエネルギを消費すること

にもなりかねない。

6  . エネルギ消費 に平面計画も影響を及 lます

建物外被の設計を工夫し、熱負荷の少ない設計をしても、それだ

けで建築の省エネルギ計画は「事終われり」というわけにはゆかな

い。平面計画、断面計画もエネルギ消費に大きい影響を及ぼすから

で干ある 。

まず室の配置計画がある 。使用時間や使用形態の似た部屋をまと

めて ゾーニ ング しやすい平面計画にな っていれば、空調のシステム

を単純にすることができ、設備の運転効率も高まり、エネルギ消費

を少なくすることができる 。喫煙ゾーンと非喫煙ゾー ンと分離しま

とめることができれば、換気システムは単純にでき、少ない空気を

扱えば良いことになり、これまた省エネルギにつながる 。

また送風機やポ ンプの動力によるエネルギ消費が熱源と匹敵する

という事実に照らし合わせて考えてみると、これらの搬送動力を少

なくするような機械室の配置やダクト ・パイプスペースのレイアウ

ト (要するにダクトや配管長をできる限り短くする、曲がりを少な 白

くするような ) が省エネルギに大いに寄与することは容易に理解の

ゆくことである 。

機械が建物の寿命を通じて効率良〈運転されるためには、機器が

良〈維持、保守、管理される必要がある 。そのためには機器の保守

スペース、アプロ ーチも十分考える必要がある 。

また大部屋の事務室 を設計することも照明効率を高め、また内部

の発熱を外周部に伝えやすく、有効である 。

7  . 照明設計は省エネルギの大きな要因である

事務所建築のエネルギ消費の約 1/ 3 は照明のために費やされて

いる 。にもかかわらず省エネルギというと空調関係にかたよ って論

ぜ られがちである 。最近この傾向があらためられ、照明に関心が高

まりつつあることはむしろ当然、のことであろう 。

照明の効率を高めるためには、器具の効率の良いものを選ぶ ( 白

熱灯など効率の悪いものは極カ使用を限定する ) 、室形状 ・室内仕

上げなど効率の良いものとする、保守のしやすい器具 、取り付け位

置を考えること、などが基本である 。

それ以外に局所照明・自然採光の併用等も大いに検討する価値が

ある 。

8  . おわりに

以上、簡単に着服点を述べた。読者の方々のご批判を賜り、さら

に考えを深め、まとめてゆ くことができれば幸いです。
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既 存 建 物 の 省 エ ネ ル ギ ー 化 の 問 題 点 と 方 向

中 原 信 生

1  . はじめに

わが国でも省エネルギ一法が制定され、 54年 11 月には工場部門の

エネルギー管理士、電気 ・需品の両部門の試験も実施されて、省エネ

ルギーへの一歩を踏みだした 。一方、ビル部門では新築建物の計画

に当た って建築主の判断の基準となるべき数値が発表されることに

なっているが、既設建物の省エネルギー管理のための指導要項やチ

ェ ックの方策は一切考慮、されていないのは、確かに不十分である 。

ピルの省エネルギー化は空調システムなどの、そのエネルギー消

費システム構造自体が十分に考慮されてなければならないことは言

うまでもないが、運転管理と、所有者、居住者の認識に負うところ

も大きく、 10- 20%の変動が容易に生ずることは、昭和49年の電力

利用制限時の経験からも想像される。

ピル管理に関しては、いわゆるビル管法により、衛生的環境の保

持について規制されているのは周知の通りである 。 これからの問題

としてビル管法を眺めると、これはさらに二つの面から増強されね

ばならないであろう。一つは衛生的環境のチェ ックのみでなく、い

かにしてこれを改善し確保するか、住まい方、運転管理の面からの

十分な指導方針が整備さるべきこと、二つはそのためのエネルギー

の消費量にある粋を与えるとともに、そのための適切な指針を示す

ことである 。 この二つはいずれを省略しても片輪となり、環境ある

いはエネルギーのいずれかが無視される恐れがある。かといって、

この両輪を完全に充足することは不可能でbあるとともに、不必要で、

もある。

要は、保健的な住環境を必要最少限のエネルギーで効率良〈実現

することであり、そのためには、公徳心に立脚したある程度の不自

由さ ( たとえば煙草は喫煙室に限定するなど) や冷熱感 ( たとえば

ＴＲ 辿ｾと社会 Ｏ Ｑ ＹＸＰ 年 Ｒ 月号

冬18. C、夏28. Cなど ) に適応せねばならぬであろう 。

2  . 既 存 建 物 の 意 味

さて、既設あるいは既存建物、およびその省エネルギー化とはど

ういうことを意味するのであろうか。

まず既存建物とは、

(イ) 主としてオイルショック以前に建設された、省エネルギー的配

慮の若草 い建物

(ロ) 建設され、居住使用を開始した建物、すなわち設計施工側から

使用管理側へ引き渡された建物

の両方のニュアンスを有する。( イ) 柑接合、それらのすべてがエネル

ギー浪費的であるわけではもちろんなく、当時としても十分に省エ

ネルギーあるいはエネルギー効率を配慮、して設計された建物や、環

境の質の低さと引き換えにエネルギー消費量の少ない建物も少なく

ない。 なお、ここに環境の質とは、冷える暖まるということだけで

なく、照明環境、音 ・振動環境、空気清浄環境などすべてを総合化

しての意味である 。省エネルギーの見地から見れば、(イ) においては

建物あるいはシステムの改修を、( ロ) においては運転管理の方策を、

示すことにつながる。

そこで、つぎに既存建物の省エネルギーの意味に移ると、つぎの

ように考えられよう 。

付) 建物の熱的性能の向上… 断熱、日除け、雨戸や障子の追設。

サ ッシュ 取り換えによる隙間風の減少あるいは開閉可能の窓の新設

など

(ロ) 設備システムの改修一一自動制御の追設、変流量システムへの

改修、外気冷房用設備、ファ ン ・ポ ンプの流量 と圧力の見直し、 全



熱交換器の設置、ピークカット用蓄熱糟の設置、再熱の除去、局部

照明の実行など

村 運転保守管理上の配慮… … 運転管理マニュアルの作成、設定温

度のこまめな調盤、運転時聞の短縮、省エネルギー P R 、性能保善

の実行など

同建主あるいは居住者の住まい方の配慮一- 喫煙の制限、残業場

所の集中化、ブラインド開閉の徹底、照明点滅の笑行など

3  . 既存建物のエネルギー消費量

空気調和衛生工学会の省エネルギー委員会の調査等によれば、既

存事務所ピルのエネルギー消費量は平均的には約430Mcal/ m' .年、

そのうち空調用エネルギーは約200Mcal / m" 年 ( いずれも一次エネ

ルギー消費量、すなわち発電所効率0. 35を考慮して l KW→2450kcal

/ h として換算したもの ) であ る。しかし建物規模や空調方式、営

業時間などの影響が大きく、重回帰分析の結果、かなり高い相関を

もって、つぎの式が求められている。

一次エネルギー消費量 ( Mcal / m九年) =  

50. 73+5. 980X庖舗率( %)

+4. 826X ( 地上階数十地下階数)

+19. 08X営業時間( h  )  

+0. 8640X照明用電力 ( w/ m' )

+ 2 .497X送風用電力 ( w/ m')

+2. 978X その他用電力 ( w/ m') 

- 43. 52X 1  ( パッケージ方式)

+ 4 0 .47 X  1  ( 水一空気方式)

+ 61. 13X 1  ( 圧縮式+ 吸収式冷熱源)

+65. 58X 1  ( 吸収式冷熱源)

なお、この式で与えられる予測式は、実績からの回帰を示すに過

ぎず、室内環境との相関が無視されているので、省エネルギー性を

判定する基準値になるとは必ずしも言えないが、各因子のエネルギ

ー消費への寄与の度合いをある程度判定することができる 。

本式で弘、庖舗率は建物用途からの必然性を有するものであり、ま

た営業時間以外はすべて設計に絡むものである 。これに環境因子が

入ってくると恐らくかなりの寄与度を示すものと恩われるので、や

はり既存建物では運転時間と環境管理( 設定温度など) が省エネル

ギーのための主要因子であろう。

事務所ビル以外の建物では、未だ十分に調査解析が進行していな

し、。

4  . 既存建物の空調システムと省エネルギー

上述の多重回帰式の各要因の寄与の度合いを示す標準偏回帰係数

は、庖舗率 0 .472、階数 0 .157、営業時間0. 328、照明用電力0. 078、

送風用電力 0. 129、その他用電力 0. 202、パッケージ方式一0 .0旬、

水一空気方式 0. 149、圧縮式+ 吸収式 0. 074、吸収式 0. 102であり、

庖舗率、営業時間と較べればかなり小さいが、階数と同程度の寄与

率を示すものに水一空気方式の空調システムがある。また階数の大

きいものが、水一空気方式を採用している度合いが大であることを

考慮すれば、建物規模と空調システムの選択に関して配慮する余地

がまだあると思われる。ただし、空調の質についての評価は均一でい

はないから、パッケージ方式の方が良いと単純には言えず、また全

空気方式やそれに関する C A V、V A Vシステムの分析も含まれない

から水一空気方式が常に不利であるというのではない。誤解すべき

ではない。

同資料によると、東京地方のデータで、空調方式の比率は単一ダ
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クト方式4 0 %、各階ユニ ッ ト ( 全空気) ・ファンコイルおよび水一

空気方式4 5 %、パ ッケージ方式15%であり、一方、筆者らが名古屋

で調査した結果では、全空気方式3 4 %、水一空気方式6 0 %、パッケ

ージ方式 6 %というのが実状である。

これらの空調方式と、実際に採用されている省エネルギ一手法と

の関係はどうであろうか。

筆者らが行った名古屋での実勢調査によると、 国一 1 に示すよう

に、各階空調のように各種の省エネルギ一手法の採用しやすいシス

テムがあること、また空調時聞の短縮のようはどのシステムでも対

応しやすい手法があること、などが読みとれる。なおノマ ッケージ方

式もかなり対応性の良いシステムであるはずであるが、管理者側と

しては十分に把握し切れないために統計に表れない面がある。

このように空調システムと省エネルギーとの関係は 、設備設計上

からもきわめて興味の深い問題であるが、既存ピルとしての省エネ

ルギー化への対応という面からも、環境管理の充足性をも含めて十

分に研究 ・検討すべき価値のある問題である。

5  . 既存建物での省エネルギー管理の実態

前章で述べた名古屋での実態調査( 昭和53年) では、 表ー 1 の結

果が得られた。これによれば、改造を必要とする建築的手法は 1 件

の適用もなく、ほぽ何らかの改修を伴っと思われる設備的手法の採

表 - 1 省エネルギ手法 各レベルでの集計鯛査伊j

件 数 比 率

建 築 的 手 法

。
0 % 

設 備 的 手 法
27 11. 7%  

運 転 ・ 保 . 守 ・ { 主 ま い 方 204 88. 3% 

f牛 数 比 率

熱回収・再利用 4  14.8%  

熱源システムの改修
4  14 .8  

搬送シス 7 ムの改修 l  3.7 

設 空調シス 7 ムの改修 l  3.7 

イ脂 隙間風
1  3.7  

的 給湯の高効率化
l  3.7 

手 過剰照明の防止
l  3.7  

法 照明範囲の制限
7  25.9 

照明の高効率化
4  14.8 

カ率の改善伽l衝]
2  7.4 

デマンドの調節
l  3.7 

連

取入外気量の調節
16 7.8 % 

過冷過熱の防止
12 5.9 

転

t且i. R 度条件の緩和およびセットパ y ク 14 6.9 

保

混合鍋失 ・同時冷暖房の除去
。 。

空調運転の制限
36 17.6 

守

空調システム
11 5.4 

住

照明システム
14 6.9 

衛生 y スァム
7  3.4 

ま

動力システム
17 8.3 

、、

方

保 守 管 理
6  3.0 

住まい方・その他
71 34.8 

43 



用数が12 %、残り 8 8 %は一部に修理を含むが大部分は保守者の労力

に頼ることになる保守管理・住まい方に関するものである 。 さらに

l ランク下の細目でみると、実際に行われている省エネ手法ベスト

テンは、つぎの通りであ った。

①廊下・ホール等の消灯 ( 33イ牛)

②空調運転時聞の制限 ・短縮 (21件 )

③照明スイ ッチの O N一OF F励行 ( 17件)

④エレベータ ・エスカレータ間引き運転 ( 16件)

⑤空調時外気取入量の減少 ( 14件)

⑤室内設定温湿度の変更 ( 12件)

⑦残業時聞の空調制限( 10件)

⑧照明ランプの間引き ( 10件)

⑨ペリメータゾーンのランプ消灯( 9 件)

⑬過冷 ・過熱防止のため手動でこまめに調節 ( 8 件)

これで見るように、手軽に実行できる照明の点滅は広範囲に採用

されている 。また採用の有無とエネルギー消費量との相関を調べて

みると、過 J令 ・過熱の防止を笑行している建物はそうでない建物よ

り約100Mcal / m' ・年小さく、空調運転の制限を笑行している建物は

そうでない建物より約80Mcal / m' ・年大きく、この 2手法はかなり

有意の影響を有することが判った 。ただし過J令 ・過熱防止を実行す

れば100Mcal / m" 年エネルギー消費量が減少すると誤解してはな

らない。これは、ある建物で空調時間を制限すれば80Mcal / m九年

増加するということがあり得ないのと閉じことであり、むしろ、多

消費ピルが空調運転制限をして、これだけ他のビル並みに近づいて

きたものと解釈すべきである 。

6  . 既存建物の省エネルギー化の問題点

前Z誌の調査結果などを考慮すると、既存建物の省エネルギー化を

推進するに当た って、つぎのような問題点が浮き彫りにされる 。

(1)  少ない投資で大きな省エネルギー効果を得るような建築的手法

の検討

一旦できてしま った建物は、建築的に少々の改修をしても省エネ

ルギー化が困難で、ある。断熱なども、内側からいい加減に断熱材を

張り付ける程度では効果が薄い。 また完墜に断熱できたとしても住

宅以外では、投資額の苦手lに冷房負荷の大きいビルで弘は省エネ効果が

低い。窓、ガラスの外ルーパー取り付けは日射負荷を減らす効果はあ

るが、コストや構造的問題がある上に、可動にしなければ冬期の太

陽熱を有効に利用できない。

こう見てくると建築的手法はほとんど絶望かに思える 。 しかし一

つ一つの建物を眺めると、意外に建築的弱点のあることがある 。典

型的なものは、玄関扉の構造的不備による隙間風侵入であり、高い

ビルで切冬JlJ lの煙突効果による侵入量は非常に大きい。これには空

気の出口側である窓サ ッシュの隙問、階段室扉の隙間なども大いに

影響する 。ガラス面積の大きい建物の冬期夜間ふく射の放熱は大き

なもので、翌日の予熱負荷を増し、また回収熱量を極少にする 。そ

こで内側に厚手のカーテン、できれば断熱襖などを設けると良い、

などの検討を行って効果とコストの試算を行っておく必要があろう 。

(2)  環境の質への影響を確認すること

環境の質を単純に温度 ・湿度で判断してはならないことは、筆者

はしばしば指摘している。冷房温度が25. Cだから質が高い、 28. Cだ

から質が低い、といった短絡した、おおよそ低開発国的発想、は避け

なければならず、熱環境においては、ほかに湿度、気流、ふく射な

どを総合化すべきであるし、総合環境としては空気清浄度をはじめ

数種の環境評価因子を総合化せねばならないことは冒頭に述べた通
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りである 。このことはまた、保健的快適性を無視しての省エネルギ

ー化は絶対に避けねばならぬこととウラハラなのである 。

前章のアンケート結果にも見たように、安易な空調運転時間削減、

照度削減、照明点滅、外気取入量の低減が、環境制限条件を逸脱し

ていない、あるいは逸脱しないといっ確証があるかどうか十分に確

認せねばならない。

そのためには、省エネルギ一手法、エネルギー消費量、空調シス

テム、制御法、環境状況の詳細な実態調査と相関分析が必要なので

ある 。

(3)  設備的手法の費用効果分析と標準的改修法の提案

何と言っても空調、照明の消費エネルギーが最も多いのであるか

ら、これらのシステムの実態に合わせて、改修に伴う費用と効果の

試算と標準資料の作成が必要である 。さらに前項に述べたように、

環境を保証する対抗手段も同時に考慮せねばならない。

(4)  保守管理マニュアルの作成

省エネルギー管理に限らず、建築および建築設備を最良の状態に、

また設計意図に即して、かつ効率良〈運営するためのマニュアルが

完備していないと考えられる 。これは、一般的な資料としても、ま

た個々の建物の特記資料としてもきわめて未整備であり、設計意図

を十分に伝達する書類すら準備されていないのが現状である 。

表 - 1 で見たように保守管理あるいは住まい方に関連する省エネ

ルギ一項目は多種多様でレあり、かつ効果の度合いも大きいと思われ

るので、この機会に、現存するマニュアルの見直しを行い、より実

際的な資料として整備する必要があろう 。

7  . おわりに

米国では既設建物省エネルギーへの対策は活発て日あり、すでに連

邦調達庁 (GS A) から 「既存事務所ビルの省エネルギ一指針J が1974

年に第 1 版、 1977年に第 2 版が発行されて、政府建物に対する指針

を与えている。また一般向きとしては、空調冷凍協会 ( ASHRAE)

から 100P シリーズ「既存建物の省エネルギーJ として、 1977年か

ら、「低層住宅」、「高層住宅」、「商業建物」、「工業建物」、 「公共

建物」、「公衆用建物J の 6 分冊がつぎつぎに発表されており、これは

は基本的には同協会規格90一75の「新設建物の省エネルギー」の内

容に沿いつつ、既存建物の制約を勘案したものにな っている 。この

ように米国の省エネルギ一政策は徹底しており、政府主導型でつぎ

つぎと指針が整備されつつある 。

一方、わが国でも決して手をこまぬいていたわけではなく、 1976

年に空気調和衛生工学会が 「空調設備省エネルギ技術指針案J の中

で既設建物の省エネルギー効果分析を行い、具体的な数値とともに

指針を与え、各方面でこれが資料として利用されたことは特筆に値

する 。

一方、事務所ビルを守備範囲とする、日本ビルヂング協会連合会

てすま昭和53年、上記の資料なども利用しつつ、ピルオーナーと保守

管理者向けの「ビル経営における省エネルギーマニュアノレ」を作成

した努力も評価されるべきである 。

これに対し行政面からの指導 ・政策は皆無とい って良いほど無策

であり、冒頭に述べた、省エネルギ一法とその関連省令も新築ビル

設計にのみ適用されるもので、既設建物としてのフォローなり、改

修 ・保守の指針は全〈含まれていない点は大いに問題とすべきであ

ろっ 。

今回、本誌で既存建物の省エネルギー化問題を取り上げたことは、

きわめて時宜に適した、価値あることと信ずる次第である 。

( なかはら の ぷお 名古屋大学教授)



既 存 ビ ル の 省 エ ネ ル ギ ー 化 の 試 み

渡 遭 暗

はじめに

昭和54年 6 月末に開かれた東京サミ ッ トでは、エネルギー問題が

最大の焦点となり、石油の輸入にきびしい枠がはめられ、本格的な

省エネルギ一時代の到来とともに、事務所ビルでもその対策がせま

られている 。

さて、私たちの三和銀行本庖ビルは、空調設備近代化の過渡期と

言われる昭和30年の竣工で、昭和47年以降、照明設備、空調設備、

衛生設備と順次改修更新を行い、これを機会に可能な限り、省エネ

ルギ一方式( 中間期の外気冷房、冷房用ポンプの台数制御 、適切な

自動制御の採用、便器洗浄水の節減) を追及し、最大限に取り入れ

た。

既存ビルにおける省エネルギ一手法といっても、一発ホームラン

といったようなものはなく、画一的なものとして、設備運転時聞の

短縮、温温度設定値の変更、外気取入量の削減、これらのこまめな

調節、並びに照明の見直し、エレベーターの間引き運転、等が主に

実施されているのが現状ではないかと思 っている 。

以下、オーナービルとしての特徴を生かし、それなりの効果を上

げてきたので、具体的に説明する。

1  . 空調設備による省ヱネルギー

1 - 1  設備概要( 昭和50年改修後) 当ビルの変調方式は単ーダ

クト方式に、近年一部にファンコイルユニ ッ トを付加したもので、

今回の節電の対象となった主要機器の設備容量はつぎの通りである 。

西南系統 送風機 3 0 K WX  2 台

進、排風機 1 5 K WX  2 台

東北系統 送風機 3 0 K WX  2 台

還、排風機 1 9 K WX  2 台

営 業 部 系 統 送 風 機 3 0 K WX  1 台

還、排風機 ( 東北系統と同系)

金庫室系 統 送 風 機 l l K WX l 台

換気用 ( 送、排風機) 白tl58 K  ｗｾ 刊 Ｖ 台

冷 凍 機 1 号 ( ターボ ) 2 5 0 K WX  1 台

/1 2号 ( /1 )  3 7 0 KWX  1 台

/1 3号 ( /1 )  100KWX  1 台

1  - 2  今回実施した手法

付) 室温設定の変更

夏 25' C - 26' C を27' C ー 28' C

冬 21'C ー 22' C を19' C - 20' C (今シーズンより実施)

(ロ) 運転時聞の短縮

起動 7 ・30' - 8 ・00' を 8 ・00' - 8 ・30'

停止 17・00' (一昨年より実施)

付 コントロール室内主要機器操作スイ ッチ盤面を主に発停時間を

明記したラベルを添付し、運転時聞が容易に確認できるようにした。

同 食堂、休恕室等の共用部分、並びに主要事務室に、簡易寒暖計

を取り付け、在室者が容易にその室温を知ることができるようにす

るなど、意識の高揚を図った。

1  - 3  効 果 ( 積算電力計による)

付) 昭和 53年と昭和54年月別動力設備使用電力量の比較 (図 1 )  
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(ロ) 昭和53年と昭和54年月別冷凍機本体使用電力量の比較 (図 2 )  

2  . 照明設備による省エネルギー

2 ー 1 設備概要( 昭和47年改修後)

40W 蛍 光 灯 9581本

32W /1 (サークライ ン) 231 /1 

20W /1 229 /1 

ω O W 白熱灯 218偲

60W /1 353 /1 

400W 陽光ランプ 142 /1 

250W /1 20 /1 

昭和48年のオイルショ ック後、昭和49年 7 丹、 4 0 W蛍光灯約 1300

本の間引き、並びに陽光ランプ全部の消灯、さらに昭和51年 1 月、

4 0 W蛍光灯約 1500本間引きを行った。因みに現在の事務室平均照度

は約700- 800 .e x、廊下は 100 e  x程度て' ある 。

2  - 2  今回実施した手法 前回のオイルショ ック後、照明につい

ては前述の対策により相当の節減を実施しており、今回さらに節減

の対象はほとんど考えられなかったが、

付) 全館各室の照度状況をつぶさに巡視点検し、在室者の了解を得

て、現在不必要な照度のある場所の管球 ( 4 0 W蛍光灯約 130本) を

抜いた 。

(ロ) 共用部分のうち節電効果が上がると，恩われる、食堂、駐車場等

の点灯時間帯の明確化、スイ ッチの分散、スイ ッチ点滅の操作を特

定の者にやらせるようにした 。

付 各室用スイ ッチには、スイ ッチに対応した照明器具配置図面を、

それぞれ色分けして作成貼付し、使用者のこまめな取り扱いが容易

にできるようにした 。

同 その他、共用部分等のスイ ッチには、 「節電J のラベルを貼付

し、節電意識の高揚を図った 。

同 蛍光管の更新には、新発売の省エネルギーランプ ( 目立製) を

採用した。

2  - 3  効果( 積算電力計による)

付) 昭和53年と昭和54年の電灯、コンセント回路月別使用電力長の

比較 (図 3 )  
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(ロ) 前回のオイルショック後に

おける、電灯コンセント回路使

用電力はどうであったかを参考

として図 4 に示す。

3  . 年間月別総使用電力量の

推移

前回オイルショ ックと 、今回

のオイルショックによる総使用

電力量の節減効果の参考として、

昭和48年、昭和53年、昭和54年

の月別総使用電力量を 図 5 に示

す。

4. 設 備 改 修 に よ る 省 エ ネ ル

ギー効果

はじめに説明したように、 49

年以降、設備の改修更新を実施

するに当たり、省エネルギー化

を図ったが、その効果を手持ち

のデータのあるものは数値的に、

その他は抽象的に説明すると、

400  j  r: 弓 二3ii

300 j  ;.1;ベb.. ， 
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つぎの通りである。 ( 注) ( 1 ) 電力量は冷凍機本体の使用

(2) 外気乾槻球溢j真は大阪管区気

4  - 1  中間期の外気冷房によ

データ ( 月平均)

る効果( 図 6 ) 竣工当時の空 図 B

調設備には還、排気がなく、 1 台の送風機により給気、還気を行っ

ていたもので、外気を利用できるように、前述の設備慨要に記した

還、排気機を設置した。

4  - 2  冷房用ポンプの台数制御の効果 単一ダクト、 3 系統空調

機の二次冷水ポンプ( 空調機の冷水供給) は、旧方式では、一部高

圧電動機 ( 3. 3K V ) を使用し、それぞれの系統に個々に対応してポ

ンプ( 容量7 5 K WX 1 台、 5 5 K WX 1 台、 2 2 K WX 1 台) が設置さ

れていたものを、付設のファンコイルユニ ッ ト設備用も含めて、 30

K W X 5 台に改修更新を行った。その台数制御には 、山武ハネウエ

ル社のパラマトリ ックスを採用し、相当の効果を上げているが、残

念ながら電力量の積算が専用にないため実測できなかった。ただ、

言えることはとくにシーズン端境期には( 最近の設備システムでは

当然のことであるが) 、ポンプの最低台数の運転で冷水供給が可能でー

あり、従来の大型ポンプを最低効率で、しかも全機運転した当時に

くらべると、省エネルギー的には相当の効果がでていると思われる 。

4  - 3  衛生設備改修による水道使用量の削減 従来小便器用洗浄

は、ハイタンク方式 ( 終 日流水) であったが、改修に当たりこれは

効率的てー外観も良〈、便器の使

用の都度洗浄するなど、衛生上

の効果はもちろん、節水効果の

高い方式のものである光電式パ

ルプ( 東陶製) を採用した。

では、どれくらいの効果が上

がったかを知るものとして、改

修前後における月別水道使用最

を図 7 に示す。

5  . 電カ節減目標量 の 追 跡 手

法
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図 7 昭和 Ｕ ＱＺ年 Ｘ 月 ｾ ＵＲ 年 Ｗ 月と 、 昭

和53tF Ｘ 月 ｾ ＵＴｾ 手 Ｗ 月のそれぞ

れ 1 年間の月別水道使用量

前回のオイルショック時は 電力会社から各事業所に、月ごとに

前年の実績より約 1 5 %減の割当量が明示され、節減できたかどうか

その結果を報告するよう、強力な指導があった。当ビルではいち早

〈これが対策として、つぎのよっな日使用電力割当量を自主的に作

成し、以来ずっと日ごとに追跡してその効果確認を行ってきたので、

実例を上げ、参考として説明する。

5  - 1  日使用電力事j 当量の設定 国のエネルギ一節減目標は、前

年度( 昭和53年) に対し 5 %減が一応、の目標となっている。したが

って昭和54年は、昭和53年度各月使用実績の9 5 %をその月の目標使

用量とし、データより平日、土曜日、休 ・日曜日、おのおのに使用

Eを集計し、平均して昭和54年の各曜日の割当量として設定した。

5  - 2  電力節減実績状況衰の作成( 表 1 )  表 l を作成し、日ご

とにその使用量を割当量と比較しつつ、さらにそれぞれを累計し、

容易に節減量および節減率がわかるようにした。

自 ( A) 6 ー l により凶日ごとにn : mしたfI fl( ( B ) 笑際本年皮肉当日使用拡

5  - 3  当ピルの昭和54年 9 月の実施例 数値、実績はつぎの通り

である 。

昭和53年 9 月の使用量 323，5 2 0 K W H  

昭和54年 9 月の使用量目標 307，8 4 4 K WH (昭和53年 9 月の 5 %減)

これを平日、土略 表 2

平

ω割当量 I  (B) 使用量

昭和54年 9 月 l 昭和54年 9 月

日 | 民 間 K WH ! 10，035- 13，020KWH 

10，383  I  8，205- 9，315 

目、イ木 ・日H程日と、

基準割当量を算出

し、実績と比較し

たものを、 表 2 に

示す。

したがって差累

計は 37，5 1 4 K WH

となり、目標 5 %は十分達成し、昭和54年使用量は目標値に対し 12

% 、昭和53年使用量に対しては 16% 強の節減ができたことになる 。

土 E量

2，264 2，160- 2，595 

累計

むすび

事務所ビルの空調等設備の設計は、過去の実績をふまえた上に

さらに開発された機器、システム等の新技術の省エネルギーシステ

ムを最大限に採用し、設計されるものである 。 したがって、その設

備を設計条件で、最高の効率で逐転することが、そのビルにおいて

は最も省エネルギーを行っていることになる。しかしながら、すべ

ての機器の効率を最高に維持し、運転することは現実には至難の技

である 。既存設備、方式等をそのままで、さらに省エネルギーを行

うとすれば、はじめに書いたような環境基準値の柔軟な採用と、ピ

ル在住者の意識高揚による協力が決定的なものになる 。

空気調和衛生工学会誌 6 ・7 月号では、名古屋大学の中原先生の、

既存ビルでの省エネルギ一手法、並びにビルのエネルギー消費量の

実態についての論文が掲載されている 。省エネルギーに取り組むわ

れわれに大きな指針、参考となるものと思われる 。

当ビルにおいても、前年同期 ( 53年上期) にくらべ、外気条件の

差異等を無視して、電気料金で約250万円 ( 7 %) 、水道料金約190万

円 ( 21%) 、の節減を達成できたことを報告し、ピル保全担当者の省

エネルギー化に少しでも参考になれば幸甚である。

( わたなべ こう 株式会社三和銀行管財部技師長 )



既存建物の省エネルギ化の試み- メーカーとして

片 岡 不 二 男

1  . 省エネルギをするために

建物を管理している人はもとより、家庭の主婦にいたるまで、エ

ネルギ価格、すなわち電気料金を含めた燃料価絡の値上がりについ

ては、不安を抱いている 。

これから新築される建物については、建物の向き、構造、保 j品、

設備の効率など、初期投資ばかりでなく、ランニングコストなどの

あらゆる角度から省エネルギについて、一層研究されたものが建設

されるようになってきた。 しかし、わが国に建築された多くの建物

は、終戦後をしばらくしてから、とくに東京オリンピ y クの行われ

た昭和39年頃以後に建築されたものが多い。 またこの頃より、空気

調和装置も本格的なものが採用されるようになり、労働生産性も飛

躍的に伸びた時期でもあった 。エネルギ価格も安かったので、エネ

ルギ消費については、現在のように注意を払って設計されたものは、

あまりなかったようであり、主として快適環境の実現 ・維持、省力

化のために、自動化も進んできた 。

このような背景から、既存の建物ほと' 省エネルギのできる要素が

多〈、これらのための運転管理の自動化の検討が重要である 。 とく

に一昨年から本年にかけて、ほとんどの建物で、サーモスタ ットの

温度設定の変更、暖房および冷房運転日を減らす、電灯の間引き、

消灯などを心がけて、従来の快適環境がそんなに損なわれない範囲

で、ローコストの省エネルギが実施された 。

しかしながら、これらの努力にもかかわらずエネルギに対する不

安は解消せず、石油価格は上昇を続けており、これらを反映して電

気料金も値上げが、ステ ップ状にされるとささやかれている 。

省エネルギは一夜にして実行できるものではなく、短期および長

期の計画が必要である 。 また省エネルギの実行に関して、つぎのよ

うに分けることができる 。

① コストのかからない、すぐ実行できるもの

サーモスタ ッ トの温度を夏期冷房時に 26. Cから 27- 2S. Cに上げる 。

冬期には、 24. C設定から ZO- 2Z. C経度に下げることにより、かなり

の省エネルギを計ることができる 。

② コストのあまりかからないで実行できるもの

こわれかかったりして、性能が落ちている装置の修理調整などに

より、性能を出すなど、わずかな出資で省エネルギをはかれるもの。

③ コストはかかるが省エネルギも大きいも の

省エネルギを自的とした機器を取りつけて、省エネルギをするも

のや、大幅な設備の改修 ・改造を必要とするもの。

一方、コストのかかる、すなわち投資を伴う省エネルギを実行す

るには、つぎのことを考慮、しなければならない。

① エネルギ価格の推移

単なる過去の電気 ・石油 ・ガス・水の価絡の経過ばかりでなく、

政治的 ・社会的な問題、それぞれのエネルギ企業の供給余力能力な

どについても、みておく必要がある 。

② 計画を実行するためにかかる費用

本来、省エネルギとは、ポケ ッ トセーピングとも言われ、わずか

ずつのものを積み重ねてゆく地味な仕事て¥データの記録、サーベ

イなど、手間と時間のかかるものであるので、十分な準備と体制が

必要であり、それらの費用も間接的なものとは言え、組み込まなけ

ればならない。

③ 建物の中の居住性

建物の中で働〈人が、冷房期に汗を流したり、 H変房j切に頭がぼう

っとしてい るような空調状態では、そこに働く人の労働生産性が落

ちてしまう 。居住性を打i なわない範闘での省エネルギを笑行せねば

ならない。

④ 投資回収

省エネルギ化をするための設備の改造、効率の良い装笹への交換、

省エネルギ製品の取りつけに要する投資は、できるだけ少額て¥省

エネルギ金額はできるだけ大き く、それぞれにかかる投資は、 短 い

期間で回収されることが好ましい。 この投資回収期間のことを R O

1  ( リターン・オン ・インベストメン卜 ) とも言い 、利子、エネル ギ

価格の上昇率をも考慮しない投資回収期間を単純 R 0  1 とも 言う。

投資回収期間は、一般に 2 - 3 年間くらいが、省エネルギに関し

て採用されようとしている 。少しでも締めようと、投資を少なくし、

省エネルギによって得られる利益を地やすため、総合的に検討実行

されなければならない。

2  . 省エネルギのためのチームづくり

非居住者向き建物の省エネルギがどの様度行われているかについ

て調べてみると、「エネルギー使用の合理化に関する法律J ( 省エネ

ルギ一法) が施行されたことと、企業の利益追求のきびしさが相侠

って高まり、快適居住のために費やされるエネルギ消授が建物全体

のエネルギ消費の中で大きなウエイトを占めるほとんどの企業では、

省エネルギ委員会などの組織をつくり、省エネルギ化に取り組んで

いる。これらの組織は、工場では工場長を頂点とし、自社建物では

総務部長、貸建物では管理部長などを中心として、各施設 ・営繕課

の出身者によって組織されて運営される。ただし、指示の徹底から

各部署の責任者が実施音11門とな っている場合があるが、精神的運動

で省エネルギが実行て引きる までのノーコストまたはローコストの省

エネルギ計画実施までであ って 、それ以上については、それぞれの

専門家による計画・調査・実行のできるチームの編成が必要になっ

てくるものと考える 。
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個々の建物を訪問 してみると、建物の管理に携わっている個人で、

企業の将来を 心配して 、または職業意識を通じて、設備を調べ、か

っ毎年のエネルギデー タを集め 、分析している人がいる 。 しかしな

がら、 それ以後の技術的裏づけ、技術的援助を外部から得られない

という こともあり、埋もれていることが多い。

省エネルギ化の推進チームは、冷凍機 ・ポイラや空調器などの管

理に当た る機械設備管理者、電灯・デマンド ・受変電設備などの電

気設備 の管理者、重油代金 ・電気料 ・水道料金の支払いや 、設備管

理維持に当たってい る会計や営終関係者と 、直接経営に携わる総務

部長や管理部長 などの良き指導者によって構成され運営されるべき

である。直接決定権を持って いる人をヘ ッ ドにおくことに よって、

計画が単な るプランでなく 、実智されやすくするためである 。

3  . 計画と報告

組織された省エネルギチームは 、短期または長期の年度計画をた

て、2 年度ごとの省エネルギ 目標を実行し 、年聞のエネルギ消費と省

エネルギ成果について 、経営者に対して報告を行う 。 しかも コスト

のかから ない省エネルギについてのアイデアは 、すでに 出つくして

実行されつつあるので、第 2 ステ ップ以後が中心となる 。

4  . 建物の種類によるエネルギ消費

建物の大きさ 、用途、運転時間、立地条件によりエネルギ消費に

差があり、標準のエネルギ消費と省エネルギを図ろうとする建物に

ついて、どのくらいが省エネルギの可能性があるかということは、

一口に判定できな い。 しかし、一つの目安として、同種のものとの

単位延面積当たりのエネルギ消費が使われている 。エネルギの種類

によ って、たとえば電気エネルギ単位そのままの形と、一次エネル

ギ換算をした発熱の単位 ( kcal/ m'a) が使われたりしている 。直接

省エネルギ機器を建物に応用する場合に、それぞれの設備デー夕、

運転管理デー夕、気象データなどに より省エネルギ量およひ' 省エネ

ルギ金額を算出することにしているが、 表ー 1 に示したデータを計

算の チェックの目安にもしている 。

表 ー 1 獲物の種類5J IJ ・年間 単位面積別電気量消費 K WH/ m' a  

卜寸
10，0∞m' 以下

10，0∞ 20，0∞ 

30，OOOm' 以上 サンプル数

- 20，OOOm' - 30 ，OOOm' 

事 務 所 建 物 105 138 150 167 37 

官 公 庁 建 物 92 92 130 143 27 

ホ 7  Iv  155 172 159 212 20 

デパートン /グ

ショ y ピ
350 215 260 206 34 

建物市場別データは 、一昨年から 昨年にかけて調査したものを規

模別にまとめ た ものである。タ ーボ冷凍機 ・吸収式冷凍機を使った

りする こと により電気量の年間消費は若干異なるが、電気エネルギ

は全エネルギの80% を消費 して お り、市場別に冷凍機の種類などに

もパターンがあり、全体を含んだ形でとらえることができる。しか

し、今まで述べてき たように、省エネルギ化の浸透、 エネルギ価格

の変化がエネルギ別にあり 、これらのデータも修正 されてゆくもの

と思われる。

5  . 省エネルギ実施例

各用途によって省エネルギ方法に差があるが、つぎのものが実施

されている 。表 - 2 に代表的実施例を示す。

(1)  室内温度の設定変更

年齢や性別 、体質によ って' 快感温湿度が呉なるが、用途に合わせ
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表 - 2 省エネルギの実施例

一般事務所建物 官 公 庁 建 物 ホ T  Jv  デパート/ ショ ッピング

l  室内温度設定の変 室内温度設定の変

更 更

外気冷房 室内温度設定の変更

2  エレベータの停止 エレベータの間引 エレベ- 9 2階通

エレ ベータ間引き運転
時間延長 き 過

3  最大需要電力のピ 契約電力のデマン 契約電力 のデマ ン 契約電力のデマ ンド申l

一夕方 ット ド制御 ド制御 御

4  I  ｾ調器の起動時間
空調器の間欠運転

外気温度による起
照明 プログラム運転

の変更 動時刻変更

5  空調器の間欠運転

室内環境測定による
夜間空調器の間欠

CO，による外気量制御
外気量取り入れ制御

運転

6  空調骨量の停止

外気処理空調器の 在室に合わせた杢

外気量取り入れ制御

時間l短縮 調器運転

7  力率制御 (手動 )
不快指数による空 個室7 アンコイル

起動時HII の変更

E閣官告の発{ 事 のサーモ取り付け

8  トイレ の節水
月間電力量の目僚

管理

トイレの節水 トイレ の節水

た温度条件のもとに 、適切な場所に j E湿度計が取りつけられて、代

表的な温度 ・温度が制御 されるように調整する 。間仕切りの変更な

どで不適当ならば移設などをして、エネルギの無駄使いをしな いよ

うに管理をする 。

ホテルの個室のファン コイル調和器は、利用者の出身固によ って

快適な温度が異なるので、自由に設定できるようにサーモスタ ッ ト

を取りつけることが、不平をなくし、快適さを提供して 、省エネル

ギにつながる 。

デパートやショ ッピングセ ンタなどのように 、コート売り場など

があるようなところでは、温度設定を低くして寒い環境を提供しな

いと商機を失うし、お中元のシーズンのように、汗を出しての買物

など、お客が逃げだきないような、きめの細かい用途別な温度管理

が望まれる 。

(2)  外気冷房による 省エネルギ

デパートやショ ッピングセンタのように 、照明による冷房負荷が

多〈、冬期にほとんど暖房負荷を必要としなくな った建物が多い。

または 、事務機械化に従って 、冷房負荷が増え、事務所 ビルでも外

気冷房の効果の大きい建物がある 。外気取り入れダクトの改造など

を伴い、実現性は少ないが、簡単に制御ダン パ を取りつけられると

ころは積極的にフリーエネルギの利用をすべきである 。

(3)  外気取り入れ量適性化による省エネルギ

自動制御は本来、変化 をとらえて制御することであり、建物の人

員の変化の激しいデパートやショ ッピングセンタでは、在室人買の

ピークには最大の外気量を取り入れて 、冷房および暖房の外気負荷

を減らすために、炭酸ガス検知器を室内に設置し 、外気量取り入れ

制御を行うことが有効である 。

・ショ ッピングセンタの例

条件 : 売り場面積 2 ，12 0 m'  

空調器の取り入れ量 64 ，15 0 m'/ H  

11 、、

2階衣料品売渇 面積 2，120... 

空闘機

冷房: 温度2rc、温度55%

暖房: 温度23' c、温度40%

図- 1 外気取 り入れ量制御の計装例



平均在室人員

炭酸ガス濃度

設定ガス j段度

室内温湿度

計算例:

冷房11寺の省エネルギ

200人( ピーク 740人/ 日)

500ppm 

900ppm 

夏期: 27. C 、5 5 %R H

冬期 : 23.C、 4 0 %R H

lロ2，8印O∞Om附nげ'ソ/ H削(節j減成外気畳) X1叩O時問 X 7河8 日X 1. 60室室内外のエン夕

jル川レげピ一4 差) 川×刈0. 014削4

Ｈｾ空 ｅ 調器効率 Ｉ］ＳＳωＰ ， ＵＰＴ 円

暖房時の省エネルギ

11 ， 900m'/ H  ( 節減外気品) X 10時間 X 7 2 日X 6  ( エンタルビー

1  .  _  1  

差) XO. 0094峨房コスト ) X一一× 一一一755 ，055円

0 . 8 "  0. 8 

投資回収期間 (ROI) :  

投資金額/ 省エネルギ効果= 1  ，0700，060/ 1，090 ，000 =0. 9 

与 1 年

(4)  設備の起動時刻および停止時刻の変更

温度指示計により外気温度や室内温度を ililJ 定して、空調探や熱源

機器の起動時刻および運転停止時刻を経験に基づいて決め、パター

ン化することが行われているが、これらはマイクロコンビュータな

と・の発達に従って自動化されつつある 。

(5)  空調器の間欠運転

最大負荷条件、すなわち、外気温湿度の一番きびしいときと最大

在室人口に合わせて、空調器や熱源は設計されており、負荷の少な

いときには、間欠的に空調器などを停止することが普及して、ラン

ニングコストの省エネルギが行われる 。室内の使われるパターンに

合わせて、室内温度と関係づけて、マイクロコンビュータ応用機器

によって制御されるようになり、よりシビアな省エネルギ化がはか

られるようになった 。

(6) 需要電力のピークカット

500KW以上の電力を使用する大口需要家にとって、契約電力を切

り下げる需要電力制御( デマンド制御ともいう) は、一つの省エネ

ルギにつながる。わずか 7 月一 8 月のピークのために、他の 1 年聞

の月を高い契約料金を支払うことは、企業経営にとって好ましいこ

とでない。単独に人聞の眼によっても監視できるが、比較的規模の

大きな建物で、単独の制御機器もしくは省エネルギシステムとして、

既存建物で使われだした。過去 1 - 2 年の受1 [ B 誌を調べ 、負荷曲

線を作って、どのように切り下げるか調べ、節電運転の可能性、苦

熱槽、吸収式冷凍機がある場合のピークのシフトなどを考慮して契

約電力が決められる。私どもの調査では、契約電力を超過して、1 . 5

倍の違約料金を払った例はほとんどなかった。

(7)  その他の省エネルギ

コンデンサの切り換えによる力率制御や、エレベータの間引き、

照明プログラム運転、トイレの節水など、このほかにも省エネルギ

方法はたくさんあろうと恩われるが、手動でもかなりうまく運転制

御されている 。たとえばコンデンサの切り換えの遂転パターンの手

動制御でも、 100%近いカ率制御か行われている 。

省エネルギを既存建物に実行する場合、仮説によって年間の省エ

ネルギを計算する 。 しかもこれらを納得のゆくものとするのには、

すでに運転されたデータがあり、設備もある。手間と労力さえおし

まなければ、省エネプログラムを手動で、たとえ短い回数でも笑行

することが可能で与ある。アイデアを出し、定量的に測定して、その

程度をつかむことができる 。これが新設建物と既存建物の大きな違

いである 。

( かた』づか ふじお 山武 ハ ネウエル除式会社ｾ淵制御事業部 ｅｍｓ 開発室課長 )

- データ

d  1000/  E MS プログラムとその経済効果

めざましい屯子技術の進歩によってマイクロコンビュー

タ技術が、オートメーションの分野にも取り入れられるよ

うになってきた。今まで手動や、もしくは制御機器で操作

運転されていたものが、中央管理システムにより、しかも

オンラインで実行されようとしている。特殊なコンビュー

タ用語を駆使することなく、標準のソフトウエア( ファー

ムウエアとも呼ぶ) により最適運転も可能となり、安価で弘

使いやすいものとなり、一層普及するようになった 。

従来の中央管理システムと省エネルギを可能にしたオー

トメーションシステムを比較すると、つぎのようになる。

(1)  標準化によるコストの低減

(2) ソフトウエアの傑準化により信頼性の地加

(3) コ.ンビュータ用語や特殊技術が不要

(4) 各種の機器がモジュール化して、アドオン式でbあるの

で、追加してゆくことができる。

(5) コンパクトで設置スペースが、極端に少なくてすむ。

く〉

本稿で説明した省エネルギ手法をシステム的に取り入

れて、建物の省エネルギを 、延面積 17 ，000m' 、東京都内

の某建物における試算例について述べる。

総エネルギ使用費用 8，900万円

省エネルギプログラムによる省エネルギ資

(1) 節電運転プログラムにより 385万円

(2) 電力テ・7 ンド制御により 438万円

(3) 外気取り入れ制御により 24万円

(4) 最小起動負制御により 110万円

計 957万円

改造、取付工事を含む投資費用 2，350万円

投資回収期間 2，350万円/ 957万円寺 2.5年

。

建物によって応用できるプログラムが異なるが、誰にで

も使用できる演算プログラムを持っており、運転管理者に

よる省エネルギに対する工夫、アイデアによ って、プ ログ

ラムを追加してゆくことができるようになっている。

新設の建物や既存の建物に納入され、応用される件数が

増えるに従って、省エネルギ管理プログラムが、従来の基

準プログラムに追加されつつある。省エネルギのアイデア

は単なる個人の持ちものでなく、広〈利用されるべきもの

と考える 。

4・・・・ι. .. 可F 守守. . - ーーーーー ー・・・・・ーー守守 ・ーーー・ーー・・ ーー・ーー，ーーーーーーーー・・・ ・・ーー ・・守守一一ーーーー ーーー ...・・・・ーー. . . . ーーー. _ _. . . . . . . . . ーーーー・・・
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省 エ ネ ル ギ 一 法 施 行 と 断 熱 基 準

+ 倉 教

上 田 哲 夫

1  . 第 二 の 石 油 危 機

昭和54年12月の石油輸出国機構 ( OPE C) カラカス総会で、原油

価格が事実上「野放し 」状態とな り、わが国をめぐる石油事情は一

段ときびしいものになった。全一次エネルギーの74%( 図ー 1 参照)

を石油でまかない、しかもそのほとんどを輸入に頼らなければなら

ないわが国にと って、今回の原油価格の騰設態勢は、その値上げl隔、

終結時期の見通しさえも立たないため、これは昭和48年 ( 1973) 、中

東動乱に端を発し OA P E C ( アラブ石油輸出国機構) 諸国の石油供

給削減措置によってもたらされた、いわゆる「オイルショック J に

次ぐ出来事と考えられる。

わが国の昭和E i 5年の石油輸入量は、昨年と同じ日量 540万ノ〈レル

(  1 バレル= 159 リットル、 1 辺95mの立方体タンク l 基の容積に

相当する ) を上限とすることが、I E A ( 国際エネルギ一機構) で決

められた。しかしながら、一方では年 5 %の経済成長を維持するた

めには、必然的に 2 - 3 %の輸入量増加を見込まなければならない

と言わt . L ている。このため政府は昭和55年 1 月に、わが国の石油節

約方針をこれまでの 5 %からさらに 2 %上積みし 17 %J とするこ

とを決めた 。その具体的な対策は、おおむねつぎのような内容をも

つものである 。

① 暖房温度は 18' C以下( 従来は 19' C以下)

② マイカー使用の自粛( 官公庁は原則として禁止)

③ 電力業界の燃料転換への指導強化

④ 深夜テレビ放送午前零時打ち切りを指導

⑤ ネオンサインの午後10時消灯を指導

⑥ 深夜営業飲食底、小売庖などの営業時間短縮

⑦ 省エネルギ一法による工場の燃料の節約強化

百万ト J

180日

図ー 1

各国の一次エネル

ギ ー 構 成 ( 1976) 1  )  

経済企画庁国民生

活政策課緬「省資

源 ・省エネルギー

とこれからの暮ら

しJ より
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このような情勢のもとでの国民 1 人あたりのエネルギー消費量を

図 - 2 に、部門別エネルギー消費量の推移を 図 - 3 に示す。とくに

住宅等の建築物において消費されるいわゆる民生用エネルギーは、

欧米諸国に比較してまだ低い水準にあるが、年々着実な増加傾向を

示しており、今後の省エネルギ一対策のうえで最も重要な位置を占

めるものと考えられる。
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UBi t l 50年. 一次エネルギー

(  ) 内 は 部 門 別 情 成 比

図 - 2

主要先進国のエネ

ル ギ ー 消 費 栂 造

(… E司BALANCES. 総合 |

エネルギ一統計等か|

ら作成 l  
ア メ リ カ 西 ド イ ツ イ ギ リ ス フ ラ ン ス 日本

石油揖算百万トン ( =I OI J Kc lI l)

400 

300 

200 

産車部門

エ

の

m

l

別

量

一

門

責

ギ

成

都

消

ル

作

の

一

介

ら

3

国

ギ

ー

ヵ

合

等

一

が

ル

移

在

十

図

わ

ネ

推

パ

h

w

合割

-

町

内

一

門

理

一

面

生

一
度

生

民

一
年

度

切

目

2  . 省エネルギ一法の成立

前回 ( 1973) のオイルショ y クは、石油資源がわれわれの日常生

活において、いかに大きな役割を果たしているかを教えた。 OA P E C

諸国の原油公示価格の引き上げと生産削減は、各国に著しい石油不

足と諸物価の高騰とをもたらしたが、エネルギー資源に乏しいわが

国においては、その影響は直接的であり、とりわけ大きかった。

その結果、わが国におけるエネルギー消費に関する論議は急速に

高まることとなり、早くも翌昭和49年( 1974) には工業技術院が代

替エネルギーの開発を目指して「新エネルギ一計画 J ( サンシャイン

計画と命名された) を発足させた。また、エネルギー消費に大きく

関与する通産、運輸、建設などの各省庁では、行政的な側面から省

資源・省エネルギーについての検討を開始した。この検討結果が昭

和54年 6 月の国会で成立し、同年10月 1 日から施行された法律第49
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官官 1 . 総 則

( 目的)

昭和54年 6 月22日

法 律 第 49 号

第 1 条 この法律は、燃料資源の大部分を鎗入に依

存せざるを得ない我が国のエネルギ一事情にかん

がみ、燃料資源の有効な 利用の確保に資するため、

工場、建築物及び機械器具についてのエネルギー

の使用の合理化に関する所要の措置等を誘ずるこ

ととし、も って国民経済の健全な発展に寄与する

ことを目的とする .

( 定 義 )

書官 2 条 この法律において「エネルギー」 とは 、燃

料及びこれを熱源とする熱並びに電気をいう .

2  この法律において 「燃料」 とは、原油及び律発

t曲、重油その他通商産業省令で定める石油製品、

可燃性天然ガス並びに石炭及びコークスその他通

商産業省令で定める石炭製品であって、燃焼の用

に供するものをいう 。

事官 2 章 工場に係る措置

( 事業者の努力 )

ｾＳ 条 工場又は事業場 Ｈ 以下単に 「 工場 ｪ という 。Ｉ

においてエネルギーを使用して事業を行う者 ( 以

下「事業者J という 。) は、次の各号に掲げる事項

を適緩に実施することにより、工場におけるエネ

ルギーの使用の合理化に努めなければならない.

ー 燃料の燃焼の合理化

ニ 加 熱 及 び 冷 却 並 び に 伝 熱 の 合 理 化

三 放射、伝導等による熱の損失の防止

四 廃 熱 の 回 収 利 用

五 熱の動力等への変換の合理化

五 抵 抗 等 に よ る 電 気 の 扱 失 の 防 止

七 電 気 の 動 力 、 熱 等 へ の 変 換 の 合 理 化

( 事業者の判断の基準となるべき事項 )

M4 条 通商産業大臣は、工場におけるエネルギー

の使用の合理化の適切かつ有効な実施を図るため、

前条各号に掲げる事項に関し事業者の判断の基準

となる べ き事項を定め、これを公表するものとす

る。

2  前項に規定する判断の基準となるべき事項は、

エネルギー需給の長期見通し、エネルギーの使用

の合理化に関する技術水準その他の事情を勘案し

て定めるものとし、これらの事情の変動に応じて

必要な改定をするものとする 。

・費電 5 条 ( 指導及び助 言) 省略

( 工場の指定)

第 B条 通商産業大臣は、製造業その他の政令で定

める業種に属する事業の用に供する工場であって

燃料及びこれを熱源とする熱 ( 以下「燃料等」と

いう 。) の使用量について政令で定める要件に該当

するものを燃料等の使用の合理化を特に推進する

必要がある工場として、当該業軽量に属する事業の

用に供する工場であ って電気の使用量について政

令で定める要件に該当するものを電気の使用の合

理化を特に推進する必要がある工場として、それ

ぞれ指定することができる 。

2  前項の規定により燃料等の使用の合理化を特に

推 進 す る 必 要 が あ る 工 場 と し て 指 定 さ れ た 工 場

( 以下 「熱管理指定工場j という .) 文は問項の規

定により電気の使用の合理化を特に推進する必要

がある工場として指定された工場( 以下「電気管

理指定工場」という 。) を設置している者( 以下「特

定事業者J という .) は、当該工場につき次の各号

のーに掲げる事由が生じたときは、通商産業省令

で定めるところにより、通商産業大臣に、同項の

規定による指定を取り消すべき旨の申出をするこ

とができる 。

一 前項の政令で定める業種に属する事業を行わ

わなくなったとき 。

二 燃料等の使用量又は電気の使用量について前

項の政令で定める要件に該当する見込みがな く

なったとき 。

3 - 4 項 省 略

( エネルギー管理者 )

第 7 条 特定事業者は、通商産業省令で定めるとこ

ろにより、熱管澄指定工場及び電気管理指定工場

( 以下「エネルギー管理指定工場J という .) ごと

に、政令で定める基単に従 って、エネルギー管理

士免状の交付を受けている者のうちから、エネル

ギー管理者を選任しなければならない 。

2 項 省 略

( エネルギー管理士免状 )

第 B条 エネ J レギー管理士免状の種類は、熱管理士

免状及び電気管理士免状とし 、次の各号の l に該

当する者に対し、通商産業大臣がこれを交付する 。

一 通商産業大臣が行うエネノレギー管理士試験に

合格した者

二 前号に掲げる者と同等以上の学識及び経験を

有していると通商産業大臣が認定した者

2 - 3 項 省 略

( エネJ レギー管理者の戦務 ) I  

第 9 条 エネルギー管理者は、熱管理指定工場にあ

つては燃料等の使用の合理化に関し燃料等を消費

する設備の維持、燃料等の使用の方法の改善及び

監視その他通商産業省令で定める業務を、電気管

理指定工場にあ っては電気の使用の合理化に関し

電気を消費する設備の維持、電気の使用の方法の

改善及び監視その他通商産業省令で定める業務を

管理する 。

割高10条 ( エネルギー管理者等の義務 ) 省略

第 11条 ( 記録) 省略

( 勧告及び指示 )

第 12条 主務大臣は、エネルギー管理指定工場にお

けるエネルギー の使用 の合理化が第 4 条第 1 演に

規定する判断の基携となるべき事項に照らして著

しく不十分であると認めるときは、当該エネルギ

ー管理指定工場に係る特定事業者に対し、その判

断の椴拠を示して 、エネルギーの使用の合理化に

関し，必、要な措訟を鱗ずべき旨の勧告をすることが

で干きる .

2 - 4 項 省 略

第3. 建築物に係る鎗置

( 建築主の努力 )

第 13条 建築物の建築をしようとする者 ( 以下「建

築 主J という .) は、建築物の外壁、窓等を通して

の熱の損失の防止 ( 空気調和設備を有する建築物

にあ っては、建築物の外壁、窓等を通しての熱の

損失の防止及ぴ空気鯛和政備に係るエネ J レギーの

効率的利用 。以下同じ。) のための措置を適確に実

施することにより、建築物に係るエネルギーの使

用の合理化に資するよう努めなければならない@

( 建築主の判断の基単となるべき事項)

第14条 通商産業大臣及び建設大臣は、建築物に係

るエネルギーの使用の合理化の適切かつ有効な実

施を図るため、建築物の外壁、窓等を通しての熱

の損失の防止の ための措遣に関し建築主の判断と

なるべき事項を定め、これを公表するものとする .

2  第 4 条第 2 項の規定は、前項に規定する判断の

基準となるべき事項に単用する 。

( 建築物に係る指導及び助 言等 )

第 15条 建 築 物 ( 住宅を除〈 。以下この項において

同じ .) について第13粂に規定する措置の適確な笑

施を確保するため必要があると認めるときは、建

築主に対し、前条第 l 項に規定する判断の基準と

なるべき事項を勘案して、建築物の設計及ひ施工

に係るｾ項について必要な指導及び助 言 をするこ

とができる 。

2  建設大臣は 、住宅について第 13粂に規定する捻

の適確な実施を確保するため必要があると認め

るときは、前条第 l 項に規定する判断の基単とな

るべき事項に準拠して、建築物の外壁、窓等を通

しての熱の損失の防止について住宅の設計及び施

工に l刻する指針を定め 、これを公表するものとする。

( 建築材料に係る指導及ぴ助言)

第 16条 通商産業大臣は、第 14条第 l 項に規定する

判断の適正単となるべき事項又は前条第 2 項に規定

する指針に適合する建築物が建築されることを確

保するため特に必要があると怒めるときは、建築

物の外壁、窓等を通しての熱の損失の防止の用に

供される建築材料を製造する事業を行う者に対し、

当該判断の基識となるべき事項又は当該指針を勘

案して、当該建築材料の断熱性に係る品質の向上

及び当該品質の表示に関し必要な指導及び助 雷 を

することができる 。

第4. 犠械器具に係る措置

( 製造事業者等の努力 )

第 17条 エネルギーを消費する機械器具の製造又は

愉入の事業を行う者 ( 以下「製造事業者等」とい

う. ) は、その製造又は輸入に係る機械器具につき、 i  

エネ J レギーの消費量との対比における機械器具の i  

性能の向上を図る こ とにより、機械器具に係るエ

ネルギーの使用の合理化に資するよう努めなけれ

ばならない。

( 製造事業者等の判断の基単となるべき事項)

第 18条 エネノレギーを消費する機械昔器具のうち 、 自

動車( 前条に規定する性能の向上を図ることが特

に必望書なものとして政令で定めるものに限る。以

下同じ。) その他我が国において大量に使用され、

かつ、その使用に際し相当量のエネルギーを消費

する織械器具であって当該性能の向上を図ること

が特に必婆なものとして政令で定めるもの ( 以下

「特定機器」主いう .) については、通商産業大臣

( 自動車にあ っては、通商産業大臣及び運輸大臣、

以下この章及び第25条第 3 項において同じ。) は、

特定機器ごとに、当該性能の向上に関し製造司王業

者等の判断の基準となるべき事項を定め、これを

公表するものとする 。

2  tl H条第 2項の規定は、前項に規定する判断の

基準となるべき事項に準用する 。

第 19条 ( 性能の向上に関する勧告) 宵略

第20条 ( 表示 ) 省略

第 21条 ( 表示に関する勧告) 省略

第 5. 緩則

( 金融上及ぴ税制i上の措置 )

第 22条 国は、エネ J レギーの使用の合理化等を促進

するために必要な金融上及び税制上の惜訟を携ず

るよう努めなければならない。

( 科学技術の娠輿)

第 23条 国は、エネルギーの使用の合理化等の促進

に資する科学技術の振興を図るため、研究開発の

推進及びその成果の普及等必要な措誼を講ずるよ

う努めなければならない。

第 24条 ( 国民の理解を深める等のための惜置 ) 省略

第 25条 ( 報告及び立入検査 ) 省略

第 26条 ( 経過措置の命令への委任) 省略

( 主務大臣等 )

第27条 この法律における主務大臣は、通商産業大

毘及ぴ当該工場に係る事業を所管する大臣とする 。

2  この法律による権限は、政令で定めるところに

より、地方支分部局の長に委任することができる 。

M6 . 罰則 省略

一一一一一一 一一一 一一 ーーーーーー___ーーーーーーーーーー・ 4・ー・・ーーー
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:Q置t 住 宅 金 融 公 庫 法 施 行 令 制 綿 2項 に 規 定 す る 住 宅 の 改 良 に 係 わ る 断 熟 練 進 基 準 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ーー '  ーーー ーーー:

1. 住宅の部位 ( 省略)

2  . 地 域 区 分 { 省略)

3  . 断熱構造基準値

住宅の部位は、地域区分に応じて次の(1) 又は (2) に定

める断熱構造基準値以上の規格としなければならな

し、。

締 造 部 位| 卜工 法 1;-山川Zη刈スバ| ロ y ク| 押

l  ffil iiL I  ii 断 熱 材 種 類

厚 さ ( mm)

E ポリスチレ

ームスチレン

|木 造 等 | 外 笠 | 大 壁 造 I 10∞o  I  7符5 I  
。

(1) ① 屋娘、天井、袋及び床の断熱材の厚さは、

次頁に掲げる数値以上とすること 。

※  一部ｮＺｾ造を有する住宅の場合にあっては、大

壁造に施工する断熱材厚さは次に偽げる数値以上と

し、 n壁造の壁体内のZEド京都に断熱材を充填するこ

と。 ( 注、右後参照)

② 関口部については、その建具を次表に掲げ

る建具の断熱性能以上とすること .

域 | 建 具

1 ガラス ll!板 3 mm入り建具のニm栂造又は、

複層ガラス ( 3 醐、 3. . ) 入リ主J ! A. (木

娘、プラスチ ック製又はこれと同等)

ガラス単板 3 mm入り建具

(2) 熱J : t 流E容を①に定める数値以下とすること 。

熱J : t 流率は、 ②により計算すること .

① 熱J : t 流率 ( Kcal / m' h'C ) は、次表の数値以

下とすること .

ただし、外壁にあ っては、次式により求めた他

が前記の数値以下とすることができる .

i. Si ・Ki

i. Si  

S 外気に面する壁面前

K ・ 11 壁の熱此流率

音11 位 の

部 位

t部 i立

昼 似

天 井

鉄 筋 コ ン

墜

ク リ ー ト

i阜>>. . ぴ組

機 造 以 外

床

屋 線

天 井

鉄 筋 コ ン

ク リ ー ト

u・11:

i宜 及 び 組

徽 造

床

エ 法 地域

I  

天 井 に 断 熱 材 を II 

施工したもの III 

W 

I  

ｮｾ 造で断熱材を 日

施工したもの m 

W 

I  

大! l .i 遣で断熱材を II 

施工したもの 1II 

W 

I  

たたみの下に断熱 II 

材を地工したもの 111 

W 

I  

板焼りの下に断熱 II 

村を施工したもの 111 

W 

属機ス ラプの下に I  

空気掃をはさんで II 

天井を設け断熱材 m 

を地ヱしたもの W 

展綴スラプに按し

I  

て断熱材を施工し

II 

たもの

UI 

W 

コンクリート笠に

II 

接して断熱材を施

日I

工したもの

W 

コン? 1) トスフ I  

プに断熱材を施工 IJ 

し、タタ ミ敷きと m 

したも の W 

コンクリートスラ I  

プに断熱材を脇工 II 

し、板弧りとした 1II 

もの W 

断 熱 材 種 類 ・ 厚 さ ( mml

ロックウール、

硬貨ウ 高発泡

断熱機造

グラス f甲出発泡ポリ

ウール スチレ ン、フォ

レタン ポリエ

参 考 図

ー ム ス チ レ ン

ホーム チレ ン

100 80 50 90 II - 1  

55 45 30 45 16  

40 35 20 35 21 

25 20 15 20 

斑 減 35 型軽 II 2  26 

50 40 25 40 3  

35 30 20 30 24 

。 。 。 。
25 

75 55 35 60 II ー 7 17 

45 35 25 40 8  18 

30 25 15 30 9  28 

。 。 。 。
10 

45 35 25 45 I1 - 11 

10 10 10 10 12 

。 。 。 。
19 

。 。 。 。
32 

70 55 35 60 II - 13 

40 30 20 30 20 

20 20 10 20 

。 。 。 。

60 45 30 50 11 - 37 

35 30 20 30 38 

25 20 15 25 47 

20 15 10 15 

65 50 35 55 II - 39 50 

40 30 20 35 40 52 

30 25 15 25 48 

25 20 15 20 49 

50 40 25 45 II - 41 

35 25 15 30 42 

25 20 10 20 53 

。 。 。 。
54 

20 15 10 20 IJ - 43 

。 。 。 。
44 

。 。 。 。
56 

。 。 。 。

40 35 20 35 II - 45 

20 20 10 20 46 

5  5  5  5  58 

。 。 。 。

② 熱n流率の計算方法 ( 省略)

( 注) A 級 インシュ レーンヨン ボー ドを仕上村 として使用する場合は断熱材厚さを上潔から 5岡減ずるニ とがで きる .

ロ 冨 優 良 断 熱 建 材 認 定 制 度 同 と づ く 性 能 純一一一一一一一一一一一
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1 . 断熱性能基準

イ 断熱性能は、熱抵抗値 ( R c ) で1 . I m'h'C/ Kcal 又は、熱貧流抵抗

値 ( R ) で1 . 3m' h'C/ Kcal 以上とする 。

ただし、採光用の関口部にあっては、熱: l ' t 流抵抗他で 0. 3m'h' C/ Kcal

以上. とする 。

ロ. 熱抵抗値文は熱1' t 流抵抗値は、以下の試験方法のうちいずれかによ

り求めることとする 。

( i) 住宅用断熱材の断熱性能試験方法 ( J 1S A  1420 )  

。i) 縫築用構成材 ( パネル) 及びその織成部分の性能試験方法 ( J 1  S  

A  1414)  

ｇｩｾ＠ 複層ガラス入り断熱サ y シの断熱性試験方法 ( J I S A  4710 )  

2  . 断熱性能以外の性能基準

断熱性能以外の性能については、指定審査機関が、個々の断熱建材の特

性に応じ、必要な品質性能について類似の日本工業規絡を参考にして定

める基識を満たしていること 。

3  . 品質管理基準

通商産業大臣の行う工場又は事業場の調査によ って、社内における品質

管珪体制が十分に務備されていると認められること 。

ｾｲ 省ヱ山一建材」としての認定対象品 一一 一一一一ー・ー一一一

- 改正

J I S A  5212 ガラスプロ ック

5404 木毛セメ ン ト板

5413 石綿セメント パーライト板

5416 A L C  

5417 木片セメ ン ト板

5418 けい酸カルシウム板

5424 化粧けい酸カルシウム板

5426 石綿スレート木毛セメ ン ト合成板

5427 パルプセメ ン トパーライト板

5428 化粧ノ マノレプセメ ン トパーライト板

5905 軟質繊維板

5908 パーテ ィクJ レボード

5909 化粧パーティクルボード

6901 石こうボード

6912 ; . . -ージ ング石こうボード

・制定

J 1S A  4711 複層ガラス

9521 住宅用ロ y クウール断熱材

9522 住宅用ロ ックウール断熱材



建築物Ｈ除〈住宅 ト ーＭＭｻ 璽 Ｎ Ｇ ｍｾ ｉ
の建築主に

住 宅 の 建 築 主 に 一 一 一盛 霊 室 罰

建築材料の製造業者lこ- {璽 豆 国

工 場 に 係 る 措 置

( 第 2 章)

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

使

用

の

合

理

化

に

関

す

る

法

律

の

体

系

建築物に係る措置

(第3章)

産大臣が認定する。昭和54年末までに 5 材種

47件の認定がおこなわれた 。認定品には優良

断熱建材マーク ( 0 K マーク ) が貼布される c

指定試験機関 … ・・( 財) 日本建築総合試験所、

( 財) 建材試験センター

c  r省エネ J: f ー建材J としての J I S 認定

( 昭54. 3 通産省 )

ガラスブロックほか 17粧の住宅用建材( 資

料一 4 参Jm) で、 JI S製品としての断熱基準

を満たしたものを、「省エネルギー協力商品」

として J I S認定をおこなう。防火上の問題な

どのため、現在のところ、押し出し発泡ポリ

スチレンなど、プラスチ ック建材は認定の対

象から除外されている。断熱基準値について

はそれぞれのJI S を参照されたい。

省エネルギ一法では、住宅等の建築物の外

壁 、窓、等を通しての熱扱失の防止、および空

調設備に係わるエネルギーの効率的利用への努力義務を建築主に課

す一方では、国が「建築主の半IJ 断の基準j を示すことになっている 。

現在、これらの判断基準は、将来のわが国のエネルギ一括給などを

勘案しながら、建設省および通産省において検討中であり、間もな

く公表されるが、住宅等の建築物に関する措置としては「外壁、窓

等から伝導等によって失われる熱およびすき間風によって失われる

熱を床面積 1 m'当たりに換t ) ーした値( 熱損失係数 )J が定められる見

機械器具に係る措置 一一寸 製造章者専の肘轟輯 ト一一一 自動車その他特定

(第4章) 機器について

そ の 他

図 - 4 エネルギ ー の 使用 の 合 理 化 に 関 す る 法律 の 体 系

号「エネルギー使用の合理化に! 刻する法律J ( 通称、省エネルギ一

法) を生む こと になったのである 。

同法を抜粋して資料一 1 に示すが、法律としての大系は図 - 4 の

通りである 。工場等の事業者、建物の，建築主およびエネルギーを消

費する機械器具の製造事業者等に、それぞれの分野に応じたエネル

ギーの効率的利用の努力義務を諜すとともに、これらの達成のため

にガイドライン( 判断基準) を設け、エネルギーの有効利用の面か

らその節約を計ろうとするものである 。

なお、さきに述べた「サンシャイン計画」は、石油に代わるエネ

ルギーの供給を安定することと、いわゆる環境問題とを解決するた

めに立案されたナショナルプロジェクトである 。その基本方針とし

ては、「太陽エネルギー技術j 、r: t 也熱エネルギー技術」、「石炭のガス

化 ・液化技術J 、「水素エネルギー技術J を 4 本の柱とする新エネル

ギー技術の総合開発を、国の研究機| 具! と民間企業とがそれぞれの分

野を担当し、国の総力を挙げて目標を達成することにな っている。

しかしながらこのプロジェクトは、技術開発の碓定を西暦2000年

に世いており、現時点では建築物用の太陽熱利用冷暖房給湯システ

ム、いわゆるソーラーシステムの実用化への目途がついたものの、

エネルギー資源を国のレベルで節約 できるほどの段階には入ってい

ないと考えられる 。

3  . 省エネルギ一法と断熱基準

さきに省エネルギー法の成立を昭和54年 6 月と述べた 。実はこの

法案はその前年 ( 昭和53年) の春に上桜の予定のところ、国会の都

合で止むなく 1 年間余り成立が巡れたもので、建設、通産両省では

法案成立の時点ですでに省エネルギ一法の趣旨に沿ったつぎの 3 つ

の制度を発足させていた 。

A  住宅金融公庫法に規定する住宅の改良に係わる断熱構造基準

( 昭53.6. 建設省)

住宅の部位別、地域別および構造別に設けられた断熱基準値 ( 資

料ー 2 参照) を満たす住宅に対して、 10万円の割増融資をおこなう 。

昭和54年度よりは北海道、東北、北陸等の寒冷地において 21立サッ

シ等の開口 音11の断熱化をおこなう場合には、さらに 20万円の地額を

することにな った。

B  優良断熱建材認定制度 ( 昭53. 10. 通産省)

断熱性能基準を満たし、かつ断熱性能以外の性能基準と品質管理

基 準 ( 資料ー 3 参照 ) を満たす建材について、審査をおこない、通

込みである 。 熱加失係数のｾｾＺ出は次式による 。

Ｚ ｾｋｩｓｩ Ｋ ｡ ・ η Ｎ ｖ
熱 ｭ 失係数 ｾ ＮＮ ｏｾ ｏ ｾ＠ - ' 0 '  ( K cal/ m'h' C)  

Ki : ι部位の熱11流率 ( Kcal/ m'h' C )

α : 空気の体oftl 熱答丑 ( Kcal /  m"C )  

η : 自然換気回数 (回/ h)

v : 住宅の谷和 ( m')

T : 住宅の延床面相 (m')

また、空気調和設備 を有する建築物に ついては、上記の熱行i失係

数のほかに「空気調和設備で消' i ' i されるエネルギ- } 止を、室内をあ

る一定条件に保つために取り除くべき熱量又は供給すべき熱量で|徐

した値 ( 空調エネルギー消 1!i の係数 ) J が定められる見込みである 。

これらの判断基準は建物全体もしくは空調システム全体について

の指標であり、建築物の各部位の断熱性能、材料の断熱性能につい

ては、判断基準とは5 } IJ に設計上の糠準的数値の呈示があると思われ

るが、呈示にあたってはさきに述べた A 、B 、C の 3 制度における

断熱基準値に一部修正を加えたものが採用される可能性が強い。

ともあれ、住宅等の建築物の断熱椛造化は、今後の省エネルギ一

対策のうえできわめて重要な位置を占めると思われるが、人間は環

境の変化に相当順応する能力を持 っており多少は我慢をすることも

必要である 。従来、適温といわれている設計基準の見直しと、安全

を見てとかく過剰l能力をもちやすい機械器具への配慮も併行して進

めなければならない。 ( lIi' l 54. ト 15記)

〈参考資料 〉

1  ) 通商産業省工業妓術院制; r郷ける太陽エネルギーj 、( 1978 . 4 )  

2  )  t; 芦田純之介制; r叩l 目的エネルギーJ 、日本生産性本部、 ( 1975. 6 )

3  ) 行エネルギ ー住宅研究委只会制; r省エネノレギー住毛の設計 ).!iil' l と指針J 、ill 設i ' i 住宅

局監修、 ( 1978. 7 )

4  ) 前回敏 9J ほか; r"l' lm と実務のあいだ( [ 車談会) J 、日本建築総合試験所季刊 誌rc s RCJ  

N"  7 、 ( 1977. 7 )

(rと以〈ら つよし 州法臥山人川日叫本側峨他雌築総僻合試験所 昔 熱 動 航 削"住

うえ fだJ てつお 同 ミ主主王査Ij )
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断 熱 材 料

技術資料頁

グラスロン ルーフボード

製品の特徴・仕様など

グラスロ ンボードはいままでの木[ ; セメ ン ト

板や、吹きやl け岩仰に代わる新しい屋似下地

用 断 熱l以音械であり ， グラスロ ンウー ルの も

つ 、断熱 ・l敗背 ・不燃 ・耐，j'M¥など多 くのす ぐ

れた性能を生かして、ストレ ー ト屋似や鉄板

屋 似の下地材として広範な用途に使用できま

す 。

特 徴 ・ ① 断熱性能抜群 ② 法定不燃材料

③ ，T，'，Hi. は12出 ④ 他の金属を似蝕しない ⑤ 

半水久的ながl 久 性 ⑥ 品質は常に Ａｾｊ ー ⑦斡

くて持ち運びが容易 ③ 加l工 ・施工が容易

グラスロン ソノボード S

製 品 の 特徴 ・ 仕 様 な ど

高密度クラスロンウー j レ板の製造とともに、

ガラス長繊維ク ロスをオ ン ・ライン埋め込み

) ) 1 1 工した画期的な新製品です。従来の同 比重

の グラスロ ンウールに比べ 、表而破断強度で

は 7 倍以上 ( 向社比 ) の強さを符ることに成

功したグラ ス ロン ・ソ ノボード S は 、 ス ラ ブ

打込みなど極めて広範囲 の理念! 的な用途に使

用 で き るばかりか、そ の特性を十分に活かし

た工法 ( A T工 法 ) により続I向性の高い効果

が何 られます 。
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旭ファイパーグラス グラスロン ループボード

1芭ファイパーグラス グラスロン ソノボード S

大阪熱管理工業 レアフォーム

鐘淵化学工業 カネライトフォーム F ー II

クラレ K Gシート

興固化学工業 アキレスワイヤラスボード

神 戸 不 燃 板 工 業 モクセン板

大 同 鋼 板 イソバンド 1 種・ 2 穫

日本アスベスト ホームマ ッ ト

日本スチレンペーパー ミラフォーム @

フジ化成工業 ロックセルボード

製品の性能

主 材 料

断 熱 性 能

重 さ

密 度

無機質ガラ ス繊 維

熱伝導率O. 0256kcal /mh.C 

2 .64kg ( 64kg/  m"  25mm 

910X 1820)  

64 ，80.  96kg/ m'  ( 0  X タ

イプは80kgのみ )

J I S規格に準ずる

規格寸法及び材料価格

ｊｾ＠ ｲｾ ・ ｬ Ｇ ;) 、 川 字 1 f，tt， 附

'" x lξX I' / { 川 削 ) 1  641，10: 111 

I  15  I  1500 

801，1-: 111 1961、日' "

ｾｮｯ ＩＨ＠ lH20 1  2川 'R50

125 I  221川

I  I  15目

D  X  ¥ 120 

1770 

22()() 

2640  

2671) 

3220 

1 1  25 1  1  3RO¥) 

2020 

2560 

3070 

そ の1也IOOOX2000{ 0  X 除 ) むム リ ま す . 1979・12・1i)l. イl

施工法及び使用部位

田 波 ｊｦ ｾ ス レ ート 民社 Ｔ ド ｊ 也

縦 万li'l のみジョ イナ ー使用 して れjIえ ます 。

図 欽似 i 七件i ' J :) ; {fN

$'， '1' 1'  cl ) 土ti イ77 "/ ク11'.め j止びスホ y トボル

安 全使 用 温 度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 さ

法定不燃材料 ( tri 1031- 1037号 ) トー11 め 本'¥'1 は1') 込 主l を1山 11。

1.5% 以 下 固 l肌札設」

そ の 他

製 品 の 性 能

厚さ 10% 変形 600kg/ m'

( 64kgの場合 )

l吸音 性 96kg/ m'Eij 15  

RCO. 45 ( 空気晴 )

64kg/ m'Eij 25 NR C  0 .65 

( 空気層 0 )

主 材 料 長繊維クロスを含む無機質

断 熱 性 能

重 さ

密 度

安全使用温 度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 さ

そ の 他

ガラス繊維

熱伝導率O. 0255kca 1  /  mh も

2.645kg ( 64kg/ 附、 25mm

910X  1820)  

32・48・64 ・80kg/ m'

J I S 規格に準ずる

建設省認定不燃第 1036号

1. 5% 以 下

厚さ 10% 変形 600kg/ m 

( 64kg/  m')  

l汲音 性 32kg/ Il1'Eij 25 

R C  0 .65 ( 空気層 0 )

48kg/ Il1'EB50 N  R  C  0. 90 

( 空気層 0 )

表 面彼断強度 ( 耐踏つけ強度 )450kg/ 100mmφ

縦 j万TIげ向i，刈'けl ジヨ イナ 一f使皮 JI日J し、燃抜 ピン φ

1. 6  - 2 の ス プ リンク ワ ッンャ - 11-.

その他 、折半hl 似下地等利f I c ) 11占l所 :多。

くわし くは 1" ;1己へ 問合せ下さい 。

旭 フ ァ イ パ ー グ ラ ス 株 式 会 社

大阪市北区曽根崎 1 - 2  - 6 新宇治電 ピル

T  E  L  06( 364) 3491 ( 代表)

担当部課 短繊維建材課

規格寸法及び材料価格

施工法及び使用部位

A T 打込み [ 法 ソノボード S の桜イT ，IIBである

ラス ロン ・スラプボー ドT を.Ji ち込む l 法です.

ｩｉｬ 途 ・特 に ｬ 倣 ￬ｾＧ ｾ ， Ｇ ｦ Ｑｴ 不燃竹 ー が 苦ｾ ボされる ｉ ｮ Ｇｬ ｕ 品機械

三千ーのスラブ打ち込みに 11主j血です

図A T ijJ.)紋 1' .法 コンク' ) ート FJ 也にijJ .l. まをキ11み、ニ

れにソノボード S をイ1ぞれとf . f . えはヒスで iI ーめる Ml 、

!l l j主ーρi い 1吸 t Ht ' E' 咲ボされる 機械主 可欠本 ・令

E湖ぷ村il ヰミ ーパ ケージネ: 平に M:i 盛

1也に ITI j主に i直した図 A T ヒンドメ r:法囚rE . ; ' j Xi-l，

があ ります

旭 フ ァ イ パ ー グ ラ ス 株 式 会 社

大阪市北区曽根崎 1 - 2 - 6 新宇治電 ビル

T  E  L  06( 364) 3491 ( 代表)

担当部課 短繊維建材課



レ ア フ ォ ー ム ( 無 機 質 発 泡 体 )
施工法及び使用部位

製品の特徴・仕様など

レアフォームは無機質の炭般カルシウム 、

石綿繊維を基材に、少量の庖化ビニル樹脂を

配合して、高LIU.5圧下て4 発泡させた完全独立

気 j包発泡体で、①軽量、②高い断熱性能、③

非 ｬ 放水性、④ ｾ ｉ ］ 透 ｩｾ ｬ ｾ 性、⑤不燃性、⑥コンク

リート、モルタルとの必固な付芯性等の特徴

をもったすぐれた断熱材 である 。

レアフォームは R C 建造物 の天井 、崎、屋

上の断熱、| 坊採用に、又鋼板との位層品とし

て、折版構造の屋娘、壁の 断熱|切銘用等に広

〈使用されている 。

なお、外断熱工法にとって類をみない最適

の材料であり、すでに寒冷地 などで多数の実

績がある 。

製品の性能

主 材 料

断 熱 性 能

密 度

安全使用温度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 さ

遮 音 性

そ の 他

石 MI¥J実般カルシウムフォームe

熱伝導率^ = 0 .035 

0. 00027B ( kcal/ mhr' C)  

0. 08、0 .12( g / c耐)

80 ( ' C)  

不燃性

1. 7  ( vol  % ) 以下

3.0  (kg，/I耐)

l汲背率o 3( at 2000Hz) 

J蓋iM'tso.00083( g  /m.hr .mml lg)  

規格寸法及び材料価格
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企画・設計

当社伎やr. f開発室では、 JJ;t段、公害問題に つい

て、ソフト サ イエ ンスをシステマ テ ィ y クに

駆使し 、企画 、設計 に取り組んで い ますので

遠慮なく 御相談下さい 。

大阪熱管理工業株式会社

大阪市西区京町堀 1 丁目 13番 20号

T E L  ＰＶＭＴＴＸＭＲＳＱＲ ｾ Ｖ＠

担 当 部 課 技術開発室

カネライトフォーム F ー II

製品の特徴・仕様など

カネライトフォームはスチレン樹脂を述統 j lll

出 し発泡法によ って生れた断熱、結露防止材

です。 コンクリートに 比べると笑に 50倍の断

熱性能を持つ断熱材です。

特性

①熱をさえぎります。

②結露を| 坊止します。

③抜群の耐圧強を持っています。

④ l汲水性かなく、性能劣化 がない 。

製品の性能

主 材 料 スチレン樹脂

断 熱 性 能 熱伝導率O.023kcal/mh'C 

重 さ

密 度

安全使用温度

燃 焼 性

施工法及び使用部位

R C の 場 合 ③ 打 ち 込 み 工 法 あら か じめに

Ｑｾ 枠にカネライトフォームを 取 り 付 ーけて お き 、

熱 ｊｔｩ Ａｦｾ低開ｒＩ Ｑ Ｎ 087m'h' C /kcal  コンクリート 打設とともに、 打' ち込む工法

( 25mm厚の場令) @ 後帰 り工 法… 型枠取 り外 し後下地不|箆を直

熱11流率0 .92kcal/ rがh'C し接着剤lで張り付け仕上をする工法

( 25mm)写の場令) 使用イ|占|処は屋上断熱 、天井裏面、壁結成部、

0 .875kg / 日l' (25mrr厚みの場合) 床湿度の多い所

35kg/m 

80' C 

J I SA9511 に準じ合絡

吸 水 率 0 .01  g  / 100cm' 以下

圧 縮 強 さ 3.5- 4. 0kg/ 耐

規格寸法及び材料価格

錐燃性です。

JJI.相守ーJ' Wl f l CmX L主正m X Jl t( .，円 ..1叫1蹴j ｾＨ守 Ｈ Ｑｉ ＨＡｦ ｉｬ ＵＴＧ ｬＧ ＮＹ J I)  謹 J刻 化 字L 莱 椋 王E去干工

-----

F  rr 
l、 I

軽くて持ち 運 びが容易です。
2.0 1.680 ! k 1. 120 .虻 大阪市北区中之島 3 丁目 2番 4 号( 朝日新聞ピル)

加工、 施工が符易です。

2.5 2.100/〆! k 1.400 I主

T  E  L  06( 208)  ＶＳＹＱＭＶＳＹＵ ・ ＰＶＨＲＰＸＩＶＳＹＸ ｾ ＶＴ 日日
91 x  182 :1. 0  2.520/〆!lC )  .680 t!l 

品質が安定しています。

3 . H 

---
2. I:l() I父 - ダイヤルイン

<1，{)  :L;j60 t文 - 戸戸

5.() 戸ーー- 2.800 ! lC 担当部課 樹脂製品部建材課

③ 

K Gシ ー ト ( 石こうフォーム)

製 品 の 特 徴 ・ 仕 様 な ど

二水石こうを主成分とし、独特の製造技術

により発泡させて柔軟性をもたせた無機質系

長尺シート 。

鋼板とｐＮ ｾ￮ り合せて使用し、長大Ｚ令属屋似 ・

サイデイング内R l i り用不燃断熱材として用い

られています。

不燃性、結露防止性、断熱' ド1: 、| 幼背'1宅が良

好であり、柔軟性があるため、鋼板に貼り令

製品の性能

主 材 料

断 熱 性 能

重 さ

密 度

安全使用温度

燃 焼 性

吸 水 率

遮 音 性

二7) <Ti こう (円j，円安ビニル系

樹}!行)

λ = 0 .051+ 0 .0003B ( Kc al/  

mh ' C)  

1  kg/ m'  (  4  mm厚の場令)

規格寸法及び材料価格

材 料 価 絡

( 昭和55年 l 月現在}

( 際準 ) 650円/ m'

その他の幅、長さ、厚さ( 6  mmまたは 8mm) につい

ては、 gl] 途注文。

240kg/ 附

150' C まで 施工法及び使用部位

不燃W， 1l 31号( 鋼板復合物) クロ ロプレン系按活斉IJ を用 いて、鋼板に接

約 1 kg/ m'  ( 4  mm厚の場合) 若 し、ロ ール成形機 を用いて折板曲 げJJII 工し、

l汲音率0. 38 (  4  mmJ.写、4000l-l z 折板屋十' 1{ どして施工します。( 但し軒先音11の K

の場令) G シートは、予め除去)

せた後、I 1 . U 常のロール成形機で折桜川l工ヵ、で そ の 他 色 ラ イ ト グ レ ー ( 際準)

きます。アスベストやガラス繊維を用いてい

ませんので 、労働衛生 ・環境安全上の心配が

ありません 。仕七り外観も明るくきれいです。

株式会社クラレ

大阪市北区梅田 1丁目 12- 39

T E L  06- 348- 2165 

担当部課 本社復合材事業推進部 (K Gシート担当 )
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アキレスワイヤラスボード

製品の特徴 ・仕様など

木造住宅向一 外壁モルタル下地用断再建材 。

断熱+1坊水材+ ワイヤラスの一体化製品 。

1 . 断熱性が抜群で省エネルギー住宅が実現

します。

2  . モ ルタルの施工が容易。

3  . 経量で丈夫。

4  . クラックが入 りにくい 。

5  . 特殊防水材付で‘ す。

6  . 工事の省力化工期短縮。

l 枚のボードにラス下地板、ラス、| 坊水紙、

断熱材を 具備し た画期的省力化製品 です。

製品の性能

主 材 料

断 熱 性 能

重 さ

密 度

安全使用温度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 さ

硬質ウレタンフォーム、防

水材、ワイヤラス

熱伝導率0. 018Kcal/ mh' C

2  .3kg/  3'  x  6'  

35kg/ m'  (平均)

- 100' C - +  100' C 

モルタル2 0 %厚を塗ること

によ り防火構造

0 . 5 %以下( 答航比 )

1. 75 - 2  kg/ cnt  

一
一
鵠
一
四

目地ジョイナ一、ステー 7 ' ルイ寸て"す。

施工法及び使用部位

「ワイヤラスボード J を木造住宅の位、間性

に直按付属のステー 7' ルで守Tちつけて下さい。

ステープルの止めピッ チは 縦方向 2 0 0 %、横

方向 3 0 0 - 4 5 0 %。

ζ ごこ

震建車種宮署謹設翠設重量買

凶 べワイヤラスポーＭｾ

間] ，、合せは下記まで

奥田化学工業株式会社

大阪支庖 大阪市西区西本町 1 丁目 14番 地

T  E  L  06- 534- 2111 

本 社 T  E  L  03- 341- 5111 

担当部課建材一課

モクセンキ反 規格寸法及び材料価裕

パワーボード( ニ層性モクセン板)

ストロングボード( 普通モクセン板)

スーパーパネル( 竹筋入モクセン板)

製品の特徴・仕検など

モクセン板は木モセメント板の性能をより向

こさせる為に、その内部空| 涼構造( 空気層の

構造 ) を改良したものです 。その安11来は顕著

なものがあり( 断熱性能で 2 - 3 倍 ・| 坊火性

能不l . 5倍等 )

熱伝導率( 入) ( K cal/ mh' C)  

- 叶= 詩話器一 z

...・0 初 d  闘 一一一雨画

測定場所陶磁材試験センター

測定年月 昭46. 10 

製品の性能

主 材 料

断 熱 性 能

重 さ

密 度

安全使用温度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 さ

遮 音 性

そ の 他

木 ｾｊ 片およびセメント

温度拡散率は 0 .039で断熱

材の内では枇小て¥常に安

定した謀 l耐品皮を保つ事が

山来る 。( 熱伝導率0. 042)

182cm X  91cm X  2 .  5cm・・ '20kg

0. 31  

200' C迄

建設省認定機不燃材料

3 0 %( どぶI i 'l け状態で 20時間 )

40kg/ cm 

床{ 釘幣音の吸収 ・普通音の

l吸収amx930%/ 3 0 m / m 

コンクリー卜との密着は最

もよく、また木村の 4 倍の

込 ， ｾｩｾｾ Ｎ 性能と卒 ｉｊ まってコンク

リート建物の結保防止に最

適また ilnU交変化による寸法

変化なし 、防腐 ・|坊虫。

長さ( mm) r! l mm j写さ mm 設計filfi 絡 刷

20 650円

1820 910  

25 750同

30 950円

( 2000)  (  900)  

40 1300円

50 1500阿

( 但 し 長 さ 2 m板は 1 0 %高)

施工法及び使用部位

屋棋

二E 士二二日叫山
一一一 ，aP加‘

民ｾＮこで 伊

玖 一 一

主雪芽主主" - I H，... 

事 有 志誕，t i

Y! とご:ilt

神戸不燃板工業株式会社

兵庫県三木市志染町三津田

T E L  07948- 7- 3121附

担 当 部 課 妓 術 部

規格寸法及び材料価格
イソバンド 1 種・ 2 種

製品の特徴・仕様など

イソバンドは、述続生産により、 11可外皮鋼板

のII¥J に、 li U! ' [ ' i ウレタンフォーム ( 1  Hi ) 、ま

たは、ポリイソシアヌレートフォーム ( 2 純)

の原液を注入、発泡、硬化させ所定の長さに

-l;J J断し出荷します。優れた断熱性を持ち、き

わめて' l Pf:ill です 。その上、 l照不で、大きな外

力に対抗でき、地工性も ｊ 友群 。 ｎｴｪｩｾ￯ｩ に、美し

く、スピーディに仕上ります。

製品の性能

主 材 料 イソバンド l 干，[( ぷ I(l i 処 }' Il

ｾｉ［ｾ ｦ 反、硬質ウレタンフォーム

インノ〈ンド 2 や[( "'長 1M処J "ll

$11併以、ポリイソシアヌレー

トフォーム

断 熱 性 能 熱 伝 導 態 。 0185kcal /mh' C

戸九1・lim. E
存0. 50kcal/ m'h' C

さ

密 度

安 全 使 用 温 度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 さ

遮 音 性

そ の 他

( 35mm厚堕ノ マネノレ)

11 kg/  m'  ( 35mm厚 )

イソノ マンド 1 平i[( 50kg/m'  

イソノぐンド 2 Hi  45kg/ m'  

イソバンド 1f.T[l OO'C (片前加熱)

イソバンド 2 Hi l 20' C ( 片面加熱)

イソノ〈ンド 1 f屯 自 己 消化 性

イソノぐンド 2 や在最終方= 燃神オ

表 而 は 鋼 板 で あ る た め 吸 水

車 O端 而 派 出 昔11は0. 15 %以 下

イソバンド l 飽J .Okg/cm' 

( 10 %圧 紡 )

インノ、ンド 2者[;0 .  7  kg/  cm'  

35mml .!l- 500( Hz )28 .6( dB)  

1， OOO( Hz  )20 .  9( dB)  

2 ，000( Hz ) 44. 9( dB)  

イソノぐンド Ｒｎｈ 立 、 正私有ｾ［｜ｴｾ

材 Ｈ 伊 Ｑ Ｉ 第 ＲＳＳＹ 号 ｉｾｊｪ 火構造

( 防 火 鋭 201号 ) の 認 定 番 号

を 有 し て い ま す 。

帥 別 |外 出 川 卜E

エパーラ:

イ J ハ〆ト l HI . アタ I J I I.

ヒニエハー

イソパ> I ' 2 H Iカラーグリ フ |アヌレート

施工法及び使用部位

凹凸を慌合させ、 JJ 同絞または下地にテクス

( セルフドリリングスクリュー) で取付けま

す。施 工'1全は極めて良好で、工場、合庫、事

務所、冷凍冷蔵庫等の壁、天井、間仕切等に

用いられ他、乾燥施設、食品醸造施設、遮音

塀にも使用されている 。

大同鋼板株式会社

大阪市東区高麗橋 2 - 41 

T E L  06- 203- 0751 

担当部課建材販売室
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ホ ー ム マ ッ ト ( 住宅断熱・防音材)

製品の特徴・仕様など

現代最高の技術で岩石を繊維化・ 綿 状 に しロ

ンウールを マ ント状 にし てクラフト紙で包み

片面 に防 湿加 工 を して商品化 したのが住宅用

高 級断熱材 〈ホーム マ ッ ト〉 です。厚さ 50mm

のマ ッ ト状になった繊維と繊維の細かいすき

聞に空気を含ませて熱を容易に伝えない構造

にな ってお りi弱い 断熱防音効果をもたらしま

す。 そのうえ無機質の鉱物繊キ!主ですから燃え

ない腐らない人畜無害という特性を有してい

ます。 J I  S 規格に基づき安定した品質で生

産された製 r日です。

ミフフォーム

製品の特徴・仕犠など

ミラフォームは、日本スチレ ンペ ーパー 酬 が

限りある資源を有効に生かし、現代建築に快

適な空間を実現させるという理想、のもとに閲

発した連続押出発泡ポリスチレ ン断熱材 であ

る。

※ 独立した無数の微細な気泡でできているの

で、断熱防露効果大。

※ 水分の吸収、水蒸気の透過は僅少なので、

断熱効果が持続する 。

※ 耐圧強度がすぐれていて、ワレにくく、欠

けにくい。

※ 一枚一枚の品質はつねに均一 で、燃えにくく

加工されている 。

ロックセルボード

製品の特徴・仕織など

ロ ックセルボードの気泡殻は、有機質の若手い

膜で、覆われた発泡板てd 非常に軽〈、主原料が

無機質である為に、モルタル、コンクリート、

プラスター等が直接施工できると共に、水分、

湿気の吸収もなく断熱性能の低下がありませ

ん。

又、有毒ガスの発生も基準値以下で不燃・

耐熱・耐候性に優れた断熱材です。単体で準

不燃材料、防火構造、優良断熱材の認定を得

た製品です。鉄筋コンクリート建築、木造住

宅、車輪、船舶等あらゆる個所に使用できま

す。

製品の性能

主 材 料

断 熱 性 能

特殊な鉱石

熱伝導率o 035(  K ca/m.h"C  )  

25。のとき

重 き 3 .3m'当/ 約 l 坪 分 5 1、g

密 度 密度32kg/ m'

安全使用温度 600' C 

燃 焼 性 不 燃材但 し中 l床の綿のみ

( 第1022号)

遮 音 性 〈 ホーム Ｗ ント〉をｍＺ ｾど

の構造体に入れると音をは

ね返す ( 遮 音 ) と音を消す

( 1吸音 ) の二つ作用で騒音

が侵入流出を |坊ぐ防音効果

を発揮します 。

規格寸法及び材料価格

ホームマ y ト ( "& 天井m)

- サイズ 1' 1さ 50mmXけ1430mmX 長さ 1365mm 耳の 1I130mm

- fllI 也 1  flH包21政人リ 13.2m' ( 約41' - 1' ) 分

・的 姿 クラフト紙圧縮倒 g

・設計 l面絡 1.450問 3. 3m

製品の性能

王 材 宇井 ポリスチレン

断 熱 性 能 ミラフォーム M 1

FA = 0  . 029Kcal / mhr ' C 

ミラフォーム M 2

Fλ=0. 023Kc al / mhr 'C  

安全使用温度 80' C 

燃 焼 性 自消性

吸 水 率 0 .01 g  / 100cm'  

圧 縮 強 さ 3  kg/ cm'  

そ の 他

規格寸法及び材料価格

ミラフ方ーム MI F

ＨｻｽＮ宅 ・ 一 般社Ａｾ島ｉｬＡ Ｉ

l' l さ弘

20 

25 1  910X I820 I  1. 400 

ωI  9IOX 1820 I  1刷

38 I  910XI820 I  2.130 

50 1  910XI820 1  2.8∞ 

製品の性能

主 材 料

断 熱 性 能

重 さ

密 度

安全使用温度

燃 焼 性

吸 水 率

圧 縮 強 き

そ の 他

炭 酸 カ ル シウム

0. 032+ 0. 00025 

Kc al / mh'C  

約 2k g/ 枚

(l O%X 9 1 0 %X  1. 8 2 0 %)  

0. 09 g  / cm'  

120' C 

不燃性

1. 7 V 0 1 %  

2. 3kg/ cm'  

※ 建 設 大 臣 認 定 不 燃 材

(個 ) 第1504号

※ 建 設 大 臣 認 定 準 不 燃 材

(個) 第2501号

※ 建 設 省 認 定 防 火 構 造

第 220号 ( 木 造)

※ 建 設 省 認 定 防火構造

延焼防止構造

ホームマ ソト ( 床間 )

・サ イ ズ 厚 さ 500mX  1I1280mm X 長さ 1.365mm 耳の巾30mm

・欄 包 1  flH包16収 入 リ 6.6，" ( 約 2伴 ) 分

・1日i 姿 7 ラ7 卜紙圧縮 flH包

e ，設計1面怖 1.600jIf/3.3m'

施工法及び使用部位

〈ホー ムマ ッ ト〉

施 工 場 所

1. 天井裏

2. 壁 ( 1尚仕切 )

3 .  1 ， 2  " 皆の問

4 . 床 下

閉し、 合せ 、カタ ロ クの請求は 下 記に

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

大阪市南区塩町通り 4 - 25 

T  E  L  06- 252 ー 1371( 代表)

本 社 T  E  L  03- 433- 7241 

担 当 部 課 建 材 販 売 課

ミラフ才一ム M2 F

( 断 熱防水 ・パネルIH)

l早さ弘 IIJ %X 長 さ %

20 910  X  1820 1. 680 

25 910X 1820 2. 100 

30 910X 1820 2.520 

40 605 X  910  1.120 

50 605X 910  1.400 

施工法及び使用部位

ミラフ ォー ム単体は打込工法を原則とする 。

使用音E位

屋板、 天井 、壁、床

詳細は ミラフォーム標準 デ ィテール集を参照

I傾いたい 。

・その他

ミラフォーム M 1  F/ M 2  F と他の建築材料と

を接着剤を用いて接着した断熱防露用複合板

として ミラフ才 一ム パ ネルがある 。詳細は 3役

寄 り の 当 営業所へ 問い合せ原買いたい。

日 本 ス チ レ ン ペ ー パ ー 株 式 会 社

大阪市東区南本町 4 - 47 ( イトウビル)

T E し 06- 251- 7861

本 社 T E L  03- 508- 1861 

担 当 者 中 山 治

規格寸法及び材料価格

1 0 % X  9 1 0 % X  1820% 

15 %X 910 % X  18 2 0 % 

( 特注により厚みは 5 0 %までできます )

設計価格

1800円/ 枚 ( 1 0 %X  910 %  X  18 2 0 %の場合)

2. 700円/ 枚 ( 15 %X 910 %X  18 2 0 %の場合)

施工法及び使用部位

鉄筋コ ンクリート建築打込において型枠に 釘

打ちしコ ンクリートを打設、養生後型枠を取

りはずし、直接モルタル、 プ ラスタ ー等で仕

上 げ ( 先やり工法)

又、コ ンク リート商に接着剤で貼付け 、モル

タル、プラスター等で仕上げ ( 後や り工法)

木造住宅においては下地板の上に釘打ちし直

接モルタル、吹付等で仕上げ

フ ジ 化 成 工 業 株 式 会 社

鳥取県西伯郡岸本町大殿1241- 1  

T  E  L  ( 085968) 2721 番( 代)

担 当 者 遠 藤 幸 夫
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省エネルギー・省力化/ 新製品

FヰLヌワイヤラ又ボード

く外壁モルタル下地断熱建材〉

アキレスワイヤラスボードを使えば、

従来の4 工程が l工程に・・- 。

すぐにモルタル塗りができ、簡単です。

アキレスワイヤラスボードは厚さ 15弘、 20弘、

25' 協。|坊7]¥.材tii更質ウレタンフォームそしてワイ

ヤラスが寸本になった断熱ボードです。現在、

木造住宅は、一般的に柱 ・間柱の間にグラス

ウーノレ断熱材をつめこみ、下地板を打ち、アス

フアノレトフェノレ卜とメタノレラスをl[X付- けてそノレタ

ノレ塗り とし、う 4工程を行なっておりますカミ「ワイ

ヤラスボード」はグラスワーノレ、下地板、アスフア

ノレ 卜フェノレ 卜、メタノレラスの4工程を 1工程に短

縮しすくーにモルタル塗りができ、工期の短縮と

工事の筒111れ化に役立ち、木造住宅建築に匝|期

的なメリ ットをもたらしました。

アキレスワイヤラスボードの特長

①断勲| 生が抜群で省エオ、ノレギー住宅が実引

します。 ②モルタルの施工が容易にできます。

③モノレタノレの亀裂が発生 しにくし、製品です。

似寺殊|坊水材付ていす。 ⑤工事の省力化がで

きま土⑥軽量て: 取扱い ・加工が簡単、 しか

も主夫な製品です。

興固化学工業株式さ社

断熱資材部

本 社 / 東 京 都 新 宿 区 大 京 町 22 f i 03-34 卜5111 ( 大代)

大阪支庖 / 大阪市西区西本町 卜14- 15 f i 06- 534・2170

札 幌 011 -704- 5825 仙台0222- 95- 0219 足利 0284- 72- 1115

名古屋 052・612・6544 福岡 092- 573- 6860



E 3聞ルミヲ・@

熱線しゃ断飛散防止フィルム
ｐ 砂ミＡｾｾ， ⑬ 

V レミクールH は、ポリ工ステルフィルム( 東レ V レミラーつに

戸ルミニウムを高精度に真空蒸着し、保護被膜を形成させ定、太

陽光線コン トロールフィルムです。

製 1E1l2 t  れ
制; ( 機能 ) 様 相 ・l 法

ル， 7ールT ? イフ( 草25)

ガラス飛散防止 9i O. . X50m 

"  
(  :; 50) 

ルミクール M1 イプ( :: 25) ，B- 15 

"  

11 ， B  - 35  

11 11 F' B  - 50 

11 11 ，Bー15ブロンズ

熱線遮断
1 0 5 0 1 Mm 

11 11 1/ ゴールド

1. 2∞ 

"  
11 F  B  - 35ブロンズ

11 ( ;， 50) FB- 15 

11 11 

"  
ブルー

"  
:: 25) F' B- 15ブロノズ tI，，{i  

熱線遮断

11 ( :: 50 FB- 15 fl ，，{ i  9i O. . X501ll 

ガラス飛散防 IL

11 11 ｆｂＭＱＵ ＷＧ ｊｾ ーノ ｴｬ ，Ｍ￬Ｇ ｩ

ｊｾ ，＠ 7ールW1イプ( i' 25 12) 

熱i ¥I 遮断 1050 l mX50111 

F  B  - 35プロン Z 1. 2∞ 

省 エ ネ ル ギ ー と 安 全 対 策

勺 レ ミ ク ー ル 。 を 窓 ガ ラ ス に 貼 る だ け で 、 得 ら れ ま す 。

1  . 冷暖房費の節減

太陽熱を 7 5 % ( ルミクールF B- 15) 反射します。

これは約6 ，9 m

2

当り 1 U S トンの冷却能力に相当

し、夏期の大幅な冷房賀の節減になります。冬

期には 、室内の暖房熱を外に逃しません 。

2  . ガラスの安全強化( 飛散防止)

りレミクーノレグを貼った 窓カラスは耐衝撃性が

高〈、地震 ・台風 ・爆発事故などの場合にも、

破片の飛散を防ぎます。

3  . まぶしさを防ぐ

明るさをそこなわずに 、まぶしさを軽減させる

ことができます。 しかも透明度の低下や視野の

歪みは ありません 。南向 、西向の窓によろこば

れています。

4  . 紫外線の遮断

紫外線を遮断するため 、家具、繊維類、書籍な

どの槌色劣化を防ぎます。

- ぉ問合せ ・カタ ログの ご請 求は

5  . プライバシーの保護

りレミクー J l，./' を貼ると、日中は外から室内の

様子が見えません。 そのため 日中 はブライ ン ド

やカーテンが不用となります。

6  . 納入実績随一

施工は 10余年の実績をもっ、東洋メタライ ジン

グ認定の施工 ・版売特約屈が、責任をも ってお

引受けいたします 。

7  . 経済的

べつに手軽に貼れるセ ッ トもあります。

( 日曜 大 工用 セ ッ ト)

ー" ミタ - I l . 1  - ，1，. : ター" 6 圃

F  B  -15 I  F B  35 I  ti 舗 6・
・ 1 " ' ，" "  I . ... . _ . .  . .，，_.. "  M < 唄 似

'一 1  . '  Ｑ 験似 ｉｔ ラスｲｴＭ，Ｎ，ｾ J t ラヌ

6 輔 腕 似 ITラス ' 6 u 明
1'( fI"'7.:t I  " _ . _ . .  ff ラ" プルー?

認可

16 32 81! 

75 

"  
11 26 77 

12 且

"" 

n  ｾ ｦ ｴ ・ ｉ 0 ，25 I  U，12  I  ｯＮｾ＠

位 入 受 典 後 1 ，柑 1  244 1  . . 2 

kc&l - hr ' m ＮｾＮＮ＠ ＮＮ ｾｾ＠

内ム ｴ ，ｮｴＧｬｩｉＺ ｨｲＮｾ ｴ ｬｬ 山 Ｑ I  5 田 I 5 脚

数値" 1 ' 町値でみ て 喝合 によ勺てはヲ＼Ｂム ｾｷＺ Ｑ の ＱＱＱ ＱＮＧ が Ｑ＾ ＢＱ す Ｎ
嬢 ASI I RAE ff イ ド プ タ 1拓 5ft'Ol ｬｦ｜ Ｑ Ｙ Ｑ＼Ｎｾ＠

田 42 

85 '15 

77 31 

⑩ 東洋メタライジング株式会社

本 社

大 阪 営 業 所

工 場

東京都 千代 田区神田錦町| ー7- 3 (錦町| 丁目ビ ル) 干 10 1 f i 03- 294- 35 1  1代

大阪市 西区江戸堀 1- 2 - 2 ( 大同 生命肥後橋 ビル) 干550 f i 06- 445一7140代

静岡県三島市長伏字宮脇 干411 宮 0559 一77 ー 1410
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煙 突 材 料 ( ゾ ノ ト ラ イ ト 系 珪 酸 カ ル シ ウ ム )

、、，

九 ｊｾｲｾｾｾ 突の地」 二

回 優 れ た 商 品 性 能

- 耐 久 性 は 風 速40円 少 で 主 期 間 使 用 し て 異 常 あ り ま せ ん 0

・ 耐 熱 温 度 は 最 高 l ，OOOoC ま- ( .. 使 用 で き ま す。

・耐薬品性、耐水性に優れ、 E 硫 酸 ガ ス 等 の 心 配 は あ り ま せ ん 0

・ 結 晶 は 中 空 構 造 で す か ら 断 熱 性 は 抜 群 で す 。

[ 2 J 優れた施工性能

A酌 ')j li1ビ J レの角引健突の施工

- 比重 0. 4の軽さ ・ ノ コ ギ り で も 加 工 O K ・ 硬 く 厚 み が あ る の で 縦 積 が 簡 単

・ 施 工 も 早 〈 経 済 的

[ 3 J 公害のない商品

- 諸 外 国 で は 石 綿 使 用 の 制 限 が 非 常 に 厳 し く 、 使 用 禁 止 の と こ ろ も あ り ま す が 、 ハ イ ス タ ッ ク は 、

石 綿 を 使 わ な い ノ ー ア ス ベ ス ト で 無 公 害 で す。

③フジモリ産業株式会社
本 社 干105 東京都港区東新橋 1 - 2 ー 17( 第12中央ビル) TEL 03- 574- 0511 建材事業部

大 阪 営 業 所 干541 大阪市東区博労町 2 - 41 ( 中博ビル) TEL 06- 271- 4131附 建材事業部

名古屋営業所 干450 名古屋市中村区上笹島町24 ( ナカモピル) TEL 052- 571- 8231 

九 州 営 業 所 〒810 福岡市中央区天神 3 ー 16- 21 ( 中村家第 1 ビル) TEL 092- 77- 9421俄)

仙 台 営 業 所 〒980 仙台市本町 1 一 12 ー 12 ( D I  K 文京ビル) ｔｅｌＰＷＲＲＭＶＳＭＱＵＹＱｾ＠ 2  

この広告についてのお問い合わせは上記までご連絡下さい。
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ブ ロンズの押出錫とパネルで

組み立て( シ一グラ ムピル)

62 建築と 社会/ 19ω 年 2 月号

建 築 設 計 と 建 築 金 物 の あ り か た

辻 野 純 徳

石 と は 違 っ た 性 質 を も っ 物 質 金 属 を 人 聞 が 知 っ た の は 、 紀 元 前4000年 頃 と い わ れ 、金 や 銅 の 装 身 具 な ど

の加工品はシュメールの泣湖、( 紀元前 2700) か ら 発 見 さ れ て い る 。 鉄 が 怨Hた に 用 い ら れ た の は ギ リ シ ャ 神

殿の概や留め金具に、それよりも前、紀元首) j 4 世 紀 に 建 造 さ れ た イ ン ド 、 テ リー の 回 教 寺 院 の 性 に 現 存 す

るという 。 し か し 建 築 金 物 と 呼 べ る ほ ど 使 用 さ れ だ し た の は 、 ベ ッセ 7 ー の 転 炉 ( 1856 ) 以後であろう 。

建築金物とは、 Met al (I ron )  Wor k s  ( 製 作 金 物 ) から HardwR! " ε( 建 具 金 物 ) ま で 広 い 領 域 を も っ 。 金 属

がt ' t重 な 存 在 で あ っ た 頃 、 欧 米 で も 特 殊 な 構 造 部 品 の ほ か は 、 l元や丁番 ・錠前なと。主要な音1¥分 に 用 い ら れ

た し 、 わ が 国 で も 錠 前 や 丁 番 ・引 手 な ど 高 度 機 能 性 を 求 め た 建 具 金 物 と し て 、 オ 色 兼 備 に 扱 わ れ て き た 。

し か し 西 欧 に お け る 産 業 革 命 と 、 前 述 の 製 鉄 技 術 の 革 新 に よ り 、 そ れ ま で の 鋳 鉄 や 錬 鉄 の 柱 や 梁 ( たとえ

ば パ リ ー の 中 央 市 場 や ロ ン ド ン の 水 晶 宮 ) か ら 、 19世紀末にはバリ↑ 専の三 絞 式 ア ー チ や エ ッフ ェ ル 賂 な ど

構 造 材 と し て 、 つ い で 生 産 量 の 飛 躍 的 に 向 上 し た ア メ リ カ で は 、 構 造 か ら 解 放 さ れ た 広 い 開 口 を も っ 、 い

わゆるシカゴ派の高層建築の構造材としての鉄鋼の柱 ・梁 が 用 い ら れ 、 か つ て の 鋳 鉄 は そ の 素 性 を 生 か し 複 雑

な 型 を 繰 り 返 し 生 産 で き る ス パ ン ド レ ル へ と 、 機 能 を 分 け て 用 い ら れ て き た 。 こ れ は 近 年 に お け る ア ル キ

ャ ス ト の ス パ ン ド レ ル に リ パ イ パ j しされた 。

わ が 国 で の 建 築 金 物 の 現 在 は 、 わ が 国 の 産 業 革 命 、 幕 末 か ら 明 治 維 新 に は じ ま る 。 と く に 律 具 金 物 は ほ

と ん ど 輸 入 に た よ っ て い た が 、 国 会 議 事 堂 の 建 設 を 機 に 、 ヴ ォ ー リ ズ 氏 の 奨 め も あ って 国 産 化 と 脱 倣 の H寺

代 が は じ ま った。 20年 ほ ど 前 、 ホ テ ル の 設 計 に あ た って 、 エ ー ル や コ ル ビ ンな ど の ホ テ ル ロ ッ ク( Heavy 

Dut y ) と、 自 の 前 で ピ ッキ ン グ さ れ る 国 産 ロ ッ ク と の 性 能 の 追 い に 縫 い た こ と も あ ったが、そのような H寺

代 も 経 て 、 今 日 で は 国 産 ロ ッ ク も 高 い 性 能 を も つ よ う に な った。 し か し 使 用 者 の ニ ー ド に 応 え る き め の 利l

か さ に お い て は 、 な お 西 欧 に 劣 る よ う に 思 え る 。 た と え は ¥ ラ ッチ ボ ル ト の 音 は 扉 の 閉 鎖 を 碓 か め る 安 心

感 に つ な が る が 、 音 を き ら う 場 所 で は 、 そ れ に 代 わ る 、音 を 和 ら げ 風 圧 等 に よ る 開 放 を 防 ぐ 装 置 が 必 要 で

ある 。 デ イ ク テ ー タ と 呼 ぶ 金 物 が 病 室 用 と し て 紹 介 さ れ た の は 20年 も 前 ( 学会、騒音防止設言十 ) 、欧州、| で数

多くの笑例をみてわが国に輸入使用したのは、 7 年前にすぎず、近年や っ と 某 社 カ タ ロ ク に 輸 入 品 と し て 峨 せ

ら れ る に 到 った。 し か し 一 方 で は 、 ホ テ ル ロ ンクシステム、防犯・ IW災 シ ス テ ム 等 、 時 代 の 流 れ を 先 取 り

し た 一 連 の シ ス テ ム 方 式 を う ち だ し 、 そ の 合 目 的 性 を う た って い る ほ か 、 流 行 と 好 み の あ る ノ ブ 等 の デ ザ

イ ン や 、 新 た な 装 備 を 加 え 、 複 雑 に し て し 、 〈 機 構 な ど を つ ぎ つ ぎ に 生 み 、 設 計 側 も ひ き ず ら れ る 魅 力 を 加

えてくる 。

釘かく し金物

( 唐招提寺金堂)

月字形引手 ( 穫灘宮)

朝鮮箪司の金物

四季手福引手( 桂厳宮)

( さ くらと藤)

和錠

箪司引手( 蛭手)

箪司引手( 蕨手) ディクテーターセ ット

( 玉野市民病院)



そ の 他 の 製 作 金 物 ( Met al wor k s ) 、 たとえば外装ノ マネ ル 、 商 格 子 、 手 摺 、 ノ ン ス リ ップ な ど で は 、 機

能 や デ ザ イ ン を 低 く お さ え て も 施 工 の 容 易 さ を ロ ー コ ス ト に か ら ま せ 、 レ デ ィ メ ー ド や 貼 付 な ど の 簡 易 工

法 に お き か え る 傾 向 が 多 く み ら れ る 。 そ れ に 装 飾 的 な 要 素 が 加 わ る と 、 型 と 製 作 方 法 の 矛 盾 が 著 し く 表 に

出てくる 。

建 物 内 外 に あ って 意 匠 的 に も 機 能 的 に も 目 に 見 え 手 に 触 れ る 機 会 の 多 い 設 備 的 金 物 ( 空 調 l吹出 口 、 衛 生

金 具 、 ス プ リ ン ク ラ ・ヘ ッ ド 、 非 常 口 誘 導 灯 な ど ) も 、 建 築 金 物 に と り こ ん だ 配 慮 が 必 要 で あ る 。機 能 本

位 に つ く ら れ た ア ノ ニ マ ス な デ ザ イ ン の 中 に は 意外 にも良いものも見出せるが、 こと見せ る た め の 装 飾 的

デザイ ンが 加 わ る と 、 誘 導 灯 ( こ れ は 醜 い か ら 目 立 つ の か も し れ な い が ) の ご と く た ち ま ち 崩 れ て し ま う 。

衛 生 器 具 に 付 属 す る 金 物 で も 、 建 具 金 物 と 同 じ く 意 外 と 機 能 を 満 足 さ せ て い な し 、 。 た と え ば 欧 米 の 手 洗 水

徐 に み ら れ る 足 操 作 に よ り 意 の ま ま 湯 水 量 と 槌 皮 を 調 整 で き る ミ キ シ ン グ は 、 わ が 国 で は 使 い 方 に よ って

は 不 便 な 自 動 サ ー モ 付 き を 強 制 さ れ て し ま う 。

そ れ は 生 産 の 合 理化 を 理 由 に 機 能 的 な 選 択 幅 を 狭 く し 、流 行 を つ く り 出 す と 同 じ よ う に 好 み と 価 俗 差 で

選 ば せ る 販 売 作 戦 に あ る 。球 出 ・チユリ ッフ。型 ・角 型 等 の ノ ブ 、 金 属 ・ ア ク リ ル 等 の ハ ン ド ル 等 々 、 時 に

は 建 築 金 物 の 歴 史 が 機能 にあ った こ と を 忘 れ た 新 製 品0 0調 が一-

パッ カ ー ド の 著 書 、 浪 費 を つ く り 出 す 人 々 砂( 昭 和36年 タ イ ヤ モ ン ド社干1]) に は 、 当 時 の ア メ リ カ で 高 度

成長期の発展と繁栄を維持する ｬｪ 攻略として、 「 も っ と買わせ、早〈姶てさせる」、すなわち浪 Ｑｾ 惟を確立す

る三 点 を あ げ て い る 。

l  機 能 の 廃 物 化・… ー計 画 的 な 高 機 能 化 を 附 加 す る 新 商 品 の 開 発 と モ デ ル チ ェ ン ジ

2  ，野1質 の 廃 物 化 ・・・ ・ロ ー コ ス ト イ じ の た め の 使 い 捨 て で き る 製 品 的 好 命 と 流 行 を 理 由 と す る ラ イ フ の短 縮

3  欲 望 の 廃 物 化・ー・・・ 流 行 に よ る 心 理 的 廃 物 化 と モ デ ル チ ェ ンジ

こ れ ら の li攻 略 で 、 生 活 の 法 制 に も 快 楽 主 義 が 深 〈 根 ざ す よ う に な り 、 文 化 的 資 産 と し て の 替 相 は な い も

の の 、 供 給 が つ づ く か ぎ り の 需 要 は 、 生 み 出 し 繁 栄 が 続 け ら れ る 、 と し て い る 。

こ れ は 建 築 金 物 に も よ せ ら れ た 終 告 と う け と ってよし、 。

近 年 、 建 築 に お け る 使 い 捨 て 的 々 え は よ う や く 反 省 さ れ て き た も の の 、 な お 局 部 的 高 度 成 長( 商 業 主 義 )

とイ ンフ レ 化 の 傾 向 、 そ し て 官 公 庁 等 伯 却 を 必 要 と し な い 建 て 恰 て 可 能 な 建 築 の 存 在 ゆ え か 、 欧 米 諸 国 に

くら べ 未 だ し の 感 が 深 い 。 そ し て 今 な お 建 築 物 の 耐 用 年 限 が 物 理 的 で な く 、 経 済 性 と 機 能 性 で l耐 久 消 貨 財

的 に 結 論 と さ れ る 。 しかし |浪 ら れ た 資 源 の 中 で は 社 会 資 本 に 説 的 で き る 不 動 産 的 存 在 に 近 づ く こ と が 要 求

され てこよう。その 中にあ っ て の 建 築 金 物 も 使 用 す る立 場 で の機 能 的 ニ ード、見せ か け の ロ ー コ ス トに 惑 わ

されない合理的製品( 工法) 、そしてその上での永続性のあるデザインなど才色兼備にもどる必要がある。

そ う い う 意 味 で そ れ ぞ れ の 機 能 の 原 則 に も ど り 、 シ ス テ ム で も 個 々 で も 生 き 残 れ る 金 物 ら し い 金 物 で あ り

た い も の fご。

( 揖I辺処築事務所)

手摺( カサ ・ミラ)
面格子( 関西大学)

テントの吊り金物 ( E X P O' 67 ドイツ鎗) ミキシング水栓( アメリカ)

アルキ ャスト( 千代図生命)
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も一兆 円産業庁 へ の注 文

一 般 に い わ れ る 建 築 金 物 と は 、 か な り 広 範 囲 な も の を さ す が 、 と り わ け デ ザ イ ン 的 要 素 を 含 ん だ 金 物 を

と り あ げ て み る と 、 建 具 金 物 が 主 体 と な る 。 こ れ ら は わ が 国 に お い て 、 約 8 ，000億円から 1 兆 2 ，000億 円

( 年間) の生産高と推定される 。

建築金物も長い歴史をたどり、今日まで進歩発展を続けてきたが、 11企近にいたっては、いきつくところ

まできたという感じがする 。 機 能 的 に も テ ザ イ ン 的 に も 完 全 て ¥ し か も 十 分 に 役 割 を 果 た し て い る と い え

る。 し か し こ の ご ろ の 要 求 は 、 こ れ ま で の 建 築 金 物 の 役 割 に と ど ま ら ず 、 も っ と広い範囲の役告IJ を要求さ

れる傾向にある 。

社会が安定成長期に入り、高福祉化への道を歩み始めている社会状勢を背景にして、それらに| 刻辿する

金 物 が 注 目 を あ び て き た の も そ の 現 れ だ。 ど れ に も 共 通 し て い え る こ と は 、 機 能 主 体 の も の か ら デ ザ イ ン

重視のものへと移行しており、今後はさらにその両方を備えた金物ヵ、要求されるであろう 。具体的には、

全く画期的な前新製品Ｇであり、ｾｾ沢指向の金物ヵ 、 、それにあたる 。 もう 一 つはこれまであまり治目され

なか った 場 所( 病 院 、 身 障 者 焔 設 ， 老 人 施 設 等 ) 、いわゆる福祉関i i l i . 施設に使用される特殊金物等があげら

れる 。 絞 雑 な 社 会 を 反 映 し て 複 合 的 要 求 が 多 く な り 、 こ れ ら の 百三文 H を こ な し て い く こ と が 、 今 後 の 建

築 金 物 業 界 の 課 題 と い え よ う 。

こ の よ う に あ ら ゆ る 意 味 で 、 密 度 の 高 い 要 望 が 高 ま って く れ ば 、 設 計 士 、 メ ー カ 一 、 建 築 除l述 業 者 な ど

の 協 力 体 制 の 強 化 が 必 要 と な る 。 設 計 士 は 自 分 だ け の 立 場 で 考 え た 目 新 し い 物 だ け に 若 11艮注目するやり方

を 、 メ ー カ ー は 安 く 大111生 産 す る 方 法 に 固 執 し た り 、 流 通 業 者 は 利 益 の み を 追 求 す る 姿 勢 を 表 に 出 す 、 と

い った 惑 い 商 を 改 め 、 建 築 業 界 のー 貝 と し て の 責 任 と 自 負 を 自 党 す る こ と に よ り 、 建 築 金 物 の も つ ほ ん と

うのな l床 を 正 し く 理 解 す る こ と が で き る も の と 確 信 す る 。

関 係 者 の 協 力 、 協 調 が 、 結 果 と し て ユ ー ザ ー へ の 良 き ア ド バ イ ザ ー と な れ ば 、 社 会 的 に も 高 い 信 組 を 符

る こ と と な り 、 ひ い て は 近 代 建 築 業 界 の 進 展 に も つ な が る も の と J ラえる 。

設 計 士 は ホ 媒 酌 人P

仲 人 はイ1: 1]人でも初婚のややh人。ばかりである 。建 築 金 物

そ し て そ の 建 物 と 迩 命 を と も に す る の で あ る 。 当 然 、金 物 が

さないから、金物が主人となろう 。

な け れ ば 建 物 と し て の 役 目 を 来 た



11企近の挫築金物は、，建物の iJ' 命と l百] じくらいの l耐 久 力 を も つ よ う に 設 計 さ れ て い る 。 またそれくらい h

命 が な け れ ば 、 使 用 さ れ な い で あ ろ う 。 技 術 の 進 歩 に よ り 金 物 の な か に は 消耗品的なものがほとんどなく

なった といえる 。 その結来、住ぎた金物を々える場合 、新 築 の 建 物 が 対 象 に な る 。 これがホ初婚ゅ の.!l l i由で

ある 。

仲 人が嫁を選んだり、 k討をよよつけるのにおのおのの人に合 ったヰ11手 を 決 め る よ う に 、 建 築 金 物 も お の お

の使用する場所、使用するト ｬ 的、ィ Ｎｾ t)= ｾ布、に令わせて 、い ちばん通した金物を選ぶことが大 切である 。

仲人の才覚が、 * 二人砂の将来を決めるグ

不景気になるほども売れる P 金 物

あ る こ 人 の 社 長 の 会 話

A 社 長 『不 景 気 に な り 、 こ の 先 が 心 配 で す な あ / J  

B 社 長 『私 ど も は 不 対 抗 に な る ほ ど 汗 ん で ま す わ I j  

A i:土長 p グ j

もちろん、このあとすぐ半11 ったことだが、 B 社 長 は l，;;r- イ' ' " 保障会祉の社長であ った。不 公 公 に な れ はー、社 会

不安がつのり、1 t 主初はt r - ｨｬｩＮＩ や配送センターのような人の常時いない場所をねら っ た集 ｼ 可 ＱＧ［ｲｴ Ｇｩ ＵｾＮＩ ゃ、窃 ｩ 従団の

ような 4ωl ' が航 行 す る よ う に な る 。 そのが; 栄、それらの集団から frJ
r

ll の 商 品 を守るために、 l，ii T- 1lIHが必裂と

なるというぷtr . ! l l i である 。

一 般の市民においては、そこまでできないので、外部からの似入を| 幼ぐ、 明守り 砂・の手段 を 必 ず る こ と

になる 。 とりわけ建築金物には、ｼり ｪ 犯の役［ｬ ｦｬ｝ をも っ たものが多し、 。 とくに縫物の ｉ ｾｦ Ｎ ｝ 口百 Ｑ Ｑ は、 外部と被する

挫よ Lの取りイ寸〈場所であり、そこに似品目される建具金物は 、家 庭 の ガ ー ド マ ン と い え る 。不 J六%になり、

そ れ ら の 金 物 の 必 要 性 が2・5ま れ ば 、 必 然 的 に ホ 売れる H 金 物 と 変 身 す る ザ よ を も っ て い る 。 これら代表・的

な令物を数純利介しよう 。

口 守 り を 堅 固 に す る の に 使 用 さ れ る 金 物

挫以ー金物を数刑制使用し、より多くの安全弁を設ける方法がある 。 錠( ロ ッ ク) 装泣を政数ぷ出するやり

万で、税イ1: においては、 情ワンドアーツーロ ッ ク" と し て 常 識 と な り つ つ あ る 。 さらに 用 心 鎖 ( ド ア チ ェ

ーンＩ を併設すればなお似 ｉｊｾ じがある 。 もひとつの方法として 、 より仰Ｚ突な 、 安全性を求める Ｉｪ 法がある 。

シリンダー箱錠( シリンダーケースロック) 、 函付錠Ｈリムロ ッ クＩ 、電気 錠、電子ロ ッ ク等、 ｉＺｾＧｩＧＺ で、外部

か ら の 似 岐 に 対 し て 強 い も の を 使 用 す る 万 法 で あ る 。 また、これらには、彼年mな機構であ って、 j伴錠の困

剣Ａなことが必要段小限の条件となる 。 設計上で簡単にできることとして、外部からの解錠が困慎 ｪｦ ｾ となる 内

聞 き ド ア が 型忽 で あ る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 このごろのロ ッ ク 機 構 を も っ た 建 具 金 物 は 、 絞 製 キ ー

Ｈ合録ｾＩではなかなか聞けるのがむずかしくなってきたが、 外部から の倣壊に対しては 、 まだまだ工夫の余

地がある 。 IW犯の立場ーから怨共金物をみれば 、 ま だ 万 全 と は い え な い 。 こ こ で も 金 物 だ け に そ の 使 命 を か

けずに、主主兵そして建物全体とをトータルて‘ 考えなければならない問題があるともいえる 。

こ れ ら の 金 物 は 、 あ く ま で 外 部 か ら の 仕 入 に 対 し て の 対 策 で あ る が 、 建 物 内 部 に 発 生 す る 災 符 に 対 し て

は 、 逆 の 効 果 、 い わ ゆ る ホ副 作 用 仰があり 、内から脱出するという似点でとらえた: t : pj 令のことも、 ト分 A5-

隠 す る こ と が 大 目j¥になる 。 現 代の と こ ろ 、 そ こ ま で 巧 え ら れ た 金 物 は 非常 に 少 な い の が収 状 である 。 この

ことは、今後の課題といえる 。



ホ使用しない F の が 目 的 の 金 物

社 会 環 境 の 変化 によ り、 万 ー の 場 合 で も 災 害 か ら 建物 や 人 命 を 守 る た め の 設備 が 義 務 づ け ら れ る よ う に

な った。 そ の 役 目 は 金物 によ って 来 た さ れ て い る も の が 多 い 。 こ れ ま で 重 要 文化 財 とか 、病院、 劇 場 と い

った人 の多く集まる特定の; 場所に |浪られていたものが、 個 人一 般 の 建物 に も 義 務 つ、け ら れ る よ う に な って

きた 。

最 近 、 非 常H寺 に お い て 非 常 口 へ の 誘 導 案 内 を 信 じ て 行動 し た 結 果 、 逆 に 非常 出 口 附近 で 多 く の 犠 牲 者 を

出す こ と が 多 い 。 い ず れ も 非 常 用 装 置 が 正常 に作 動 し な か ったのが原因であり 、 最 も悲惨な結果をまねく 。

と く に 築 固 め 人 間 が パ ニ γ ク 状 態 の 中 で お こ す 行 動 に は 、 普 通H寺では予 iJIIJ で き な い 群 集心 理 が働 く。 そ れ

が さ ら に 犠 牲 を 大 き く す る も の だ。 こ の よ う な 内部 で 発 生 す る 災 害 を 防 ぐ の は 人 間 で あ る が 、 万一 発 生 し

た 場 合 で も 災 害 を 最 小 限 に く い と め る 役 将IJ の一 部 分 を 建 築 金物 が 来 た し て い る 。

発生した火災を ｩｩｾ 小 限にくいとめるための、 スプリンクラー はその代表 的 な装置であり、 熱感知器、煙

感 知 器 も含め一 般 的 と な って い る。建物の内百Ijに い た 人 li¥:Jが 速 く 安 全 な 場 所 へ 移 動 す る た め に 非 常 出 口 扉

が 設け られていても 、 そ の 扉 が す 速 く 、 だ れ に で も 聞 け ら れ な く て は 役 に た た な い 。 たとえ H音い場所であ

って も 体 の一 部 分 が 触 れ れ は約三動し、 IJ f. J <  } ' j 式を保 って い る ハ ン ドルに、 パ ニ ッ ク ハ ン ド ル がある 。 1屯 気

的 信 号 で 出 口 j弄を解錠する ア ラ ー ム ロ ッ ク 、 排 煙 窓や 排 煙 口 を 自 動 的 に 聞 け る 排 煙 錠 も あ り 、 さ ら に 災 害

発 生 と 岡 崎 に 自 動 閉 鎖 す る 防 火 扉 、 防 煙 シ ャ ッ タ ー などがある 。 い ず れ も 被害 を 最 小 限 に く い と め る た め

の 緊 急 処 世 を 講 ず る 金 物 で あ る 。

このよ うな 金 物 は 、普 段 使 用 す る の が 目 的 で な く 、 非 常:I l 奇のみに使用する目的のものであり、できるこ

と な ら ば ホ使 用 し な い H ほ う が 良 い の で あ る 。 したが って 非常 時 に は 碓 笑 に 作 動 す る こ と が 使 命 と な る 。

人 命 に か か わ る た め 、 信 頼 度 の 高 い も の を iiSJ ぐとともに、 常 日 頃 の 点 検 が 重 要 な 要 素 と な る 。建 物 の 設 計

に お い て は 、 非 常 時 に お い て も 安 全 か ど う か が 重 要 な ポ イ ン トである 。怨 物 を 設 計 す る ;場 合 は 、 そ こ に

可吏用しない砂目的の金物において、 1- 分 の 配 慮 が 婆 求 さ れ る 。 こ れ は 設 計 す る 者 の 社 会 的 責 任 と も い え る 。

スプリンクラーは建築金物. ノ?

生 活 機 式 の 複 雑化 に 伴 い 、 建 築 様 式 に も 変化 が 見 ら れ る 。今 日 、 建 築 金 物 に は 高 度 の 技 術 を 必 要 と す る

ものや、い ろ い ろ な 要 求 を と り 入 れ た も の 、 そ し て 社 会 的制 約をt J . わされたものなどが地えてきている 。

加 え て 経 済 的 、村 神 的余 裕 からくる、、遊びかの要素も多分にと り入 れ な が ら 、 し か も 全 体 と の 制和Iを与え

な け れ ば な ら な い 。 こ の 桜維 な要望を無理なくとり入れていくためには、主主主際金物 と; 建物 全 体 と を ト ー タ

ル的にバ号えることが条件となる 。

室 内 装 飾 金 物 ( イ ン テ リ ア 金 物 ) に は 、 こ の 考 え 方 が 反 透 し て き て い る 。 一般の人の関心も高まり、 カ

ー テ ン レ ー ルや 洗 面 器 具 金 物 、水 道 器 具 、台 所 用 金 物 におよ ぶ す べ て の 金 物 も 、 デ ザ イ ン 、 色 彩 等 に ト ー

タ ル テサ Ｒ イ ン されたものが求められるよ う にな っ てきた 。 も っ と ｊ ｉ ｾ 雌させて ａ 管えると、 天 井に取り付ける

ス フ リ ン ク ラ ー の 金 具や 点 検 口 ( ハ ッチ ) 金 物 、天 井 換 気 口 金 物 、天 井 照 明 ル ー パ ー などの金物でさえ、

シ ャ ンデ リ アとともに 、 部屋全体との制 手 ＱＱ を々える べ きである 。 そのな ｬ 床で、今後はこれらの金 物 ｉ ｾ ｉ 休に

装 飾性 を も った も の が 求 め ら れ る よ う に な る で あ ろ う 。

ン ク ラ ー も装飾 的 な 建 築 金 物 の一 冊 と巧えられる 。

もはや往築金物は、 単 な る 令 部 品 。 で は な く な っ た と

こ こ に 至 って、 スプリ

識 すべ きだ。



金物のもブランド指定品 P の 使 用 率 は4 5 %

時 々 見 う け ら れ る こ と と し て 、 せ っかくの設計指定ブランドの金物が、 lbl 後 の 方 で 変 わ ってしまうこと

がある 。 ブ ラ ン ド は 同 じ で あ っても、、品質仰の落ちる金物に変わることも多い 。 こ れ ら は 、 一 見 し て 機 能 的

にも外観上も変わらないので目立たないが、使っているうちに l耐久性という点で、大きな逃いがあらわれる 。

設 計 士 が 厳 選 し て 指 定 し た やブ ラ ン ド 仰 の 金 物 が 、 実 際 に 使 用 さ れ る ま で に は 、 い ろ い ろ な 過 粧 が あ る 。

建 築 過 脱 の 故 後 の 部 分 で 決 ま る 念 物 は 、 予 算 が 少 な く な って か ら の ケ ー ス が 多 い 。 その H寺点で、処築|共i係

業 者 の;立i I lJ で 柄 指 定 ブ ラ ン ド H と ち が う も の や 、 ラ ン ク の 下 の も の が 使 用 さ れ る と 推 illlJ できる 。

LjI 後半ともなると、工事の実行予算が縮少してくるので、やむを得ない; 場合もある 。 いずれにしても

"  100万 円 の 建 具 に は 、 そ れ に 令 った金物がある H はずである 。 そ れ に 最 も 適 し た 金 物 を 使 用 す る こ と が

型先日である 。予 算 組 み の 段 階 か ら ブ ラ ン ド 指 定 を す る 必 要 が あ る と 同 時 に 、 指 定 を 行 った 場 合 は 、 完 成 時

に 再 臨 認 す る こ と も 大 事 な こ と と み え ら れ る 。

一般的にいえることとして、建築業にたずさわる人々の、建築金物に対する| 英! 心j支が ll i : い、といっとこ

ろ に 原 因 が あ る と も 考 え ら れ る 。 設 計 士 も 含 め た 、 建 築 業 界 全 体 で 、 建 築 金 物 に つ い て の 関 心 度 を 高 め る

必 要 が あ る も の と 痛 切 に 感 ず る 。

一級 予 算には特級品を

建築物にもいろいろあり、高層建築から一般住宅までと範囲が広し、 。 そ こ に 使 用 さ れ る 建 築 金 物 に お い

て も 、 絡 調 た か い 高 級 ホ テ ル の よ う に 、 高 級 度 を 必 要 と す る 場 所 や 、 モ ー テ ル 、 レ ス ト ラ ン の よ う に あ ま

り 品 位 を 必 要 と せ ず 、 環 境 の 変 化 を 主 に 求 め る 場 合 が あ る よ う に 、 お の お の の の 目 的 に 応 じ た 、 職 業 に 合

った金物を要求しているのである 。 さらに金物には実用本位のもの、装飾| 生の主体のもの、安全性を求め

たもの、耐久性を重視したもの、| 切犯用の金物とい っ た役割によ って 、 使 用 す る 場 所 を 選 択 す る こ と が 霊

袋である 。 もちろんこれらの役将 ｉｊ を全部兼ねたものがあれば、つまり美しくて丈夫でよく働くものが珪ｾたｻ

である 。 しかし、おのおの松低| 恨の使命をも、持 っている 。 金 物 を 選 ぶ 場 合 、 こ の 最 低 の 使 命 を 、 守 る こ

とが大ギな要素となる 。 こ の こ と が 、 選 ぶ 側 の 常 識 と な る 。

号 いかえれば、 * 一 級 の 建 物 に は一 級の予算。が計上されており 、金物も 一 級品を使用している 。 この

の 吋t 識 。 を 守 る こ と が 、 建 築 業 界 の 社 会 的 地 位 と 、 信 用 を 守 る こ と に な る も の と 雌 信 す る 。

ホ時F の 要 求 す る 金 物

ロ サ ッシ ュ 金 物

過去における木造建築全Ａｻｊｾ時代の、代表的建具金物であ っ た、 戸車 、 引取用レール 、 ネジ締錠 、 パネ式

自由蝶番 、 ラ ッチ 、掛 金 、南 京 錠 、とい った金物が、 金 属 製 建 具の 普 及 に よ り 、 使 用 さ れ る こ と が 少 な く

な ってきた 。建 物 も 木 造 か ら 欽 )Jj i お よ び 鉄 骨 構 造 へ と 変 わ って き た こ と に よ り 、 建 具 金 物 も こ れ ら に 倖 わ

って、 ク レ セ ン ト カ ム ラ ッチ 等 の金 属 サ ッ シ ユ 金 物 が 使 用 さ れ る よ う に な っ た。

ロ スベリ止メ金物( ノンスリ ップ)

階 段 の ス ベ リ 止 メ 金 物 に お い て も 、 木 造 建 築 で は 、 純 粋 に 危 険 防 止 の ス ベ リ 止 メ 金 物 で あ ったものが、

H寺代の推移とともに、建築柿造も変わり、たんなる ス ベ リ 止 メ 金 物の 役 目 だ け で は な く 、 階 段 の 角 を 保 殺

す る 役 目 ゃ 、 カ ラ ー ゴ ム と か 色 彩 泣 か な ビ ニ ー ル を 使 用 し た 、 装 飾 性 の 高 い も の へ と 変 わ っ て き た 。



ロ ドア金物

ド ア 金 物 の な か で 、 も っ と も テ"-tf - 1 ン要素の大きいものは、 ドアハンドル といえよう 。 蝶 番 あ る い は フ

ロ ア ー ヒ ン ジ 、 ピ ポ ッ ト ヒ ン ジ な ど は 、 で き る か ぎ り 、 外か ら 見 え な い 方 が よ い 。 ドアハンドル( ドアノ

ブ) は 見 え な け れ ば 用 を な さ な い 。 そ し て 見 せ る た め の 要 素 を 多 分 に も っ て い て 、し か も 常 時 、 手 で 触 れ

る場所にある 。建 物 の 顔 で あ る ド ア に 使 わ れ る ド ア 金物 の 中 では 、 ドアノ、ンドルのような、機能とデザイ

ン を 主体 と す る も の だ け に 限 定 し 、 今 後 ま だ ま だ 研 究 開 発 の 余 地 を 残 す も の と い え る 。 そ の ほ か に オート

ヒンジ 、新 型 レ バ ー ハ ン ド ル 、旗 蝶 番 な ど も 、 新 型 商 品 の 13日発 が 著 し く 、 根 強 い 需 要 が 見 受 け ら れ る 。 と

くに レ バ ー ハ ン ド ル に お い て は 、 従 来 の 錠 に 改 良 を 加 え 強 力 な ス プ リングを 使 用 す る こ と で 、 こ れ ま で の

問 題 点 と さ れ て い た レ バー の い 垂 れ 下 が り。を解消したことは、注目に値する。

口 今 後 、 需 要 の 高 ま る 金 物

・ ド ア 金 物

ドアチェック一一ー今 後 は す べ て の ド ア に 装 備 さ れ る 方 向 へ 進 む も の と 推 iWJ する。

フロアーヒンジ ー 金属性建具や重いドアの附加にともない、民ｾ番に替わって増えるものと考える 。

ドアハンドル一 一機能性と装飾| 当とぷね1iii! え た も の に 移 行 す る 。 レバー ハ ン ドルやグリ ップノ、ンドルがWI

待mである 。

非 常 用 扉 金 物一 一非常 H与に対する社会的責任と、 一般の人々の認。殺の高似による 。

錠 ( ロ ッ ク ) 一 一絞 矧 な 社 会 '，' ' f対を 反 映して、より l枠 i三な防犯設やI i i の要求が高まる 。

- サ ッシ ュ 金 物

カムラ ッ チＨクレセントＩ 一一一 位物の柿 ｪｩｴ 上、 ｬｾｦｊ 口音 Ｑ ｜ ( 窓 ) が附加している現状と、 イ ン テ リ ア 金 物 とし

ての 比 万 が 泊 ま っ て い る 。 こ れ か ら は 、 装 飾 的 要 素 の 多 い も の に と く に 需 要 が 見 込 ま れ る 。

非 常 用 排 煙 ダ ン パ ー ( 自 動 ダ ン パ ー ) 一一一非 常 時 に 対 す る 認 識 の 変化 によ り、 設 置 す る 場 所 がhrl加 す る 。

・ 天 井 関 連 金 物

点検口金物( 天井ノ、ッチ) ー 一位物に止すする絞雑な要求を受けもつ設備が、ほとんど天井裏に設置され、そ

れ ら の 点 検 が 重 要 に な る 。

換 気 口 金 物一一一室 内 の 空 調 設 備 が 終 い 、 そ の 安 全 弁 と し て 設 備 に 附 ず い し て 必 要 と な る 。

天 弁 照 明 ル ー パ 一一一一天井 に 設 世 さ れ た 配 線 管 、配水省二その他をカバーするために、 化 粧 を 兼 ね た ルー パ

ー の 前 安hnが見込める 。

非 常 換 気 口 金 物 ( 排 煙 口 金 物 ) ( スプリンクラー) 一 一新 築 の 建 物 に は 非 常 用 設 箇 が 義 務 づ け ら れ 、 そ れ に と

もない必要となる 。 一般にも普及すると数主的に大きし、 。

・ イ ン テ リ ア 関 連 金 物 ( 室 内 装 飾 金 物 全 般 )

化 粧 室 金 物一一一生 活 の 洋 風化に ともない、 化 粧室 が7 ・ラ イ ベ ー ト な い こ い の 場 所 に 変 わ る 。 ま た こ れ ま で

人 目 に ふ れ る 場 所 に な か ったものが前面Iに出てくる 。 こ の こ と か ら 、 か な り 装 飾 的 な 金 物 に 期 待 が も て る 。

カ ー テ ン レ ー ル一一ー室 内 を 飾 る と き 、 カ ベ よ り も 開 口 音11を重税する 。 そ の ポ イ ン ト が 窓 と な り 、 カ ー テ ン

も含めてその金物ヵ、凡直される 。や は り デ ザ イ ン 的 要 素 の 多 い も の に |浪られる 。

間 仕 分‘ 切 金 物 ( ポ ー ル ハ ン ガ ー ) ー ー生 活 の 充 実 と 経 済 的 余 裕 か ら 、 建 物 に 対 す る 考 え 方 が 変 わ っ

てきた 。 室 内 を 部屋と してだけでなく、 明住空 間砂として捉える考え 1'j が 広 が り、

そ の 使 い 方 も 多 種 多 彩 と な る こ と に よ り 、 大 道 具 ・小道 具 と し て の 期 待 が も て る 。



- 公 共 建 物 関 連 金 物

フ ロ ア ス タ ン ド 灰 皿 ( 化 粧 ダ ス ト ボ ッ クス) 一 一不 特 定 多 数 の 人 の 集 ま る 場 所 に は 義 務づ け ら れ る よ う に

な る と 同 時 に 、 一 般 の 人 々 の モ ラ ー ル の 向 上 が 、 そ れ を 必 要 と す る 。

ポ ー ル ガ イ ド一一一不 特 定 多 数 の 人 を 、 人 の 手 に よ ら ず ス マ ー 卜 に 案 内 し た り 、 や わ ら か く こ と わ る 。使 い

方によ って は も っ と 多 く の 役 割lを来たす 。

・ エ ク ス テ リ ア 関 連 金 物

門 扉 ( フ ェ ン ス ) ( 窓格子) 一 一建物が変化するのにつれ、 11M!.!. 上 、 外 観 上 、 必 要 矧 と な る 。椛 術 的 余 怖 か ら

は、デザイン的要素の焔し、ものに Jl J I 待がもてる 。

金 が な け れ ば 、 ド ア はも一枚 の 板F

ホ一 枚 の 板H に、 ドアとしての使命をあたえるのが、 ドア金物である 。 版に 蝶 番 を取りやi ける 。 蝶 番は

柱との主主将; の役目と、 |胡|羽機能を板にあたえる 。 これと同じ機能をもつものに、 フ ロ ア ー ヒ ン ジ 、 ピポッ

トヒンジ 、がある 。 さらにドアの| 卦問j を円出に行うための役目を、 ドアハンドル 、 ドアノブ、 が 来 た す 。

い ず れ も ド ア を 開 け る 場 合 に 使 う 金 物 で あ る 。

使用する場所や目的により、ドアの ｉｾｆｬ 聞をｼ剖止する役ド ｬ を、 錠前 Ｈ ロ ッ ク Ｉ がする 。 また、 ｉ Ｉ ｲＮ ｬ けたｼ 、 ァ

を向動的に閉じる機能を来たす令物として、 ドアチェック( ドアクローザー) がある 。 これにスト ップ機

緋のついたものを使用すれば、 ドアは、ある角度でスト γ プ さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

このように や一 枚の板 勿 に生命をあたえるのは、建ｾｾ令物であり、重要な使命を来たしているといえる 。

元来、これらト7ア金物は、木製建よ1 - を対象にして巧えられ、こんにちまで歩んできたものであり、しか

もI:} r. l き戸 ( ス イ ン グ 式 扉) だけにあてはまる 。 われわれの生活に、 I')r. l き戸が、とり入れられて久しいが、

今や' ) 1き戸 ( ス ラ イ ド 式 扉 ) と区別するまでもなく、 、、ドア H と』けは‘ 、14討さ 戸 を指すとい っ てもよし、 。

そのＪ ドア Ｂも最近では、 ｈｉ 氏、デザインとも ｾＮｾｳ になり、しかもＡ￥く ｩｬｬ くなる傾向にある 。 それにと

もな って ド ア 金 物 も 、 そ れ ら に Ifu'! えられる丈夫なも の が ボ め ら れ る よ う に な った。 これまであまりデザイ

ン 的 妥 紫 の 多 い も の を 求 め な か った や金 属 製 鐙 具H も、木製佳子Lと 同 じ 用 途 に 使 用 さ れ る よ う に な ってき

たことも々えあわせると、 ドア金物も、 Ifo.t 久 力 と ド ア に マ ッチしたテザイ ンの もの が 求 め ら れ る 傾 向 が一

層必まるものと宅一えられる 。

*一 枚の板。ヵ、、 ドア と な る た め に は 、 こ れ ま で の 機 能 '1-' 心の々え万でなく、 ドアとドアイ作物がデザイ

ン的にも 、色 彩 的 に も 、 そ し て 建 物 の 府 知 と 用 途 と の l具l ili 、ニnt 的 な こ と な ど 、 多 次 兄 で と ら え た う え で

の調和 l を々えることが大切である 。

すなわち、 金 物 は 県生 き て い る H と い う 感 党 で と ら え な く て は な ら な いH与代がきているのである 。

金 物 の 見 え な い 部 分 に 不 安 が な く な っ た

現代処築における建築金物は、元米西洋から伝承されたものが多し、 。 この忠由から、合物にも拘i ' I 米品出

師 の 傾 向 が 現 有 で も 残 っている 。 たしカか、に外国製の物に良T質空のものの多い H寺l均則U則! はあ つたカがf 、 今 こ の ILy..人点l

はすでに過去のはなしてで匂ある 。 J)Lイ1:の 同 内 産 の 建 築 金 物 は 、 機 能 的 に も テ ザ イ ン 的 に も 、 外 凶 製 よ り 優 れ

たものをも っていると般信する 。

わ が 国 の 建 築 金 物 に は 、 あ ま り 表 だ って 金 物 を 使 用 し な い 伝 統 的 日 本 建 築 様 式 と 、 錠 と か 鎚 と い ったも

且



のを必袋としない社会的、宗教的背拡がある 。 自ｊＧｩ ＷＱ 毛袋持 ｊ ｅ 氾Ａがあるとすれは｜このような歴史的ｾｩＧ ｔ 訟が、

日本の建築金物の進歩発展を少し遅らせたことに起因するものと巧一えられる 。 ひ と つ の 例 を あ げ る と 、 過

去において、 ｭｾ 毛品のごとくすぐ敏行 ｩ して、取り待えを必要とするものが多か っ たことからも証明できる 。

そ れ だ け 建 築 金 物 に 対 す る 認 識 の 低 さ を あ ら わ し て い た と い え る 。

ｬｊ￮ イ ｬ ー では、このようなことは少なくな っ た 。 建物の必ず討がのびて、挫ｾＭＭｩＭも建築金物もそれに迫従した長

い) . j ¥命 の も の が 要 求 さ れ る よ う に な った。 言 い か え れ ば 、 長 持 命 で 良 質 の 金 物 を 必 要 と す る あ ら ゆ る 条 件

が 縫 って き た こ と を あ ら わ す と 同 H寺に、そのような H寺代が到来したことになる 。建 築 金 物 に 対 す る |羽心の

高 ま り と 、 製 造 技 術 の 向 上 、 新 材 料 の 研 究 開 発 等 の 相 関 関 係 か ら 成 っ た も の で も あ る 。

このように求める似IJ の要望と供給する似IJ の 条 件 が ほ ぼ 一 致 し た こ と に よ り 、 外 観 だ け で な く 、 内 容 に お

いても信仰l できる金物ヵ、完成された 。 こ れ ら の こ と か ら ) 現 代 の 挫 築 金 物 に は 比 え な い 部 分 の 不 安 が な く

な った 砂 と い え る 。 こ の こ と は 、 金 物 を 作 る 立 場 の 人 た ち は 戸 を 大 に し て 言 い た い こ と の ひ と つ で あ る 。

建築金物を、決める人、造る人、運ぶ人、使う人

口 * 決める人。に一言

設計を行う場令、ユーザーの要求等により、自分のもつ、あらゆる経験と知識を生かして、、 ｬ ｬ ｾ も適する

金物。を、 "}b(も J虚 し た 場 所 。 に 使 用 す る よ う に 設 計 す る こ と が 任 務 で あ る 。 ま た 、 内 外 の 情 報 や デ ー タ

ー を 収 集 し 、 メ ー カ ー へ の ア ド バ イ ス と し た り 、 処 築 関 述 業 者 の 、 ， 建 築 金 物 の 知 識 向 上 の た め に 使 用 す る

な ど 、 業 界 の レ ベ ル ア ップ の の た め に も 、 民 献 で き る 立 場 に あ る と い え る 。

実際に主主築金物を設計に組み入れてし、〈場合において、閉じものを何度か使用することを刈V だ と 思

えるような場而を、 H寺々目にする 。 設 計 す る た び に 金 物 が 変 わ る 紡 来 と な り 、 目 新 し い も の へ 移 行 す る こ

とになる 。 以 前 良 か った も の が や 古 い も の 。 と し て 扱 わ れ て し ま う よ う に 思 え て な ら な い 。 こ れ が く り か

え さ れ る と 、 新 し い 建 物 に は 新 し い 金 物 や 、 新 し い こ こ ろ み が な さ れ 、 あ る 意 味 で は 笑 験 台 と な っ てしま

う場合も起きる 。 良いものを何度か使用することは、 叫 ド で は な い と 、 忠 う の だ が。

故後に，建築| 期- i ! l i 業者共通の問題でもあるが、工WJ と工事業者の附. i i l i において、設計の段階から、も っ と

細 か い 配I志 を 必 要 と す る 場 合 が 多 い の も 気 に な る 点 で あ る 。

V とめる人 勿 の立場は、範囲も広〈、日し、位置から見なければ、完全に任務を果たせなし、 。 こ こ で も 設

計 か ら 建 物 の 完 成 ま で を 、 ト ー タ ル で 考 え る こ と を 要 求 さ れ る こ と に な る 。

口 * 造る人の砂 責任

製 造 技 術 の仰|究 、 新 材 料 の Jm発から、 i li 場吉川正までを、 明義務伊とするくらいの々えブオを必要とされる 。

そ し て 設 計 上 を は じ め ユ ー ザ ー の 立 rr-'J を紺l か く 吸 収 し 、 製 品 に 反 映 さ せ る こ と が 重 要 な 任 務 で あ る 。 営手IJ

を 目 的 と す る 以 上 は 、 採 算 は 度 外 視 で き な い と し て も 、 H寺には! 交外秘するくらいの気がまえで、 i政低め義

務は梨: たさなければ、メーカーとしての条件には欠けるものと思う 。 た と え 、 技 術 的 に 先 走 り し て 、 良 質

の も の を 造 った と し て も 、 そ れ が 、 今 、 要 求 さ れ て い る も の で な け れ ば 、 あ ま り 意 味 が な く な ってしまう 。

金仏 今 、 求 め ら れ て い る も の を ， 叶吏う人 H の 条 件 で 、 今 、 提 供 す る の が 、 松 も 望 ま し い こ と は 、 言 うまでも

・浬r ない 。 ( 必袈}I止小限の任務を守れ)

口 * 運ぶ人砂の任務

こ れ ま で 、 メ ー カ ー が 1 ヵ所に集中していて、全国広範囲を. ] ' 1 [ 当していることが多い 。 こ の 日 本 の 地 迎

ゴよ
正ニ'"



こ の 点 を 考 え 直 し 、 建 築 金 物 業 界
ホ迅i び や H 的存ギEであ った 点 が 、 見 う け ら れ る 。

的 条 件 に よ り 、 単 な る

のー 貝としての、認識をあらたにしなければならないと思、う 。

多くも って い る こ と を 考 え れ ば、単 な る 、逮捕E業 H であ っては
金物のコ ンサルタントになれる資料を、

メー カー
ならない 。今 後 、 金 物 業 界 も 細 分 化 さ れ 、 専 業 製 造 の 形 態 が 増 え て い く こ と が 予 i位、される現缶、

もっ と 深 い 知 識 を も ち 、 ユ ー ザ ー へ
了直売方式も再検討される時期 の 到 来 を 予 測 で き る 。 いろんな意味で、

これは、、運ぶ人" の責任であり、任務でもある 。
の 最 も 近 い 位 遣 を 十 分 に 活 用 す る こ と が 重 要 で あ る 。

* 使う人砂の見地から
口

これま でに 、い くつ しの 祈製品
多種多彩である 。 ユーザーの無理ともいえる要求が、

使う人の欲求は、

こグ〉よ
また現在においては、ユーサごー自身が、金 物 の こ と に つ い て よ く 知 っている 。

を生み出してきた 。

う な 背 景 に よ り 、 技 術 的 に 高 度 な も の 、飯 合 的 要 素 を も った 金 物 を 、 求 め る 傾 向 が5!I: ｾ、 。 ｬ 時代の推移とと

も に こ れ ら が エ ス カ レ ー ト し て い く も の と 考 え る 。

とはよく経験することである 。今 後 も 、 ユ ー ザ ー の
素 人 の 発 想 に よ る も の が 、 実 は そ の 本 J貨であった、

要求をうまくこなしていくことから、次代の建築金物ヵ、、生まれる可能性は、非常に高い 。

小さな鍵が大きな扉を開く

¥'i jE" の 大 き さ に ~
ど ん な 建 物 で も 、 そ の 入 口 に は j手がつけられる 。 サイズの逃いこそあれ、 j弄につく

またその ‘ 鍵 砂 は 、 建 物 や j弄と比べる
と な る と 、 ほ と ん ど 同 じ 大 き さ で あ る 。

ホ鍵 仰 が大きな建物の| 坊犯
ーきな建物の扉を聞けることができる 。 小 さ な

ましてや ホ鍵。

ごく小さいものであるが、

差 は な い 。

と、

の役目も来たしていることに代表されるように、建築金物は、 小 さくてあまり目立たないが、丞要な役Ｇ，ｾ ｉｪ

を ｩｾｾ じているのである 。

より F与し J 附 加 価 値。を 求 め ら れ る よ う に な っ た今日、 'R圭視すること
社会が複雑になるにつれ、金物に、

こ れ ま で の ホ金具砂 という観念からくる ホ部分品砂 というイメー ジ を、完全になく
は も は や 許 さ れ な い 。

また、金物が目立つ場所に使われることが増えてきたことも々えあわせ、
す こ と を 考 え な く て は な ら な い 。

*表面 に あ ら わ れ る 完 成 資 材H という! 岳、党でとらえなくてはならない時期だと考える 。

ま た 過 去 に は あ ま り み ら れ な か っ た 、金 物 の ホライフサイク) t ，. . " の 短 縮 化 と い う 現 象 も 起 き て い る こ と

と い う こ と が 、 困 難 と な り つ つ あ る 。今 、求 め ら れ て い る も の を 、 現 代 、 必 要 と
か ら 、 先 見 性 ( 先取り )

。時取り。 が 重 要 と な る も の と 考 え る 。とし、 っ Tこ、しているものを、

ひ と つ ひ と つ の小
われわれ、建築金物に関連する建築業界の、

このような、時代的背最をみてくると、

を来たすことになる 。
さな努力( 小さな鍵) が、 社 会 へ の貢 献 ( 大きな扉を聞く)

全命
重要な ホカギ 砂 とな

を 、 基 幹 と し て 考 え て い く こ と が 、この謀せられたホ使命観。
われわれにと って 、
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- 建 築 金 物 ア ン ケ ー ト / 設 計 者 よ り の 意 見

良き金物の普及を願う

柳 i K 也

あ る 日 の 国 鉄 駅 の ト イ レ で 、 大 使 所 の ブ ー ス の 中 か ら 「あ

か な い / あ か な い ，J の声、どんどんと鉄の扉を叩く音、

近 く で 州 |徐中のオノミサンの「中へづ い、て下さいよ 。 お う ち

の使f i ) j - と勝手がちがうのよ」との応答て¥子供述れの 中年

女 性 が ほ っ と し た 表 情 で 出 てきた 。

別 の 目 、 怖 回 の 私 鉄 タ ー ミ ナ ル て ¥ 大 便 所 ブ ー ス が こ わ

れ て い る の を み た 。 ス ク リ ー ン は テ ラ ゾ ー ブ ロ ッ ク製で、

ラ ッチ の ス ト ラ イ ク 兼 戸 当 た り は 氏 ま れ た の か あ る い は ボ

ー ル ト が 緩 ん で は ず れ た の か 脱 落 し て お り 、 フ ラ ンシュ l弄

が 吊 り 込 ま れ て い た ご く 標 準 的 な 丁 番 の ボ ー ル ト 穴 の 部 分

で テ ラ ソ ー ブ ロ ック は 欠 け 落 ち て い た 。保 守 係 ら し き 人 は

わやからむりやり押しょ った ん で っ しゃろなあ J とl嘆く 。

戸 当 た り の な い ま ま で 内 聞 き の 扉 を 中 か ら 丙L"¥. 止に抑してこ

わしたものらしし、 。 多分このスクリ ー ンはそ っ くり取り答

え ざ る を え な い も の と 思 う 。

いずれも公共的な場所で、きわめて ｾ［Ｑｻ ｩＡ悼の仕様にもかか

わらず起こ ったアクシデントであり、 l弄 や 金 物 の あ り 方 を

よ く 物 語 っている 。 普 か ら 引 き 戸 の 形 式 を 多 用 す る 習 慣 の

日 本 で は 、 建 具 金 物 と い え ば 戸 卓 と レ ー ル と 捻 子 締 ま り ぐ

らいで' iP. JE りた 。 生 活 の 洋 風 化 に 伴 い |井! き扉も普及してき

たが、ロ γ クコ ン トロール似ｉｪに Ｑｾ ｦＮ ｊ くという基本が守られず

に一 般 化 し て 、 正 し い 聞 き 扉 の 作 法 が 定 着 し て い な い 。 扉

の は た ら き は そ れ に よ く 合 った金物によ っ て 生 か さ れ る こ

と は い う ま で も な い 。 誰 で も 容 易 に 操 作 が で き て 誤 り や 強

す ぎ る 力 に も l耐 え る こ と 、 婦 人 や一子 供 の 手 を も や さ し く 受

け と め 怪 我 を す る こ と の な い 人 間 的 な 大 き さ と 形 で あ る こ

と、相 |当 な 繰 り 返 し 使 用 に も 機 か な は た ら さ を 維 持 で き る

こ と な ど が 条 件 で あ り 、 多 様 多 様 の 機 能 を も っ 各 位 の 金 物

はー 1' 1 " したポリシーでデザインされなければならないと思

つ。

金物のために設計盟主:f:lI1の か な り の H寺川 を い つ も 費 や し て

い る が i，:l. j JE を科ることは容易ではなし、 。 金 物 問 屋 は 倉 庫 の

よ う な と こ ろ が 多 く 、 大 工 ・工 務 庖 か ら の 箭 嬰 に 習 慣 的 に

応 ず る お ざ な り の 金 物 を 主 要 な 取 り 扱 い I17: 物 と し て お り

先に挙げた条件に速いものが多し、 。や む な く 特 別 に 挑 え て

製 作 し な け れ ば な ら な い こ と に な る 。 ショールームのよう

な所もファ ッショ ン的 に 偏 って お り 、 令 物 本 来 の 各 種 の 機

能を品目介するに至 って い な い 。 た ま に 良 い 金 物 を 見 つ け て

喜 ん で い る と し は‘ ら く の 聞 に 製 造 中 止 に な っ てしまう 。 欧

米 先 進 凶 に ま な ん だ 良 い 金 物 も 日 本 の 大 工 や 建 具 屋 の 在 来

工 法 に な じ ま な い も の は 売 れ な く な る 。工 具 工 法 の 普 及 と

併 せ て 供 給 し な い と こ ろ に 問 題 が あ る と 思 う 。 業 界 が 共 同

で金物百貨府でもつく って見本やカタロクいなどを揃え、実

例 や 工 法 も 併 せ て 紹 介 し て 貰 え れ ば 健 全 な 金 物 の 発 達 と 普

Aえに役立つのではないかと
( 村聖u長建築事務所)

シンフ。ルでイ史いやすいもの-

ヨーロッパを旅行して

横 山 誠 一

ヨーロ γ パ を 旅 行 し て 、 女 性 の ブ ラ ウ ス を 買 う た め に パ

リのセリーヌの l苫へ入 った。 1 枚 の ブ ラ ウ ス を 買 う の に

デ ザ イ ン は 、 柄 は 、 色 は 、 サ イ ズ は と 次 々 に 聞 か れ て 、 や

が て 見 せ て く れ た 品 物 は こ ち ら の 希 望 す る 内 容 に ほ ぼ ぴ っ

た り の も の で あ った。 日 本 の ブ テ ィ ク め よ う に い ろ ん な デ

ザ イ ン の も の が 沢 山 あ る わ け で は な い が 、 オ リ ジ ナ ル の 山

に つ い て は 色 や サ イ ズ が 盟 白 に 用 意 さ れ て い る 。

ヨーロ γ パ で は 建 築 金 物 な ど に つ い て も 、 長 年 に 亘 り 手

が力[ 1 えられ改良されて、同じデザインのもので数種矧の寸

法 の も の が 長 く 使 用 さ れ 販 売 さ れ て い る 。 す こ し 値 段 は 日

いかも知れないが、実用的で洗練され無! 款のない J惨状のも

の が 多 い 。 卓で 言 え ば フ ォ ル ク ス ワ ー ゲ ン の よ う な も の で

ある 。

日本では建築金物に| 浪らず、たとえば照明器具のような

も の で も 、 い ざ 撲 択 し よ う と 思 え ば な か な か 適 当 な も の が

ない 。概して装飾過多で気に入るものが少なし、 。 ま た 設 計

の 仕 機 に 撰 定 し て も 、 い ざ コこ・ji ，の 際 に 注 文 し よ う と 思 う と

テ ザ イ ン が 変 わ ってしま って、 H乍年あ った も の が 今 年 は も

う 製 造 し て い な い 場 合 が あ る 。 毎 年 の よ う に デ ザ イ ン が 変

わる 。 テレヒ‘ や' 電気附除機などの屯気製品と同じで、デザ

イ ン に 永 続 性 が な い 。

建 築 金 物 の な か で も 、 出 王 ゃ ':)1手 、 戸 締 金 物 な ど は い つ

も 手 に ふ れ る も の で あ り 、 人 111J 工 学 的 に も 無 理 の な い 使 い

や す い も の で な け れ ば な ら な い 。 使 い や す い 丈 夫 な 形 を 追

求 し て ゆ け ば デ ザ イ ン の 上 で も シ ン プ ル な 美 し い も の に な

るはずである 。 欧 米 の も の に 形 は ぷ 似 て も 使 い に く い も の

がある 。 また 、 ｊｦｾ は良くても品質が惑〈、竣工して Ｑ 年も

し な い う ち に 錆 び が で て く る 品 物 が あ る 。既 製 品 で テ ザ、イ

ンも 良 く 、 品 質 も 保 証 さ れ た も の は ご く 少 な い の で は な か

ろうカ‘ 。

女 性 の 服 装 で も 日 本 で は フ ァ ッシ ョ ン と し て 流 行 を 身 に

つ け て い る か ど う か に 関 心 が あ る 。 自分の好みで洋) J b ( を買

うのではなく、流行によ って 口 う こ と が 多 い よ う で あ る 。

ヨーロ γ バ の 街 角 で 見 か け る 女 性 の 服 装 は 原 宿 や 六 本 木 で

出 合 う 日 本 の 女 性 の よ う に フ ァ ッシ ョ ナ ブ ル で は な い 。 し

か し 、 そ れ ぞ れ に 自 分 の 例 性 に 令 わ せ て 、 自 分 の 色 と 形 を

実 に う ま く コ ー テ イ ネ ー 卜 し て い る 。

こ れ か ら の 建 築 金 物 に つ い て も 、 人 間 工 学 的 に 卜 分 追 求

さ れ た 、 シ ン プ ル な デ ザ イ ンの もの を コ ン ス タ ン ト に 製 造

し て ほ し い と 希 望 す る も の で あ る 。

( 安 )1 他 築 B投，:1ι 1 ' ; 務所大阪がf!) ，叶1. 引11叶lと)



基本 に さ か の ぼ っ て

太 田 隆 信

建 築 金 物 と い う 言 楽 に は 、 か わ い ら し さ 、 装 飾 性 、 内 に

干必めたからくり、とい った好ましいニュアンスとともに、

峻 れ や す い 、 長 も ち し な い 、 何 と な く 安 も の く さ い と い っ

た ダ メ ー ジ が 共 存 し て い ま す。建 築 金 物 と い う テ ー7 に、

何 と な く と ま ど い を 感 じ る の も 、 こ の 共 存 関 係 が ど う し て

もうまく艶理できないからでしょう 。

どうして 、こうな の か 、 昨 年 末 か らいろいろと考えてみ

たのですが、どうやら、これはいわゆる金物だけではなく、

鉄を 中 心 に し て 、 金 属 製 品全 般 に い え る ことらしし 、。 つま

り 、 き わ め て 高 度 な 技 術 、 手 先 の 総 用 さ と と も に 、 本 質 的

な質のもろさ、欠陥が共存している 。 ｾ、ある［場合には、

そうい った 伎 の も ろ さ 、 欠 陥 に 目 を つ ぶ っ て 、 技 術 的 に 高

度 な も の を 、 造 り あ げ よ う と す る 。 こうや って書いてみる

と 尖 に お か し な こ と な の で す が 、 資 源 に !l f まれも・いわが怪1

. し い 発 怨 と い う べ き か 、 近 代 的 な 技 術 に 対 す る 抜 本 的 な

哲 学 の 欠 如 と い う べ き か 、 訴 が お お げ さ に な って きました

カヘどうも、ここいらあたりの似本的: なところを、きちん

としなければ、具体的なケースについて云々してみても、

あまり成果がないように足I、えてなりません 。

処築とやや離れたが例ですが、ｦｉｾ Ｂ 今わが国の自動車の売

れ行きが米国で、大当去のびている、安いからではなく製品

に 対 す る 技 術 的 な 評 価 も 高 い と い わ れ て い ま す。 まずはこ

の 言 葉 、 制 面 ど お り 受 け 取 る と し て 、 一 方 園 内 で は 、大 き

な事故のあるたびに、安全| 全を々えるなら、や っぱ り外4

という l貯 が 、 さ さ や か れ る の も 、 も う ひ と つ の 事 実 で す。

米 IJi Iの人々が、こういったことを、どう巧ーえているのか 、

ｾＺ ｉ Ｚ［ に評論家はそこまでは論じて くれないのですけれども、

私 は 、 こ の二 つ の 話 が 、 か つ て 世 界 を l盟然とさせたいゼロ

!jiJ( " と|百J .f'，;Rに、何ら矛盾することな〈一体にな って いるのが、

わ が 凶 の 自 動 卓 で あ る と 思 い ま す 。 そのことが、笑によく

わ か る の で す 。 基 本 的 な 所 は 、 ち っ とも変わ って い な い の

です。 な ぜ 、 何 の 目 的 で *ゼ ロ!j 袋H が生 ま れ た の か を 、 巧ー

えてみるとき、私達は、なぜ、イ"f の目 的でそ の版 本 的 な 々

え 万 を 継 泳 し て い る の か 、 今一 j支) ' j えなおしてみなければ

介りません。 こ こ の と こ ろ を 、 来 り 越 え な け れ ば 、 ど つ に

も な ら な い と 思 う の で す。 、、ゼロ l淡々 の誕 生 か ら、 そ の 没

泌に去るまでのフロセスは、今日の，f i . j主にと っても 、決し

て 、 無 紘の こ と で は な い の で す 。 調 f の い い 話 が liFJ かれる

n!li1J '11の 愉 山、案外も うミ ッ ドウエーの外掘はど巳められて

い る の か も 知 れ ま せ ん 。

・80年 代 は 、単なる技術、製品 の よ し あ し で は な く 、 そ の

似! 去にある思L怨 ・哲 学 に ま で さ か の ぼ って 、 物 事 の よ し あ

しを a論 じ な け れ ば な ら な い の で は な い で し ょ う か 。

{ 坂合建築研' 究所取締役)

- 建 築 金 物 ア ン ケ ー ト / 設 計 者 よ り の意 見

思 わ ず 触 れ た く な る も の

小角 亨

建 築 金 物 と 言 え ば 、 私 に と って興味あるものは、 l弄のJ屋

ゴミや手f官、窓、の格子、それに照明器具や鋳物で造った街燈

な ど い ろ い ろ あ り ま す が 、 と く に 人 の 手 の 跡 の 残 ったもの

に 心 魅 か れ ま す 。

名作と世に 言わ れ る 建 築 に は 、 空 間 そ れ 自 身 が 持 つ 圧 倒

的 な 素 晴 ら し さ も さ る こ と な が ら 、 そ の 意 図 す る 空 間 を 実

上凡するために、または、人をとり囲む雰囲気を、いやが上

に も 政 り 上 げ る た め に 、 さ ま ざ ま な 細 部 の 工 夫 が 凝 ら さ れ

て い ま す 。 こ れ は 普 通 盟 か な デ ィ テ ー ル と 呼 ば れ る も の で

す が 、 そ の テ ィ テ ー ル を 支 え る も の の 中 に 、 建 築 金 物 は 重

要 な 役 割 を は た し て い ま す。 換 言 す れ ば 、 名 作 を 支 え る 要

て。あ る と 言 って も 過 言 で は あ り ま せ ん 。

ところが、私たちが日常媛している建物をみてみますと、 ・

扉 の 保 王 一 つ を 係 り 上 げ て み て も 、 何 と 貧 し い 品 物 し か 使

用 し て い な い か 、 建 築 家 と 呼 ば れ る 人 た ち に も 、 余 り 関 心

が な い よ う に 恩 わ れ て な り ま せ ん。 考 え て み ま す と 、 建 築

工 事 貨 の 中 で 、 鍵 や 挺 玉 の コ ス ト が し め る 割 合 は 、 恐 ら く

1% にも達していないでしょう 。 しかし、建物が雄ち続け

る限り、建物の完全性と、 J手を院l 閉 す る と き の 感 触 は 、ず

っとつきまとうのです 。 つまり、ピカピカに謄き上げられ、

よく手入れされた 1%は、空間を 111か に す る と と も に 安 全

性 を も 保 障 す る の で す 。 こ れ は 、 手 摺 に つ い て も よJ.¥怖 は 閉

じです。 素 晴 ら し い 手J習を見れは、、用がなくとも撫でたり、

さす った り し て 、 思 わ ず 階 上 へ 登 っ て ゆ き た く な る も の で

す 。 F . L ・ラ イ ト の モ ー リ ス 商 会 の 蝶 旋 階 段 な ど は そ の 11止

も良い例ですが 、，]")11 リしめているだけで 11日j 足 だ と い う 手 砲

もあ って よ い の で は な い か と 前 々 か ら 与 え て い ま し た 。

と こ ろ が 、 最 近 そ の よ う な 手 指 を 見 つ け ま し た の で 、 拙

い写ｴｊＮｾですがお自にかけましょう 。 これは Ｘ 世紀もかか っ

て完成したというケルン大盟主主の前にある広場の泉を取り

か こ む よ う に 丸 〈 半 円 を t，'，' j¥- 、ています 。水は i/il J を 巻 き な が

ら仁l' 心 に 向 か つてゆ っ く り 流 れ て ゆ き ま す が 、 手J留の端の

il:.¥巻 き と い い 、 手 抱 j己の鋭 部 の l杉といい何とも愛らしいで

は あ り ま せ ん か 。
日4.1! ム.1 主' u' )
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- 建 築 金 物 ア ン ケ ー ト / 設 計 者 よ り の 意 見

「もの」を作っていく厳しい姿勢

寺 井 信 夫

今日、「もの」が多量にあることがいかにも「豊か」であ

る こ と の よ う に 解 さ れ て い る の で は な い だ ろ う か。哀の「盟

かさ J と は 質 の 高 い 価 値 あ る 良 い 「 も のJ を適度に有する

ことであろう。余りにも「もの」を無造作に多量に作り、

使 い 過 ぎ て い る 事 実 は 、 多 く の 人 々 に 指 摘 さ れ て い る 通 り

て・ある 。

さて、このことはわれわれが| 拘わる建築界いや建築金物

に お い て も 同 様 の こ と が 言 え る で あ ろ う 。 たとえば住宅に

使 用 さ れ る 金 物 に つ い て も 、 装 飾 過 多 の 何 の 美 し き も 感 じ

な い 、 ま た 機 能 性 、 耐 久 性 に つ い て も そ の 質 の 低 さ を 銭 呈

している「ものJ が非常に多いのである。言い変えれば、

「もの」に 対 す る 意 識 が基 本 か ら 低 下 し て い る よ う に 思 え

る。織 か に こ れ ら の 背 景 に は 、 ミ ニ 開 発 や 建 て 売 り 住 宅 に

見 ら れ る 質 の 低 さ の 装 に あ る 別 次 元 で の 物 の 考 え 方 や 本 物

を 知 ら な い 外 見 だ け で 「 も の 」 を 判 断 す る 選 択 恨 の 無 さ 、

あ る い は 建 築 金 物 そ れ 自 体 を 消 費 財 的 に 扱 っ て い る こ と な

ど 、 さ ま ざ ま な 「 も の 」 に 対 す る 経 卒 な 考 え 方 、 見 か た が

そこに存在しているように思う 。 こ の こ と は 価 値 あ る 良 い

「もの」を作ることへの大きなブレーキになっていること

は時かであろう の さらにこれは使う側にその意識が伝わり、

「ものを大切にする心J を 向 ら 速 さ け て 、 使 い /'i の荒さに

まで結びつけている 。

古 く か ら の 建 物 に 使 わ れ て き た 「 も の 」 が た だ 単 に 機 能

的で丈夫であ った だ け で な く 、 そ の 使 い /'i へ の 心 配 り や き

め紛1か い 手 入 れ の 心 を 持 ち 続 け て き た か ら こ そ 、 さ ら に そ

の上に「美しき j ま で も に じ み 出 て き て い る の で あ る 。 こ

の 「 物 を い つ く し む心 J を 作 る 側 と 使 う 側 の 「 物 」 に 対 す

る 微 妙 な 闘 わ り 合 い に 結 び つ け て 与 え て み る 必 要 が あ ろ う 。

し か し 、 今 わ れ わ れ が 使 用 し て い る 和 風 建 築 の 金 物 の一

部 に は 大 変 す ぐ れ た も の が 多 く あ る 。 そ こ に は 伝 統 に 基 づ

い た 意 匠 に 対 す る 恩 惣 や 材 質 に 対 す る 考 え 方 が た ゆ ま ず 持

ち続けられてきたからであろう 。古 来 か ら の 永 い 厳 し い H艮

でH今l床 さ れ 使 わ れ て き た 「 も の 」 の 強 さ 、 良 さ 、 美 し さ が

今 も 生 き て い る よ う に 思 わ れ る 。

このことからもその時代、 11寺代の材料と技術を駆使して

新 し い 良 い 「 も のJ を作 っていく厳しい姿勢を設計者も、

作る 1Jl1J も、使う側IJ も、それぞれの立; 場を踏まえて持ち続け

ていかねばならないと思う 。 ( 竹中工務応設計部)

錠 前 に つ い て の 一 考 察

飯 田 茂 賓

; 建具金物は 、建物の機能とテザイ ンの上での「締まり」

を つ け 、 窓 や 建 具 の 手 足 と な って建物全体に生命力を与え、

居 住 に 必 要 な 種 々 の 条 件 を 満 た し て く れ る も の で は な い で

しょうか 。

今 ま で 日 本 に お い て は 、 気 候 、 風 土 の 関 係 か ら 木 造 の 南

方 系 建 築 様 式 の 襖 、 障 子 で 区 切 ら れ た 住 ま い の 歴 史 が 永 〈

続 い て き ま し た 。 ま た 、 治 安 の 面 で は 、 欧 米 と 違 っ て 安 全

と い う こ と を あ ま り 意 識 せ ず に 生 活 し て き ま し た 。

だ が 、 近 年 、 大 量 の 集 合 住 宅 、 高 層 大 規 模 な オ フ ィ ス ビ

ル 、 ホ テ ル 、 病 院 お よ び 複 合 建 築 物 の 出 現 に よ っ て 、 建 具

金 物 に 対 す る 認 識 が 深 ま り 、 求 め ら れ る 機 能 が 急 速 に 変 化

し て き た と 思 わ れ ま す。

と く に 錠 前 に つ い て は 、 住 宅 に お け る 鍵 生 活 が 一 般 化 し

て、「カギ っ子」が現れたり 、 防 犯 、 防 災 上 の 安 全 性 が 追 求

さ れ る よ う に な り ま し た 。

ヨーロ ッパ に お い て 常 に 「 ピ ッキ ン グJ ( 正 規 の 鍵 以 外 で

あ け ら れ る 方 法) と い う 脅 威 で 発 展 し て き た 錠 前 の 康 史 が

物語 って い る よ う に 、 こ れ か ら は ど ん な 錠 で も つ い て い た

らよいという H寺代はもうすぎたように思われます。

法律的にも合銭tt 作 成 を 規 制 す る と か 、 製 品 の 安 全 性 規 絡

を 厳 し く す る 方 向 に 向 か う の で は な い で し ょ う か。

ま た 、 現 在 、 健 玉 シ リ ン グ ー 錠 形 式一辺 倒 で す が 、 そ ろ

そ ろ レ バ ー ハ ン ド ル や 、 レ バ ー タ ン ブ ラ ー 錠 等 も 見 直 さ れ

る 時 期 だ と 思 い ま す。 材 料 面 で も 伝 統 的 鍛 造 、 加 工 技 術 の

あ る 鉄 な ど も 魅 力 あ る も の の一 つ だ と 思 い ま す。

今後、ますます安全性が高く、経f i . 々の使用目的に対応で

き る 盟 笛 な 機 能 と 材 料 と 洗 練 さ れ た デ ザ イ ン の 錠 前 や 建 共

金 物 が 開 発 さ れ て 、 よ り リ ッチ で 安 全 な 建 築 空 間 を 造 り 出

す 役 割 を 来 た す こ と を 期 待 し て い ま す。

( 大林組本庖建築設計百1一部)



本 来 の 機 能 を 発 揮 さ せ る た め に

田 中 繁 靖

分 譲 マ ン シ ョ ン は 、 当 初 、 東 京 や 大 阪 な ど の 大 都 市 地 域

において高級住宅として設計されていたが、J - I!!. iill i高騰によ

る住宅用 地 の 入 手 難 、職 住 近 按 の 袈 求 な ど か ら 、 そ の 後一

般 向 け 住 宅 と し て 増 加 の 一 途 を た ど り 、 現 化 で は 、 都 市 に

お け る 住 宅 形 態 の ー っ と し て す っか り 定 治 し た 。

今後は、売ってしまえば後は購入者の住まい方と官' : e I _ ! _ の

問題と合IJ り切 って し ま う の で は な く 、 設 計 者 が 自 ら 、 提 供

す る マ ン シ ョ ン に つ い て 、 購 入 者 の 立 場 に 立 っ て 分 譲後 の

あ り 方 を 巧 え 、 よ り 居 住 性 のZ・5し、商訂1 を生み出していこう

とする努力が、強く喜 ｾ［ｬｬｾｦ されている 。

J手や: 容の締まりを巧ーえるとき、市販されている錠、ある

い は こ れ に か わ る も の は あ ま り に も 純 対iが多〈、 品 質 の 上

からも illfi 絡 の 上 か ら も 良 し 悲 し の 差 が あ り す ぎ る の が 現 状

である 。

，怨共の取り付け、 ｉ ｾｾ ｊ I:)fJお よ び 戸 締 ま り に は 極 々 の，辿 共 令

物 が 必 要 で あ る 。 そ の 脱 獄 、 形 状 は 寸 法 な ど も さ ま さ ま で

あり、材質も鉄、黄銅、 i ' HI ，q、 ス テ ン レ ス な ど が 用 い ら れ

る が 、 建 共 は 常 時 使 用 し 、 そ の 使 用 勝 手 の 良 係 、 具 合 い の

良し必し、故障の有無が 一 番 ｉ ￚ 般に建物の使用に， ｪＡ ｾ 押する

ゆえ、主主具金物は重 i辻、方式、使用! Tr[ 度 、 室 の 重 要 性 な ど

の 時 々 の 粂 件 に あ っ た 適 当 な も の で 上 伎 の も の を 選 ぶ こ と

が 大 切 で あ る 。

処共金物はi i : 々工期の終わり近くにな って 取 り 付 け る た

め、工 Ｇｊ ｔＧｩ Ｎｬｴの ［［￭ｾ 轡をうけてとかく安物を取り付けやすいか

ら、このようなことは厳重につつしまねばならなし、 。 した

が っ て 一 つ の 物 件 を 計 画 す る と き 、 そ の 設 計 図 と 仕 様刊 に

示 す 建 具 表 金 物 の 項 目 は 非 常 に 重 要 で あ る 。

iばi l i : では 一般の方々の附l で も 錠 li可に |刻して いよ り 価 値 の

，'Jj い も の ' を 使 お う と い う J 11 が 日 ま っ て い る 。絡 調 の 日 さ

の 象 徴 と か で 彫 金 を ほ ど こ し た 純 金 メ ッキのノフーであれば

良いのではなく、錠前にみ: 米の機能を発揮させるには、用

途 に 応 じ て 最 も 適 し た も の を 選 ぶ こ と で あ る 。

これからのロ ンク は 、 人 々 の 生 命 と 財 産 を 守 る 砦 、 プ ラ

ス 装 飾 性 が な け れ ば な ら な い 。

先 の 宮 城 県 沖地 五 で は 、 マ ン シ ョ ン の 梢 造 体 の 被 害 そ の

も の よ り も 、 二 次 的 な 部 材 の 被 害 が 目 立 ち 、新 た な 問削と

し て 提 起 さ れ た 形 と な っ た 。 そ れ に 対 応 し て 、 地 誌 の あ と

でも開閉できる玄関扉、 I也J五のt . ' I i れで戸棚がひとりでに俳l

き、 ， ｾ Ｍ ， のものがノ〈ラノ〈ラととび ＺＭ ｈ すことのないプ ッ シュボ

タ ン 式 吊 戸 棚 等 、 災害にやmえ た 設 計 が 必 要 で あ る 。

( 長 谷川工務m設計部副部長 )

- 建築 金 物 ア ン ケ ー ト / 設 計 者 よ りの 意見

ユーザ、ーとして建築金物を考えれば

栗 原 章 弘

ユ ー ザ ー と し て 、 住 宅( 住 宅 群 ) 、 街 区 を 見 る と 、 そ こ に

使 用 さ れ て い る 建 築 金 物 に 闘 し 、 舵 々 の 事 項 に 気 が つ く 。

( 主主主従建物の椛成要主主2・ ー・・機能、形、大きさ 、位也、美しさ、

色 彩 、 テ ク ス チ ャ一 、 l耐久'1;1: 、使いやすさ )

す な わ ち 、共 通 し て い る こ と は 、 そ の 金 物 が 建 物 の 用 途 、

1=1  (I(J にそ って 、 建 物 の一 体の，11肘 1.1 、 ま た は 周 リ のEL1岐 に 訓

ねl しているかどうかが民基さである 。( 機能とデザイ ンの一体

化 ) 近 頃 、 バ ル コ ニ 一 、 外 部|格 段 の 手 摺 、' ! 5の装飾i 合 物 等

で 、 建 築 令 物 と し て の テ ザ イ ン は 良 い が 、 建 物 の 外j; 傘から

遊自 ｪ ｾＭ して、娃築金物のみがＧ［ｾＮｬ剥されているものがある 。 ま

た建物とは調和しているが、鈴ひ、や風化が起こり ( 行11心 部

では大気汚染等Ｉ、かつ、 ｾｍ ｾ ハー竹ｊＺ Ｑ ｬｩ も不先全で 、 その令物に

よ って外情が汚れているのを見ることヵ、ある 。 これらは、

設 計 者 、 ビ ルfifrーイT者 が 娃 物 の 用 j傘 、 目 的 、 立 地 条 件 、 そ し

て令物に| 美lす る 正 し い 知 識 、J . [ しい使い万に自己泌が欠けて

し、ることによる 。

このようなことは、主] ! ; 物の外部にかぎらず内部にも同様

の こ と が い え る 。 す な わ ち 似 JFJ Ｉｾ￭｛伎が激しい場所にデザイ

ンを 優 先 し た 金 物 を 取 り つ け 、似- til または l禁粍して 何 j立も

I収リ換えが生じたり、 71<1回りの所 ( 湿 気 の 多 い 所 ) での3o，!i

び の 発 生 な ど で あ る 。

そ の 他 、 色 彩 に よ って の 不 安 定 感 、 テ ク ス チ ャ ー に よ る

不 快 感 、 比 ば、えの1' ，足先やJ f ) ( _ りやJ け 位 世 が 悪 く て 仰 い に く い

こと、機能を無枕して大きすぎ「る ( ま た は 小 さ す ぎ る ) こ

と 、 装 飾 過 多 で 内 部 空 I:l J をこわすことなどがあげ、られる 。

し か し な が ら 建 築 金 物 は 、 附 属 品 的 な 扱 い ) J を さ れ 、 建

物 を 附 成 す る 要 素 で あ る こ と を 再 認 識 す べ き で あ ろ う 。 そ

れ ゆ え 、 ユ ー ザ ー と し て 建 築 物 を 巧 え る と き 、 建 物 の 用 途

による配慮すべき・j ¥- J } ' [ を、っさに列記する 。

1  ，住 宅 関 述 建 物 ( 住毛、- * 令住宅 、月IH上等 )

. 11古l 人 ま た は 、特 定 の 波 数 が 長 時 間 使 用 ( 生 活 ) すること

・使用者の↑ 立押にそ った も の を 使 用 す る こ と

・住 宅 と し て の 約 ち つ き を LBすこと

2 ，余暇ファ ッション庫業| 共J ;主建物 ( ホ テ ル 、 旅 館 、 デ ハ

ート、ファ ッションビル鵠ニ )

- 不 特 定 多 数 の 人 が利 用するため、 liu- t 久性を々 l必する こと

・用 途 上 、 フ ァ ッシ ョ ン 性( 装 飾 性 ) 、 デ ザ イ ン 性 の 高 い も

グ〉

・特注品が多いため、倣- t H 補修さ亭 に 対 処 す る た め 、 子11mを

Ｔ 在 Ｑｾ 止すること

3 . ビ ジ ネ ス 産 業 関 係 建 物 ( ・J'¥- 務 所 ビ ル 、 貸 手 務 所 、 向 社

ビ j レ)

・ 限定された多数の人が使用するため、ｼ耐久性を ｾＧ ｉ ，ＦＮする

・用 途 上 、 働 く 場 で あ る た め 、 装 飾 を 省 き 、 機 能 的 、 シ ン

プ ル な も の が 好 ま し い
( f t ピJ レ課長 )
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･ｾ＠ ，.!.， ｾ＠ f . 舟| 建築は金物で生きる良い金物を使いましょう〈全現趨冨〉

しい 晶を目ざしています。

“今j べり止めlこ求められる安全性/

ノンスリップは昇降に伴うすべりに対する安全性

転倒の場合の衝撃、打撲などに対する安全性と

破損、摩耗等の耐久性が大切です。

角部に中空クッションを設けた

すべり止めの施工は完墜に!

すべり. L t めが外れていだり、不完全取付では使用上大変

危険です。完壁な戸ン力一施工、マルナカボンド賠付施

工をご横討下さい。

. AL H2 3 F 戸ルミニウム製

e H2 3 F 真鎗製



建物の価値を高める NAKAの欝築金物

圏内特許2，600余 件 外 国 特 許 12ヶ国を持つ

NAKAのオリジナル商品 お 問 い 合 せ は ・・

ｅ 里ｾ
開聞がスムースで丈夫な普及タイプ

ハイハッチS D

園 工 J 音 踊ｾＺｨ＠ 業株: E t i i i :t
大 阪 支 后 命 32 大 阪 市 淀 川 区 白 川 3 ー 10 - 2 宮 06(309)0291代表

化 幌 支 后 勘 63 札 幌 市 西 区 発 寒 1 0  2  0  - 1  7  8  %%011(662)761情表

東 京 支 后 G; a40 燭 玉 県 八 湖 市 新 自j 39( 草加八潮工業団地) %%0489(36)3781代表

名古屋営業所 伽 53 名 古 屋 市 申 柑 区 十 王 町 3 - 46 %%052(471)3191代表

広島営業所 ⑤'730 広 島 市 大 手 町 3 - 11 - 32(ソンネピル) 含0822(46)9200代表

福岡営業所 ｾＱＴ 福岡市西区原 Ｘ - 17 - 3  %%092( 863) 821 1  

僕浜台045(241)6411代表・仙台包0222(27)2391代表・宵窓%%0177(66)3181 ・新潟 %%0252(71)1266

千 葉 宮0472(46)41随 ・ 小 山岳0285(24)48皮 ・ 多 摩%%0425(76)1642・長野宮02回(26)2301 .

前 傷合02花 (34)1088 ・ 金 沢%%0762(91)3219 ・ 高 松%%0878 (33)8534・鹿児島倉0992(26)2045・

沖 縄 宮0988( 殴)2295 ・ 静 岡%%0542 (81)8947 ・岡 山 告 側62(77) 0013・館山%%0899(52)1075

熊 本宮0963(65)6854 ・細 川%%0166(25) ，5965 ・釧 笛含0154(52)1974

エアータイト機能を兼ね備えた点検口の主役

ノ、イハッチA T

基本特許を生かした高級品

ノ、イハッチD X

堕型空里ヨ

?警多

丈夫で美しく、施工しやすい

ニューハッチF

開閉機能と独自のデザイン

ニューハッチV

軽量用化粧点検ロ

ニューハッチA

ι r  

- 病院の廊下に

ドイツ・レノ、ウネ土の技術を

導入した新しし、笠木。

2方向避葉儲街呆OK /

国家検定合格。

ふらつかない伸縮はしご

好評発売中

ゾ

. ATタイプ

t : J  

ｾ＠

- 階段手摺に
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SLI DE C HE C K  

省力タイプの半自動ドアー。

とても軽く、とても静かな動きですユ

匡三ヨ

- 駆動装置

- 衛IJ 動装置

口形継鉄の相対面にある永

久磁石の空隙部を非磁性の

鋼板が通過する時に起る沼

気抵抗を利用したブレーキ

です。無j葺触のため網棚 1;1

全くなし半> 1 < 久的。永久留E石

と銅仮の相対面の大小で寵i I

動力 の強弱が悶豊富できます。

26. . 角 X 800- 15∞. . の細長いパイプにセ y 卜されており、ドアの縦拒に固定するだけで取

付けは 簡単. 駆動力の強弱も簡単に調節できま す。

ここが遣います。

IElv 量I i . 装置. 巻 数を非常に 多く した特殊ステンレス コイルスプリング

ｉｉ ＺｊｾｾＮｊ を 採用 しているためネ パリ強く、開扉初 めから 終 りまで非

常に軽く、しかも殆んど変化せず最後まで適正なカを保ち続けます。

制 動 装置. ストロンチウームフエライト永久磁石を採用した

当社独特の制動装置は無接触でかかるため、摩擦などによ

る損傷はなく、半永久的です。 しかも開扉スピードの緩急に応じ て

制動力が自在に変化して、いつも静かに閉める働きをやってのけます0

. スライドチェックは自動ドアの

・駆動装置耐久テスト テストドア

概 念を変えた駆動・制動装置で ー ( 初期時性能より変化な L

問 |  ｩＢｾｲＧＭｲＭＭ Ｇ＠ I  ( w蜘川 12叫. )

す。病院、商届舗、 一般住宅、学校、 野1. 51

工場、防火ドア、その他に ご検討 李1. 0

くださ L、。 1

位璽璽島日本ド7一手工、νク製造株式曾社

本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 東 3 丁目 17ー 10 ft (06)758ー 1251 〒 544

支 底 東京都千代 田区神 田小 川 町2- 12 ft (03)293- 4831 〒 101

出 張 所 札 幌a (01 1) 85ト 8255 仙台a (0222) 94- 7501 名 古 屋台 (052) 98ト 7531

北 陸宮 (0762) 43- 2120 広 島台 〈ω287) 7- 1611 福 岡宮 (092) 271-5491

;t;松宮 (0878) 43- 1212 

チヨットお待ちくださｾ｜

。

• 
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文明と危隙は背申おわせ。

語ユニオン非常時には、鍵のカ吻、ったドアがワンタッチで聞く

1 オン'¥0 ｾＡＩｊ｜ コ同区
. 本社 一一一 大阪市西区南堀江2-13・22

〒550 f i 06( 532) 3731(ft) 

. 東京営業所 東京都墨田区石原4-3-1

干13 0 fi' Oヨ625) 8131欣)

. 名古屋営業所 一名古屋市東区車道町3-1

干461 f i 0 52(935) 6021(i{) 

. 皮ノ門ショーJ レーム (17諜ヒル1f' ) 東京都高区虎ノ門1-26・5

〒む5 fi 03印 8)25間 代)
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. 特長

- 本体 lまアj レミ 成型zfi: の為、つぎ目が

なく雨仕舞効果大。

・壁面よ りの出が少く、 外観が美しい 。

外壁、 内壁いずれも使用可能。

. 1臭気効果が大きく、自 然J臭気 は勿論、

集中換気の給排気口に も最迎。

・スリ ブ管利用の為取{τl が簡単。

・部屋内111リに丸 '¥リレジスタ ー とセ ッ 卜

使用出 来ます。

- 営業種目

・防火 ー防煙用ダ ンパー( 高 中層用 )

・可動ルーパー( 外壁用・ 扉用)

・固定ルーパー (外壁用 ・扉用)

- 丸型ベンチレーターレヂス? ー ( 外壁用・ガラス用 )

・換気パイプ、室名札、郵便受箱

時折|

. 表面処理

アルマ イ ト処理

- 材質

525 耐蝕アル三

世1. 0.  "'0ι 使用

- 規格寸法/ 4 タイ プ

アイ工ム換気工業認

本 社 干556 大 阪 市 浪 i車 区 円 以 町r 1  1  8  3  

会 ( 0 6 ) 5 6 1 - 3 9 0 1 (代 )

東京 営 業 所 干 116 東 京都 荒 川 区西日 株 単 6 .42・8 飯 聞 ピ ル 11・

宮 ( 0 3 ) 8 9 4 - 8 8 3 1

約 四 時 @ 信 頼 ー 伸 展 す る ノ 山 湾 … - t翁ドヨ努
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ｆ ，・ ｾｘ ＮＮｬ ｊￃ シ ＴＳ 。
含戚コムフレス戚形ノンスリッフ

S T(w)型の霊場。

- 歩 き 易 < 、す ぺ ら な い。 ・基準 色 16色 、ツ ー トンカラーも O K。

・取 付 完 壁 ( 媛 着 ・ ピ ス 併 用)

( * 好 評 の 手 摺 り を 兼 ね だ 車 ず り 〉

ｉｊｾ 苛 ｾｾｄｔ＿ｖﾭ

そ ｾＺｊ Ｂｉｉｊｘｉ ・叫ト
そ，i量・喧1'13 ーす・

アトラス怠業株式会社. カタログご請求次第お送りします



近代建築の明日をめざす・・・・・ダイヤモンド印製品ゲ

OHTORI  KIKO 

フロアーヒンジ

フ ロ ア ー ヒ ン ジ

オ ー ト ド ア ヒ ン ジ

ド ア ー ク 口 ー ザ

オーバーヘ ッド ドアク口ーザ

ピ ボ ッ ト ヒ ン ジ

ソ レ ノ イ ド 装 置

オ ー ト ド ア

順 位 調 整 器

ス プ リ ン グ ヒ ン ジ

プ ッシュドアハンドル

大 鳥 井 幾 三 株 式 含 示 土

本 社 〒680 鳥 取 市 富 安 2 丁目 1 3 8 番 地 電話 (0857) 22- 2201附

大 阪 支 底 〒532 大阪市淀川区木川東2 丁目 l 番7号 電話 ω6) 304  - 76761内

東 京 営 業 所 〒101 東京都千代田区外神田2-17(万世共同ピル) 電話( 03) 255- - 7971杓

名古屋営業所 電 話 (052) 201- 4067 広 島 営 業 所 電 話 ( 0822) 31- 5923 

高 松 出 張 所 電 話 (0878)66- 7020 福 岡 出 張 所 電 話 (092)472- 2706

仙 台 出 張 所 電 話 (0222) 23- 0513 札 幌 出 張 所 電話 (011 ) 751- 6787 

金物と共に半世紀

- ・ ・ 創 業50周年一・抑制ラリ、レジスター、ハンガーなら安心ですO

宮 署 言 語 言 言 語 言 書 量 嗣

ｾ株式会社協和製作所 4  ]  i  I  : .  

営 業 品 目一一一 本社 ・東京営業所T 110 東京都台東区東上野 1 - 19- 11 T E しく 03) 835 - 7021 

換気レジスター、ガラリ、フード 大阪営業所 T 569 大阪府高槻市明田町 2 - 8 T E し( 0726) 82-6211

換気パイプ、他各種換気口 札幌営業所 T 065 札幌市東区北六条東 4 T  E  L( 011)  741- 2250 

ドアーハンガ一、重量戸 車 名古屋営業所 T 460 名古屋市中区新栄 2 - 2  - 30 T  E  L( 052) 242- 2272 

各 種 K J 製品 仙台営業所 T 980 仙台市春日町10- 23 T E し(0222) 22 - 5155 

ユニットパスルーム .. . etc 福岡営業所 T 812 福岡市| 専多区| 専多駅南 2 - 9 - 1 1 T  E  L( 092) 472- 1088 
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合" ' ; ' Z_ ' のニューオリジナル

ー一。一一一一一一一一一一一一一

.  ＱＺ，Ｇ，，Ｇ， は 特 に 符 ｩｴｬｾ ，1111，の材料 を11今時 し、炎! 師 が215

びな いようボンデラ イジング加11 ーを施 した 1.. 

に防錆塗装 をして おり ますの

.  焼{十付、，j 干檎令 3弘装よ主d什仕|上: 1上: 梨札l山品;hl

;庁却?百刊Ij ( ，'川|仏; 込{後変創l保£ カか、 らH以宮1lt川|け『るi庁川 却?羽 刊|U; 3分)') に S  U  S :2訂7  

(  1凶8. 8別) ステンレス製ヘア一ライン仕上の化

F和杭j此Eカハ一を {十付什，j'けてあります

・1111' 似点Ij 分にナイロンベア リング及びスラスト

ベアリングを i伏人してありま 'q'

• ｊｗ 以Ａ の ，［生， ｮ ・ ［ＹｾｉｊｉＧ も 歓迎放 します η

K
.
V
 

R

v

 

k
υ
 

三 柴 建 材 工 業 株 式 会 社

2阿士 大阪市生野区巽北4-5-11 ＧＲ ＨＰ Ｖ ＩＷ ＵＱ ＭＳ ＶＵＳｾＵ Ｏ＠ 東京出張所 東京都墨田区立花町ト1ト1 倉 (03) 618- 4071 

技術と信頼の昭和ロック

超 高 層 ビ ル か ら 住 宅 用 ま て ¥ 確 か な 技 術 と 豊 富 な 機 種 で

ご 要 望 に お 応 え 致 し て お り ま す 。

安全設計の X - K  E  Y  ケースロック

C  H シリーズ

インテグラロック

I  0 シリーズキ ー の 安 全 性 を 徹 底 的 に 追 求 し た X

キ ー は 、 高 精 度 の 二 列 式 ピ ン シ リ ン

ダ ー で 、 安 全 を お 届 け 致 し ま す 。

28{ Qの カ ギ ち が い 、 絞 雑 な マ ス タ ー キ ー シ ス

テ ム 等 、 そ の ユ ニ ー ク な 椛ii Eは キ ー の 革 命 品

で す。 メカニカノレによる作動で訂正笑な X キー

は、当社の高級! 手錠に装才f で き ま す 。

ドアロック・防災ロックの総合メーカ一

命阻紺 ｄ ＡＡｉｾ株式会紅

関 東 支 社 東京都港区虎の門5丁目3番20号(仙石山アネ ックス2階) ⑤ 105 f i 03 ( 437) 5541聞

東 京 支 庖 東 京 都 足 立 区 西 新 井4 丁目 l 番 15号 ⑤ 123 f i 03  (853)  1  81 1附

名古屋営業 所 名 古 屋 市 西 区 又 穂 町 3 丁目 7 番 地 w451 f i 052(531 )  5  2  5  5  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 淀 川 区 野 中 南 2 丁目 11 番50号 ⑤532 s 06 (303)  1121 !t¥J 

高 岡 営 業 所 高 岡 市 清 水 町 3 丁 目 2 番 目 号 ⑤933 f i 0766( 22)  8  4  1  5  

本 社 及 工 場 大 阪 市 淀 川 区 野 中 南 2 丁目 11 番50号 ⑤532 f t 06 (303) 1121({tl 

広 島 営 業 所 広 島 市 西 白 島 町 9 番 5 号 ⑤ 730 f i 0822( 28)  5 0 2 2  

宿 岡 営 業 所 福岡市博多区博多駅南 3 丁目 7 番 14号 ⑤812 f i 092- ( 472)  7023附

札 幌 出 張 所 札幌市中央区北 l条東 13丁目 2番地2 (信回ピル) w060 f i O  1  1  (251 )  5  8  6  0  

高 松 出 張 所 香 川 県 香 川 郡 香 川 町 大 野 8 9  4 の 3 ⑤ 76卜 12f i 0878( 86) 3417

防 災 事 業 部 大 阪 市 淀 川 区 野 中 南 2 丁目 11 番50号 ⑤532 合 06 ( 303)  1121附
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アヲゲヲ'qp 1，/--ノル

て声車

床とレールガ同じ高さに仕上ガりぎす

フラッターレールとフラ ッタ 一戸車のコンビで、レールが床から出っぱらず、音がせず、しかも重い戸でも軽い

タ ッチで開閉できます 。手押車・車イス・ワゴンなど車が横断し てもショ ックがありま せん。老人ホ ーム・ 養 護

施 設 ・身 障者施 設 ・病 院 ・幼稚園・学校など公共施設から 一 般住宅まで、広範囲にご活用願えます 。

I;Mi  

. フラ ッ トな床仕上が り

・音がせず重い戸でも軽くスムーズに開閉できます 0

. ハンガーレール等よ り経済的です 。

・施工が非常に fi i ' i 単てイ土上がりがきれいです 。

E国

レール/ シンチュー ・アルミ

戸 車/ NT Nベアリンク ・ベークライト

枠 / シンチュー ・ステンレス

. フラ ッタ一戸車の姉妹品

底 車 〈木敷居専用 〉

別に甲丸 ・角レール用の戸車も用意しております。
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大 洋 金 物 株 式 会 社

〒542 大阪市南区高津町 8 番丁19

T  E  L  06- 632- 2836 

階段ならM Tロ…

ノンスリップOで、す

.....、，
・.

( MT S型 〉

M Tロ 月 余 金 属 株 式 合 結

営 業 本 部 東 大 阪 市 金 物 町 6 - 9  ( 金 物 団 地 )

T  E  L .  “ お) 723- 5 2  5 2  ( 代表 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ . 高 松 ・ 福 岡
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三三ファッショナフ、ルライフ

インテリアの総合メーカー、トーソーがお手伝いします

美

人"

の

ぷ

、、

、-
h  

議

が

必

T

U

巻

、

:

ロールコクリーン
インテJ アコヲイこ庁』 アコーテヨこがア 口一テンレー1l.J

::J p←flJ スｾｾト 観実PJ エリート2 0 2

ワンタ y チでスルスル、 日 本 で 初 め て の は そ い アコーデオンドアのベス アンテイ y クタイフの「ロー

取 引J けもとても附単。 はね ｬｾ ￺ￌ ＱＸｭｭ のスラ ッ ト ＱＸ 、 ト七ラ一 旗 ｾ ｊ 図 レ y 卜」木製レール「ウ ッ

新しいイメー ジの 窓 辺 、 1 本 の 操 作 棒 で は ね の
はー自立のアコーデオンよ

テイ」小窓 ): 11の「 ン'ヘ 卜ー」

ちょ っ と し た 工 夫 で間 l.!: 'I'j! ぷ・'11' 降がOKのスラ y

り30 % もお{う です。
な ど イ ン テ リ ア に 介 せ た [史

仕 切 りやタ ペ ストリー 卜25MP、カラーも豊富

5 タイフ嫡 っ た豊百Et な

い わ け が す す ん で い ま す 。

にも変身 。 なスラ y 卜25 、記機 種

まじきりからお選びく

情成 (25 カラー) のスラ

だ さ い 。

ッ卜です 。

E、 ム 京航京刻郁i中央区新和蜘馴川|川川|川1 一→4 一→9 ⑤凱側l叩04 ft() 同 山

- 三，一株式宮社 札 似 育 献 森 仙 台 新j潟均 J北t関来東刺言京〈 多摩 ?償蜘似貨れ似U浜E 名 古 医 金I沢!尺t 大 阪 広 島 高 松 福 岡

高層ビルからマイホームまでの

住宅関連金物建材総合商社

建 築 金 物

建 具 金 物

イ ン テ リ ア 金 物

高 級 ド ア

ア ル ・‘、.  ・・ サ ';1 シ

.a. エ ク ス テ ア

仮 設 機 キオ ，、
住 宅 設 備 機 器

化 成 品 新 建 材

日 曜 大 工 用 品

寺弘、患念物株吠曾枇

本 社 干 5 4 3 - 9 1 大 阪 市 天 王 寺 区 上 綿 屋 町 6 番 地

電 話 ( 0 6 )  7 7 4 - 2 2 0 0 受 付 案 内 台

東京・札幌・仙台・神奈川・名古屋・大阪・東大阪・広島・高松・福岡・北陸・沖縄
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飯塚英雄著

| アルミ押出形材

〔 営 業

ア ル ミ 角 . 丸 . パ イ プ

ロ

岡田

"  ア ン グ ル . フ ラ ッ ト パ ー

"  押出形材

目

H  手すり. 裕子. 間仕切ポール

ノ ン ス リ ッ プ ( ア ル ミ . 真鎗 . 鉄 . ス テ ン レ ス )

目 地 棒 . コ ー ナ ー ビ ー ド

その他真銭異型棒

ｾ安回株ｾ含手土
大 阪 Tel ( 0 6 ) 2 5 1 ー 7 0 9 1  

東 京 Tel (  0  3 )  2  4  2 ー 1 7 4 1  

名古屋 Tel ( 0  5  8  7  9)  5  - 4  5  0  1  

@ 建築技術選書 14 日本建築協会60周年記念出版

設計のコンビz ーター手浩

面倒な計算や作図をコンビューターにさせ，設計の省力化を図るための手引.

必要な数学の知識を簡潔にまとめ，考え方を図で示し，実例も多数掲載した.

( 目 次)

E 一一一建築計画と コンビュ ータ一一 一 一 1

コンピューターとは

建築計画におけるコンピューターの利用

2 一 一 一図形の数値化と数値の図形化一 一11

平面上の点の表現 平面上の直線の表現

平面上の曲線の表現座標変換

関化機への出力

3 一 一 一図形を計算す る 23  ｉ ＺＺＺＺＺ［ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺｩＺｬＺＺＺＺＺＺｬＺＺｬｬｬｬＺｬＺｬｩｩｬｬｩＺＺｾｬＺＺＺＺＺＺＺＺｬＡ 日 ＱＱＱＱ ‘川

図形を吸う基礎 面積の計算

土盆の計算 領域のやl別

4 一 一 一自動車の回転ス ペース一一一一一一45 プリンターで簡単に摘ける照度分布図.

自動車の運動 回転軌跡の作図 このプログラムの使い方と実例も縄載している

5 一 一 一昼光照度の計算と照度分布図一 一51

昼光照度の計算 プリンターによる分布図

等照度曲線図 等照度曲線の探索 A 5 ・144頁・ 1000円

6 一 一 一建築日 影図の作成 61  

日影曲線作図の潜備 シザリング

日影曲線の作図 日 影 図

給郭線の箔出 日影時間図

7 一一一一コンビューター透視図一一一ー一一79

その特徴 点の透視図

透視図の作図 隠線消去の透視図

8 一一一一自 動 製 図 99  

自動製図とは 自動製図の方法

自動製図の行方

9 一一一一シミ ュレーシ ョン一一一一ー一一一 109

モンテカルロ法 現実を綴擬する

モンテカ Jレロ ・シミュレーションの方法

駐車場と周辺道路のシミュレー ション

シミュレーションの建築計画への適用に当って

1 0 一 一実際の プログラム例一一一一一一 119

6学芸出版社 京都市下京区木津屋精通西j同院東 入 ft 075-- 343--0811
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「建 築 金 物」 特 集

関 連 業 者 特 jJ lJ 名 簿
(50音順)

名 称、 商 品 名 ・ 営 業 種 目
所 在 地 電 話

建 築 金 物

ア イ ブ ラ ス 金 属

株 式 会 社 | ド ア ー

ド ル 1: 本 社 大阪市東住吉区杭全 1 丁目 4 番28号 | 大 阪 ( 06) 713- 0241- 5  

サ .ノ

ち'"

金 具

ロ ス テ ン レ ス 建 簸 金 物

キ土 東京都渋谷区道玄坂 2 - 1 6 - 8  

東 京 ( 03)  464- 6401 

ア イ ス テ ン サ γ シ| 本

岩 崎 電 工 株 式 会 社 |

ア イ ピ ッ ト ( 道玄坂ヴィップビル)

ア イ バ ラ ベ ッ ト

ロア ル ミ 製 装 飾 金 属 | 大 阪 支 庖 大阪市北区西天満 5 - 9 - 5

大 阪 (06)  364- 0278 

( 谷山ビル)7 イ メ ｾ＠ Iレ

自然温風 ・冷暖房・自動防火・

営 業 所 大阪市南区南桃谷町1 5 - 1 6 大 阪 ( 06)  761- 8064 

レジスター・吹出口・グリル ・

大 阪 ( 06)  762- 8064 大 阪 近 畿 工 業 | 水 側、粗削アルミルーパ

製品倉庫 大阪市南区南桃谷町 13 大 阪 ( 06)  768- 8064 
換気金物、家具金物、現場金物

物置、ガレージ、フェン" - ，門廓本 社 大阪市淀川区新高 2 丁目 7 番13号

必』 ‘  テラス、パ J レコニ一、アルピット ガーデン製品事業部 千葉県佐倉市青菅木の宮 : ?42 I 大 阪 ( 06)  392- 5551 

株 式 冨 社 タ ‘ イ ケ ン I床下限納庫、ドアーハンガー、ヵ 営 業 所 札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、広島、 I 佐 倉 ( 0434)  87- 6111 

福岡

ーテンレール、建察用電位資材 出張所 矯玉、神奈川、千葉、岡山

オ ー ヒ ン ジ | 本 社 東 京 都 港 区 芝 5 - 3 7 - 8  東 京 ( 03) 452- 6671 

( 住友三田ピノレ) <<!!>108 

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 69( 汐 見 ピ ル ) <<!!>541 大 阪 ( 06)  201- 4747 
丁 番 型 名 古 屋 営 鎌 所 名 占 屋 市 中 村 区 名 駅 4 - 26 - 25  名 占 昼 ( 052)  582- 0791 

大 商 ピ J レ) <<!!>450 

日
盲 機 Ｍｩｾ＠ 株式 . 6. .  社 | 中 心 吊 型 福 岡 営 難 所 福 岡 市 中 央 区天 神 4 - 4  - 24  <<!!>810 福 岡 ( 092) 761- 2118 I Ci、 1' /3 Ｇｴｾ［ＺｲＮ｜，＠ A  ＱＧｾ＠ I  ｾ＠ Ｎｾ＠ ". =  I  

( 新光ピ J レ)

札 幌 営 業 所 札 幌 市 中 央 区 北 4 条 西 16 - 1  <<11>060 札 幌 (011 )  643- 9511 
ス モ コ ン ( 電気通信共済会ピノレ)

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 臼 町 4 - 6  ( 佐4 木ピノレ) <<11>980 仙 台 ( 0222)  27- 9643 
広 島 出 張 所 広 島 市 大 手 町 2 - 5 - 1 1

防火 排煙股備制御システム ( はるぜんグラン リープ) 唖730 広 Jょう ( 0822)  49- 0386 

樹 脂 並 に 石 膏 彫 刻 市

、
本 社 大 阪 府 守 口 桃 町45番地 | 大 阪 ( 06) 991- 2451問

ボ ー マ ン 美 術 装 飾 副一措一 一HR 事ー兎一施山 工

株 式 会 社 ｼ東京営業所 東京都渋谷区千駄ヶ谷 Ｔ 一 ｾＸＭ］～ｾ Ｎ， ｾ＠ I 見1.[ *  ( 03)  404- 3010 

森 村 金 属 株 式 会 社

ボ - 7 ン 彫 刻 品 | 石塚ビル 202号室

モリソンエムポス トーン

モリソンボードサ

;  二 千 ' 〒 品 | 本 社 東大阪市委江 712番地
モリソン睡 眠 ト 咽

モ リ ソ ン ス パ ン ド レ ル

モリソン 側 壁 下 地| 東京営業所 東 京 都 蜘 区 錦 糸 2 丁目 3 番 5 号

そ の 他 金 属 製 建 材 製 造

建 簸 関 連 金 物

本 社 東京都千代田区神田富山町 5 番地

住 宅 ti: 備 後 総

山 谷 産 業 株 式 会 社 | エ ク ス

相模原出張所 神奈川県相模原市相南 1 - 1  - 1 2  

品

佐 野 出 張 所 栃木県佐野市地野町2285
D  Y  用 品

オ ト ロ ツ ?  
千葉出張所 千葉県千葉市都 ｴｾＲＭＱＵＭＶ

86 

J ! ( 大阪 ( 0729)  62ー 7321刊

来 京 ( 03) 625- 3991 

東 京 ( 03) 256- 021l ( 大代)

相脱原 ( 0427) 44- 6107附

佐 野 ( 0283) 4  - 45900勺

千 葉 ( 0472) 31- 8731刊



図 - 3  

予板で定殺した断面カで表される 。接合: ' i I 1が

ｊＧｍ 忽ＨｩＧｾなピンであれば、自日材の ＧｊｉｔＡ 皮は、通 Ｇｬ［ｾ Ｇ

引 娘 必 皮 と 両 端 ピ ン の 圧 縮 強 I主で与えられる 。

しかし圧縮強度においては、要紫の内日目的不

安 定 性 が 影 特 す る 場 合 が あ る の で 注 意 す る 必

要がある 。 た と え ば 直 線 上 に ピ ン 後 合 で 2 f悶

以 上 つ な が っている部材の圧縮耐) ) は零とな

る。

A wE す2 c o s 8  si n' 。

- 1 .  ，ｾ，＿，＠ ，2 c os ' 8  A w 

( 1+ cos '  8 戸+一一一一一一
3  A c  

N

I J

，ε υ: 而 内 力 と そ れ に 対 応 す る 歪

M" ， K  { j ・曲げ・採りモーメントとそ

れ ら に 対 応 す る 歪

Q' ， y ， :  1凶外せん断力とそれに k‘I応

する歪

こ の 有 効 剛 性 か ら 分 か る よ う に 、 本 ト ラ ス

、F 版はウ ェ プ材の剛性を巧段、すると而内せん

断剛性が生じる 。 したが って こ の ト ラ ス 半 版

を 墜 と し て 使 用 し た 均 合 、 而 内 せ ん 断 力 に 対

してウ エ フ・材 が 抵 抗 す る こ と が 分 か る 。 また

探 り 剛 性 は ウ ェ プ材を削位しでも零のままで、

探り剛性がない梁てる作られた交文梁平板と同

じ性質をもっ 。 さ ら に 、 こ の 布 効 剛 性 を 用 い

て、F板 の 基 礎 ) 7程 式 を 滋 く と 分 か る が 、 シ ャ

イベ作! 日とプラ ッテン作mが分隊する 。
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4 . 崩壊モード

榊 造 物 の 赦 荷 能 力 を 評 価 し よ う と す る 方 法

に相ｾ限解析 ｪ 去があり、 卜ラス、F版についても

極限解析から峨荷能力が、工学的な' A 川範囲

の 制J立で、評価できる湯合がある 。 ここでは

こ の 解 析 で 興 味 あ る 崩 壊 モ ー ド に つ い て 述 べ

る。

いま［Ａｾ応力変位を止める境 ｷ 粂 ｦＧｬ ニ として周

辺 単 純 支 侍 や 周 辺 固 定 の 矩 形 平 板 を 巧 え 、 鉛

直 ) 7向に等分布荷量を受けるこのトラス、F 版

は、ウ ェ プ 材 が 十 分 強 い も の と す る と 、 無 応

)) 5I? K ほ の 伴 った 十 学 形 曲 げ 降 伏 線 II)1 J袋モー

ドを示し 4

1

，

S I

. i ! l ! 続体平板のモードと袋なる 。

また問隅必点支持まられた矩形、ド版についても、

問機な［ＮＧＡｾ応ＩＩ歪 ｋＢ の伴 っ たｩｊｬ ｬ 峻モードが汚

えられるt

まとめ

、i. f本トラス、F 版の巨視的なカ♂戸的性質とし

てのイf効 剛 性 や 有 効 強 度 な ど を 、 代 M I甘なひ

と つ の ト ラ ス 形 式 を 例 に 述 べ た が 、 実 用 化 さ

れ て い る 他 の ト ラ ス 形 式 に つ い て も 、 同 様 な

ｊＧｬｬ ， ｬ 命 ＨｊＧｾ 検 ｊ 寸は行われている 。 Ｂ・ Ｒ Ｑ ＮＢ ， Ｎ Ｑ ， Ｆ Ｑ ， Ｗ

1，} 後に、本稿は、大阪市立大学工学部建築

ｈＢｪｾ Ｂ ｦＺ 研究室、教授日程興 一 白 Ｑｳｴ 導土のご指導

の も と で 行 った也{ 本トラス. r - 版に! 期する研究

成以の Ｍ ［ｾｂ をまとめたもので ， 、ここに ｮ ￮＾Ｇｩ興

述続ｻ本、ｲＭｾ ，反で￭Ｎￋ 殺 さ れ て い る 断 面 力 N lJ， M':

ｑＧｉ こ対する内 ｾＧｦｉｓ 的安定 ｪ 立について険討すると、

このトラス、F版の内向目的不安定次数は、弾性

条f ' 1';: 1: から l となる J そ し て つ ぎ の 断 面 力

にl渇する条件がk I ! 絞1卒、F板 の つ り 合 い 条 件 以

外 に 付 加 さ れ る 。

M " =  0  

さらに断 l侃) J M

l 2

に対応する歪 K 1 2 は応プJ なし

の歪となり、応) ) からは不定となる 。 このよ

うな歪によ って起こり仰る‘ F板 の 変 位 は 、 こ

の［ Ｎ ｾ応力歪に直交するすべての歪を零とする

式 に 変 位 と 歪 と の 関 係 ( 運 動 学 的 条 件 ) を 代

入 し て 、 変f立に| 刻する述、t 偏 微 分 方 程 式 を 解

く こ と か ら 求 ま り 、 つ ぎ の よ う な 予 板 の 厚 さ

方向の後み刊に| 刻する無応力変位が剛体的変

位 以 外 の 解 と し て 導 か れ る : 剖

w  = C x，x， 

ここに、 C :  fE怠 の :半数

このような無応力変形が' 主じる境界条件、

た と え ば図 ー2に 示 す よ う な 支 持 条 件 で は 不 安

定 と な る 。

| ([ J JJ 

図 - 2  無応力変形 w が生じる支持条件の例

2 . 内部的安定度
はじめに

同じ構造ユニ ッ トの繰り返しによ って 持 状

や、ｲＭｾ反 Ｔ 犬にキ旦み包ててｻ乍られた ，ｌｦＮ Ｑ 匹トラスを

巨視的にk I ! 統体として兄て、k I ! 統{ 本で定殺さ

れ て い る 断 面 )J や 変 形 に 対 応 さ せ て )J 争 的 性

質を. f 1 p . 解することは、構造物 全体と椛造¥! l ' 紫

な ど の 適 川 性 を 評 価 す る う え に 、 ひ と つ の 有

効 な 尺 皮 に !戊り得ると思われる 。

そこで、この兵体的な例を 示 すために、、z

f本トラス、F版 の 中 で1，} も代点的な卜ラス形式

で あ る 直 交二 方向二 層，i . f本トラス 、F 版( 図ー1)  

を選び、そのトラス予版をせん断変形を ｾ Ｇ ｊ Ｎ ｉＡＡＮ

したk I ! 続f辛子板 lこ対応させて、 巨視 的 な j力] ♂

的性質としての有効剛位やイ有{ 効強 l皮支などにつ

いて述ベる 。

自1I 先生に対し、 i采く感謝の広をぶします 。
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をt14成している

郎材中由カと断而

3 . 有効強度H

この卜ラス、 ｉ ｾ 版の榊治安

各部材の' 凶 )J を図 - 3に示し、

力の関係をぷす 。

大阪市並大学講師)
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r

r

M

V

J

M

M

U

ぴ

す o 0 ・t 0  0  0  0  

す o 0 十 o 0  0  0  

o  0  +  0  0 士 o 0  

o  0  +  0  0 十 o 0  

= .11，1 .  I ' r  

。宣告 0 0 0 0 坊 市

o  '2長 0 0 0 0 市 ー坊

o 晶 o 0  0  0 -，会 -，古

o  -，長 0 0 0 0 ・fお 昔話F

M

M

M

M

M

m

M

N

M

 

c

c

c

c

u

"

"

"

“

 

ε "  

2 ε "  

E "  

K "  

2 K 日

K 口

y ， 

y ， 

D  0  0  :  

o  Ds  0 :  0  

o  0  D :  

:  K  0  0 :  

:  0  0  0  :  

o  0  K :  

;".5"0  

o  i  0  :  5  

。

1. 有効剛性別

。。

N"  

2 N"  

N" 

M "  

2M"  

M"  

Q'  

Q'  

M
l 2

= M引

= 2 AcE 土

D 2 c o s s o  

一一一一T ー ァA. . .E' -7-
( l + c o s '  8 ) '  . . . . - 2， 

K  = ι . AcE . 与

.c. -"， 

D  



日本建築協会

月間の動き

昭和54年 12月分

理 事

. A.  

' ZI> 

14日 4 時半- 5 時 半 於 太 閤 園

出席 者 塚 本 会 長 足 立 、 佐 野 、 福 田 各 副 会 長

ほか15名

議事( 1 ) ( 財) 日本建築センター評議員就任の件

(2) 会勢拡大に関する件

(3 ) 会資改正の件

(4 ) 臨時評議員会開催の件

(5 ) 通常総会開催の件

(6 )  入退会者承認の件

(7 ) 報告事項

編集理事会

211' 1  3 時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者 福岡副会長、前川・渡辺編集E理事

議 事 山 本 年 度 編 集 報 告 と 収 支 状 況

(2 ) 広告料金値上げのl ' ド

(3 )  次期編集委員長の件

(4 )  そのほか

会 勢 委 員
. A.  

' ZJ ; :  

5 日 3 時- 5 時 於 会 館 3 階会滋室

出 席 者 塚 本 会 長 福 田 、 佐 野 各 副 会長 市 川

委員長ほか 5 名

J殺事 (1) 会勢拡大方針について

(2)  会伐の改正について

(3 )  f 建築と社会」誌の充実について

(4 )  そのほか

事 業 委 員

. A.  

' ZJ ; :  

若い会員の集い第 7 因企画分科会

4 日 6時 、|土 - 10時 於会館 3 階会議室

出 席 者 安 原主資ほか 3 名

議事( 1 ) f 建築家に聞く」シリーズ開催について

(2 )  ゲストについて

(3 ) 会告原稿について

(4 )  ｉｩ ｾｬ 催日時、会場その他

忘年懇親会始せん分科会

7 日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者西村、上出、商、阪倉、岩本各委員

議事忘年懇親会抽せんの諸準備について

若い会員の集い第 7 因企画分科会

21 日 6 時半- 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 安原主査ほか 2 名

議事 (1) f1980年・新春放談 80年代に向けて…

建築を諮る」の会告について

(2)  向上ポスターについて

(3 )  そのf也

88 建築と社会/ 1蜘 年 2 月号

編 集 委 員
. A.  

=  

銀行建築特集編集幹事会

4 日 6 時- 8 時 於 会 館集会室

出席者 野田与一郎( 京都中央信用金庫) 、桑原

茂( 安井建築設計事務所) 、波漫階( 三

和銀行 ) 、字沢善一郎( 竹中工務庖) 各

特別幹事、稲垣委員

議事 「銀行建築」特集の執筆者の選定

第 5 回計画分科会

7 日 6 時半- 9 時 於 以 和 食 荘

出席者 富穫・塩谷・中林 ・谷口 ・河目 ・池端 ・

山元・稲垣各委員

議事懇親会を兼ねて、新年度委只の精成、 6 月

号特集のf午を協議

広告企画小委員会

10日 4 時- 5 時、ド 於会館集会室

出席者 波辺副委員長ほか 4 名

議事( 1 ) 正月号「謹賀新年」名刺広告途中経過報

告

(2)  2月号「今後の省エネルギーの趨勢J f 建

築金物」特集広告途中経過報告

(3)  3 月号「銀行」特集広告企画

(4 )  そのほか

作品作風小委員会

12日 4 時 - 7 時15分 於 会 館 集 会 室

出席者 寺井副委員長ほか 3 名

議事( 1 ) 新建築調をぷ作品選定

(2) 正月号の作品報告

第 4 回施工材料分科会

17日 4 時- 6 時半 於会館集会室

出席者 岡田 ・村上委只、 三浦康夫委員代理

議事 4 月号「住宅J ( 仮称) 特集の素案の検討と具

{ 本化

法規特集号編集幹事会

20日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 | 河聞編集委向、宮本法規委員

議事 5 月号= 法規特集号の具体化について

委員会

21 日 4 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者前川委員長ほか 5 名

議事 (1) 1 月号=80年代の郎市と建築特集経過

報告

(2 )  2 月号= 今後の省エネルギの趨勢特集

経過報告、建築金物特集経過報告

(3 )  3 月号= 銀行建築持集幹事会案報告と

承認、安井建築設計事務所作品経過幸u

告

(4 )  4 月号= 住宅特集( 施工材料分科会案

提案)

(5 )  5 月号= 法規と行政特集号( 法令分科

会、法規委員会案提案)

(6 )  6 月号以降の特集企画

(7 )  新年号からの表紙デザイン

(8 ) 収支状況

(9 ) 広告料金値上げの「ド

(10)  パックナンバーの定価の検討

住 宅 委 員
4

2

 

委員会

6 日 6 時 - 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか10名

議事 第16回よろず相談住宅展の件

日本建築協ム

建 築 ク ラ ラ 合 同 忘 年 懇 親 会

14日 6 時- 8 時 於 太 閤 園

昭和49年以降中止されていたが、会ぬからの要

望もあり、本年は白木建築協会・建築クラブ合同

で開催。会員有志による多大の賛助後援と景品の

ご寄贈を賜り盛会をきわめた。

当日の出席者 226名

四会連合工事請負契約約款政正委員会|

4 日 O時- 3 時 於 建 築 学 会 ( 東 京 )

出席者 8 団体14名( 本会より塚本、宵秋委員 )

J連事 (1) 10条- 12条の審議

(2 )  小委員会の設置

)

-

々

a

-

m

-

柑

一

敬

一

(

-

者
一

ム

冨

一

入
一の一

〕

月
一

凶

2

一

口

1

-

会人

岡

山

凶

f

 

〔

秋田 満

悶 回 広 史

中野 i車代

深沢 i主男

孝

靖

雄

郎

明

繁

朝

刊

一

山

中

東

問

秋

田

板

森

健 山 宗 夫

出11 史! l J J

蛭 川 喜 康

山本 鐙

訂 正 : i E 月号越賀新年広告46ページ右段阿漕勇氏の御住所

「大阪事務所 ・大阪市北区梅ケ伎町146J とある のを「大阪

市北区西天満 4 - 3  - 19J と訂正し、議しんでお託ひ・いた

します。



ト
総合天井システム侶沼 |  地需三，宝

l l，b-s::i色 ' Zコ

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法い、A L T S工法、は当社狙自の

照明灯ユニットおよび戸Jl ノミ製T Hーを建物のモジュール! こ配列し、天井住上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災後器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にした多機能を誇っております。 ( PAT. 6件)

干530 電 話 (06) 312- 4131附

〒105 電 信(03) 437- 3361閥

干812 電 信( 092) 291- 0459('何

千 451 電 話( 052) 522- 543邸側

干 980 電 話(0222) 65- 65681側

〒 900 電 信( 0988) 53- 685αm

大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 フ 号

東 京 都 港 区 新 情4丁 目2番 第29型車ピJレ

福 岡 市 熔 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 雪

仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第1広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 彊 川 1 1 9番 地

奥村重兵衛株式皇社日

内 装 不 燃 材

社

神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電話 神戸(331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

A 、

Z 三室 谷 商 事 株 式

本 社

支 底

倉 庫

奥山化工業株式舎枇

テトカッパー防水

・22設立候犠打王

カッパー防水帯

呈進グ
ロ

タカ第次込申お

• 
豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 間 待 町1- 12 日生ビル 宮 ( 943)6571代 表

東京・償 ｊ 兵Ｎｾ岡・君 ｬ￭ 山・水戸・ ｊ 兵絵・岡崎・名古屋 ・ 富山 ・ 大法 ・ 京都・堺 ・ 神戸 ・ 広島 ・ 福岡他全国主要都市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

db25餌目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 1- 58- 59 電信 ( 302) 2271( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・繍 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

震災羽汚禁処童設計脇工

愛 知 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代)

京都市東山区大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都5&1局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ， 大 阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市丙I王江戸線 1 丁目 10番17 号 干 550 '1It .l古(441)8231 

本 社 I!i J;Ui ! I中央区銀座 2 了同 2 番17号 〒 104 'Ilt J f; ( 535) 5251  

支 社 大阪・東京 ・名古原

支 底 礼申且・仙台 ・金沢 ・広島 ・綴間

営費E所 新潟・大:f理・岡山・ i官; 総・熊本

出張所 帯広. ，'7森・秋田・盛岡 ・前橋・千葉・繍j兵 ・鯵悶

富山・稲井 ・畳間・京郎・ 神戸 ・徒、山・鹿児島 那 翁

海外主庖 シンガポー Jレ

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 銭

ム

環 境 衛 生 施 股

荷 役 連 機 機 械

化 学 鉱 山 機 械

線式 Ｔ ・ｉｬｾ司ＺＭｲＱＺＺＧ
会社ノ、棋ｾ ..x. Iロ

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 香 地 電 話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 I苫 東原・日比谷・三僧ピル

支 庖 名古慮、福岡. 札銚. 広島、仙台 、北陸

出 怯 所 繍浜. 高絵、静岡 、費回 、岡山 、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和股備 ・その他管工事一切の役計・絡エ

⑮ 斎 久 玄 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都千代田区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電 鱈 03- ( 270) ー7411側

大 阪 支 社 大 阪 市北区中之島4- 2- 38 ・話 06- (443) 5041側

支 后 札 幌 ・ 岡山

営 察 所 仙台・千葉・名古屋・金沢 ・高松・広島・綱同

出 E置 所 福 井 ・倉愈・苫小牧

90 

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央区 日 本 橋 蝋 殺町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 股 備 位 置 十 施 工

。

本
m

p

晃 空 調
樟式会社

咽圃・

-... ー

出 張 所

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 O画一363- 1371

東京E日新宿区商新宿 新宿住友ビル 屯話 03- 344- 1911 

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 泣 ぷ 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 烏 町 1 1 - 2 電J再052- 581- 8571 

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 -1;;' ｾＢｦ［Ｐ ＸＲＲＭ 47 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795

仙台・険i兵・福井・京都・神戸 ・松江・高松・沖縄

@  空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

マ 訟 判 踊
本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地(オートセ ンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 反 九 段 南2 丁目 2 番 5 号( 九段ピル8 階)

郵便番号102 電話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ 1レ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 総 中 央 区 日 本 械 本 石 町4- 2( 三井第二号IJ 館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 械 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。建議芸業開会話



商昂は主主ごす。｜Ａｾ
掴 間 熱と空気のエンジニア1 ー-

F  大気扇士

〉ーに_ _ / 錦dZZ伊 国結

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬送機設備

設 計 施 工給排水衛生 『 え /

第・・エ紫株式会私

大阪支庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

田高

設 計

ｦｩｾ＠

施 工

釜"

ー晶ｾ
......... 

大阪支席 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 郡 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 ｾ陸地

「 -IIIODI I8コ 空 気 調 和 設 備

段計施工

換気・除虚設備

東 洋 熊 工 . 織 式 会 極 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京毎中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L( 562)  1  3 5 1  

ｾ＠ a 名 古 屋 ・ 福 岡

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

;E&孟22Rt 大阪市北区西天満 5 - 11- 12 包括 06- 313- 1846

Z 芸蚕 ZEZP 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0120- 49- 2128

設 備 郡 大阪市北区西天満 5- 11- 12 電話 06- 313- 1846

禁郁容， ZF 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電話0720- 4 9  - 2128 

給・排水・衛生・消火・暖冷房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 福岡・京都・広島 ・天理 ・川西

空間・衛生・防災設備 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

本ヰ血京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 図 町 2 0 番 地 の 1

お (681 ) 5  1  0  1 - 5 ・夜間専 用 (691) 1045 

大 阪 支 底 大阪市北区天満 1- 5- 20 ' 1宣活 ( 06 ) 352 お 0l (f¥J

三 重 支 唐 潟 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 ( 0592) 26 361α 代)

四 日 市営 業 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電路 ( 0593) 5.1- ＷＴＳ ｬＨＨｾＩ＠

滋 賀 営 業 所 大I 1t 市 打 I出 浜 13- 15 電. 1[ ; ( 0775) 22- 9738( 代}

名 古屋 営 業 所 名古島市中川区行船町電話 ＨＰＵＲＩＳＶＺｾＭＭ 068l ( 代)

(+"". 
2舎町震届副s

d匙電' 司. . . .

J J I I J  

⑧院議三総持

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸媛 l 噂 22 ・ 7 T  E  L ( U 1 )的 1994 ・( 443) 的0331

⑫ 山 田Z 諸 積書 8 *1:

本社且菅工事本車部 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  - 8  電品06(443)8161(}; 代長)

環境装置事業部 太 阪 市 淀 川 区 三締 局 市 1 - 1  ＭＳＵ 電話 ＰＶ Ｈ ＳＰＸ Ｉ ＱＴＹ ＡＨＨｾ l i )  

東 京 支 庖 東 京 都 江 東 区 亀戸 1- 8  - 4  Ｈ自国ピルＩ電話 ＰＳＨＶＸＳＩＸ ＴＲ ＡＨＨｾ J，)  

名 古 屋 支 庖 名古屋市中区栄 2 Ｍ Ｑ ＶＭ ＱＳ Ｈ 京極ピルＩ電話 ＰＵＲ ， ＲＰＲＩ ∞ Ｗ Ｗ ＨＨｾ J <)  

福 阿 古 底 福岡市博多区樽多駅車2+30( いわきピル} 電鈎092(451 )3456 

出 張 所 神 戸 ー 松 山
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電 気 設 備 ⑤

陽 電 気 株 式

代表取 締 役 山 本 1奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  制 日 ビ ル

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 費量 点 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 都 市 右 原 区 西 京 甑 篤 野 町 2 1  

T E L  京 4耳目 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代: )

市 中 央 区 議 院 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを

回B吹

本

本社世E割陸所

京事事曾割陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- I IOI

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

干面 lliiI 福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

大阪市東区高関僑五丁目 二八番地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所全国主要都市20ヶ所

常 務 取 締 役 支 社 長

電 気 工 事 設 計 施 工

風
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁 目6 - 8 ( 堂ビル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

社

底

ヨド

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

T " i 7 ト覇気工: /=. JニY リ レ ヲ 鰍 式Q I t

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 目 1 番 3 号

T E L  06 - 364- 3 056 ( 代)

東京 ・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・苦 小 牧 ・ 浜 松 ・滋賀

京都・ 高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜 ・福岡・沖縄

取締役社長

本土

支 I苫

事 業所

企込

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピ ル 3階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新僑ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ .熊 本

社

&  

H  

庖

底支

支

本

神 戸
手;; 業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

総合設備工事〈扱計・範行〉

電気・アンテナ・送電線・プラント・計裟・空調・土木 ・建 築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

田
取締役社長

社本

f! B  

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151( 大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 福 岡

四林取 締 役 社 長

社本

営業所事業所

⑮日本写植印刷株式会社

@問

Board&Sl ate Standard 

義

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 . 06侭06)1111代

〒892 鹿児島市名山町4-7 三 宝 ビ ル ーαぉ2 (26)  4371 

〒708 ;量山市大手町8番5号機箆底会館 . 0ぉ82 (4)  1771 

干鯛商風原村費軽減 沖 縄 印 刷 団 地 ' 制8 (55)  61∞ 

都田神代表取締役

本 社

日本写樋セ ンヲ -

i章山写植セ ンヲ

沖縄写樋セ ンヲー

，"，-，-，"T' 司 " 宅弓轟喧E里' 圃・・貯凶冒

}.' .. ...l  ｬＢ｟ＮＭ・Ｎｪｾ

'b : ，'，j  芳;-.1 下しl

'弛M 比与主J r. ，; 

フ タ パ 黒 板
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- 床 周)(壁用ＢＢＱＮＢＱＮ Ｑ ・ｾ［Ｇｉｬ量ＱｩＧ _ _  l Tt. i !医彊=-
奉 仕 感 謝 の 庖

(ボード類直貼り緩着材)

E3.-f:t・5j， ｾ・・・・ ｳ・タ イ ル 工 事 施 工

: :  '1] 滞 京 義 蔵 庖⑪ 
(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社

関 西 営 業 所

干 530 大 阪 市 北 区堂[ . ] ， 2 丁目 4 - 1 7  

T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

E ヨヨ司圃措置画置司園田国置

大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー 13- 33( 靭本町バス停附 )

電 路 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

祉

*  

大 阪 支J吉

大 阪 市 東 区 高 劇 僑 2 丁目 9 野 村 ビ ル5階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖
ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

重段省認定の防火材料

. 材開等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3骨

基材同等 0 0 0 4 号

萎材同等 o  0  0  4 骨

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54 電 話 (06 ) 702 - 78 1 4 - 7  

東 京 $ 集 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

… ( 誕生)
吾1・

アダルト感覚

【アースウェイブカーテン E

大 阪 . . 所

【ラグジュアリーカーベット E

回 日 本 フ ェ ア ト ン 株 式 会 社

〒540・大阪市東区鎗屋町1丁目M暑地・ヤリヤマチピル

T E L 侃 (943) 6  4  8 1  ( 代)

〒 1 0 5

〒 1 5 0

社

東京営難所

本

更に充実の

傘* - ' 7D X 1 5集新発売グ

見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御 一 報 下 さ い

喰 君 宏 観 幅 四 喜 倍 大 阪 支 庖

k l 3 J  

札 幌 出 強pJi

サンケークロス

割《

〒お4 吹 回 市 広 芝 町 13 - 31  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代)

〒 160 東京都新宿 区新宿 2 - 8 - 1

T  E  L 03  ( 354)  2 6 4  1  ( 代)

島 株 式 含 ね

東 京 邸 中 央 区 日 本 橋 小 伝 馬 町1- 40T E  L ( 03同63- 3371

大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 14ー 1 4 T E  L ( 06) 702- 8102 

名 古 屋 ( 052) 932 - 1381 札 幌 ( 011 ) 741- 3721 

広 島 ( 0822) 93- 4676 

J  11 

本 社

大 阪 支 庖

支 J d

本 社 ・ 盤 裟 館

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社ブフ工テキスタイJl ノ大阪支庖

干541 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 - 6 - 1

平 野町 セ ン チ ュ リ ー ピ ル 1 F  

1( 1/ シ 壁 装 材

I@ 

日 S E . 31d

脳 会 事tJ Il JII 商 庖

干 5 3 1 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 1 - 1 - 1 6

0 6 - 4 5 8 - 1 8 7 2 - 6  

東 京 鶴 港 区 西 新 橋 2 - 6 - 1

0 3 - 5 0 3 - 5 3  0 1  f t  

東 京 郵 渋 谷 区 松 潟 2 - 1 8 - 2

0 3 - 4 6 5 - 8 6 1  1  f t  

〒0 6 4 *L俣市中央区南+ 四条西6 行啓グランドハイ ';19 0 5号

光 建 産 業 株 式 会 社

T E L  03- 492- 7341 

T E L  03- 767- 3411 

〒141 * 京郎品川区西五反問 2 - 3 4 - 4

干143 東京郎大田区平和島 6 - 1 - 1

物流ピル A 棟 A E 5ー l

干538 大阪市鶴見区茨田大宮町301- 1

本 社

東京支庖

特殊壁装材製造販売和室に最適

四-ー: : ゴケ)練)副 J! J : J ! J D:2

T E L  T E L  06- 913- 1031 

大 阪 支 庖

別注壁紙( クロス) 御相談は

シ マ ク ロ ス で

。L マクロス株式会社

場

一

二

工

第

第
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〒550 大阪市西区本田 3 丁目 2 - 1 8

T  E  L ， ( 0 6 )  5  8  1  - 7 4 6  1  - 5  



建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

ｾたなヨＮＮＮＮＮＱＭＺ
- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4

ヘl

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最高の技術が生みだした

新しい素材

ヘーペJL
<> 

三競艇重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト j五日

⑧雪51里空情意思)

明 石 支 唐 〒673 明石市西新町 2-12-14 'A' 078(922) 0007(代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2- 1  -29 密 0726(96) 2889

中国営業所宇742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

公 08202(2) 5211 

品 建 築 技 術
建 設 省 建 築研 究 所 監 修.

昭 和 55年

N O. 3 4 3  

定 価

￥7 8 0  
3月号の内容

- オール電化集合住宅の計画 と動 向一. . ... .. 一・吉田隆男

・くい基礎における基礎スラプの力学性状・拝井善勝ほか

・構造 設 計のためのメモランダム( 2  )ー・ ・堀井昌博ほか

・総合設計制度の適用例( 赤坂第一 ビル) .・ ・・・ ・植木昌夫

・建築企画 : 普通倉庫 … … … … … … … … … 福田謹一郎

・住宅平面 型の把握 と評価の諸方法・.. .. . .. . ..・杉山茂一

・在 来木造住宅構法の地域特性・. .... .. . ..・・・・・・・渡辺一正

・構造計算データシート・・・・ ・・ ・・・・・ ・ー ・・・・・構建設計研究所

建 築 経 済 統 計 図 表 ・フォト ニ ュー ス ・ トピックス ・建 築 家

の 良 識 ・読 者 コーナー・ 海 外 の 話 題 ・建 材 の動 向 そ の他

直接 購 読 ご希望 の場合年 間予約金 ￥ 9 ，3 6 0 (送料共 )

全 凶 書 底 18 日一 斉 発 売 / 最寄りの占応にご注文下さい

12 ・ 蝿 体 生 産 技 術 の 向 上 を め ざ し て (No. 296) ー特価￥ 780

集 ・ 建 築 と 接 合 (No299) 特 価 ￥ 上 300

号 ・ 住 宅 部 品 シ ス テ ム の 普 及 川303) ーー特 価 V 1，400 

宰 ・ 工 事 環 境 と 技 術 対 策 (No.削 特 価 ￥ 1，000

己 ・ 住 宅 の 遮 音 (No328) ー ・ ー …  ・ー 特 価 ￥ 1，000

94 

|建|築 |技 |術 |の| 出| 版| 案| 内 i

専 門 技 術 者 の た め の

建 築 構 造 問 題 快 答 集 犬 同 編 集 部 編

A  5 判・ 430頁 ・￥3，800(送 料 ￥ 200)

目 と 手 で 確 か め た 水 と 土 の 記 録

最 新 場 所 打 ち ぐ い 工 法 北 中 克 己 著

A  5 判 . 325頁 ・ ￥ 3，500(送 料 ￥ 200)

設 計 者 と 現 場 マ ン の た め の

溶 接 読 本
井 上 博 著

B  5変 型 判 ・149頁 ・￥2，900(送 料 ￥ 200)

納まりやすく施工しやすい配筋の指導書

配 筋 持 本
庖方 n沌 /-p・ 井 上 博 ・北 小 路 宏 共 著

B  5変 型 判 ・162頁・￥ 3，200(j 差料￥ 200)

生 活 環 境 造 り に 好 個 の 設 計 資 料

住 宅 団 地 の 造 園 施 設 仲 健 著

B  5 判・ 11 4頁 ・ ￥ 1，600(送 料 ￥ 200)

快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る た め の 技 術 資 料

住 宅 団 地 の 土 木 設 計 小 池 正 次 著

B  5 判・ 113頁 ・ ￥ 1，600(送 料 ￥200)

l  E I - - 1 8 1 中 島 ビ レI
有 限 会 社 建 築 技 術 E

ｾ＠ 振替口座東京番宮東京 ｲｭｴｭｮｾ 代Ｉ 目



設備合理化に貢献する

;  gu-ユトヨ山ゴ

S K- l 00S標 準 型

S K型 | 層式( 桝) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 繍 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・ マ ン

ホ ー ル ・ 受 カ ゴ ・ ス ラ イ ド 板 ・ 排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜 ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・ 鉄 筋 防 水モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 回 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 4居付貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 透 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 ト ラ ッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 禽 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 底 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊ヰ土もたゆまぬ研究を続けております。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈おも な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / J車 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル/ 三 井 物 産 大 手 町 ピ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル/ 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル/ 新 宿 セ ン タ ー ピ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル/ 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ビ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン ト ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 得 都 ピ ル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品目 〉

S K式グリーストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 下、さい 。一一一一一

製 造 発 売元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営難所/ 干532 大阪市混川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) f t  06 (304)  ＵＴＸＱ ｾ 咽

本 社/ 干130 東京都墨閏区東駒形4- 6- 9(和幸ビル)

95  
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錆 び な い /

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小 波 . 5 大 波 . V ?皮・ ボ ッ ク ス 波 . wジ ャ ン ポ波 . v デ ッ キ

5 V ジ ャ ン ボ 波 ・ 其 の 他

用 途 平 桓 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御請 求 下 さ い

議議市 I J I ! J -9 J乱暴9J l 製造掠式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ ル 1 tU 舌大阪 ( 06) 412 - 5131( 代)

営 業 本 部 干660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 44 1' 11杭 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代)

支 后 及 工 場 大 阪 . f L1' ト|・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 渇 〒 335 般 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 ( 0484) 42- 3115( 代 )

ヨ乞庖及工場 東 北

現場の信頼に応える
司F I " II，

告 白 口

事支日口

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

セメンド起泡・軽量 ・裏込用

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用

防水剤

急結淘j

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 軍 曹 ー

=割、-J i ，，-#-

' 71- 9 ; '  

' 1守- q- L.

z. ヌヨー量・

Z 7' : ; ' - 1Jι  

ー セメン卜混和剤・助材綜合メーカ一 一

色彩2 3由 脂41 : 工事主

jol ( Y 東京書E品川区二議1- 18- 8 f t東京 (787) 1131代表

東 北 支 底 福島市下型f 寺 字 遼 原3- 2  f t0245(91)  1131間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  f t0298 (23)  1131附

盛岡営業所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 f t0196(45)  1331制

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 



水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ I-I¥j でも 、水 は遠慮しません。

くとl アス 〉は 、防水工 ・j' ;- ひとすじに 50余 年。

この小 さなスキ 間 との 、長 いたたか い を続け

ているのです。 もちろん 、O シグマー卜によ

るウ エル ドシステム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術 と、完全責任施 工 ・年限保証が私たち

の強力な 武器。 全国 90 カ所にも

およ ぶ〈 日ア ス〉ネッ トワー クの、水 もモラ

さぬたたかいぶ りに 、ぜひご注 目 くださ し、。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 割11路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株) 苫小牧出張所

東 北 日新建工( 株) 仙台支庖

関 東 伊穣建材株式会社

いわき建材工業繰式会社

春日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京 ;1 青株式会社

トーフ ジ工業繰式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口工材株式会社

様図 工業株式会社

富士エ材株式会社

議;I l ! 膏興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営集所

北条;1育工業株式会社

大和工業練式会社

;1育建材株式会社

有限会社神守建材社

金港渥青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業稼式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石国建材工業( 株) 宇都宮出張所

涯膏建材( 株) ' 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

信 越 同和建業株式会社

同和建築( 株) 長野営蝶所

株式会社仙嶺

北 陸 有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石僑建材株式会社

東 海 協和建材工業株式会社

三井工業徐式会社
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地 区 会 社 名

東 海 三 信 袋 材 工 業 株 式 会 社

大; 也建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産繰式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池 田 涯 膏 工 業 株 式 会 社

株式会社神原簡庖

清水興業株式会社

日新工材繰式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水 (株)大阪支庖

フヲパ興業株式会社

マル工ス工業検式会社

有限会社丸藤商庖

大島応用化学工業株式会社

久下商底

東洋建材株式会社

中村涯膏工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国束中国防水工業株式会社

株式会社三洋設建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業 (株)広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社

大三工業(株) 高知支底

徳島大三工業株式会社

株式会社マル7 ス河野商庖

繰式会社山本商会

九 州 安 藤 工 業 株 式 会 社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

繰式会社北原建材商会

上原建設工業社
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Ｎ 建 ｳ 川汁第 ＲＴＰ Ｑ ｾ Ｍ ，出 ｮ ｦ C'J ぬ 日 本 ア ス フ ア ル 卜 防 水 工 業 協 同 組 合

、 』 圃 . ， 東 京 都 足 立 区 千 i主 東 2 - 2 1 - 2 8 日新工雛練式会社 内 宮 ( 882) 2424大代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 白 新 エ 喋 内 宮 ( 882) 2424大代

中部 支 部 名古屋市千種区千種通り 2- 19( 舷阜正ビ ル ) 日新工集名古屋出張所内 n  ( 741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 3 - 6  2  日 新 工 集 大 阪 支 庖 内 包 ( 329) 7737 代

製 造 元 / 日 新 工 喋 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 ↑ 尊 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4  1  0  日新エ喋九州出 張所内 包 ( 45 1) 1095 代

』
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A Cフロアはホ疲れにくいか床材。厚い発泡層と、ささ液状の表層面がその決め手です二

三弓 ＮＮｃｾ 日 ｐ
A Cフロア< 3 層構造〉断面 7 1'ヲ 「写7 1一石市さ「色数

表層( 強いヒユアビニ吋レ) ａｃ Ｚｊ ｄ ｩＧ ｾｉＺｬｬ＠ 2. 8mm 卜。 J

三+ = - : い 8 m1150. 

A C: J 日i "! <Fi I 3.5..-.: 1  ' -"'1 

E ・ E ・. A C: J 日i "! - .fjl 5. 5"' " 184"  121 m 1  2  ... 

拾場 A C:J D i "，' : Uj  4 加川 じ_ 1  91'" 

- - - :::)υ ・9処.. 2. 0'  

バランシングシート ー一一 ー一一一

〈特 徴〉床抽i'嘗音遮断性 ・用 途 は‘ お bに学校 ・病 院 福祉施段など公共施股

衝 撃 吸 収 性 断 動 性 耐摩車羽生 ・A C フロ 7 55<2膚 摘進〉 は体育館専用・コンマJ レテ

耐 薬 品 性 施 工 安 定 性 は手掛活F専用です. ACフロアG T はスルーテ，7川ターン

・・・E三』ι Pタイ仲 「 つ Ｚτ 汁 三塁 ＢｾＺｊ Ｚ音 イ 泊 ｕ Ｇｊ ｏ ｩＢ Ｍ ＺｊＧ

| 白 書 庇 一 氏仔干 西床協組t1 ttI ! i 511C.' I司 性到来 ・ 四 旅 協 組

東京営業所/ 干 101東京都千代田区岩本町3- 11 - 13f t ( 03) 866- 6101 ( 代 )

札 幌f t ( OII )23ト 8261 慣 浜官 ( 045)68 ト 4835 岡 山台 ( 0862) 26- 0619

仙 台管 ( 0222) 22- 6413 静 岡信 ( 0542)8卜 8931 広 島f t ( 0822 )46- 9436 

新 潟f t ( 0252)65- 0261 名 古 屋宮 ( 052)57 1- 6361 高 松宮 ( 0878)62- 5285

北 関 東宮 ( 0492)85-1421 北 陵台 ( 0762) 31- 5741 福 岡宮 ( 092)712- 9141

車 関 東宮 ( 0472) 56- 8801 大 阪宮 ( 目 的 “ ト5951 鹿児島曾 ( 日間2) 29・6160

発;@層E

建 物|人l て、人はな外に歩きます。初uこl'刊 う

ことの多い女 ｻ Ｎｉ ｬｾ 務ｪＮ ｬ でさえ、 Ｑ 日約 Ｔ ， ＵＰＰ 歩 。

滑りやすく、石史すぎたりやわらかすぎたり、また

目に刺激的で、騒々しL 、床は、どんな姥物ても

凶りもので九 t( に、 立 伎作業の多い病院など

では、 ｩｬｬｾ なチェックポイントになります 。

A Cフロアは、発 i包層のクッション性と表Ml ui

のさざ波力ru": で、靴底に適度な抵抗を tJ Aλ 、J..-i(ー

を滑りにくくします。また、表而加」ーが反射光を

やわ句げ、発泡j刊が床の衝撃音 を巡回[ します

から、口や神経ーを疲れさせません。これまでご

J引 1IL  、t:.t:.¥、た、|英断ji . 看 護 対 ・先午がたの

評価から、私たちは、さらに自信をもって、や疲 れ

にく L 、床"A Cフロアをおすすめしています。

ｾ＠

03379 - 2  雑 誌


